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刊行に当たって

過去30年 にわたる情報処理技術の進歩には著しいものがあります。それに伴い社会

の情報化も急速に進展 しており、今やコンピュータはわれわれの社会活動にとって不可

欠のものとなっております。特に最近では、その利用範囲の拡大や多様化とともに、情

報処理機能の一層の高度化が求められております。このため、現実世界に存在する大量

かっ多様な情報を一括して処理するために、数値計算を中心とする従来の情報処理機能

から、人間のような柔軟性や学習 ・適応の能力を持つ新しい情報処理機能への変更が強

く期待されるようになっております。

こうした認識に基づき、通商産業省は、平成元年度から 「新情報処理技術調査研究委

員会」を設け、21世 紀に向けてわが国が世界の国々とともに取り組むべき新しい情報

処理技術体系にっいて2年 間にわたり検討を行 ってまいりました。本委員会にはその下

部機構として、財団法人日本情報処理開発協会に、基礎研究分科会、計算機科学分科会

、社会応用分科会の3つ の分科会を設け、それぞれの専門の学識経験者にご参加いただ

き、新しい情報処理技術に対する社会的ニーズ、技術的シーズの両面から、熱心な議論

をいただきした。また、海外の研究動向調査や国際ワークショップ、シンポジウム等の

開催を通じて、海外の研究者との意見交換も行い、国際的に開かれた研究体制の構築に

も努めてまいりました。

平成3年 度から本調査研究の成果をもとに、フィジビリティ調査によって具体的な研

究の計画策定を行い、これらを踏まえ、平成4年 度か ら10年 間の研究開発 として 「リ

アルワール ドコンピューティングプログラム」の計画がスター トしたところであります。

この度、3つ の分科会における2年 間の調査研究の成果が 「新情報処理技術調査研究

報告書一リアルワールドコンピューティングの実現に向けて一」として出版されること

となったことは、誠に喜ばしい限りです。情報処理技術の今後の方向を示し、リアルワ

ール ドコンピューティングの研究開発計画策定の基盤となった本報告書が、情報処理に

直接携わる方々はもちろん、広く関係各位のご参考となれば幸いであります。

最後になりましたが、本委員会において熱心な議論を展開していただいた委員各位に

対 し、改めて深 く感謝の意を表します。

平成5年4月

通商産業省機械情報産業局長 坂本 吉弘
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人 類 未 曽 有 の 可 能 性 の た め に

明治大学 法学部教授 中村雄二郎

1

各分野 、 と くに情報 処理技術 の発達 によ って、次第 には っきり見えて きた近未来風景 か

ら、 もっと長 い射程 で21世 紀 中 に人 類が どのよ うな生 を享受で きるよ うになるかが 望見

で きるよ うにな った。 まず 巨視的な展 望 を してお こ う。 人類の これ まで の文 明史 の諸段 階

は、大別 して 「自然 社会 」 「農業社会 」 「工 業社会 」 とい う順序で発展 して きたが、今 日

で は、単 に 〈ポス ト工業社 会〉 と して の 「情 報化社会 〉で はな くて、以前 の3っ の段 階 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　

並 ぶ よ うな時期 的な幅 を もった 「情報 社会 」(正 確 には 「情報 ネ ッ トワー ク社会」)が 大

きな可能性 を帯 びて浮か び上 が って きた のであ る。 これ はまさに画期 的な ことであ る。

そ の点 につ いて少 し立 ち入 って お くと、 ここで 「自然社 会」 とは考古 学で いえば ほ ぼ
　 　 　 　

石器時代 に あた る。そ れが穀 物 の大量 生産 の方法 を確 立 した農業革命 によ って紀元前4000

年 以来 、次第 に第2段 階の 「農業社会 」 に移行 した。そ して この時期 が永 い間つづいた の
ロ 　 　 　

ちに、さ らに、動力機械 の発明 ・応 用が機 械制大工 業を もた ら した産 業革命 によって18

世紀半 ば以来 、次第 に第3段 階の 「工業 社会 」に移 行 して きた、 とい うわ けで ある。従来
　 　 　 　 　

この よ うな段 階説 を とる場 合 、 「工 業社 会」 は今 日までっづ き、情 報化社会 といわれ る も

の はその一部 にす ぎない と考 え られて きた[1]。

しか し、1970年 代末 の超LSIの 開発 や光 フ ァイバ ーの大量伝 送の成功 を経て、 アーヴ

ィン ・トフ ラーがr第 三の波 』を書 き、 さまざまなパ ソコン、ニ ュー ・メデ ィア、衛星通

信 などが矢継 ぎ早 に登場 して実 用化 され る80年 代 になる と、その社会 は もはや 「工業社

会 」の一部 と して の 〈情報化社 会〉で は明 らかにな くな って、 は っき り 「情報社会 」が新

しい段階 と して あ らわれ た。 「工業社 会」 と 「情報社会 」 とを それぞれ代表 す る力学機 械

と情 報機械 とは、機 械 とい う点で共通 して い る し、移行過 程の時期が あ った とはいえ、 も

う今 日の よ うに展 望が開 けて くれば 、 「情報 社会 」は、固有 の内容 をそなえた独立 した時

期 と十分 にな しうるので あ る。

その こ とを別 の面か ら裏付 けて くれ るの は、人 間の脳 機能 の飛躍 的で体 系的な外化 ・外

部化 の進 行で あ る。脳生理学 の教え ると ころ によれ ば、大脳 の機能 は系統 発生的 に古 い層

をなす大脳 周縁 系(旧 皮質 や古皮質)の 機能 と、新 しい層を なす連合性皮 質系の機能 とに

分 け られ 、前者 は、本能や情 動 を、後 者 は、論理的思 考や意思決定 をそれぞれ 司る もの と

されて い る。 この分 け方 と結 びつ けてい うな ら、 「自然 社会 」 とは、前者 の働 きの優位 な

社会 で あ り、 「農業社会 」 とは、後者 の働 きが活発 にな って前者 の働 きとバ ラ ンスが とれ

るよ うにな った社 会で ある。それ らに対 して 「工業社 会」 は、後者 の働 きが前者の働 きを

圧倒 した社 会で あ る、 といえ よ う。

とはいえ 「工 業社会 」の段階で は、そ のよ うな大脳 の連合性皮 質系の機能 は、 ほとん ど

人 間の脳 その もの と して働 いて いたにす ぎな い。 やがてエ レク トロニ クスの理論 ・技術 に

よ って大 き く促進 され た コ ンピュー タ機器 の発達 に して も、 コン ピュータとい うその命 名

自体が示 す よ うに、初期 の段 階で はまだ 、連 合性皮 質系の働 きの ほんの一部が外化 され た

にす ぎなか った。 それ に対 して 「情報 社会 」で は、連 合性皮 質系の働 きが、次第 に高次 な
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ものに至 るまで体 系的 ・システム的 に外 化 され るよ うに な って きただ けで はない。 さ らに

それ が システ ム的 に外化 され るにつれて 、人 間の社会生 活の 多様 な在 り様 か ら、大脳周縁

系 の働 きまで 情報機 械 と して外化 す る ことが要 求 され るよ うにな って きて いる。

こう して その結 果 、未来 の 「情 報社 会」で は、 まさに 〈人間 と情報機 械の共生 関係 〉の

なかで、大脳 周縁 系皮質 の働 きと連合性 皮質 系の働 きとの 、っ ま りは宗教 ・芸 術 と科学 と

の 、神 秘主義 と合 理主義 との 、ひいて は歯型文 化 と北 型文化[2]と の、新 しい統 合の可 能

性 が開 けて きた ので あ る。 また、そ こで は、人間 は一 方で は地球 とい う母 なる大地か ら飛

び立 って他 の惑星 や大規模 な宇宙 ステー シ ョンに住 む こと もで きるよ うに な る反面 、他 方

で は、 自分 の家 、 自分 の一 室 にあ って世 界 中の ど この誰 とで もテ レビ電 話 によ って話 せ る
　 　 　 　 　 　 　

だけで な く、情報 的 に世 界を領有 す る ことさえで きるよ うにな るだろ う。 さ らに、 そ こで

は、身体 的な力 や強 さは第2義 的な意 味 しか もたな くな るか ら、身 障者 や高齢 者 などのハ

ンデ ィキ ャ ップ もか ってな く軽減 され るだ ろ う。 このよ うにかつ てなか ったよ うな可 能性

が開 けて きて い る。

H

で は、来 るべ き 「情 報社会 」で は、い った い、 どの よ うな 〈基底 とな る価値〉が 要求 さ

れ るで あ ろ うか。 とい うよ り、 どの よ うな基 底 とな る価 値観 あ るい はエ ー トスが 人 々の間

で共有 され る とき、21世 紀 の 「情 報社 会」は、上 に述べ た よ うな 〈人類未 曽有 の可 能性 〉

をよ りよ く実 現で きるで あ ろ うか。 その 問題 をただ未来 物語 と してだ けで はな く、新情 報

処理 の理論 およ び技 術 を開発す る過 程の プ ラ ンに対す る注文 も含めて書 くことに しよ う。

21世 紀 の 「情 報 社会 」は、っ よ く<人 間 と情 報機械 との共生 関係〉 か ら成 り立 つ以上 、

開発 ・設計 の段階 で その情 報機械 に どのよ うな役割 を要 求 し、期待す るか は、専 門 の研究

者 や技術者 だ けの 問題 では ないか らで あ る。

システ ム化 され た情報処 理技術 が高度 に発達 す る未来の 「情報社 会」 にあ って、特 徴的

な こ とは、情報 的 に個 々人が他 者や社会 や世 界 に対 してか って な く開かれ る ことで あ る。

とい うことは、個 々人一人 ひ とりにと って の 〈選択 の 自由〉が きわめて大 きくなる ことで

あ る。 だが 、可 能性 と して はそ うで あ って も、だか らとい って 、実際 にみん なが その可能

性 を享 受で きるとはか ぎ らな い。 それ ど ころか 、あ らゆ る システ ムは一種 の制度 と して惰

性化 し、人 間あ るい は個人 を拘束 して くる こ とが多 い。 したが って、 ここでな によ りも必

要 な こ とは、氾濫 す る情報 に流 されず 、 ま どわ され ないよ うな、 自己決定 し決断 で きるよ
　 　 　 　

うな、底 力の ある 自己を確 立す ることで あ る。 ここで 自己 とい うの は、無意識 を含 まない
　 　

よ うな意識 的 自我 の ことで なは く、身体 性 を伴 な った 自立主 体の ことであ る。

しか も、 このよ うな 自己は、情 報の システ ムあ るい はネ ッ トワー クか ら離れ てあ るので

はな い。む しろ、 その結節点 と して 、地 球 とい う生 態系 の うちに育 まれ、成立 す るので な

けれ ばな らない。 ここに 、ネ ッ トワー クの なか にあ って抽 象的 な存 在 にな りが ちな個 々人

の、 大 自然へ の着地 があ り、だか らこそ 、エ コロ ジーが い っそ う切実 な問題 にな るので あ

る。ぺそれ に、みず か らが結 節点 にいな けれ ば 、 ひとは情 報の システ ムをみ ずか ら使 い こな

す ことはで きない。 また、情報 ネ ッ トワー クは、 その使 われ方 一っ によ って は、個 々人の

可能 性 を広 く大 き く開 くので はな く、 その代 わ りに、統 一 された或 る意 思決定や 共通 の情

動 を押 し付 ける働 きをす る こと もあ る。 独裁 者が それを利用 す る虞 も もちろん あ るが 、押
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し付 ける独裁 者が いな くとも、横並 び に同 じ意見や 感情を相互 に強制 し合 う働 きをす る こ

とがあ りうるので あ る。 したが って、事態 を裏側か らい うな ら、高度 の 「情 報社会 」で は、

個 々人の立場 は十分 に尊重 され る ことが必 要であ る し、個 々人 に対 して も、他人や周囲 の

もの たち と安 易 に同化 しない よ うにす る ことが求 め られ る。

と ころで 未来 の 「情報社 会」で は、個 々人 と会社 や地域社会 との関係 も少 なか らず変わ

って くるだろ う。空 間 的、地域的 な限定 は はるか に弱 まって 、ノマー ド的 ・遊牧的 な自由

度が大 きくな るか らで あ る。 それ によ って知的 な行 動の範囲 は拡が り、 グル ープ的 あるい

はボラ ンテ イヤー的 な小集 団、 また、 自分 の属す る会社や地域社会 を超 えて、他の会社 や

地域社 会 と関係 を もつ こと も可能 にな るだ ろ う。 その よ うな行動の範 囲 と自由の拡大 は、

それ 自体 は いい ことで あ る。 しか し、 そ うはい って も、個人 はなん らかの拠点 あるいは場

所を もつ ことな しには確 固 と した存在で あ りえ ない。その場合 、現在 で も有力 な拠点 にな

り うるのは家庭 であ ろ うが、 その家庭 に して も他 の集団や組織 に して も、 〈情報の相 〉の

もとに否応 な しに問 いなお され て、変貌 せ ざるを えな いだ ろ う。

と ころで、先 に述べ た 〈文明史 の諸段 階〉の観点 か らその ことを振 りかえ ってみ る と、
　 　 　 　 　 　 ゆ

ど うなるだ ろ うか。 「自然 社会 」で は、その社会組 織 は、家族 と血縁 共同体か ら成 ってい
　 　 　 　 　

た。 それ が次 の 「農業社 会」 になる と、そ こに古代 国家が加 わる とともに血縁共 同体が地
　 　 　 　

域共 同体 に変わ って、家族 ・地域 共同体 ・古代国家 の3者 が そ こで の社会組織 とな った。
　 　 　 　 　

それ に対 して 「工業社会 」で は、 前段 階の地域共 同体のかわ りに職能共 同体が生 まれる と
　 　 　 　

と もに、古 代国 家が国民 国家 に変 わ って、家族 ・職 能共 同体 ・国民 国家の3者 がそ こで の

社会組織 にな った。 このよ うに捉 え る ことがで き る。で は、来 るべ き 「情 報社会 」におい

て は、 その社会組織 はどのよ うにな るで あ ろ うか。
　 　 　 　

現在 までの世 界の趨勢 か ら見て もわか るよ うに、国民国家 およびその変形 と して のア メ
　 　 　 　

リカや ソ連 な どの連邦 国家 は、衛 星放送 な どを含 む高度 の情報 ネ ッ トワー クによ って、国

境 に象徴 され る閉鎖性 を大幅 に打 破 され るだ ろ う。 その ことは、東 西ベル リンを隔てて き

た壁が あ っけな く消え去 る上で 、ま た、中国の 〈天安門事件 〉が世 界中 につ よい シ ョック

を与え る上 で 、世界 の空 を駆 けめ ぐった衛星放送 や衛星通信が いかに大 きな役割 を果た し

たか を考 えれ ばわか る。 国民国家 あ るい は主権国家 その ものは、そんな に急速 にはな くな

る ことはな いだろ う し、途 中で いろ いろな揺れ返 しもあ るだろ う。 しか しそれで も、長期

の趨勢 と して は、国境 だ けで な くそれ に伴 う主権 の絶対性 も、弱体 化 され形骸化 され るだ

ろ う。 そ して そのかわ りに、国連 の もとにあ って さまざまな分野 で国際的 な調整活動 を行

な って い る専 門諸機関(世 界保健機 関 、国際原子 力機関 、国 際民 間航空機関 、世界 気象機

関、等 々)[3]の よ うな ものが い っそ う数 多 く張 りめ ぐらされ るよ うになるだ ろ う。

つ ま り、来 るべ き 「情報 社会 」にお いて は、家族 や職能共 同体(つ ま りは家庭 や会社)

とと もに国民国家 も風穴 をあ け られ、非実 体化 され るだ ろ う。 そ して、それ よ りもっと機

能的 な組織 の ネ ッ トワー クに よ ってそ の働 きが い っそ う代替 される ことになるだろ う。 と

い うことは、 ここに おいて も、底 力の あ る自立 した個人、 人間的な魅力あ る個人 の存 在 こ

そが重要 にな り、その働 きに期待 され る ところが多 くな る とい うことであ る。 だか らとい

って、組織 や場所 が必要 でな くなるわ けで はな く、組織や場所 は、積 極的 にそのよ うな個

人を育て 、成 長 させ る働 きを もった もので な けれ ばな らない。
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皿

先 に私 は、21世 紀 は 〈人 間 と情報機 械 の共生時代 〉だ と言 った。 ここで生 ず る新 しい

問題 は、情 報機 械が 、 と くに情 報 ネ ッ トワー クが もはや人間 の外部の もので はな くなる こ

とであ る。それ は外化 され た脳 と して、人 間の脳の働 きと交差 ・浸透 しっ っ働 き、 そ こに

人 間 も機 械 も変 質す ることは必 定で あ る。 しか し、 そ うであれ ば こそ、人 間 と機械 あるい

は技 術 との間 に横 たわ る本質的 な問題 を突 っ込 んで考 えてお く必 要が あ る。

機 械 や技 術 の出発点 をなす もの は、人間 によ る道具 の使用で あ り、道 具の使 用 には必 ず

手 の働 きが 介在 して い る。 そ して手 にっ いて は、昔か らその重要性 に気 づか れて いた ら し

く、多 くの哲学者 た ちによ って い ろいろな ことが言わ れて いる。 た とえば 、 「人間 は手 を

もって い るが ゆえに、動物 の うちで もっと も賢い」(ア ナクサ ゴラス)と も言 われれば 、

逆 に 「人 間は動物 の うちで もっと も賢 いゆえ に手を もって いる」(ア リス トテ レス)と も

言 われて い る。

しか し、その類 いの ことばの なかで も、 もっと も重要 だ と私が思 うの は、 「手 は外部 の

脳で あ る」 とい うカ ン トの ことばであ る。 とい うの も、その主張 を歪 めず に十 分 いか しっ

っ 、裏返す ことで 、 「脳 は手の 内在化 され た ものだ 」 と言 い うるか らで あ る。 後者 は、 と

もすれば人 間活動 全体 のなかで脳 が過大評 価 された り、人工 知能 の開 発が、狭 く脳 を見 て

脳 の人 間全 体へ の拡 が りを見 な くな るおそれが つよ くな って い る現 在 、見失 って はな らな

い観 点で あろ う。

人類 の進 化 にお いて 、手 の成立 は決定 的 な意 味を もって いる。手 と脳 との相 関的 な発達

によ って は じめて、人 間 は人間 にな った とさえ言え る。 手の発達 は、 口を把捉 の機関で あ

ることか ら解放 し、直立歩 行 によ る脳 の発達 と結 び付 いて、人 間の分節 言語 を もた らした

のであ った。 もち ろん 、分 節言語 も一種 の道具 であ り、それが逆 に人 間の脳 の発達 を促進

したので あ った。 こ う して人間活 動の全 身的 な統 合が い っそ う進 み、 〈もの を製作す る能

力〉 と 〈言 語能 力〉 とか相 伴 うことにな る。

だが、 同 じくもの を製 作す る とい って も、 直接的 な道 具 によ って作 るの と、媒介性 の高

い力学機械 に よ って作 るの と、 さ らに情 報機械 によ って情報 を作 り出すの とで は、明 らか

に段階が 異な って いる。 そ して 、 この第3の 段 階 において注 目に値す るの は、 もの を製 作

す る能力 と言語能 力が著 しく近 づ いて きた ことであ る。 この ことはなんで もな いよ うで あ

るが 、今 後の情 報処理技 術の在 り様 を長 い射程 で、 と くに社 会応用 との関係 で考え る場 合

に、重要 な意 味を もって いる。 なぜ な ら、 ここで い う言語 とは記 号作 用を担 う機能 的な も

の に とどま らな いで 、言語 の うちに無 意識 や身体性 が保存 され、それ らが 、一 見 なん で も

な いよ うだが 人間活動 の基礎 をなす 、 コモ ンセ ンスや思 い(志 向性)や パ トス(受 動性)

を支え て いるか らで あ る。

これ までの情 報処理 技術 の研究 と開発 は、 〈ものを製作す る能力〉 と 〈言 語能 力〉 とい

う人 間に本質 的 な2っ の能 力の うち、 なん とい って も、前者 の ライ ンで その発展 と して行

なわれ て きた。 その経 過 を簡単 に振 り返 って お こう。

す なわ ち、1960年 代を 出発 点 に コン ピュー タの研 究 は、半 導体技術 の進 歩 によ る電子デ

バ イ スの高集 積化 ・高速化 ・低価格 化 に支 え られ 、 ノイマ ンや チ ュー リング らによ って示

された アル ゴ リズ ム原理 に基づ くプ ロ グラム内蔵 の直列逐 次情報処理 方式 に従 って、太 き
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く進展 した。 その後80年 代 にな って、 この方式が持 つ い くつか の弱 点(CPUの 制約 、

ソフ トの お くれ、パ ター ン認 識の不 得意)、 半導体素 子の高度化 の限界 と ノイズ耐性 の減

少が顕 在化 され るよ うに な り、異 な る発想 で並列情報 処理 コンピュー タをつ くる動 きが 出

て くる。 その際、 と りわ け神 経回路 網のす ぐれた情報 処理能力 に目が 向け られ、 ここに超

並列超 分散 コ ンピュー タと しての ニ ュー ロコ ンピュー タの研究 ・開発 が次第 に本格 化す る

よ うにな った。(「 計算 機 科学 分 科会 」が 現在 、推 進 目標 とす る 〈光 コ ンピュー タ〉 も

〈統 合型 コ ンピュー タ〉 もその延長上 にあ る。)も ちろん、 こ うした コ ンピュー タの場

合、 そ こで行 なわれ るべ き情報 処理 は、 ノイマ ン型の よ うな リニ ヤーな直列逐 次的な もの

で はな く、非線 形 ダイナ ミックスを活用 した並列 分散 的な ものであ り、そ こで は、 自励発

振 と振動 の引 き込み も行 なわ れ、観測 可能 な安定状 態 と しての カオ ス も役立 て られ る。 ま

たそれ は、ネ ッ トワー クと して働 くか ら、あ る程度 の可塑性 を もち、学習 や 自己組織 化の

能力を そなえて い る。 この よ うに同 じくコ ンピュー タとはい って も、今 日研究 ・開発 され

つつあ る並 列情報処 理方式 の もの は、直列 逐次情報 処理方式 の ものに比べ て、格段 の進歩

があ り、 あ る意 味で は面 目を一新 してい る。

とはいえ、そ の際 に脳 の働 きか らヒン トをえてっ くられ た ものは、あ くまで その働 きの

一部 を工学 的 に取 り出 した機能 モデ ルで あ って
、言 語 コモ ン ・セ ンスや思 い(志 向性)

やパ トス(受 動性)を 支え る無意 識や身体性 をそ なえ た を駆使 す るよ うな脳の働 きで

はない。 その ことをは っ きり認識 す ると ともに、言語 の働 きを考え る場 合 に楼小化 しない

よ うにす る ことが必要 であ る。 これ は私 自身 の 「共通 感覚論」[4]の 立場 か ら帰 結す る主

張で あ るが、R・ ヘ ク トーニ ール セ ン(Hecht-Nielsen)が 、ニ ューラルネ ッ トワー クの弱

点(分 岐理論解 析や感度 解析 の困難 さ)に 対 して、 ニ ューロコ ンピュー タの研究 ・応用 に

際 して は、 よ りマ クロな観点 か ら、精神 医学や 臨床 医学 のセ ンスで取 り扱 うことの必要を

説 いて い る[5]の も、 同 じ趣 旨で あ る。

IV

ニ ュー ロコ ンピュータを実現 させ るための理論 的企て のなかに、私 にと って無 関心 で は

い られ ない考え方が い くつ か 出て くる。 それ は、 〈自己組織性 〉であ り、 〈自励 発振 と振

動 の引 き込 み〉で あ り、 ス トレンジ ・ア トラクタと しての 〈カオス〉であ る。 これ らに無

関心 でい られな いの は、私 自身 に 供 通感覚論 」 の発 展 ・展開 として 「汎 リズム論 」[6]

とい うのが あ り、 それ と大 き く関 わ るか らで あ る。 「共通感覚論 」 も 「汎 リズム論 」 も、

狭義 の く情報処 理〉理論 と して形づ くられ た もので はな いが、ニ ュー ロコ ンピュータが脳

の連合性 の新皮 質系だ けで な く大脳 周縁 系の働 きまで取 り込 もうと してい るので、おのず

と問題が 交錯 して きた ので あ る。

そ こで 最後 に、 「汎 リズ ム論」の観点 か ら、新情 報処理技 術 と21世 紀 の 「情報(ネ ッ

トワー ク)社 会 」に対す る夢 を手短 に語 ることに しよ う。

「汎 リズ ム論 」の要点 は、箇条 書 に列挙 してお けば 、1)非 線 形振動 と して の リズ ムこそ

は物体 と生 命体 とを問わず 自己組織 活動の原 動力で あ る こと、2)そ の際 に も、また生 命体

同士 は もちろん、生命 体 と物体 、物 体同士 の相互 間の イ ンタラ クシ ョンに も、 リズムの引

き込 み と共振(レ ゾナ ンス)が 不可 欠であ る こと、3)な によ りも リズ ムと共振 によ って無
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秩 序 の うちに秩序が 、混沌 の うちに意 味が あ らわれ る こと、 の3っ で あ る。

このよ うな考え方 は、一方 におい て、 リズ ム振動子 を媒介 にす る ことで 、生 命体 や脳 の

高度 の働 きに対 して工 学的 に接近 す る道 を開 くとと もに、他方 で、 テ クノロジーの広汎 な

支配 によ って 人 々の生 命力 が枯渇 し、人間関係 が よそよ そ し くな るおそれ のあ る未来社 会

において、 リズム と共 振が 、生命 力 を励起す る働 きを もっ こと、 また、 い きい きした コ ミ

ュニ ケー シ ョンを成 り立 たせ うるこ と、を根拠 づ け るで あろ う。

先 に述べ た こ と、っ ま り、 〈人間 と情報機 械の共 生関係 〉の なかで宗教 ・芸術 と科 学 、

神秘 主義 と合 理主 義 との統 合 を実現 す る こと、を 真に可能 にす るの も、 リズ ム と共 振を お

いてな いので はないか 、 と私 は思 って い る。
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21世 紀 の 経 済 シ ス テ ム へ 向 け て

一橋大学 商学部教授 今井賢一

[1]こ れ か らの経 済 システ ムにと っての最 大の問題点 は、 「プ ライス ・メ カニズ ム」以

外 の調整 メカニ ズムを明確 に見 いだ し、 それ に適合 しうる情報 システムを形成 してい くこ

とであ る。通 常 プ ライ ス ・メカニ ズム は市場経 済 と同 じものだ と考え られ てい る。確 かに

それ は市場経 済の根 幹 とな るメカニ ズ ムで はあ るが 、それが市場経済 のす べてではな い。

実 は、市場経 済 には もう1つ の メカニ ズムが潜在 してい る。それ は、プ ライス ・メカニ ズ

ムが発揮 され る以前 の段階 にお ける仕 事の段 取 りの調整 メカニ ズムで あ り、具体 的に は情

報交 換 に もとつ く企 業者(ア ン トレプ レナー)に よる事前 の仕事の文脈 の調整 であ る。 こ

れ を 「企業者 情報 によ る調 整 メカニ ズ ム」 によぶ こ とにす れば、市場経済 は 「プ ライス ・

メ カニ ズム」 と 「企 業者情報 によ る調 整 メカニズ ム」 との2っ の メカニ ズムで成 り立 って

い るので あ る。 もう少 しわ か りやす くいえ ば、 ど うい う企 業 とネ ッ トワー クを組 むかの調

整 が 「企業 者情 報 によ る調整 メカニ ズ ム」で あ り、 そのネ ッ トワー クでっ くられた製品が

売 れた り売 れなか った りす る判定を す るのが 「プ ライス ・メカニ ズム」で あ る。

[2]こ れ か らの経 済にお いて は、 「企業者情 報 による調 整 メカニ ズム」が よ り重要 性を

持 って くると考 え られ る。 それ は、今 後 の経 済が既 定 の路線 を進 むの で はな く、企業 者

(ア ン トレプ レナー)に よ って新 しい文脈(コ ンテ クス ト)が 形成 されて いかね ばな らな

いか らで あ る。市場経 済の成 否 はそ こに どのよ うな新 しい文脈が創造 され るかにかか って

い る。す なわ ち、豊 かな先進 諸国 に とって は次の時代 を切 り開 くための新 しい文脈 が、社

会主 義国 に とって は市場経済 に転換す るための文脈が 、そ して第三世界 の国 々に とって は

貧 困を脱 す るた あの新 た な文 脈が必要 なので あ る。

[3]「 プ ライ ス ・メカニ ズ ム」の たあの情報 システムは、すで に方 向が定 ま り、ひたす ら

完成 に 向か って いる とい ってよ いで あ ろ う。 それ は、金融や流通 におけ る情 報 システ ムの

最近 の成果 を見れ ばわか る ことで あ る。 プライ ス ・メカニズ ムの ための情 報 システ ムは、

主 と して数値 情報 を扱 う ものであ り、現在 の ノイマ ン型 の コ ンピュー タが その本領を発揮

しうるか らであ る。

それ に対 して、 「企 業者情 報 によ る調整 メ カニズ ム」のた めの情報 システ ムは、すべて

これ か らの問題 で あ る。仕事 を進 め るため のネ ッ トワー クを形成 し、仕事 の段取 りを調整

してい くとい う活動 は、数値 的な情報処 理 の世 界で はない。企業 と企業 、人 と人 との間の

「関係 」のなかで意味 的情報 が交換 され、相互信 頼が形成 され、 シナ ジーがつ くられて い

く世 界で あ る。そ こには ま った く新 しい情報 システ ムが必 要 になる。 そ して、通産省の計

画す る 「新情報 処理技 術」 は経 済の この新 しい根 本問題 に十分 こたえ うる可能性 を もって

いる。

[4]経 済活動 な い しネ ッ トワー クの 「調整 」 とい う仕事 は、純粋 に論理 的な世 界で も

な ければ、計算 の世界 で もない。 また 、無意識 的なプ ロ グラムが生み 出す もので もな い。
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それ は、 「ゲ ームの よ うな実践 的感 覚 、歴 史的 に定義 され る個 別的 な社 会的 ゲームの感覚 」

(ピ エ ール ・プル デ ュー)で あ る。 ま た、 そ こで交換 され る情報 は、時間 と場所 に制約 さ

れ た動的情 報で あ る。比 喩 的にいえ ば、その よ うな動 的情報 を 、あたか もラ グビーの試 合

におけ るよ うに 、敵 と入 り乱れ て走 って くる味方 にパ ス しなければ な らな い。 それが 、 こ

れか らの経済 にお け る 「調 整」 とい う最 も大事 な仕 事 の本質 であ る。 そのよ うな仕事 に必

要 な情 報 システ ムは、論理 的な計算 の情報 システムで はな い。 それ は、映 像、パ ター ン認

識、 シ ミュ レー シ ョンな どを駆 使 し、直観 的な思考様 式 に も適合 しうる ものでな けれ ばな

らな い。 また 、個 々の主 体が分 散的 に情 報 を処理 し、それ らが並列 して コ ミュニ ケー シ ョ

ンを行 うとい うア ーキテ クチ ャでな ければ な らな い。 これ らはすべ て、 「新情 報処理技 術 」

の 目標 とす ると ころで あ り、それ ゆえ に21世 紀 の経 済 システ ムにま さに必要 な情 報 シス

テムを構築 しうる可能 性が み いだ され るのであ る。

[5]現 在 「戦 略的情報 システ ム(SIS)」 といわれ てい る もの は、 このよ うな可 能性

を もっ もので はな い。 それ は現在の経 済的業 務の情報 化 にす ぎない。 また前述 の区別 で い

えば、 プ ライス ・メカニ ズ ムを利用す るため の情報 シス テムであ る。その 限界 を脱 却 す る

ために、 い まア メ リカで は意思 決定 を真 に支援 す る知 的SISな る ものが構想 されて い る
。

しか し、 それ はいぜん分析 的論理 システ ムの延 長線 上 にあ るよ うにみえ る。繰 り返 してい

え ば、そ のよ うな情 報 システ ムで は、 これ か らの経 済 に もっとも必要 な情 報処理 を扱え な

いのであ る。

哲学 者の表 現をか りれば 、分析主義 や抽象 的普遍性 の知 に対 して、他者 や物事 との間 の

生 き生 きと した相互作用 を 重視す る 「臨床 の知 」や 、 「状 況や物事 の置 かれた場 所 に応 じ

た知の 在 り方 」が本格 的に 問われ なければ な らない。 これ は、西洋 の知 に対 して 日本 的 な

知 を安 易に持 ち出すので は ない。西洋 的知の再 構築 を論 じてい るエ ドワー ド・デ ポ ノの表

現 で いえば、静止 した岩 を記述 す る 「ロ ック ・ロジ ック」 の情 報 システ ムに対 して、川 の

水が 渦 を巻 いて流 れ るよ うな 「ウ ォー ター ・ロジ ック」の情報 システ ムが必要 なので あ る。

[6]21世 紀の情 報 シス テムを求 め るには 、い まこの 両者 の違 いを強烈 に認識 す る こと

が必 要で あ る。前者 は、物 事のや り方 が決 ま った後で は有 効で あ るが 、それ はいわば後知

恵(hindsight)の 受動 的 な システムであ る。 それ に対 して後者 は、事前 的な情 報 を求 め新

しい行動を模索 す るための 能動的 な システムで あ り、物事 のや り方 自体 を探究 す るための

もの であ る。 それ は、前向 きの洞察(forsight)を 求 め るため の もので あ り、そ こで は連

想 とか飛躍 とかが重要 な役割 を もち、思 いが けない情 報の連 結 な どが求 め られ る。

情 報 システ ム の先 駆 者 で あ るバ ネ ーバ ー ・ブ ッ シ ュは、 か つ て"Aswemaythink"

(1945)と い う有 名 な論文 で 、将 来の コ ンピュ ータ ・システ ムは情報 をわれわれ の 「想 うが

ま ま」に扱 えね ばな らな い と説いたが 、われ われ はいまその 夢を実現 しうる 「新情 報処理

技 術 」を持 つ に至 ったので あ る。

[7]し か しなが ら、 この点 を強調 す ることは分析 の ための情 報 システ ム、あ るい は数値

処理 の ための情報 システ ムが不 要だ とい うこ とを意 味す るわ けで は決 してな い。 すで に、

市場 経済が 「プライ ス ・メカニズ ム」 と 「企業者情 報 によ る調 整 メカニズ ム」 とか ら構成
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されて い ると述 べた点か ら も明 らか なよ うに、われ われ の経済 には2つ の情報 システ ムが

同時 に必要 なの であ る。後者 によ って経 済の新 しい枠組み ない し文脈 がっ ぐられ たのちに、

前 者が その本来 の機 能 を発揮 す る。 また、意思決定 や行動 にっ いて も、分析 の情報 システ

ムを と ことん、 ぎりぎ りまで使 った上 で、動的情報 に もとず いて行動 す る ことが必要 なの

であ る。

言 い替 えれば 、2つ の情報 システ ムを 「また ぐ」 ことが不可欠 なので ある。技術分科会

の概 念図 と類似 の図を描 いて いえ ば(図1)、2っ の情報 システムを並列 させ 、最終 的に

は両者 を統 合す る ことが 目標 なの であ る。

統合学習型情報システム

ノイ マ ン型 コ ン ピ ュ ー タ 非 ノ イ マ ン型 コ ン ピュ ー タ

直列 的、分析 的、論 理的 直観的、並列 的、総合的

プ ラ イ ス ・メ カ ニ ズ ム 企業者情報による調整メカニズム

図121世 紀型 の経 済情 報 システ ム

[8]こ の情 報 システ ムによ って形成 され る21世 紀 型経済の運営 モ ー ドは、次の よ うな

もので あ る。

まず 第1に 、 「企業者 情報 によ る調 整 メカニズ ム」によ って、経済 の基本的 な枠組み な

い し文脈 が決 定 され る。具体 的に は、経済運営 の さまざ まなネ ッ トワLク の型が決定 され

る。 ここで新情 報技術 が活用 され る ことは上述 の と うりであ る。

第2に 、そ の枠組み の上 で プ ライス ・メカニ ズ ムに適 した数値系 の情 報 システムを用 い

て経済 のエ ンジニ ア リングが行 われ る。 これか らの経済 は、 これ まで とは まった く異 なる

エ ンジニ ア リングの時代 に はい る。す で に、金融 の新商 品 は、お金の 貸 し借 りにかかわ る

さまざまな権利 を と ことん 分解 して ゆ き、それ らを再統 合す ることによ って生 まれて くる

よ うにな って い る。 また、製造 業の新製 品 も ミクロの世界 にまで分解 された要素が再統合

されて生 まれ て くる。 それ はち ょうど、最近の分子 生物学 において 、細胞 が分子 にまで分

割 され、 それ らが工 学的 に組 み換 え られ、再設計 され るよ うにな った状態 と同 じで ある。

経 済 もまた、 モ ノや ソフ トウエ アやサ ー ビスが微細 な ミクロの世 界 にまで分 解 され、 それ

らがデ ィジタルの情 報 に変換 され 、そ の情 報が人 間の デザイ ンに基づ きネ ッ トワークによ

って統 合 され る時代 となるので あ る。 このエ ンジニ ア リングに ノイ マ ン型 の情 報技術が威
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力 を発揮す るこ とはい うまで もな い。

第3に 、 プ ライ ス ・メ カニ ズ ムが適用 で きない領域 、す なわ ち教育 、医療 、公共 サー ビ

ス等 の領域 にお いて は、情 報交換 に もとつ く調整 メカニズ ムが 再 び登場 す る。 ここで は、

ネ ッ トワー クの枠組 みを決 め るだ けで はな く、 その マネ ジメ ン トの ための情報 システムが

っ くられねば な らない。 そ こにどのよ うな ノウハ ウを形 成 しうるか、 また 「新情 報処理技

術 」 によ って どの よ うな ソフ トウエ アを つ くり うるかが 、 これか らの最大 の問題 であ る。

[9]こ れ らの経 済運営 に共通 の最 も重要 な情 報的視 点 は、人 々の行 動の指 針 とな る情報

の 「ミクロ ・マ クロ ・ル ープ」を形成 す る とい う ことで あ る。 「ミク ロ ・マ ク ロ ・ル ープ」

とは、 ミクロ(個)と マ クロ(全 体)と をっ な ぐ情報 の ループ(輪)と い う意 味で あ る。

人 々が この情報 ル ープを見 なが ら行動す ることによ って、個 々の活動 の調整が行 われ る。

これか らの経済 の秩序 をっ くるの は、個 人的行動 で もな けれ ば、全体 的行動で もな い。 個

人が ネ ッ トワー クにおけ る 自分の位 置を認識 し、他 人 との距離(広 義)を はか りなが ら、

かっ全体 を見て 行動す るとい うネ ッ トワー ク行動 であ る。 「ミクロ ・マ クロ ・ループ」 に

もとつ くその よ うな ネ ッ トワー ク行動 が経済社 会 の秩序 をつ くってい くのであ る。

市 場経済 の情報 的基礎 を明 らか に して ノーベル賞 を受賞 したハ イエ クは、市場経 済 にお

いて情 報 的に未解 決の 問題 は、それ ぞれの 「場 」で意 思決定 を行 う人 々にいか に して全体

の動 きに関 す る情 報を伝 え るか だ と述 べて いる。 「ミク ロ ・マ ク ロ ・ノレープ」 は、 その未

解決 の課題 に こたえ よ うとす る もので あ る。 これ まで それが で きなか ったのは、それ に適

した情 報技術 が なか ったか らで あ る。厳 密な アル ゴ リズ ムが わか らな くと も全 体のパ ター

ンを認 識 し、それ を映像化 しうる 「新情報 処理技 術 」は新 たにその可能 性を切 り開 いて行

くで あ ろ う。

[10]「 ミクロ ・マ クロ ・ル ープ」 に関 して最 も難 しい点 は、 ネ ッ トワー クが平 面的 につ

なが ってい るので はな く、多 層 に連 結 してい る ことで あ る。人 々が1つ のネ ッ トワー クだ

け に属 して い るので あれば問 題 は比 較的容 易であ るが 、現 代の多 くの人 々は多層 のネ ッ ト

ワー クの中で行動 してい る。 す なわ ち、個人 のネ ッ トワー ク、企 業の ネ ッ トワー ク、企 業

間の ネ ッ トワー ク、 とい うよ うな階層的 なネ ッ トワー クに関わ って行動 してい る。 しか し

幸 いな ことに、 これ らの ネ ッ トワー クは異 質 な もの で はな く、基 本 的 な性 質 は異 種 同型

(isomorphic)に な る とい う傾 向を もって いる とみ られ る。 この傾 向が確認で きるな らば、

「新情報 処理技術 」の モ ジュール化 、階層化 の方法 を援用 して多層 の 「ミクロ ・マ クロ ・

ループ 」をっ くって い く道 が 開かれ るで あろ う。

もう1つ の問題 は、 ネ ッ トワー クの ルールを きめ るメタ ・ネ ッ トワー クを どう形成 す る

か であ る。 こ こで は、政府 によ る規 制 とい うことは事 実上不可 能 にな る。 た とえば、 すで

に広 帯域 のISDNとATMの 世界 で は私的 な専用線 と公衆網 の区別 がで きな くな り、政

府規 制の もっと も重要 な根 拠が 失わ れっっあ る。情報 ネ ッ トワー ク社 会のル ール は、 そ こ

に携 わ る企業及 び個人 の相 互作 用の 中か らハ イエ クのい う 「自生 的秩序 」 と して形成 され

る とい う方 向へ 向か うで あ ろ う。それ は、原理 的 にはまず部分 的 なルールがで き、そ の上

にそれ らをま とめ る一段上 の ルー ルが で きるとい うか た ちで 、階層 的に形成 され て い くこ

とにな る。 それ は、現在 の標準 化の プ ロセ スな どか らみ ると、気 の遠 くな るよ うな道程 に
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感 じ られ るか も知 れな いが 、 これか らの ネ ッ トワー クが人工知能 によるself-regulation

を 内包 してい る ことを考えれ ば、新 しいルー ル形成 の方法が見 いだ され る可能性 は十分 に

あ る。 また、根本 問題で あ るだ けに、 こ こに人類 の英 知が結集 さるべ きであ る。

[11]「 ミクロ ・マ クロ ・ループ 」に よ って動 く経 済 は、実時 間の うえで物事が たちど こ

ろに調 整 されて い く世界で あ る。 それ は成 果が直 ちに判定 され る とい う長所を持つ とと も

に、い たず らに経済 生活の ス ピー ドを早 め るとい う危 険を も併せ持 って いる。最近の 日本

の状 況を 見れば この危険 は大 い に強 調 され るべ きで あろ う。

しか し、 ここで 同時 に強調 した い ことは、市場の 調整 はプロセスで あ り、時間をか けた

「学 習の プ ロセ ス」だ とい うことで あ る。市 場を需給 調整の均衡過程 と してのみ と らえ る

の は、一部 の経済学 者の狭 い見方で あ る。 ハ イエ クのい うよ うに、市場 は人 々が相互作用

の 中で学習 して い くところであ り、物事 がプ ロセス と して調整 され てい く 「場」であ る。

そ の学 習過程 か ら創 造 も生 み出 され るの であ る。

したが って、学 習過程の なかで過 剰 なス ピー ドが矯 正 され る可能性 もまだ失われて いな

い。 こ こで肝心 なポ イ ン トは、その学 習が どの よ うな情報 に もとつ いて行われ るかで あ る。

超 ス ピー トの調整 のみが利潤 を もた らす とい うよ うな情報だ けが フ ィー ドバ ックされ るの

で あれば 、事 態 は改善 され ない。真 の豊 かな生活の ため には、情報 的な フ ィー ドバ ックの

上で は ス ピーデ ィで あ って も、経 済 的 な実 時間の うえで は例え ば類似 の新製品を争 うとい

うよ うな ことはマイ ナスで あ り、地球 環境 にや さ しい製品が最終的 に勝 つ とい うよ うな情

報が総 合的 に人 々に伝わ ってい くことが必要 なので あ る。 もちろん 、それ はプ ライス ・メ

カニズ ムに もあ る程度 反映 されな ければ な らな い。 しか し、 それだ けで は不十分 な ことが 、

いまの市場経 済の 問題 で あ る。人 々の行動 を変え うるよ うな情報 とコ ミュニ ケー シ ョンの

仕組 みが必要 であ る。われ われの い う 「ミクロ ・マ クロ ・ループ」の最終的な狙 いはそ こ

にあ る。 同時にそ のよ うな方 向に経 済の枠組 みをっ くるのが これか らの企業者の役割 であ

り、それが われわれ の い う 「企業者情 報 によ る調整 メカニ ズム」で あ る。

[12]人 類 の情 報編 集の歴史 を見 る と、情報 パ ラダイ ムの変換 はあ る時期 に多 くの分野 で

同時 に起 こって いる。大 いな る思索者 も同時 に出て い る。 それ はおそ らく、分野 間に情 報

の共振 が あ るか らで あ ろ う。知 の地核 変動 といわれ るいまの状況 も同 じで ある。以上 に述

べ た経 済のパ ラダイ ム もまた、哲 学 や分子生 物学や情 報科学 と共振 しっっ新 たに形成 され

て い くので あ る。 た とえば 、哲学 的 な知 は、 イデオ ロギ ーによ ってで はな く、言語 や認 識

の分析 を通 じて再編成 されて い る。 分子生物 学で は、遺伝情報が組 み換え られ、再設 計 さ

れて い る。 この種の情 報的エ ンジニ ア リングが これ か らの経済活動 の本質的な部分 にな っ

て い くので あ る。同 時に、個 と全 体 の関係 を考 え る 「ミクロ ・マ クロ ・ル ープ 」の重 要性

も、 これ らの あ らゆ る分野 に共通 で あ る。結 局、情報 の ループが秩序 の源泉 なので あ る。

そ こに人類の未 来 はか か って いる。 「新情報処 理技術 」の責任 は重大 であ るといわね ばな

らない。
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転 換 期 を 生 き る パ ラ ダ イ ム

大阪大学 人間科学部長 塩原 勉

1.パ ノプテ ィコ ンと迷路

1970年 代 を境 に して 日本 社会 は大 きい転換 期 に はい った よ うであ る。 近代社会 、工業 社

会 と呼ばれ て きた ものが成 熟す ることによ って 、逆 に離 反が生 じて きたよ うに見 え る。成

熟 と離 反 、進展 と反転 が同 時 にお こるとい う意味 で、 それ はま ぎれ もな く転換 期で あ り、

しか も転換の完 了 には世紀単 位の長 い時間が 必要 だ と思わ れ るよ うな大 きい転 換期 の よ う

で あ る。 その ことを窺 わせ る徴 候が社 会の いた る ところに現 れて い る。

た とえば、都市 の構造 につ いての考 え方 に発想 の転 換が近年 み られ るよ うにな った。近

代 的都市計 画 に対 す る批 判 と迷路 への関心 が それで あ る。放射 状 の道路 によ って一望 の下

に景 観を楽 しめ る近 代的都 市美 は、必要が あれ ば速 やか に軍 隊を展 開で きる機能 性を あわ

せ もって い る。オ ー スマ ンのパ リ都市改造 は この狙 いを もってい た といわれ る。J.ベ ン

サ ムの言葉 を借 りるな らば、パ ノプテ ィコ ン(一 望監視 型装置)と しての管理 しやす い都

市の 構造が っ くられ た。近 代都市計 画の思想 は、都市 を効率 よ く管理で きるよ うに作 る と

い う思 想だ った。

しか し、近年 、パ ノプテ ィコ ンと しての都 市へ の反省 と批判 が、都市学者 や建 築家の 間

で拡 が って い る。都 市 とは合理的 に作 られ る もの で はな く、ゆ っ くりと時間をか け、意外

性 を 含み なが ら生 成 す る ものだ とい う考 え方 がそれ であ る。 け もの径が 自然 に踏 み固め ら

れ 活動拠 点を結 び合 わせて ゆ くよ うに、 日常生 活 の中で人 々が行 きか い助 けあ い、意 味付

与 を しなが ら形成 してゆ く迷路 、一見雑 然混沌 と して いるが 活力 に溢れ人 間 くさい生 活の

匂 い が た ち こめ て い る迷 路 の ネ ッ トワー クと して の都 市 が い ま強 い関心 を集 め てい る。

パ ノプテ ィコンと迷路 。 この メタフ ァは都市 に 限 った ことで はない。近代 をっ くり支え

て きた原理 はパ ノプ テ ィコ ンのそれで あ った とい って も過言 で はない。大規模 な公式組 織

は ビュー ロクラ シーとい う管理機 構を もつ こ とに よ って、管理 中枢 に いる者 に情報が 集中

し、 そ こか ら全体が 見通 せ るよ うな機械 的 に編成 され た分業 システ ムであ り、ま さ し くパ

ノプ テ ィコンであ る。 これ に対 して今、 菌糸 のよ うな根 を 自在 に伸 ば して ゆ く社会的 ネ ッ

トワー クの錯 綜が 関心 を集めて い る。

あ るいはまた、近 代 の科 学知 は事物の 因果関係 につ いての 明確 な定式 化で あ るか ら、初

期条 件 を与 え るこ とによ って結果 を見通 す こ とので きるパ ノプテ ィコンと して の知で あ る

といえ よ う。 これ に対 して も今 、 「演劇 的知 」 「臨床 的知 」(中 村雄 二郎)と い った オル

ター ナテ ィヴの知が 関心 を集 めてい る。 要す るに、近 代の 合理性 、計 算性、効 率性 は各

種 のパ ノプテ ィコ ンな しに はあ りえな い もので あ ったが 、それ らに対 して迷路 や社会的 ネ

ッ トワー クや象徴 的 ・身体 的 ・共振 的 な知 な ど とい った ものが 、対抗 的な位置 を与え られ

るに至 った。 これが 転換期 の状況 であ る。

2.歴 史像 の転 換

社 会の発展 や変動 を ど う捉 え るか、歴 史を ど う認識す るか 、につ いて も転換期 を意識 さ

せ るよ うな反転 の発 想が み られ る。 かっ て 日本 の社会が ひたす ら近代化 に励 んで いた時期
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には、歴史 は リニ アー に非 可逆 的に進化 してゆ くもの 、あるいは段 階的 に上昇 しつつ発展

してゆ くもの とみ る考 え方 が支配 的で あ った。 この点で は、近代主 義の歴史観 もマル クス

主義 のそれ も大差 なか った とい って いい。 高度経 済成長期の後期 に論壇を賑わ した未 来学

もまた リニア ーな トレン ドを重視 す る思考 であ った。

しか し、 日本が近 代化 を達 成 し欧米先進 国 に追 いつ く頃か ら、歴 史認識の重 大 な転換 が

ひろ く自覚 され るよ うにな って きた。一 口に い うと、歴史 は層 をなす ものだ とい う考 え方

へ の転 換が それで あ る。 そ こには時間 とい う ものは遅速の差 のあ る多次元的 な構成 にな っ

てい るとい う見方が あ り、 ほとん ど動か ない歴史 、 ゆるやか に動 く歴史、事件史 のよ うに

表層 で波 だつ歴史 とい った異質 ・多次元 の歴史 の成層構造が考 え られて いる。 これは歴 史

が新 旧の複 層か らな る とい う考 え方で あ る。 この種 の歴史認識 は、 じつ はすで に和辻哲 郎

や 丸山真男 らに 自覚 され てい た ものだ った。

歴 史の成 層性 に注 目す るとなる と、伝統 にっ いての考え方 も転 換を迫 られ る ことにな る。

かつての近 代化 の中での歴 史認識 で は、伝統 は解体 し去 るか、遺 制 と して軽ん じられ るか

で あ るが 、成層性 の認識で は、伝統 はただ解体す るだ けの もので もな く、逆 にただ祖 型を

ひたす ら反 復す るだ けの もので もな い とみ られ るので ある。 なぜ な ら、 旧い層 に保存 され

てい る伝統 の原形 質が新 しい歴史 的環境 の中で 「発明 され た伝統 」 と して革新 的に再生 さ

れ るか らで あ る。民 俗 スポー ツだ った相撲 はかっ て入母屋造 りの屋 根を もって いたが 、国

技 と して あ る程度 の近代化 をす すめ る中で、神明造 りの屋根 を 「伝統 と して発明 」 したよ

うに、伝統 と言わ れ る ものの多 くは新 し く発明 され た もの なので あ る。

さて、転 換期 を特 徴づ け る もの と して 、パ ノプテ ィ コンと迷路 、そ して歴史の成層構造

と伝統 の発 明、 とい った ことを議論 して くると、 ここで ひとっ の重大 なアナ ロジーが浮 き

上 が って くるこ とに気づ く。 す なわ ち、情 報処理 システムと して脳 をみ る とき、旧皮 質 と

新皮 質 との成層 、そ して新皮 質 内での複層 の構造 を通 じて、感性 ・情 動の機能 と合理 的思

考 の機 能 とが システ ム全体 の働 きを支え てい るとい う ことで ある。脳の場合 も、社会 の場

合 も、要す るに、性 質 を異 にす る2つ の セ クタの機 能が、発達 的な成 層構造 を通 して、対

抗 しつつ相互 補完 的に システ ムを維 持 してい るとい う意味で 、同型の モデルでみ ることが

で きる。 そ して今 、新 情報処 理技術 その ものが、 この モデルに即 して、展 開 しよ うと して

い る。 それ は、大 きい転換期 を映 し出 してい ると同時 に、転換 を実 現 して ゆ く創造 的な活

動 の表 現 なので ある。

3.日 常 生 活の 中のネ ッ トワーク

ものの考 え方 と関心 に転換 がみ られ る とい うこと は、人 々の身近 な 日常生活 にそれ な り

の変化 が起 こって い るとい うこと と深 い関係 があ る。近代市 民生活 は家族、地域社会 、職

業集団 と しての企業 、そ して国民国家 とい う主要 な集団 とのかかわ りのバ ラ ンスの上 に成

立す るはず にな って いたが、近 代化 の進展 の中で企 業 との関係が優位 を 占め、家族 と地域

社会 との関係が 従属 を強 い られ るとい う事態 がでて きた。 この事態 の もっ意義を 、家族 を

含む地域 社会 の問題 と して考 えてみ るこ とに しよ う。

社会学 的 にいえば 、地域 社会 は コ ミュニ テ ィと呼 ばれ、地縁 性 と共 同生活 と共属感 とい

う3つ の要素 を もっ集 団の こ ととされ て きたが、近代 化の中で、共 同体 や近隣社会 のよ う

な身近 な コ ミュニテ ィは開放 的に な って 、 日常 生活 の共 同性 や帰属感 が崩れて きた ことは
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明 白な傾 向で あ る。か わ って複 数の コ ミュニ テ ィにまたが る大規模 な合理的組織 が林立 し

て 、人 々の忠誠心 を吸収 して ゆ く。工 業化、都 市化 、組織化 、大衆化 とい う近代 化 の メガ

トレ ン ドによ って、 コ ミュニ テ ィが解体 し衰退 してゆ くと予測 す る ことは、社 会科学 の常

識で あ った。

た しか に核家族 は動揺 しコ ミュニ テ ィは解体 して きたが 、細 か く見 ると、解体 に抵抗 す

る人 々が 自発的 に非公式 の小集 団を多数 っ くって、生 活の共 同性 を防衛 して い るとい う事

実 もまた明 らか にな って きて 、それ らの小集 団を救 出す るための近 隣街区の整備 が都市 政

策 の課題 とされ た り も したので あ る。 その後 、都市化 が頂点 に達 した先進諸国 の都市 にお

いて、個 々人の 日常生活 の 中で 、広範 囲 にわ た って根 を は ってい る知 り合 いネ ッ トワー ク

が重 要 な役 割 を果た してい る とい う事実 が、近 年 の一 連の都市 調査 か ら明 らかに な って き

た。

人 々が とり結ぶ 緊密 な相互支援 の結 合関係 は、 もちろん親族 、近 隣、職場 とい った身近

な空 間 の中で形成 はされ るが 、個人が持 って い る結合 関係の総 数の7割 前後 は、身近 な空

間 よ り もひ ろ く外 へ拡大 して お り、友 人 ・知 り合 いの感覚で結 びつ く ものが多 いの であ る。

このよ うな友人感 覚で選 択 され 形成 され る結 合関係 のネ ッ トワー クは 「知 り合 い コ ミュニ

テ ィ(personalcommunity)」 と呼ばれ ることがあ る。 狭 い地縁 に しば られ た小 さい コ ミュ

ニ テ ィにかわ って、地縁 か ら解 き放 たれて拡 大 しうる、伸縮 自在 な横縞 型の ネ ッ トワー ク

が い まや展 開 して い るわけで あ る。友人 の友 人、知 り合 いの知 り合 いの知 り合 い とい うよ

うに、 この種 のネ ッ トワー クは果て しな く拡 張 し、いた る ところで 別のネ ッ トワー クに遭

遇 して結 びつ く。

かつ ての共 同体型 コ ミュニテ ィと、知 り合 い コ ミュニ テ ィを分 け る決定 的な違 いは、閉

鎖性 と開放性 であ る。 共同体 型の コ ミュニ テ ィは生 活の共 同性 に富 み、強 い帰 属意 識 と一

体 感 を もって いたが 、その 閉鎖 性 のゆえ に同質化 を強 い る傾 向が あ った。 閉鎖 的 な同質者

が勢 揃 い して連 帯す る強連結(strongties)が その特徴で あ る。

他方 、都市 的世界 にお け る人 々の結 合の スタイル は異質 者の 出会いで あ る。現代 の都市

は多様 な観念 、価値 観、生 活様式が 交差す る開放 的 な世 界で あ り、それ ゆえ に都市 の空気

は人 を 自由にす るので ある。 自由で異質 な人 々が 出会 い選 択縁 によ って ゆ るやか に結合 す

る弱連 結(weakties)が 、開放 的で ボーダー レスな知 り合 いネ ッ トワー クを特徴 づ けて い

る。 異質 な もの のぶっか り合 いによ って創造 性 が高 め られ る ことは弱連結 の メ リッ トで あ

る。

社 会移動 と社会 的分化 の増大 を伴 う近代 化 によ って、 コ ミュニテ ィは解 体す るよ うに見

え たが 、それ は社 会結合 のあ り様 が変化 した ことを意 味 して い る。 同質 者の勢揃 いか ら異

質者 の 出会 いへ 、強連結 か ら弱 連結へ 、閉鎖 的で タイ トな結 合か ら開放 的で ルー スな統 合

へ 、献身 か ら創造 へ 、 とい った一連 の変 化が み られ るので あ る。異質者 の 出会 い、弱 連結、

開い たルー スな結合 、創造性 を促進 して いる ものが 、選択縁 に よる知 り合 いネ ッ トワー ク

で あ る とい うこと、そ して それ らが 無数 に活動 して いる とい うことが 、情報 ネ ッ トワー ク

社 会 の到 来 を告げ てい るので あ る。 パ ノプテ ィコンに対 して迷路が 、組織 に対 してネ ッ ト

ワー クがい ま関心 を集め るに至 ったの は、以 上の よ うな現 実の変化 があ るか らで あ る。

い うまで もな く、人 々の 日常生 活 はゆ るやかで クールな弱連結 だけで成 り立つ ことはで

きない。強 い感情 融合 を もっ強連結 も生活 に とって欠 くことはで きな い。他 者へ の深 い愛 、
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宗教的和合 、集 団 スポ ーツの連帯 、遊 びの中の 自己溶解 などは強連結を基礎 に して いる。'

それ ゆえ 日常生活 は強連結 と弱 連結 とい う2種 の連 結 の最適 ミックスを必要 とす る といわ

ね ばな らな いが 、今 日の転換 期 は、弱 連結 ネ ッ トワー クへ重心を移動 させて いるのであ る。

4.フ ォーマルセ クタとイ ンフ ォーマルセ クタ

1983年 に国民生活 審議 会 ・総合政策 部会 は 「自主 的社 会参加活動 」の活性化 への期待を

表 明 して注 目を受 けた。 この期待の底 にあ る もの は、生活 サー ビスの総 合的供給 を はか る

ため に社会 の フ ォー マルセ クタとイ ンフ ォーマルセ クタの合理 的接 合が必要だ とい う考 え

方 で あ る。

フ ォーマル セ クタは市場部 門、政府部 門、 および第3セ クタか ら成 る ものであ り、イ ン

フ ォーマル セ クタは家 族 、近 隣、友人集 団 、各種 の ボラ ンタ リーグル ープを担 い手 と して、

消 費、健 康 、福 祉、教 育 、ス ポーツ、趣 味娯楽 、環境保全 、生活改善 など、地域 の 日常 生

活 の中で人 々が 自発 的 に参加 して行 ってい る活動 、っ ま り自主的社会活動 か ら成 るもので

あ る。た とえば高齢 者介護 の ボラ ンテ ィア活動 、 ママ さんバ レー、家事 サー ビスの相互提

供 、エ コ ロジー運動 な どな ど。

この種 の活動 はかっ ては婦人会 や 自治会 とい った既 成地域団体が 行 っていた ものだが、

今 日で はむ しろ様 々なネ ッ トワー クが担 うことが多 い。所得水準 の上昇 、 自由時間の増加 、

高学 歴化 、女性 と高齢者 の社会参加意 欲の 増大 、欲求 内容の高度 化 と多様 化 とい った主体

的条件 の変 化が 、 イ ンフォーマルセ ク タの活性化 に作用 して い るが、同時 にフ ォーマルセ

クタの機 能不全 、限界 とい うこと、そ して知 り合 いネ ッ トワー クが広範 に展開 している と

い うことに注意 しなければ な らな い。

フ ォー マルセ クタとイ ンフ ォーマルセ クタ とい う問題 のたて方 は、生活 サー ビスの供給

とい う分野 にのみ特 有の ことで はない。政治 の分野で は議 会制民主制 とい う近代 的枠組 み

の 中の政党政 治 を フ ォーマル セ クタ とすれ ば、市民 たちが 日常生活 の中で生 活行動 と して

政治 活動 を行 って い る等身 大の ライブ リーポ リテ ィクスを イ ンフ ォーマルセ クタに位置づ

け ることが で きる。あ るいは また、近 代化 に適応 しっっ合理化 した制度的宗教を フ ォーマ

ルセ クタ とすれ ば、呪術 的 カ リスマを もっ宗 教的職能 者 と信者 のネ ッ トワー クか ら立 ち上

るカル ト宗 教を イ ンフ ォー マルセ クタに置 くことが で きよ う。

フ ォーマ ルセ クタ とイ ンフ ォーマル セ クタは分析 上 は二元 的構 造を な して いるが、 フォ

ー マルとイ ンフ ォーマル とは相対 的な関係 であ るか ら、現実 的に は複数の層 を考 え ること

がで きる。ネ ッ トワー クとい うもの 自体 も、複層 で記述で きるので ある。1)知 り合いネ ッ

トワー クの よ うに日常 生活か ら自然 にで て くる リゾー ミックな本源的 ネ ッ トワー ク、2)共

通の要求 に もとつ いて 自発的 に行動す る集 ま りネ ッ トワー ク(こ れ は しば しばネ ッ トワー

キ ングと呼 ばれ る)、3)た とえば障害者 介護 のため に行政 、民 間福祉機 関、 ボラ ンテ ィア

の福祉 資源 を動 員す るネ ッ トワー クの よ うな制 度的 ない し組織 的 ネ ッ トワー ク、 ・…

とい う具 合 にで あ る。 これ らが イ ンフ ォーマルセ クタの内容だ とい ってよい。

他方 、 フ ォーマルセ クタもまた複層 をな してい る。 おそ らく最 もフォーマルな層 には、

ビュー ロ クラ シー型 の公式組 織が含 まれ る とい う点で は異論が ないであ ろ う。
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5.耐転 換期 の諸相'

社会全 体 を フ ォニマルセ クタとイ ンフォーマルセ ク タとい う二 元的構造(記 述上 は複層

構 造)モ デルで捉 え ると き、今 日の転 換 期 の問題 と して な にが いえ るのか。 た とえ ば、

「市場 の失 敗 」を補正す る下支 えの機 能のみ が イ ンフ ォーマルセ クタに期待 されて い るの

だ ろ うか。 お そ ら く、そ うで はない。以 下 、問題 点 を整理 してみよ う。

Dフ ォーマル セ クタは公式組 織 を主成 分 とす る近代 的 セ クタで あ る。 公式組織 を活動核

に して近 代化 を推進 す ることに よ って、社 会の 中心 部 を 占め るよ うに な った セ クタであ る
。

それ に対 して イ ンフ ォーマル セ ク タは組織 的で ない もの(小 集団 、集 ま り、 ネ ッ トワー ク

など)を 主 成分 とす る非近 代、反 近代 、脱近 代の セ ク タで あ る。近代 化の過 程で は軽 視 ・

克服 ・排斥 を うけ ることによ って社会 の周辺部 を 占め る。

2)近 代化 の過程 において 、中心化 す る フ ォーマル セ クタと周辺 化す るイ ンフ ォーマルセ

クタとは、結 果的 に差別 的分 業関係 に はい る。 高度 経済 成長以前 の 日本 の経済 の二重構造

を想 起 せよ。 あ るいは威 信の 高い制度 的宗教 が呪 術的現世利益 信仰 を カル ト宗教 へ押 しつ

け委 譲 した こ とを想起せ よ。

3)近 代化 の達成 と共 に、 フ ォー マルセ ク タは限界 に達 して活 力が低 下 し、逆 にイ ンフ ォ
ーマル セ クタは活性 化 して

、両 セ クタ.は対 抗 的分業関係 にはいる。要 す るに、差別 的分業

関係 か ら対抗 的分業 関係へ の転換が生 ず る。対抗 的分業 とは、対 抗関係 に あ ることによ り
、

あ るい は対抗 関係 にあ りなが ら、結 果 と して相互 補完 にな る関係 であ る。 対抗 的分業 は対

抗 的相 補性 を もっ相互 作用で あ る。 た とえ ば、規模 の経 済を体現 して いた重厚長 大の素材

産 業 の陥没 に対 して 、範 囲の経 済 と回転速度 の経済 をあ ざす異業種横 並 びの ネ ッ トワー ク

組織 型産 業の 隆起 をみ よ。 あ るい は制度 的宗 教の停 滞 とカル ト宗教 の ブームをみ よ。

4)近 代社 会 ・工 業社会 を超 え てゆ く転 換期 は長 い期 間 になるであ ろ うが
、 この転換 期 に

お いて、 イ ンフ ォー マルセ クタは フ ォーマ ルセ クタに取 って替 わ る ことはない
。 巨大 な生

産力 の上 に成 立す る豊か な社 会が近 代的 セ ク タを一掃 で きるはず が ない。 しか し現状 の近

代的 セ クタの ままで いい とは誰 も考 えて いな い。 したが って、 イ ンフ ォー マルセ クタか ら

の対抗 的 イ ンパ ク トによ って フ ォーマル セ クタの変化 と再編 が進 み
、 ひ るがえ ってそれが

フィー ドバ ックされ てイ ンフ ォー マルセ クタの変化 と再編 が進むで あ ろ うとい う転 換期 の

ダ イナ ミズ ムが予 測 され る。要 す るに、2っ の セ クタの対抗 的な共生 進化が 考え られ る
。

た とえ ば、現在 のよ うに専 門家支 配型 で、 ビュー ロクラ シー型の病院 の中 に、人 間味のあ

る支援 システ ム とイ ンフ ォーム ド・コンセ ン トの制度 を導入 す るな らば、他 方で信仰 治療

の呪 術的行為 に歯 止 めがか か り、 呪術 の意 味が 変わ る とい うことがあ りえ よ う
。

6.転 換期 の問題 点 一 対抗 的相 補性 と共生進 化

以上 の論議 か ら、今 日わ た くした ちが生 きて い る転換 期を端的 に表現す るキー ワー ドは

く対抗 的相補性 〉であ り、 〈共 生進 化 〉で あ る。社 会の 各分野 にっ いて具 体的 な動 向を論

ず る ことは ここで はで きな いが 、最 後 にさ らに若干 の問題 点を付言 して お くこ とに した い。

第1に 、伝統 の発 明につ いてであ る。 イ ンフ ォー マル セ クタは非近 代、 反近代 、脱 近代

とい った様 々な志 向が絡 ま っていて容 易 に区分 けす るこ とはで きないが、主 要 には伝統 回

帰 とポス トモダ ンとい う2っ の志 向 のぶつ か り合 いか ら伝統 の発明が行 われ る可能性 が大

きいで あろ う。 しか し、そ こに近 代 的思 考が批 判的 に介入 しうるか ら、伝統 の発明 は過 去
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への退行 にな る とは考 えに くい。 この よ うに して 伝統 の発 明 は 「意味の政治」の所産 であ

る。

第2に 、対抗 的相補性 の相互 作用 によ って社会 に共通 なパ ター ンが拡大 して 、社会 の動

きが それだ け同期 化 しやす くな るとい う面(た とえ ばネ ッ トワー ク型の結合 によ る情 報創

造 とい う処理様 式の拡 大)は あ るけれ ど も、社 会 は両立 困難 な対立の契機を もってい るこ

とに も留 意す る必 要が あ る。 た とえ ば、独創 的な情報創 造に とって コ ミュニ ケー シ ョンの

自由な流れが不 可欠 であ る ことはよ く知 られ た事実で あ り、 この ことが公式組織 の ソフ ト

化 を促 して い るわ けであ るが 、 自由な コ ミュニ ケー シ ョンはアイデアの戦場 を生 んだ り、

情報 の不整合 を ひろげた りす るので 、それ を効 率的 に調整す るためにハ イア ラーキ ーが逆

に不 可欠 にな るとい う具合で あ る。 これ には究 極の 解決 はないか ら、それぞれの コ ンテ ク

ス トで近似 的解決 を工夫す るほか はな いの であ る。

第3に 、社 会変動 には リー ドす る分野 とラグを お こす分野が ある ことに注意 して お く必

要 があ る。情 報 ネ ッ トワー ク社会 が産業 ・経 済の分 野 にだ け実現 し、地域 社会の生活が 旧

態 依然 た るもので あ るな らば、問題 はかえ って大 き くなるで あろ う。地域社会 にいつ も滞

在 して い るの は子 ど もと高齢者 とい う社会 的 に弱 い立場 にあ る者 であ り、その上、社 会的

ネ ッ トワー クとのかかわ りの少 ない者で あ るか ら、ゆ った りと品位 のあ る共生的 コ ミュニ

テ ィづ くりに こそ、新情報 処理技 術が可能 なか ぎり応用 され ねばな らな いので ある。 その

さい、地域 の人 々の生活 ニ ーズに もとつ いて、 自然 生態系 に馴 染むよ うな生活の流儀 を工

夫(伝 統 の発明)し 、 自己決定 によ って地 域社会 の内発 的発展 が はか られ るよ うなプ ラ ン

ニ ングが 大切 にな る。地域 生活 とい う面 か らみ て、社会が 自律分散型 システム と して構想

され る とい う視 点 もまた重要で あ ろ う。 この よ うなプ ラ ンニ ングや視点 はまた、近代 が構

築 して きたあ ま りに もハ ー ドな国民国家 とい う枠組 み を ソフ ト化す るこ とに役立 つであ ろ

う。 いま はロー カ リズ ムとグ ローバ リズ ムが 直通 す る時代 だか らであ る。

最後 に第4乏 して 、2っ の セ クタの対抗 的相補性 は、いまや世界史 的な課題 であ るとい

う ことに注意 した い。 ドイツの社 会哲学 者 ユルゲ ン ・ハーバ ーマスが合理 的 システ ムによ

って侵 害 され て きた生 活世界 の対 抗 的な再生 と、両者 のバ ラ ンスを強調 してい ることは、

洋の東 西を問 わず 、先進 社会 が直面 して いる課 題が 同時代的 な共通性 を もってい ることを

示唆 して いる。 た だ し、発明 されて ゆ く新 たな伝統 には、それぞれ の社会 の個性が刻 まれ

るで あ ろ うけれ ど も。
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人 間 ・自 然 ・科 学 技 術

お よ び 科 学 の 関 係

「生 命 」を基本 にす る ポ リフ ォニ ー社 会

早稲田大学 人間科学部教授 中村桂子

1.基 本 に戻 る

テ レビを見れ ば、世 界中 の動 きが 見え る。 このよ うに、 あ らゆ る ことが、全 ての人 に見

え る と言 って もよい状 況に な って いるの に、そ こか ら未来が 読 め るか とい うと、それが な

か なか難 しい。新 しい科学 技術 を駆使 すれ ば、 どん な ことで も可能 に な りそ うな期 待 もで

きる一 方 、今 の延 長線上 で は未来 は暗 いの ではな いか と不安 に もな る。地球 環境問題 の よ

うに複 雑 な課題 を前 に して、今 の暮 ら しの根本 的 な見 直 しが必要 だ と強 く感 じるだ けでな

く、 日常 生活 の中で の医療 や教育 な ど何 かおか しいと思 うこ とが少 な くない。 これ は、単

に トレン ドを探 るとい う形 で先を見 通す ことは難 しい ことを示 して い るのだ ろ う。 そ こで、

21世 紀 を考え る には、科学技 術 と大量消 費を特徴 とす る現 代社 会を基 本か ら見 直 してみ

る ことが必 要で はな いか と思 う。 ただ、 ここで注意 しな ければ な らないの は、見 直 しは、

新 しい道 を探 るため に行 うので あ り、科学技 術や大量 消 費をただ否 定 した り、批 判す るの

で は何 も得 られ な い とい うことであ る。

そ こで 、生 命 を科学 的に研究 す る者 の1人 と して 「人間 は生 き もので あ る」 とい うあた

りまえの ことを 出発点 にす る とい う立場 か ら、 この問題を考 えてみ た い。

2.長 い時 間の中で 見 る

科学技 術文 明を見 直す ため に、 人間 ・自然 ・技 術 ・科学 の 間の関係 の歴史 を簡単 に追 っ

てみ よ う。

まず 人類が体 験 したの は農業革 命。 ここで は、 「自然(と くに生 きもの)」 に働 きかけ

そ こか らで きるだ けた くさん の 「もの 」を手 に入 れ るための技術 開発が 行われ た。 そのた

め に 「自然 」 は改変 され、時 に破壊 され ること もあ ったが 、農業社 会 は常 に 自然 と向 き合

って いた ことは確 か であ り、生 き ものの能 力をで きるだけ生 か そ うと して いた。

次 に起 きた産 業革命 は工業社 会 を産 み 出 した。 工業の特徴 は、 「エ ネル ギー」を 自由に

使 う方法 を手 に した ことで あ り、農 業社会 と違 って、一言 でいえ ばで きるだ け 「自然(生

き もの)離 れ 」 しよ うと努 力 した ことで あ る。 その結果都市 化、大量 消 費な どが実 現 した。

その後 、 「情報 」 を大量 に扱 うことので きる社会 に な り、 この傾 向 はます ます 強 まるだ

ろ うと期待 され て いるのが現在 で あ る。 その中で 、人間 ・自然 ・科学 技術 の関係 は ど うあ

った らよいのか 、それ が、本稿 の テー マで あ る。

ところで これ まで は、農業社 会 、工 業社 会、情報 社会 とい う変化 を一 直線 に並べ 、後者

ほど進歩 した社会 で あ るとい う捉え方 を して きた。 もちろん 、現在 も農業 は行われ て いる

し、情 報社 会 にな ったか らとい って 、物 づ くりが な くな るわ けで はない。 しか し、工 業社

会で は、農 業を も工業 の眼で見 て しま う。大量 の エネル ギーを、 さまざ まな形態で 自由に

使 うことを前 提 と した工 業社会 で は、数 量化 、効率 化な どに大 きな価 値が与 え られ 、その
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結 果大 量生産が行われ た。そ こで は、それ に合わ ない産 業活動 は遅れた もの と判断 され る

ことにな る。農業 に もこの尺度が あて はめ られ、近代化 が進め られた。 しか し、そ こに は

無理 があ り、その結 果多 くの問題が生 じて しま った。 どんな に近代化 して も、農 業 は工業

の基準 か ら見 る と効率 化 しに くいため に遅れ た状態 にな らざるを得 ないので あ る。それが 、

世界中の ほとん どの国で、農業 には補 助金 を初 め とす る何 らかの保護政策 を しなければ な

らな い状態 を産ん でい る。 それ だけで な く、肥料 や農薬 の過剰使用 による環境破 壊や安全

性問題 などのマイナ ス も起 きてい る。例を農業 に とったが、 これ と同 じよ うな問題 は、医

療の世界で も起 きてい る。人 間を対象 とす る分野 であ る医療 も、工業社 会の中で は矛盾 を

抱え ざるを得 ないのだ。実 は、食、健康 、環境 とい う分野 は、本来生 きものか ら離れ る も

ので はな く 人間が生 きものであ る以上 同 じ技術革新で も異 な る道 を と らなけ

れ ばな らなか ったのだ と思 う。それ に もかかわ らず、すべて を1っ の価 値観 で くくり、す

べて を同一 の方 向 に進 めよ うと した ために起 きた工業社会の矛盾。現在 起 きて いる問題点

の多 くは、 ここに帰す る ことがで きるのではないだ ろ うか。

今始 ま りっっあ る情報社 会 は、価値観 の多様性 を許す ものであ るはず であ り、そ の結果

工業社 会がかかえ た矛盾 を解 決 しなが ら、なお新 しい可能性 を拓 いてい くことがで きるは

ずで あ る。その よ うな期待 を持 って 、21世 紀を考えてみ たい。

3.情 報社 会の特徴

前節 でみた、農業社会 、工 業社会 、情報 社会 とい う流れ は、 「物 質」を 自由に しよ うと

した社 会、 「エネ ルギー」が重要 な役割 を した社会、 「情報 」に注 目す る社会 とい う見方

が で きる。 ところで 、工業 社会の矛盾 で述べたよ うに、 この特徴 を認識 しなが ら、なお社

会全体 を一面的 に見 ない ことが大切で あ る。その ためには情報 社会を考え る際に情報 だけ

に こだわ らな いよ うに留意 した い。

幸 いな ことにわれ われは、 「物質 」 「エネ ルギー」 「情報 」 とい うそれ ぞれを理 解す る

ところ まで きた。情報 とい う概念 は、それを単独で手 に入 れた とい うだ けでな く、物質、

エネルギ ーに新 しく情 報が加え られ た とい うと ころに意味 があ るので ある。

この よ うな こ とを指 摘 した理 由は、実 は、 「生 きもの」に関す る研究が進 んだ結果、 こ

れが、 「物質 、エネルギー、情報 を巧 み に組み合 わせて利 用 して いる ミクロシステ ム」で

あ ることが分 って きたか らで ある。技 術 はで きるだけ 「生 き もの離れ 」す ることで性能 を

あげ、 「生 き もの」に こだわ って い るの は遅れて い ることにな った工業社 会で は、生 きも

の はわ けの分か らない ブラ ックボ ックスで あ り科学技術 とは相容れ ない もの と受 け とめ ら

れてい た。 しか し今 で は、 「生 きもの」 はむ しろ、時に最 先端の機械 を越 え るみ ご とな機

械 と見 ることがで きるよ うに な ったので ある。 とくに、巧 み に 「情報化 」 されて いる とこ

ろが、最 も注 目す べ き点 と言 って よい。つ ま り情報社会 にな った今 、農 業→工業→情報 と

い う形で、前者 を遅 れた もの と見 る見方 は終 り、 どの段 階の技術 も 「物 質 ・エ ネルギー ・

情 報を組み合わせ た システ ム」 と して捉え る ことが で きるよ うにな ったので ある。

最近、技術 の世 界で 「生物 に学ぶ 」 とい う言葉が使 われ 始め たのは、 これを踏 まえての

ことであ ろ う。生物 は とにか く30数 億年 とい う長 い間、 この システ ムを保 ち続 けて きた

存 在なのだか らここか ら学 ぶ こ とは多 いに違 いない。

そ して 、人 間はま さにその生 きもの。科学技術が 、 自らと同 じ性 質を持つ システ ムにな
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れば、人 間に とって具合 のよ い ことは明 らか だろ う。 また、 自然 も、結局 は生物の作 りあ

げ る生態系 と して理解で きるのだか ら、生物 を意識 した技術 は、生 態系 との相性 もよかろ

う。

そ こで 、最初 の課題で あ る、人間 ・自然 ・科学技 術のすべてが 、決 して異質 な もので は

な く、 ま った く同 じ見方の で きる もの と して整理 された。 つ ま り、 「人間 にや さ しい科学

技 術」 「自然 と調 和す る科学技 術」 「人間 と自然の共生 」 とい う、響 きはよ いが具体的 イ

メー ジのわ きに くいか け声 をかけな くて も、 「情 報社会 」を、 こ こで述 べた もの と考えれ

ば 、すべてを同 じもの と見 る ことがで きる。その意識を持 って新技術 を開発すれば、 それ

が その まま望 ま しい技 術 にな ってい るはず であ る(工 業社会 にあ った価値観 は変 化 して い

るこ とを前提 に して とい うと ころが鍵で ある ことを 、蛇足 なが らもう一度確認 してお く)。

4.共 通性 と個別性 の両立

「生 きもの」が 、情報 化 され たみ ごとな システムであ る ことに着 目 し、 それ を基本 に技

術を開発 す るのが 、情報社 会の特徴 であ ると した。 そ うは言 って も、産業 によ って、具体

的な技術 開発 は少 しつつ異 な るだ ろ う。

すで に述べ たよ うに、食 、健康、環境 に関す る技 術は、基本 的に は生 き ものそ の ものを

生か して い く分野 であ る。 そ こで は、 これ まで生 き もの と して の人間が蓄積 して きた知恵

が有効で ある。 た とえ ば農業 の場合 、バイオテ クノ ロジーを活用 した品種や栽培法の 改良

や、 コンピュー タを用 いた環 境調節 な ど、新 しい技術 を活 用す るに して も、最終的 には、

各地域の風土 的特 性 に合 った技 術が求 め られ る。 それは、各地域 で長 い間行われて きた農

業の中 に蓄積 された知恵 と結 びつ いて初 めて生 きて くる。 医療で もまった く同 じ事が言 え

る。

いわ ゆる工業 、物 づ くりで も、 た とえば近年 の鉄鋼生産 に見 られ るよ うに、制御 され た

システ ム化 はあ らゆ る場で行 われて いる。溶鉱 炉 は コンピュー タ制御 され、そ こか ら出る

ガ スや熱 も再利用 す るとい う形 で、全体 と して1っ の システ ムを形成 し、物質 もエネ ルギ

ー も無駄の ないよ うに して い る
。 この よ うに、物づ くりは、廃棄物 の処理 まで含め た シス

テ ムと して考え る もので なければ な らない。1つ の技術 だけで完結 す ることは無理で も、

い くっかを組み 合わせて、社 会の ど こか では、必ず処理 されて いる とい う形 に しなけれ ば

な らな い。廃棄 の部 分 は無視 して、物づ くりの ところだ け効 率の よい技 術を作 って も、 そ

れはよ い技術 とはいえ ない。 これ まで 、工業 が農業 に比 べて効率が よい とされたの は、生

産部 分のみを比較 したか らで もあ る。す べてを含め ての効率 を見 て、よ りよい技術を選択

すべ きで ある。

次にサ ー ビス産 業な ど、いわゆ る情報社 会の特徴 をなす部 分が あ る。 こここそ、今回の

研究の主要部分 であ り、 いわゆ る高度情報 社会へ向 けて ど う移行 してい くかが検討 され な

ければ な らない。 社会応用分科 会 と して、技術 の側か らで な く社会 の側 か らの検討が求 め

られて いるの は現 在の よ うに、工業社 会の価値 観の ままに情 報社会 になだれ こむ とすれ ば、

さ まざ まな危倶 を抱 か ざるを得な い状況 があ るか らだ。

そ こで これ まで くり返 し述 べて きたよ うに、認識 を変 え ることが前提 で、そ うなれ ば、

大 きな可能性の方 に期待で きるだ ろ う。 この部分 は、技術 に関す る報告 で扱 われ ると ころ

なので詳細 は省 略す るが 、筆 者の立場 か ら強調 したいのは、工業社会が 金科玉 条 と して き
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た一 面的 な効 率主 義 と しかみ えな い価 値観 を変え る ことが、望 ま しい情報社 会を作 る基本

で あ るとい うこ とであ る。

5.ポ リフ ォニ ー社会

「生 き もの(生 命)」 を基 本 に してみ ると、す べての ものに、共 通性を見 なが ら、なお

それぞれ の特徴 を生か す、つ ま り多 様性 を尊重す る技術が産み 出せ る時代 にな った。

それ は、今後 到来す る情報 社会 で は、 どの よ うな価値 を基盤 に持 つか とい うことと深 く

係わ る。個人 に とって望 ま しい社 会 は、 自分が納 得の い く形 で、その一生 を生 きる可能性

を用意 して くれ る所 だ ろ う。 それ は、社 会 と してみれ ば、多様性 を許す社会 とい うことに

な る。 と ころで、多様 性 とい うと、 さま ざま、バ ラバ ラ とい う感 じを受 け、それに対応す

るのは大変 と言わ ざ るを得 ない。 個人 の尊重 とい う言葉 は響 きはよいが 、具体 的に は難 し

い。 時 にはエ ゴイズ ム助長 にな る恐れ もあ る。実 は、生 物でい う多様 は、その底 に共通性

が あ る。 あ らゆ る生物 は同 じ物 質を遺 伝子 と してお り共 通の メカニ ズムで動 いてい る。従

って、生物 に基本 を置 いて産 業を見 れば 、 「人類 は農 業を始め、次 に工業化 した。農業 と

工 業 とは違 う」 とい う捉 え方 でな く、農業 も工業 も基 本 は同 じで 、なおそれぞれの特徴が

あ ると見 ることが で きるので あ る。 す る と紀 元前4000年 以来続 いて きた農業の流れの上 に、

18世 紀半 ばか ら始 ま った工 業の流 れが重 な り、 それ は決 して異質 の もので はないが それ

ぞれ に独 自性 はあ るとい う関係が見 えて くる。 ち ょうどポ リフ ォニーの楽曲の よ うな関係

と言え るだ ろ う。 一見多様 で はあ るが、相互 に共通性 を持 ちなが ら関連 し合 い、時 に調和

し、時 にそれ ぞれが 自己を主 張す る ・・ … それが と うとうと時の流れ を作 ってい く

姿 で あ る。社会 をその よ うな もの と捉え ると、前 に述 べ た、1人1人 の要求 に答 え る社 会

を作 る ことが 、実 はそれ ほど難 しい ことで はない ことが分 か る。 もちろん そ こでは、構成

員 に、 自分が ポ リフ ォニ ーの楽曲 を奏で る存在で あ るとい う意 識が なけれ ばな らないが。

そ こに は、 どの産業が 進歩 して い るか遅 れて いるか とい う発想 はな い。

6.人 間の一生 を考 え る

ポ リフ ォニ ー とい う視点 は、人 類の歴 史や科学技 術 の歴史だ けで はな く、人間の一生 に

もあて はめ ることが で きる。 人は誰で も、生 まれ、育 ち、老 い、そ して死 んで い くことに

着 目 し、 その各 ステー ジを充分生 き られ るよ うにす る とい う対応 をす れば、個人 に対応 す

るための社会 に なるので はないだ ろ うか。社会 の中 に、病人、高齢者 、身障者 とい う特殊

な 人が いるので はな く、誰 もが、あ る時病人 にな り、 また高齢 にな るのであ る。事故で 身

障者 に なる危 険 も誰 に もある。胎 児、 乳 児に始 ま り老年 期 まで の人間の各段階を ライフス

テ ー ジと名づ け、 あ らゆるライ フステー ジを大切 にす る社会を用意 す るとい う方法で 、各

人 が常 に暮 ら しやす い社会 を作 るこ とはで きそ うで あ る。 これ もま さに ポ リフ ォニー。 人

間 とい う点で は共通点 を持 ちなが ら、年齢 によ り、・また職業 によ り、要求の違 う人達が 、

相 互に関連 し合 いなが ら、時 の流れ を作 ってい く。 ここで も時 に調和 、時 に主張 などがあ

り、そ こで1つ の楽 曲が奏 で られ るので あ る。
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7.科 学 を社 会 に

これ まで は、科学 技術 とそれを基盤 に した産 業 の見 直 しにあ た って、人間 ・自然 ・科 学

技 術の関係 を考 え る ことの重要性 を指 摘 して きたが 、 その基本 は価値 観の変換 にあ る。そ

の1つ の模 索 と して生 き ものか ら学ぶ とい う方 法 を考え たのに は理 由があ る。生 物学 の成

果 を もう少 しつ きっ めて いけば 、社会 の基 礎 とな る新 しい概念 を出せ るので はないか とい

う予感 がす るか らで あ る。

そ こで、科 学技 術 とい う形を と ってか ら社会 との接点 を求 め るとい う従来 の方 法だ けで

はな く、科学 その もの を社 会に根づ かせ る ことが 重要 にな って くると思 う。 た とえば、生

物 研究 を生 き もの をバ ラバ ラに して物 質 と しての み扱 う もの と受 け止めて い る社会 は、 そ

こか ら生 まれ た科学技 術 に不信 感を持 ちそれ を積極 的 に使 い こなす ことは難 しいだ ろ う
。

折 角、人 間 ・自然 ・科 学技術 の道 に共通 性 を見出 して行 こうと して も、それ以 前で ブ レー

キがかか って しま う。 そ こで 、長 期的 にみて 、価値観 まで 含めての変化 を して い くため に

は、科 学 と して生 物 をみっめ る眼を社 会に存在 させ ておか なければ な らない。必 ず しも技

術 と結 びつ くもので はない、文化 と しての科学 とで も呼ぶべ き もの の存 在。 これ が21世

紀 には大 きな意味 を持つ はずで あ る(こ こで は生 物 に主 眼 をおいて い るので生物学 と言 っ

たが恐 らく科 学全般 に同 じことが言 え るだ ろ う)。

と くに 日本 の場 合、科学 を 自 らの力で作 り出 したので は な く、外か ら取 り入れ 、主 と し

て技術 面だ けを伸 ば して きた経緯が あ る。 しか も、 これ までの科 学の底 にあ った思 想 は、

本来 日本 に存 在 した 自然観 とは異質 な と ころが あ る。従 って 、価 値観 まで含 めて 、新 しい

文明 を構築 して い くとすれ ば、そ してそれが 科学技 術 を巧 み に使 い こなす もので あ って欲

しいな らば、科 学 その もの を、 日本社 会の 中で育 て るとい う作業 を しなけれ ばな らな い。

日本の 文化 を踏 まえ ることによ って科学 研究 が新 しい展 開をす る可 能性 は大 いにあ ると思

う。

単 に、技 術 開発 の ための基礎研 究 を超 えて 、文化 と して の科学 を 日本 に根づ かせ る試み

は、21世 紀 に とって重 要 な ことで はな いか と考え てい る。

8.情 報社 会 を超 えて

これ まで は、情 報社会 と言 いなが ら、情 報 のみを取 り出さず に、情報 が 自由に扱え るよ

うにな ったた めに、人 間 ・自然 ・科学技 術の新 しい関係 を作 り出す可能性 が 出て きた とい

う面 を見 て きた。 「生命 」 とい う立場 か ら見 る と ここが重要 に思え るか らであ る。 しか し、

問題 はやは り情報 なの だか ら、最 後 に、生命 とい う立場 か らみ ると、情報 その もの につい

て 、 どのよ うな考 え方が 出て くるか に簡単 に触 れ る。

情 報社 会の基本 は、で きるだ け多 くの情 報 を、で きるだ け効 率 よ く収 集 し、処理 で きる

システ ムが 存在 して いる こととされて い るよ うに思 う。 確か に これ はあ りがた い し、 それ

が誰 にで もで きるよ うにな るこ とを望 む。 更 に、今回検 討 された よ うな新 しい概念 や新 し

い技 術の 開発 によ り、可 能性 が大 き く広 が ってい くこと も期待 す る。

しか し、人 間が どん な社 会を望 むのか を は っき りしておかず に、 このよ うな 「情 報 」の

捉え 方 を延 長 してい くと、情 報 にふ りまわ され て しま う恐 れが あ る。

情 報 を得 る前 に、何 に興味が あ り、何 を大事 と思 うか とい う充分 な検討 があ って、 その

後で 情報 に ア クセ スす るので なければ意 味が ない。 しか も、本 当 に大事 な ことはそ こか ら

一24一



新 しい情 報 を産み 出 して い くことだ ろ う。 また単 に 自分の中 に情報 を蓄積す るので はな く、

よ りよい コ ミュニ ケー シ ョンが行わ れ る ことが重 要で ある。っ ま り、人間の側 に主体性 の

ある社 会 であ る ことは情報社 会の最低 限必 須の要 因だ ろ う。

その ため には、単 なる情 報社会 で はな く、む しろ コ ミュニ ケー シ ョン社会 、 さらに は、

1人1人 が 自分 の中で物語 を作 って語 って い く物 語社 会 とな ることが必要で あ る。21世

紀 に はそれが求 め られ ると思 う。情 報で は な く、 コ ミュニ ケー シ ョンや物語 とい う時 には

そ こに時 間が 入れて あ る。時 間を捨て て きた20世 紀 工業社会に対 して、"時 間"に 意味

を与え るのが21世 紀 と も言 え る。先 に述べ た ポ リフ ォニ ー も、単 に"多"で はな く時の
"流れ"を 表 現 しよ うと して 使

った言 葉で あ る。

最近 筆者 が、生命 を知 る作 業 にっ いて 、 これ まで"科 学"と い う言葉 であ らわ して きた

ものを超え て"誌(history)"と い う分 野 を提 唱 して いるの はその ためであ る。"生 命誌"

とい う形で 生命 が長 い時 間をか けて 自 らを作 りあげて きた過程 を物 語 と して読み とろ うと

い う考 えで あ る。
"生 き もの に学 ぶ"と い う考 え方 で な く"生 き もの と しての人間 につ いて考 える

。"と

い う見方 を提案 した い理 由 は、生 き ものの背後 にあ る時の流れを重視 したいためであ る。
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情 報 処 理 技 術 の 貢 献

一 振動の増幅と共鳴の媒介

東京大学 先端科学技術研究センター教授 藤正 巌

【無限の選択の可能性】

1,ニ ュールネ ッサ ンスに向 けての情報 処理技 術 の取 り組み

これ か ら迎 え る21世 紀 は、 われわれ に と って 、 ここ数世紀 に一 度の 大 きな文 明 の転換

期 とな る。人 と自然 とを一 体 とす るための、新 しい、科学 を超 え た考え方 が登場 す る、大

きな時代 の変 り目で あ る。 現代か らその 次の代 へ の入 口に立 って い るとの認識が 必要 であ

る。

15世 紀 にイ タ リアの 巨匠達 によ って 切 り開かれ たル ネ ッサ ンス は、 その後 の西洋科学

文 明を産 んだ。 その 時代 の背景 は、西欧 の中世 が 、安 定 した閉鎖社 会の 中での手 の技術 を

発達 させ、農業 生産 性の著 しい向上 を もた らした こと、科学 のサ ラセ ンによ る伝承 を受 け

た こと、 自由な空気 の満 ちた通商都 市国 家の登 場が一 気 に人 間の思 考の 開放 を もた らした

ことにあ るとい ってよ い。

間 もな く迎 え る21世 紀 は、 われわれ に と って 同様 の場 を与 え て くれ てい る。 少 な くと

も日本 は、長 い江戸 期 の手 の技術 の時代 とその後 の工 業技術 の発展 の数世紀 を今 まで経 験

して きた。科学 の伝 承 は蘭 学以来200年 を超 え る。 そ して 、戦 後 の 自由の時代 にな っての

思 想開放 は、最近 技 術面 での世界 第一線 への飛躍 によ って確実 な もの とな った。 われ われ

はニ ュール ネ ッサ ンスを迎 え る基 点 に立 って い る と考 えな い方 が おか しい。 このよ うな と

きに 、その時代 を支 え る考 え方や物 の見 方 は何 が あ るであ ろ うか。

第1は 情報技 術で あ る。 人の情報 処理 能 力を外部化 し、 自己増殖性 を与 え、思 考空 間を

拡 大 し、人の 著 しい個性化 を達成 す るの に情報 技術 が役立っ とすれ ば、 それ は新 しい思想

の開放 であ り、ニ ュールネ ッサ ンスの基 盤 とな る。第2は 物 質の理 解 を支え る基 盤が 、人

がっ い最 近 まで見 ることがで きなか った量子 の世 界に降 りて きた ことで あ る。 それ は人を

含む生 物を無機 物 と同様 に見 る ことを可 能 にす る世 界で あ り、生物 を機械 と して設計 しう

る時代 の到来 を意 味す る。あ るい は、人 の作 った生 物(タ ンパ クで作 るとはか ぎらない)

の登場 を意味 す るか もしれ ない。情報処 理 系です ら、従来 の形式 に と らわれ ない、生物 機

械的 な ものが 登場 す るか も しれ な いのであ る。第3は 人 の生 活 の 自由の拡 大で あ る。奴 隷

的 な労働か らの開放 はすで に先進国で は あた りまえの こ ととな り、 自己の世界 の拡大 は、

1人1人 に異 な った物 の見方 を させ るに至 って い る。情報処 理 の画一性 か ら個別 性へ の変

革が これ にあ たる。

この よ うな時代 を背 景 に、その存在 の基 盤が分 析的で あ った科 学 は、激変せ ざ るをえ な

い。 いや 、科学 を基盤 と してい た今 まで の技術 です ら変 らざるをえ ない。 もう一 度 、あの

ル ネ ッサ ンスの時代 にあ った と同 じよ うに芸術 と科学 の合体 した創造 的 ・探検 的思考 ・実

践体 系が で きあが るのは必然 で あ る。すで に 「感 性の時 代」 な どと呼 ばれて い るあ の 「う

す っぺ らい 」商業主義 です ら時代 の息吹 を感 じて いるので あろ う。 個人 に とって無 限の選
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択 の可能 性 を与え うる時代背景 は整 って きたで あ ろ うか。情 報処理 はそれ に どのよ うに役

立っ であ ろ うか。 そ して、 それを駆 使 して新 しい人の文 明を作 りだす 、万能 の巨匠達 は再

度現 れ るで あ ろ うか。

2.マ ン ・マ シン ・イ ンタ フェースか らマ ンとマ シンの分離へ

情報 処理技 術の未 来 は機械 と人間の分 離 にあ るとい ってよ い。 いままで設計 の重点 とな

って いた マ ン ・マ シン ・イ ンタフ ェース は、人を機械 にな じませ、機械 の立場 で人 との コ

ミュニ ケー シ ョンを行 うこ とであ った。 人 の機能 を拡 張 し補充 して や るのだか ら多少 の不

便 は我慢 して、機械 に人 を合 わせ よ う。誰 にで も合 わす ことがで きるには、 イ ンタフェー

スをイ ンテ リジェン ト化 しよ うとい う発想 であ った といえよ う。 しか し、その方向 は間違

ってい る。機械 を人に合 わす、機械 と人の イ ンタフ ェー スを見え な くす る、機械 と人の イ

ンタフ ェー スをな くす、 とい った方 向へ と向わす ことに全力を あげ るべ きであ ろう。 この

ために は、機械 に驚 くほどの 自由度 と柔軟性 が必要 にな る。それ は、社 会生活の中で、機

能 の拡大 や補充が い ちばん必 要 な場面 は身 体障害者 であ ることを見 て も分か る。その障害

の程 度 は一 様で はな く、極 めて個別 的であ り、機械 に人を合わす とい う発想で は、長期間

の リハ ビ リテー シ ョンが必 要 となる ことを 見れば 明 らかであ る。 人がそれぞれ持つ 自発的

な コ ミュニ ケー シ ョン能 力 に機械が合 わす とい った努 力をせね ばな らない。宇宙科学者 ホ

ーキ ングの世界が
、彼の持 つ コ ミュニ ケー シ ョン機能 を全面的 に獲得 で きる機械があ って

は じめて可 能で あ るこ とを考えて もらいた い。

この ことは、情報 処理 の世界 を、マ ン ・コ ンピュテ ー ションとマ シ ン ・コ ンピュテー シ

ョンの世 界 に画然 と分 けて ほ しい ことを意 味 して い る。人の個体差 は肉体的 には勿論、機

能 的 に も大 きく、思考 の世界 に至 って は全 部が異 な って いる(場 合 によ って は同一個体 の

中で も時 刻 によ って異 な る)。 このよ うに人を相手 にす る世界 と、画一的 ・論理的 な世界

を分離す べ きであ るとい うこ とで あ る。 プ ライバ シー保護の 問題 や、他者か らの干渉 の排

除 とい った問題 はこ こに起源が あ るか らで あ る。逆 に、 ヨー ロ ッパ社会で は広場が コ ミュ

ニ ケー シ ョンの場 と して重要 な地位 を 占めて いて 、 コ ミュニ ケ ー ションの主体 に草 の根 ネ

ッ トワー クが成 り立つ風 土 は、人の情 報処 理空 間 と機械 の情報 処理の空 間を 、上手 に分離

したか らだ ともいえ よ う。 プ ライバ シーの な い空 間の確立(私 はプ ライバ シー ・ハ ザー ド

空 間 と名付 けたい)の 方 が、 プ ライバ シーを保護 す るよ り重要 か もしれ ないので あ る。

3.in-situネ ッ トワーキ ング

「方 丈記 」の世 界 は 日本人 に、 自然 の 中で 自由に生 きる ことを教え る重要 な教科書 とな

って いる。 あの 「方丈記 」の時代で す ら、方 丈の庵 の中で 、ほ とん どの世 の中の情報 はそ

の時代 に適合 して必要十 分 な時 間に獲得で き、十分 にそれ を咀噌で きたの を考 え ると、現

代 われ われが どれだ け時 間 ・空 間的に貧弱 な ネ ッ トワー クの中に生 きて いるかを思 い知 ら

され る。 空 間を越 えて人 が瞬 時に移動 で きるの は情 報 による コ ミュニ ケー シ ョン しかない。

in-situネ ッ トワーキ ングは 「現代版 方丈 記」 を具 現化す る方 策であ る。 そ して、個 人の

自由を獲 得す るほとん ど唯一 の手法 であ る。 コ ンピュー タと画像 ・音声の結 合が叫ばれて

か ら既 に長 い時 間が経 った。 コンピュータに画像 を とか、 コンピュータに音声 を とかい う

発想 は もう止 めよ う。逆 に、画像 に コ ンピュータを、画像 に音 声を、 とい う時代 であ る。
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発想の転 換 は いつ も突然お こる。 ・… 朝 あなたの方丈 の庵 の東 の蔀を上 げ よ う
。朝

日が さん さん と さ しこむ窓か らは山の 大気が流 れ込 んで くる。北 の襖 をあ けれ ば 目の前 は

モ ダ ンなオ フィスがあ り、透明 な和 風 のガ ラス戸を あければオ フィ スの喧 喋が とび こんで
、

都会 の1日 の始 ま りがあ る。 誰か来 るまで 障子 を引 いてお こ う。部下 が来 れば声で 分か る

だ ろ う。 ・ …

われわ れの生 活空 間にあ る ものを その まま情 報 チ ャンネル とす る発想 が生ず る
。す でに

テ レビは情 報の双 方 向チ ャンネル とな り始 めて いる。生活の 中にあ る情報 媒体 を もう一度

見直 す と新 しい情 報 チ ャンネ ル とな る。 この場 合 も私 的 と公的空 間を区別 す る手 法が情報

システ ムに必 要 とな ろ う。

4.エ ネル ギー消費 のほ とん どな い コ ンピュー タ

ス ーパ ー コン ピュー タや高速 の演算素 子の 電力消 費が非常 に大 き く、熱 の発生 が膨大で

あ る ことはよ く知 られた ことで あ る。一方 、人 の大脳 は大 した発熱 は しない。推 定 によれ

ば、 大脳 の活 動部位 の温度上 昇 はせ いぜ い0 .5C程 度で あ るとい う。 ど う して これ ほどの

差 が あ るので あ ろ うか。 コン ピュー タ設計 の原理 が全 く違 うことはよ く知 られた事実 であ

り、 このた めニ ュー ロネ ッ トワー クな どの技 術が登場 す るの であ るが 、演算 の基本素子 の

作 動の原理 が あ るいは全 く異 な って い るのか も しれ な い。生物 の神経 中枢 の情 報処理 の メ

カニ ズムを もう一 度 エネルギ ー収 支の面 か ら分 析 しなおす ことが必 要か も しれ な い
。 さ も

ない と、生 体の 中で働 くコ ンピュー タはで きないか らであ る。
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新 情 報 処 理 技 術 に よ り 得 る も の 、 失 う も の

技術 と人 間、 自然 との 「共生 」を 目指 して

㈱ ライ フ ・イ ンテ リジェンス 代表取締役社長 伊 藤桂 子

【新情報処 理技術の イ ンパ ク ト】

高度技 術の影響力が大 きくな るにつれ て、その恩恵 と同時に、失 うものを も考慮 した対

応が必要 であ る。経済効率 優先 によ って、経 済 は成長 したが、大気汚染や水質悪化 、地 球

温暖化 、熱帯 雨林破壊 など深刻化 した環境 破壊か ら学ぶ教 訓 は大 きい。現在 、情報処理 技

術 は研究 や ビ ジネ スなど様 々な分野 に貢献 してお り、 日常生 活にお いて も大 きな影響 を及

ぼ して いる。

そ して今後 、エキ スパ ー トシステ ムや人工知能 、非 ノイマ ン型 コ ンピュータなど新情 報

処理技 術 の飛躍 的進展 を、21世 紀の社会 に スライ ドしてみ ると、そ こには人類が夢 みて

きた以 上 の、未曽有の社会が 出現 す るか もしれない。時 間や空 間の制約を超えて、 自分 の

部屋 に居 なが らに して世界 の情 報 と交信で きる。 高度技術 によ って快 適で心地 よい生活 が

実現 して いる可能性 も高 い。 しか し同時 に、予想 もしなか ったマイナ ス現象が現われ るか

も しれな い。技 術 も含 めて物事 には表 と裏 、プ ラス面 とマイナス面が あ り、技術の進歩 に

比 して人類や人 間社 会が進歩 してい るとは言え ないか らで ある。否 、退 化 してい る部分 も

あ るだ ろう。 人間の欲望 はさ らに肥 大化 して 、企業 間や国 を越え て他 国や他民族、他の生

物 との利害が衝突 し、調整 ・調和 をはか るのが一層難 しくなる ことも予想 され る。

以下 で は新情報処理 技術 によ って得 られ るプ ラス面 と、失 う可能性 のあ るマイナス面 の

幾 つかを論評す る。 新技術実現化 にあた って は、その両面 を検討 し生 態学的 に検証す る こ

とが望 まれ る。 そ して、生命 の軽視 や生 きて いる実 感の希薄化 、対等 な人間関係を作れ な

いデ ィス ・コ ミュニ ケー ションなど、現在広が りっっあ る 「人 間性 」の喪失や危機を十分

考慮 して対応 しでいただ きたい。 賢 さと愚か さを合 わせ もつ 「人 間性 」を認識 し、技術 と

人 間、人間 と 自然 とが調和 し、共 に生 きる 「共生 」の時代 を21世 紀 に期 待 した い。 そ し

て、1人1人 が地球 の一員 と しての 自覚 と希望 を抱 け る、 フ レキ シビ リテ ィのあ る社会 に

なる ことを切望す る。

1.新 情 報処理技術 と生活 スタイル

新情報処理 技術が もた らす イ ンパ ク トを 日常生活 や女性 の立場か ら考 えてみ る。

D家 庭生活

まず 、現在 進行中の 家事 の 自動化 はますます進 み、 ボ タ ンを押すだ け、押 さな くて も機

器が 自 ら判 断 し制御す る、本当の意味で の 「全 」 自動化 が実現 す るだ ろ う。 さ らに新情報

処理 技術 に支援 され た、1人1人 に合 うほどの、パ ー ソナル ・スタ ッフ的商品やサ ー ビス

が登場 して 、1人 で も、誰で もが快 適 に暮 らせ る可能性 も高い。

マイ ナス面 と して は 「生活 力」 「自 ら生 き抜 く力」 の低下が 予想 され る。動物 と しての

本能 や生命力 、生 きて い く上で の生 活技術や適応 力、 た くま しさな どが薄 らいで、 自分で
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は何 もしない、何 もで きない。何で も して くれ る機器 に囲 まれ て、ひ弱 にな ってい く人間

の姿が浮かぶ。 万一、何 らかの原因で 、機 器が作動 しな くな った時 、パニ ックが起 こる こ

とも容易 に想像 され る。

2)結 婚 ・家族の変化

家 事の全 自動化 やパ ー ソナル ・スタ ッフ的商品 ・サ ー ビスの登場 は、1人 で も十分快適

な暮 ら しを保証す ることとな り、結 婚生活 や家族 の役割、意 味が大 き く変化 してい くだろ

う。現在既 に現われ てい る、 シングル期の長期化 や未婚者の増加 、核家族 か ら家族 の崩壊

は変化 の端緒 であ ろ う。

家族が一緒 に家事 をす ることで得 られた絆や共感 を、他の こと、家族行事 や誕生 日のパ

ーテ ィ
、記念 日イベ ン トな ど、 「新 ・家族づ くり」を積 極的 に していか ない と、崩 壊す る

時代 とな ってい る。

「男 は仕事 、女 は家庭 」 とい った結婚 の役割分担が 薄 らいで、男 も女 も 「自分 」が主体

の人生を送 ってい くだ ろ う。機 械 によ る生 活に嫌気が さ して、一層 「手作 り」が珍 重 され 、

夫 は仕事、妻 は本 格的手作 りにいそ しむ 「生 活 アー ト」 タイプや 、共 に仕事 を持 ちっっ、

機 器 と手作 りをTPOに 応 じて使 い分 ける 「マル チ」 タイプ。 自然環境 に恵 まれ た地域 に

先端情 報処理技術 を駆使 した、 自宅 と別荘兼用 住居で仕事 をす る 「ハイテ ク ・ロ ッジ」タ

イプな ど、結婚形 態のバ リエー シ ョン化が進 んで い くだ ろ う。 ただ 、思 い通 りになる機器

の世界 に没入 して、人 と話 を しな い、 した くない人が増え て、結婚 の減少傾向が続 くこと

が 予想 され る。

3)女 性 の ライフ ・スタイル

「自分 らしく」 「自分の人生 」を生 きたい女性 た ちは、家事 に伴 う制約 や役割概念か ら

解放 され、 ます ますそのパ ワーを 全開 して加速化 して い くだ ろ う。 自由に使 え る時間が増

え る ことで、有意 義な時を過 ご した い、存在感 や生 きが いの感 じられ る時間を過 ご したい

とい う欲 求 は、一層 強 くな って い く。結婚生活 も変わ って、 「とりあえず結 婚 まで」の シ

ングル期 を楽 しむ ライ フスタイルは成立 しに くくな るだ ろ う。 自分 の人生 を創造す る楽 し

さと同時に苦 しさ、厳 しさ も背負 うことになる。

結婚 への関心 は高い ものの、男女 間 にある結婚 観ギ ャップ は職 場や社 会的通念な ど、社

会構造 的要因が大 きく、個人の努 力のみで解決 す ることは難 しい。 さ らに一見華やか に見

え る、若い層 の交 際 も表面的傾向 が強 く、話 を して相手を理解 す る以前 に、マ スコ ミによ

る異性像 か ら判断 して行動す る傾 向が見 られ 、一 層 ミゾを深 めてい る。女性 の少 な い理科

系か ら工場 勤務へ と、女性 に接す る機会が少 ない男性 も多 く、結 婚難 時代 は当分続 きそ う

だ。

また、核 家族化 が進み、近所付 き合 いが減 って、赤 ちゃんを抱 くのは 自分の子 ど もが初

めて とい う女性が増 えてお り、子育 ての不安 や精 神的負担が増 して い る。実 体験が少ない

うえに、溢れ る育 児情 報 に戸惑 う若 い母親 たち。 子育て は女性 の担 当か ら夫 と共同で、家

庭 と職場 、地域で の遊 び場や安全 の問題 など社会 で共 に育て る方 向が望 まれてい る。子 ど

もの誘 拐や殺害が 増加 してい る ことか らも、新情 報処理技術 をいか した地域 の安全対策が

期待 され る。
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結婚 、出産 によ って 、分断 されが ちな、女性 の ライフ ・スタイル は、`家事 の 「全」 自動

化 や子育 ての共 同化、社 会化 によ って、継 続 した ロ ング スタ ンスの人生へ と、変わ って い

き、様 々な分野 での活躍 が期待 で きる。

4)仕 事

技術 の進展 によ り肉体 的単純労 働が減 少 し、新職 種や専 門職 が増 加 し、情報 の伝 達で遂

行で きる仕事 の増 大が予想 され る。会社 に居な くて も自宅で もどこに居て もで きる仕事 は、

子育て 中や 自分 のペ ースで仕事 を したい女性 に とって は、大 きな味方 となる。細切 れでな

いロ ングス タ ンスでの取 り組み は、女性 の能力の発揮 を促 し、仕事 面 と同時 に生活 面での

アー ト化 や新 た な文 化 の形 成 な ど、社会へ の貢献が 大 いに期待 で きる。

2.新 情報処 理技術 と人 間性

1)情 報 との関わ りと意思決 定

大量の情報 とAIシ ステ ム、新情 報処理技 術の進展 は、最適 な意思 決定を様 々な分野 に

拡 げて い くだ ろ う。一 方 、人 間 に とって大切 な意思決 定力や判断力 を棚上げ に して 、技術

システ ムに依 存 し、 自 らによ る決定 と責任 か ら逃避 し、 自分で は何 も しな い、何 も決 め ら

れ ない人間 を作 りだ す可能性 もあ る。既 に、進 学時 に本人の適性や希望 よ り、偏差値重視

で進路 を決定 す る方法 が広 く普及 して いる ことか らも窺 え る。

2)情 報 の信悪性 と実感 の希薄化

時空 間を超 え た情報 の伝達 は、 ど こに いて も世 界 と交 信で きた り、 シ ミュ レーシ ョンに

よる擬似 体験 の広が りが得 られ る反 面、溢れ る間接的情 報 は実感や実体 験の希薄化を もた

らし、情 報の 真偽が確認 しに くくな って い く。

3)ブ レイ ン(脳)の 研究

非 ノイマ ン型 コ ンピュー タ開発の過程 で一段 と進む脳 の研究 によ って、人 間の持つ潜在

能力の 目覚 ま しいパ ワー ア ップが期待 され ると同時 に、操作 されやす い危 険性 も出て くる。

4)対 人関係

何で も自分の言 うことを聞 いた り、思 い通 りに作動 す る機械 の世界 に没入 し、思 い通 り

にな らない人 に対 して、敵意 を抱 い た り、離反 した り、対等 な人 間関係や コ ミュニ ケー シ

ョンを作れ な い人間が 増え て社会 が崩壊す る危険性 も出て くる。

ノ

3.新 情 報処 理技術が 社会 に登場 す る際の要望

以上 い くつか予想 され る新情 報処理 技術 のイ ンパ ク トにっ いて 、その プラス面 とマイ ナ

ス面 を挙 げ てみ た。新技 術が社 会 に登場す る際に は、ぜ ひその影響 力の両面 を考慮 した対

応を望 みた い。

技術が 高度 にな るに伴 い、利 用 したい人、 した くない人 、利用 したいが新製品が 出 る度

に使 い方 を学 びた くな い人 、学 ぶの は難 しい人 な ど、様 々な利 用者 に対 応 した体制が必要

であ る。 ま た機能 面だ けで な く、使 いやす さや周 囲の空 間 との調和、 デザ イ ン性 に配慮 し、
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使 う ことで得 られ るメ リッ トが ハ ッキ リわか るよ うに伝 達す る こと も、広 く一般 に普及 す

る新 製品 に は必要 であ る。

昨今の社 会現象 に見 られ るよ うな、退 歩 しつっあ る 「人間性 」 の回復を はか り、心身 の
バ ラ ンスや コ ミュニ ケー シ ョン能 力、 人間 と して基本的原 点 をお さえた社会 の育成 が必要

にな って いる。 成熟 した活 力 とと もに 「ゆ と り」や 「や す らぎ」を感 じられ 、誰で もが参

加で きる 「共生 」感 と、 自分 に合 う教育 や仕事 、生活 の場所 を選 択で きる、 フ レキ シ ビ リ

テ ィのあ る社会 。地球規 模で考 え 、時 に一 国 と しての経済成 長 力を減速 して も、技術 と人

間、 自然 とが調和 した21世 紀 の 「共生 」社 会 に向 けて、努 力 して い くことが大切 と思 う。
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新 情 報 社 会 の 創 生

シャープ㈱ 顧 問 佐 々木 正

1.ま えが き一 生命哲学 へ の期待

日本 は130年 程前 明治時代 に伝 統的 な文明 を捨 てて西洋 の近代 文明を取 り入れ、それ以

来 、現 在の 日本 の繁栄 を来 した。そ の もとは と言 えば、西洋 の近 代文 明が もた らした科学

技術上 の偉大 な成果 を導 入 し、それ を 日本の伝統 的な文化性 が生 み出 した独特の生産技術

に結 合 させて成 功 し今 日の経済 大国 にの し上が った。 しか しなが ら、 この まま推移すれ ば、

多大 な弊害 と問題の 発生 す る恐 れが 出て来て いる。例え ば、環境 の破 壊、資源 ・エ ネルギ

ーの問題、人 口問題 、高齢 化 の問題等 であ る。

もと もと 日本 が取 り入れ た西 洋の近 代文明 はカ ン トか らヘーゲル迄 の輝か しい ドイツ観

念論 の哲学 を基 盤 と した もので あ り、 この観念論 は人間 を思惟 の精神 と して捉え る もので

あ り、 この思想 はフラ ンスの ルネ ・デカル トに端 を発 してお り、ヘー ゲル は近代の哲学 は

ル ネ ・デ カル トか ら始 ま ると言 って いる。それ は人間を思惟精神 と して捉え る哲学で あ り、

デ カル トは変 わ らな い実体 に2種 あ り、1つ は精神 であ り、他 は物 質であ るといって いる。

そ して精 神の性 質 は思惟 す る ことで あ り、物質の性 質 は延長す ることであ ると考えた。

「我思 う故 に我 あ り」 とい うデ カル トの言 葉通 り、人 間が思惟す るものであ る限 り精神

であ り、一方 の身体 は物質 と変 わ らな い ものであ る。 人 間の思惟が ある故人間の存在があ

り、人 間の思惟 とい うことを世界 の中心 にお いて そ こか ら一切 の存在 を考 えよ うとす る近

代合理主 義が生 まれて きた。 デカル ト哲学 は精神 と肉体 を分かつ ことによ って一方 で思惟

す る人 間の絶対 的優位性 を保証 し、一方 で物 質を メカニ カルな数学 的、物 質的法則に よ っ

て明 らか にされ るべ き もの と考 え、近代科学 と技術 の基礎 を与え 、まさに人間 にとって甚

だ豊か で便利 な世 界をっ くる理論 を提供 した。然 し同時 に思惟す る人 間の思い上が りを助

長 し、科 学 と技術 の発展 によ って可 能 とな った人 間の無条件の 自然支 配を許 し、 自然環境

を破壊 し、人 間その もの を現 在 の危 機 に追 い込んで い る。

驚 くべ き ことには、 デカル ト哲学 には生 命 とい う観 念が ない。 ヨー ロ ッパで はこの デカ

ル ト哲学 は ドイ ツに移入 され ドイ ツ観念論 とい う哲学 が生 まれ たので あ るが、 この ドイツ

観 念論 に は原則 的に生命 とい う観念 を欠 いてい る。

生命 とい う観念 が 出て くるの は シ ョーペ ンハ ウエル、ニ ーチ ェか らであ り、19世 紀末

か ら20世 紀 の始 め にか けて、 デイル タイやベル グ ソ ンなどの生 の哲学 の流行をみ るが、

死 とい う事 が哲学 の体系の 中で ま と もに論 じられ たのは実存哲学が現 れてか らであ る。

デ カル トに よれ ば思惟以外 の存在 は物質 なのであ る。かか る立場か ら言 えば思惟 を持 た

ない動 物 や植 物の存 在 はすべ て物質 とな り、死 体 と一緒 に取 り扱われ る。 デ カル ト哲学の

究極 の帰結 は、思惟 す る自我 の前 に立 つ ものは科 学 と技 術 によ って人 間に支配 され、生命

を奪 われ単 な る物質 と化 した 自然 なので ある。近 代社 会 はデ カル ト哲学 によ ってその世界

をつ くって来 た。近代社 会 は人 間の 支配す る世 界で あ り、 この世界か ら急速 に生 きて いる

生物 が失 われその生物 の座 に今 日の物 質文明が すわ ってい る。

我思 う故 に我あ り、 とい うの は思 い上 が りで あ る。何故 か とい うと、我 は思惟す るか ら
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そ こに存在 して い るので はな い。 我 は長 い生 命の 発展の帰 結 と して そ こに存在 して い るの

で あ り、400万 年 の人類 の歴 史、 その後 には猿の長 い歴史 、 その背後 に全哺乳 類の歴史 、

全動 物の歴史 があ り、 またその背後 に長 い地球 の歴 史、 この長 い地 球の歴史 を背 景 と して

生命 が生 まれ 、その生 命の 発展 の帰結 と して 、 この思 惟す ることが 出来 る我 とい う人 間が

存在 して いる。

生命 を数学 的、物理学 的 な メカニ カルな法則 で説 明 しよ うとす る生 命科学 に対 して、 デ

カル トの原則 を根本的 に覆す よ うな事 実が発見 され た。 即 ち、DNAで あ る。 このDNA

の発見(1953)こ そ量子 力学が物 質の根本原 則で あ るよ うに、生 命の根 本原則を呈示 した も

ので あ る。 この原 則 によればす べての生物 ア メーバ か ら動 物 ・植 物 ・果て は人 間に至

るまで 同 じよ うに生 命 はDNAと 言 う要素 か ら成立 って いて 、その組 合せで きまる とい う

ことで あ る。

それ とは別 に19世 紀半 か ら例 えば フラ ンスの ベル グ ソ ンに代 表 され る生 の哲学が 生 ま

れ 、 この系 譜か らゲ シュ タル ト心理学 が生 まれたが 、多 くの興味深 い現象 を発 見 した もの

の現 象の整理 に終 わ り、次第 に衰退 して い った。

心理 学 には もと もとゲ シュタル ト心理 学の よ うに、全体 と部分 の関係か ら心 の働 きを理

解 しよ うとす るデ イル タイか らの流れ に対 して他方で は実証主 義 の立場か ら分析 的で記 述

的 に理 解を進 め る流れ が あ る。 この実証 主義的 な方法 は、第 二次大 戦後広 く世 界的 に受 け

入れ るよ うにな った。客 観 的に定義で きる量 の間の関係 を実証 的 に研究す る とい う科学 的

実証主 義の精神 に基づ い た もので ある。

科学 に と って実証性 は不可 欠 な条件 で、従来 の実証科 学 を超 えて生 命を捉え る新 しい実

証的 な方法 を考 え なければ な らな い。生 の哲学 と実証 的な哲学 とを ど う結 び付 け るか を示

さな くて はな らな い。、この ために新 しい方 法ば か りで な く新 しい哲学一 生命 の哲 学一

が必 要 とな って来 る。

21世 紀 迄 には、新 しい哲学 の出現が望 まれ る所以で あ る。今 後 の科学 技術 の大 きい課

題 は、人 間その ものを含 めて生 きて いる 自然 とは何か を明 らか に して い く事で あ り、従来

の 自然科学 の研究 は、 この生 きてい る自然 の材料(ハ ー ドウ ェア)の 性 質を解明 して い く

こ'とで あ ったが 、今後 は 自然 の生 きて いる仕 組 み(ソ フ トウ ェア)を 明 らか に してい く事

が重 要で あ る

自然 ハ ー ドウ ェアの世 界を支配 して いる法 則 は、 自由エネ ルギーの法則 であ るが 、 自然

の ソフ トウェアの世 界を 支配 してい る法則 は、 エネル ギーで な くて、情報 によ って 支配 さ

れ てい る。

情報 について は後 で論述 す るが 、情 報 とい う量 に は、 自然 科学 的 には割 り切 れ ない価値

の世 界が ついて廻 る。或 る事柄 を情 報 と受 け取 るか否か は受 け取 った人 の価値 観、 時に は

無意 識 によ るところが多 い。 その意 味 にお いて社会科 学 や人文科学 につ なが って い く可能

性が あ る。 自然科学 の世界 か ら情報 とい う量 の本質 を は っき りさせて い く事 が大事 であ ろ

う。 そ して 自由エ ネル ギーの法則が 支配す る世界 と情 報が支 配す る世界 とが どの様 につな

が り、 どの様 な関係 を もって いるか を調べて 、生 きた 自然 の構造 を明 らか に して い く必 要

が あ る。
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2.生 命 生 きて い る物体

社 会の基本単 位 は、我 とい う人 間であ りその人 間は生 きてい るとい う事が 大前提 であ る。

生命 を もって生 きて い る人 間が集 ま って、家 庭 ・会社 ・社 会 ・国家 ・地球 を階層 的 に生命

システ ム と して形成 して い る。即 ち、家 とい う枠 を もった場、社会 とい う枠 を もった場 と

い う様 に、人間 は枠 を もった場の 内に生 きてい る といえよ う。

(以 下 、清 水博博士 の説 を引用)

一般 に
、要素 の性 質か らシステ ムの性質 を理解 しよ うとす る考 え方 に 「実 体論(ア トミ

ズ ム)」 と 「関係論(ホ ロニ ズム)」 の2通 りが あ る。実体論 は一定 の性 質を もった要素

の間 に関係を与 え るや り方 で システ ムを理 解 しよ うとす る。例 えば、積木が良 い例で ある。

それ に対 して 関係 論で は、性質が 限定 されて いない要素(関 係 子、 ホロ ン)か ら出発 して

関係子 の間 に関係 が生 まれ ると、主 に要 素の性 質が決 ま り、 ひいて は システ ムの性質 も決

ま る と考 え る。 そ して 関係ので き方 によ って要 素の性質が変 ると考え る。

近代科 学技術 は実体論 を採用 して きた し、 また近代経済学 や経 営論 も等 しく実体論 的な

考 え に立 ってい ると考 え られ る。 この よ うな実 体論の考 え方 は、機械的 システムが 予測可

能 な環 境の なかで働 くときには うま く作動す る。 しか し、要 素の性質 を予 め規定 す る考 え

方 で は複雑 な変化 に柔軟 に適応 す る多様 性 を発 揮す る事 が出来な いか ら、複雑 な環境 の中

で刻 々と生 まれ る新 しい状態 を認識 してそ の状 態の 中で 自己を柔軟 に制御 しなが ら生 きて

い く生 命 システ ムの創造 的能 力 は説 明出来 ない。

生命 システ ムで は、要 素の性 質を予 め完全 に限定せず 、その性質 を環境 の状態 に合わせ

て柔軟 に変 えて い くとい う関係 論的 な情報処理 が と られ ることが多 い。各関係子 が環境の

状態 に応 じて適切 に役 割分担 して互 い に邪魔 し合わず全体 を うま く動 か してい く。その原

理 と して は、関係子 の間 に適 切な関 係が柔軟 に自己組織 化 され るこ とが必要 であ る。

しか し関 係子 の集 ま りは、多義 的な性質 を もってい るため に関係子相 互の関係が一義的

には決 ま らな い。従 って、適 切 な拘束 条件 が与え られな ければ 「不良 設定問題 」 にな って

しま い、 システムは決定不能 な状態 に 陥 る。それ を避 けるために、生 命 システ ムの よ うな

関係 的 自律 システムで は、環 境 と システム全体 に関す る情報か らこの拘束条件を 自律 的に

生 成す る仕 掛 けが ど うして も必要 とな る。 その ための仕掛 けが 「場 」であ り、関係子 に場

で生 まれ た拘束条件 をつ たえ る ものが 「場 の情報 」であ る。つ ま り、場がな いと関係論 的

な システ ムは 自律 的 に働 くことが 出来 ない し、 そ して場の性質が システムの情報能 力の質

を決 める。 こ う考 えて くれ ば、例 えば家庭 とい う枠を考え た とき、その環境 と家庭 内の場

およ びその場 の情報 と関係 子で あ る人 間の関係 を与え た場合 、人 間 一個入の立場 は非常 に

安 定で あ る。 また、枠 を社 会、国 家 と広 めて い った場合 、個人 の地 位 は重要 とな って くる。

ここに、個 人 の尊厳 が言 われ る所以 が あ る。

その個 人 と個人 の間 にで きる情報 は、両者の共 鳴 によ って相乗 的 に循環増幅 し、家庭 内

の ポテ ンシ ャルを高めて い く。 か くて家庭 内 の新 しい情報 システ ムの重要性 は高 め られ る。

同一 の事が社 会に も、産 業 に も云え る事で その意味 において社 会の新 しい情報 システ ム

は重要 とな り、情 報 はその システ ム内で 循環 しな くて はな らない。

例え ば、現在 の市場経 済をみ て も情報 の循環 とい う点か らネ ッ トワー クの コネ クシ ョン

や イ ンタフ ェー スをみ る と、非常 に不十 分で あ り、 出荷、在庫 、需要が ア ンバ ラ ンスで、

情 報の片 寄 りか ら肩凝 り現 象が表 れて い る(図1参 照)。 それ を解決す るためにはAな る
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ネ ッ トワ ー クが 出 来 れ ば よ い。
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図1情 報経 済 ネ ッ トワー ク

同様 に、 国家 ・地球 と枠 を拡 げて い くと、新 しい情報 処理 ネ ッ トワー クを完成 す る事 が
、

人類 の調和 あ る発展 、人類 と自然 との融和 を もた らす ことにな る。
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3.社 会 の 変 遷

新 人 類 の 中 石 器 時 代 か ら、 現 在 及 び21世 紀 迄 の 社 会 の 変 遷 をみ る と、 図2に 示 す 様 な

経 過 を 辿 って お り、21世 紀 は新 た な 社 会 変 革 が あ る の で は な い か と予 想 さ れ る。
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図2社 会の変遷 〔月尾 嘉男氏論 よ り一部 引用〕

ここで 、21世 紀 の社会 相が ど うな るか とい う ことについて 、少 し考察 を加えてみ たい。

以下主 なる特徴 的問題 を列 挙すれ ば、

1)「 人 口」問題

先進 地域 の人 口増加 は減少 しっっあ るが 、開発途上 地域の増加 は止 ま らず全体的 と し

て増加 して い る。

人 口をNと す ると人 口の増加率 は(t:時 間)

dN
=aN2-bN十c● ●・.(1)

dt

a:結 婚 、且 つ出生 の比率 に関 す る定数

b:死 亡率c:定 数

で表 され る。 この式 は非 線型方程式 で あ り、 この解 は指数函数 とな る。事実17世 紀
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半ば 、5億 の人 口が1987年 に は40億 人、 この ままで い けば1999年 に は60億.人 、2010年 に

は70億 人 、2022年 には80億 人 の数字 が国連人 口白書 で示 されて い る。人 口の増加の87%

は開発途上 地域 であ る。

b(死 亡率)は 、科学 技術 の進歩 によ り少 な くな って い くが 、先進地域 で は情報教育

が行 きわた り、一般 に出生 率が減少 す るが 、開発途 上地 域 は情報教 育が不 足 して 出生

率が高 くな るため開発 途上 地域 におけ る情報 教育 の普及 が重要 にな って来 る。

2)「 高齢 人 口中の高齢化 」問題

65才 以 上の 人口中 で75才 以 上の老 人 は、1985年 に38%、2025年 に は55%に なると予

測 され てい る。 因 に65才 以上 の 人口は1989年 で総 人 口の11.6%で あ る。 これ は避 けて

通 る ことの 出来 な い問題 で あ り、 この高齢者 の社会寄 与 の問題が 重大課題 とな り、 こ

の問題解 決の ため に も新 情報 処理 は重要 な役割 を担 うこ ととなる。

3)「 労働時 間 は短縮 す る」問題

産業 にお ける労働時 間の短 縮の問題 は、それだ け生 産性 を上 げ る様 な生 産体形を と

らな くて はな らな い し、そ のため新 しい生産技 術 ・新 しい処 理方 法を考 え る必要が あ

り、 それ を支え る新 しい科学技 術や新 しい情 報処理 の活用 が要望 され る。

4)「 情 報 は次第 に増 加す る」問題

J.Tア レンの調査報告 によ ると情報 の ソー スは

、対 人関係 か ら得 られ る ものが71%

個 人関係 か ら得 られ る ものが20%

その他 ・9%

と言 われて い る。

一般 に情報量 をHと すれ ば、対人 関係 はN2に 比 例、個 人関係 はNに 比 例す る と考

え られ る。

一般 に情報 の増加率 は、

dH
-=k1N2一 トk2N－ トk,● …(2)

dt

(k,、k2、k3,定 数)

それ も、(1)式 同様非線 型方程 式で あ り、解 は指数函 数、 しか も人 口の増加率 よ り

は高 くな る。

この急激 に増加 す る情 報の 中か ら個 人 な り、家 庭 、社 会 、国家 とい う系が生 きて行

くため に必 要 な系の エネ ルギー は、次 の よ うに考え られ る。

Eを 系の 自由エ ネル ギー

Fを 系の 内部エ ネル ギー

Tを 絶対温 度

Sを エ ン トロ ピー

(活 性 化)

(エ ン タ ル ピー)
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とす る と、熱 力学第二 法則 は

△E=△F-T△S● ● ● ●(3)

ま た 、 シ ュ レデ ィ ンガ ー は1944年 に生 物 は負 の エ ン トロ ピー(-S)を 食 べ て い る と

そ の 書 に 述 べ て い る(後 日、 負 の エ ン トロ ピー を シ ン トロ ピ ー と も言 って い る)。

一 方
、 エ ン トロ ピーSは 情 報 源 か らの 実 質 的 な情 報 流 量 を ビ ッ ト/秒 で 表 した もので

あ る。 そ れ らを 考 え て(3)式 は

△E=△F+T.(情 報 量 の 増 加)・ …(4)

(4)式 は系 を生物 に選 べ ば、 「生物 は食物、空気 等を食 べて内部エネル ギーを増 し、

一 方、情報 も食 べて生 きて いる。 」 と解釈 され る。

食物 、空 気 はそれぞれ消 化器や 呼吸器で消 化す る と同様 に情報 も消化処理 され て系

の内部エ ネル ギーを増 加す る事 を示 す。

新情 報処理 体系 にお いて効 果的 な情 報処理 が望 まれ る。

5)「 環境 破壊 」の問題

個 人 と地球 との共生 を価値 観 とす る新情報処 理体系 において は、得 られ た情報 を基

に環境 破壊 を防止 す る、調和 の とれた科学技術 体系が関係論 的 に創造 され なけれ ばな

らない。

'6)「 資源エ ネル ギー」問題

新情 報処 理体系 の確 立 によ り、関係 論的科学 技術が創造 され、少な い資源 、少 ない

エネル ギーで高付加 価値機 器、装 置及び商品 が創 り出 され る事が期待 され る。

4.新 しい科学 理論 の創造

新情報 処理体 系の創 出に よ り前節3で 述べ た様 な諸問題 も解決 され 、21世 紀 に は人間

生活 はゆ と りもあ り、豊 か に もな ってい く。 それ と共 に情報産 業や余暇産業 は成 長 して い

くと共 に、 この時代 の人 々は新情 報処理 体系 によ り広範 な知 恵 と推理 力が身 に付 け られ る

よ うにな る。

前 に述 べ た実体論 的科学 技術 と関係 論的科学技 術 は、融 合、統一 され て種 々の学 問体系

が創造 され る ことが 予期 され る。

例 えば、桜 内氏が述 べて いる様 な、念 波、念力 、超能 力 とい った現在の科学常識 を超 え

た現象 を取扱 う学問(超 常 科学)、 人 間の心や意識 を研究 す る学問(思 惟学)、 人間の健

康 、幸福 、寿命 等を積極 的 に高 め る ことを対象 とす る学問(福 祉学)、 不連続 な異常 現象

を研究 す る学 問(異 常学)、 新 しい コン ピュー タの高度 の機能 によ り100年 又は1000年 先

の未来 を予測 す る学問(超 未来学)、 とい った様 な学 問体 系が予想 され る。

また、エ ネルギ ー概念 に情報 の概念 を加えて、従 来の学 問の内容を ます ます深 め、 また

自然科学 、人文 科学 を統 合す るだ けで な く、現在 の学 説 も見直 され、新学説 も誕生 し、人

類の制約 や偏 見 も修正 され て い くもの と思 う。

一39一





第2部

情報ネ ッ トワーク社会の展開と

情報処理技術への期待





目 次

概 要 43

第1章

1.1

1.2

1.3

1.4

情報 ネ ッ トワー ク社 会の基 底

ネ ッ トワー ク的個 人

個人 と社会 の相互作用

人類 と して の協調

自然(地 球)と の共生

膚
4

4

5

5

nb

4

4

4

4

バ
侵

第2章

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

情報 ネ ッ トワー ク社 会 の展 開

個人

財 ・サ ー ビスの供給 システ ム と して の産 業

働 く場 と しての産 業

イ ンフ ォー マルセ クタ

教育 ・表現活動

国際社会

自然との関係

7

7

9

1

2

4

5

6

4

4

4

5

5

5

5

5

第3章

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

情報処理技術への期待

情 報 ネ ッ トワ ー ク

人間機能 の補完 ・代替 ・拡張

健全 な情 報 ネ ッ トワー ク社 会の発 展

資源の生態的有効活用

新情報処理技術への期待とニーズ

7

∩◎

0

9
臼

4

刀4

ロ
∪

5

ρ
0

ρ0

ρ0

ρ
0

第4章

4.1

4.2

4.3

4.4

4.5

新情報処理技術と情報ネットワーク社会の諸相

共鳴型社会

学習 型知識 ネ ッ トワー ク社 会

創造型社会

生命型社会

おわりに

7

7

Q
U

O

i
⊥

り
ム

ρ
0

ρ0

ρ0

7

7
1

7





概 要

第2部 で は、21世 紀 に展 開す ることが 予想 され る 「情報 ネ ッ トワー ク社会 」の 姿 を展

望 し、 その中 におけ る情 報処理技 術へ の社 会的ニ ーズを 明 らかにす るとと もに、新 しい情

報処理技 術が もた らす社 会の諸相 につ いての考察 を行 う。

まず 、第1章 では、情 報ネ ッ トワー ク社 会 の基底 を なすで あろ う「ネ ッ トワー ク的個人」

の姿 を明 らか にす ると と もに、個 人 と社 会 との相互 作用 、人類 と しての協調 、 自然(地 球)

との共生 、の3っ を加 えて、4つ の価値 の柱 を打 ち出す 。

続 いて、第2章 で は、 これ らの価値観 に基づ いて、21世 紀 の情 報ネ ッ トワー ク社 会が

どのよ うに展 開 して ゆ くか を、社 会 を構 成す るさ まざ まな場 の中か ら、個人 、財 ・サー ビ

スの供 給 システ ムと しての産業 、働 く場 と しての産 業 、イ ンフ ォーマルセ クタ、教育 ・表

現活動 、国 際社会、 自然(地 球)を とりあげ、よ り具体 的に明 らか に して ゆ く。

第3章 で は、第2章 で明 らかに され た情報 ネ ッ トワー ク社会の姿を情報処理技 術の観点

か ら捉 え 直す こ とによ って 、情 報処理 技術へ の期待を 明 らか にす ことを試 みた。 このた あ

に、情報 ネ ッ トワー ク、人 間の機能 の補完 ・代替 ・拡張 、健全 な情報 ネ ッ トワーク社会の

発展 、資源 の有効活 用、 とい う4つ の視点 か ら、情報 ネ ッ トワー ク社会 の姿 を まとめ直 し

て い る。

最 終章で あ る第4章 で は、第2部 の まとあ と して、新 しい情報処理技術 が もた らす情報

ネ ッ トワー ク社会 の諸相 を、共 鳴型社 会 、学 習型知識 ネ ッ トワー ク社会 、創 造型社会、生

命 型社会 とい う4つ の社会 イ メー ジの形で提 示す る。
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第1章 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 の 基 底

20世 紀 を牽 引 して きた工業化 は、経 済的 な繁栄 を もた ら して いるが、 マスプ ロダ クシ

ョンに よる直線的 な成 長 は転換期 を迎 えっつ あ り、経済 社会 およ び消 費生 活の 両面で 、個

別 の多様 な要 求 に応 じる ことが求 め られ て いる。

工業 化社会 の技術 の結 晶 と して生 まれ た コ ンピュー タに よる情 報技術 は、 このよ うなマ

スか ら個 へ とい う時 代 の変化を可能 に して きた。 すで に、 コ ンピュー タはネ ッ トワー ク化

され個 と社会 の上 に有機 的な広が りを もち始 め、個 人 ・コ ミュニテ ィ ・企 業 ・自治 体 ・国

家 などを ノー ドとす る多層 の情報網 を形成 し、後述 す るよ うに、世 界を振動 と共 鳴の場 と

す る新 しいネ ッ トワー ク社 会、す なわ ち、情 報 ネ ッ トワー ク社会 を もた ら しつつ あ る。

高度 に発展 した情 報 ネ ッ トワー ク社 会で は、情報 ネ ッ トワー クの進展 によ り個 人は時 間

や空間 的な距離 を意識 せず に、必要 な ときに必 要 な相 手 と 自由に交 信で きるよ うな基 盤が

整備 され る。 ネ ッ トワー クが十 分 に広 が る ことによ り、個 人 と社会 すなわ ち ミク ロな世界

とマ クロな世界 とが 、互 いに ダイ レク トに相 互作用 を及ぼ しあ うことが可能 に なる。 こ う

した相互作 用 は国境 を越え 、人類的 な協調 の場 を開 いて ゆ くことにな ろ う。

この よ うな情報 ネ ッ トワー ク社 会で は、個人 、社 会、人 類及 び 自然 とい う最 も基本 的な

価値の要素 が 、それ ぞれ新 しい意味 を持 つ よ うに なるだ ろ う。す なわ ち、個 人、社会 、人

類、 自然 を基 底 と した新 しいルネ ッサ ンスが始 まろ うと してい る。

1.1ネ ッ ト ワ ー ク 的 個 人

情報 ネ ッ トワー ク社 会で は、情 報 に対 して誰 もが 自由 にア クセスで き、必要 とす る情 報

やサ ー ビスを容易 に入 手 し、 また、他人 に伝 えた い情報 を 自在 に発信 す る ことが可能 にな

る。 これ によ って、個 人 は後述 す る所 の、 いわば 「ネ ッ トワー ク的個 人」 と して時 間 と空

間の4次 元 的 な広 が りを もっ広 大な情報 空間 の中で他 の 「ネ ッ トワー ク的個人 」 と交流 で

きるよ うにな って くる。

歴史上 、家 、村 、教 会(宗 教組 織)、 国家 、企業 な どが 、一体性 の強い強連結 の組織 と

して存在 し、 これ らの組 織へ の帰 属性 が価値観 の中心 とな って きた。 これ に対 して、情 報

ネ ッ トワー ク社会 で は、情報 ネ ッ トワー クを通 じて個 人の存 在が増 幅 され、個 人の感性 や

好 み に適応 した選 択が可 能 とな り、多 元的 な価 値観が共 存 す る多 中心 的な社会 となる こと

が 予想 され る。社 会 システムは開放 的で緩や かな弱連結 の ものへ と移行 して ゆ くで あろ ラ。

その中で は、個 人の心 と時 間を重視 したゆ とりが重要 に な ってゆ くと考 え られ る。

情報 ネ ッ トワー クが 各個人 の感性 、ニ ュア ンスまで を も媒介す る機能 を持 つ ことによ り、

イ メー ジのよ うな、従 来個人 に内在 的 と考え られて いた ものが ネ ッ トワー クを通 じて発 信

され、共 鳴の場 を広 げ る ことが可能 にな るだろ う。1人1人 が 自分 の価 値や イ メー ジの発

信 者 とな るこ とで、全 体 と して多様 な個性 の存 在を実 感す ることが で きるよ うにな るだ ろ

う。 このよ うな社 会 で は異質 な他者 た ちと創造 的 に コ ミュニ ケー トで き、共生 で きる個 人

が尊重 され、従 来の横 並 び型 の マス社会か ら、エ ゴの突 出 とい う意 味での従来 の個人主 義

を超越 した、新 しい 「ネ ッ トワー ク的個人 」を基底 とす る社会へ の移 行が進 むで あろ う。

そ こにお いては、 余暇 、教 育 、仕 事な ど種 々の局面 で個 人の 自由を保証 し、各 自が 自 ら
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の意志 で十 分 な情報 を獲得 し、意志決 定 を行 うための最大 限の選 択肢が用意 され 、高齢 者

や 身体障害 者、従 来の画一 的な社会 に適 応で きない子 供 たち も等 しく尊重 され 、その能 力

を最 大限 に発揮 し、人生 を享 受で きるよ うになる と期 待 され る。

1.2個 人 と 社 会 の 相 互 作 用

情報 ネ ッ トワー ク社会 で は、パ ー ソナル な情報環 境が整備 され、各個人 はそれを通 じて

社 会 と多種 多様 な接点 を持 つ よ うにな るだ ろ う。個 人 は 自律性 を保 ちなが ら、ネ ッ トワー

クを通 じて他 との関係 を形成 してゆ くことによ り、社会 にお ける自 らの位 置を認識 し、他

との関係 にお いて距離 を測 りなが ら行動 す る ことが可能 にな る。

この よ うな社 会で は、た とえ ば個 別 のニ ーズに応 えて市 場 は多様化 され 、1人1人 に適

応 したパ ー ソナル なサー ビスが重要 にな り、個別 の コ ンシューマの要求 にダイ レク トに応

え るマ ス ・カ スタマイゼ ー シ ョンが進展 す るで あろ う。

生産 の場 において もネ ッ トワー ク化が 進み 、企 業活動 では マス ・カス タマイゼー シ ョン

を踏 まえた新 たな価値 とサ ー ビスを生 み出す ための連続 的な イノベ ー シ ョンが重要 とな る。

企業 はネ ッ トワー ク的個人の働 く場 と して、創造 の場へ と転換す る ことが要 請 され るであ

ろ う。

コ ミュニ テ ィ活動 やサ ー クル活 動 な ど、個人 の ライ フスタイルや ライフステ ージに応 じ

た社会 活動が 、ネ ッ トワー クを通 じて盛 ん にな り、企業 な どの フ ォーマルな組織 活動 と、

これ らの いわば イ ンフォーマルな集団活 動 とが互 い に共 鳴 しあ い、 ネ ッ トワークを介 して

社会 にお け る存在意義 を共有す ることにな る。

家庭 は、情報 ネ ッ トワー ク社 会の サー ビスが 収束す る基 本 ノー ドとして 重要 にな るばか

りで な く、情 報 ネ ッ トワー クを越 え た、人 間同士の真 の触れ合 いの場 として、その重要性

はます ます増 大す る。

この よ うに、情報 ネ ッ トワー クを媒 介 と して、個人 と社会が やさ しく敏 感 に響 きあ う豊

か な社 会が形 成 され るで あろ う。

1.3人 類 と し て の 協 調

国 際社 会で は、 多国間 の経 済圏形成 の動 きが具体化 し、個別 の国家 間の関係か ら リー ジ

ョナルな共 同体へ の移行 の動 きが見 られ る。企業活動 で も、国 をベー スと した交易の枠 を

越 えて、個別 企業 によ る海外生 産が行 われ てい る。 同時 に生産 を行 う地域 に喜んで受 け入

れ られ るための貢献 も必要 とな って きた。 これか らは、 さ らに現地化 が進 み、研究開発 を

含ん だ国 際的な協業 が進 あ られ るで あ ろ う。

この よ うに、 グ ローバ ルな展開 と地 域 に密着 した活動 とが 同時 に進展 す る、 グローバル

ローカ ライゼ ー シ ョンが進行 して ゆ くと考 え られ る。 この ことは、いわゆ る南北格差 を緩

和す る有効 な アプ ロー チの1つ と して も重要 な意味 を持 つで あろ う。

経 済活動 の グローバル化 によ り、文 化の異 な る地域 や民族 の間の理解 と協調が ます ます

重要 にな って くる。 国際 的な経 済活動 によ り、技術 的 ・制度的 メカニズ ムと して の文 明は

拡散 して均質 化 され てゆ くが 、同時 に個人 や民 族の存 在意義(ア イデ ンテ ィテ ィ)が 真剣
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に追求 され 、地域 や民族 の文 化の継 承が重 視 され る傾 向が見 られ る。 また、異 文化 の交流

に よ り新 しい文 化 が生 まれ る可 能性 もあ る。

空間 と時間 を容易 に超 越で きる情報 ネ ッ トワー ク社会 にあ って は、 ボー ダ レス化 はます

ます進展 し、異 な る文化 との交 流 は容 易 にな り、相 互理解 に基づ いた社 会経 済構造 のハ ー

モナ イゼー シ ョンが可能 に なる と期待 され る。 また、個人 が ダイ レク トに国際社 会 との関

係 を築 くこと もで きるよ うにな るだ ろ う。 すなわ ち、国 際社 会の中で 情報 ネ ッ トワー クを

媒介 と して他 との関係の 中で 自 らの立場 を認識 す る ことによ り、地球 市民 と して の共感が

生 まれて くるこ とが期待 され る。

このよ うに、 自律的 な個 人の調和 的集 合体 と して 「人類 」が 新た に認 識 され、人 類 と し

ての協調 を通 じて 、個人の価 値 あ る生の追 求が よ り一層 の幅 の広 が りを持つ よ うにな って

くるで あ ろ う。

1.4自 然(地 球)と の 共 生

文 明の 発達 に伴 い、大 規模 な生 産活動 が全 地球 的 に広が り、地球 の生態 系 に大 きな影響

を及 ぼす よ うにな って きて いる。 いまや人類 は歴史 的 に、全地球 の生 態学 的 な調和 に責任

を持 た ざるを得 な い段階 に入 って きたので はな いだ ろ うか。 人類 は、地球 の開発 と破壊 の

両刃 の剣 であ る文 明を生 みだ した もの と して 、動物 や 自然 に対 して も責任 を持つ必 要が あ

る と考え られ る。

地球 が有 限で あ る ことを認識 し、 自然 の システ ムを保全す る方向 で人類 の文明 と自然 と

のバ ラ ンスを とって ゆ くことが望 まれ てい る。 そ して、地球 に存在 す る生命 を大切 にす る

こ とを人類 文明 の規範 の1つ と して確立 す る ことが必 要で あろ う。 す なわ ち、技術 開発 の

基底 に地球 生態系 との調和 とい う価値観 をすえ 、有 限な資源 を浪費 しな い、 自然 のサ イ ク

ル と調 和 した 自給 的 なサイ クルを確立 し、人類 の営 み と自然 との最適 な調和 を図 ってゆか

な くて はな らな い と思われ る。

情報 ネ ッ トワー クを進化 させ る ことによ り、 グローバル な 自然 との共生す なわ ち、生物

に基本 を置 いた生 態系 と人 類文 明の ポ リフ ォニ ーを実 現す る ことが 、人類 に課 せ られた重

要 な課 題 の1っ とな るだ ろ う。
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第2章 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 の 展 開
一場と関係一

第2章 で は、前章 において示 され た情 報 ネ ッ トワー ク社会の基底 を成 す価値観 に基づ い

て 、21世 紀 の情報 ネ ッ トワー ク社会 が どのよ うに展 開 して ゆ くか を、よ り具体的 に展望

す る。 その ため に、社 会を構成 す る場 と して、個人 、財 ・サ ー ビスの供給 システ ムと して

の産業 、働 く場 と しての産 業 、イ ンフォーマルセ クタ、教育 と表現活動 、国際社会 、 自然

(地球)を 取 り上 げ、それ らの場 におけ る情報 ネ ッ トワー ク的個人 の関係 の総 体 と して の

情報 ネ ッ トワー ク社会 の動向 を明 らかにす る ことを試 み る。

2.1個 人 一 ゆ と りと豊か さ一

(1)ゆ とりある生活

高度 な情 報 ネ ッ トワーク社会 にお け るネ ッ トワー ク的個人 にと って、物質 的な豊か さ、

す なわ ち、派手 な消 費や利 便性 の追求 のみ な らず 、精神 的 な価値を も加味 した くゆ と りと

豊か さ 〉が一層 重要 にな って くるで あろ う。 そ こに おいて は、各人が ただ一度 だけの人生

にお いて 、そ の可能性 を最 大限 に実現す る ことや、 自己の内に尺度を持 って生活 す る こと

が尊重 され るよ うにな るだ ろ う。 その よ うな生活 の例 と して、 いろいろな経験 をす る こと

に よって 自分 の く好み 〉を確 か め、好み を通 じ、 好み を生 か して充実感 のあ る生 活をす る

ことが あげ られ る。

(2)自 己実 現

個人の豊 か さの追求 において 、 自己の可 能性 を最大 限に発揮 し、充実感 のあ る生活をす

ること、す なわ ち、 自己実現 が きわめて 重要で あ る。

自己実現 の方 法 には様 々な ものがあ るが、 まず 、積極 的な形 態 と して は、新 しい情報処

理 技術の発 展 によ り、誰で も容易 に利用 で きるよ うにな る種 々の表現手段 を利用 して、 自

己の思想 、感情 、感性 を表現 す る ところに 自己の存 在感 、すなわ ち生を実感す るとい うも

のがあげ られ る。 た とえ ば、卓上 出版、電 子出版 とい った 自己出版が家庭で容易 にで きる

よ うに な るだ ろ う。 また、作 曲支援 システ ムを使 って作 曲 した ものを、その場で 電子楽器

によ って演 奏 し、 自分 の音楽 を楽 しむ とい った ことが現在 よ り ももっと一般化す るだ ろ う。

コ ンピュー タグ ラフ ィックスや ビデオ アー トな どの多彩 な表現形 式が身近か な もの とな り、

ネ ッ トワー クを通 じての共 同制作や作 品の交換 が盛 ん に行われ るよ うになると期待 され る。

このよ うな傾 向は、すで に現 在で も主 婦 を中心 とす る女性の 間で広 が りっっ ある。すな

わ ち、 自己実現 を図 る多様 な活 動が 、趣 味 のサ ー クルな どを通 して活 発 にな って お り、 こ

う した趣 味 や適性 を生か した活 動 によ って 、社 会的報 酬がえ られ るよ うにな って い る場 合

もあ る。 こ う した傾 向の延長線 上 と して、情報 ネ ッ トワー ク社会 では、後述す るよ うに、

仕事 も自己の能 力 、 自己の可能性 を実現 す る場 と して考え ることがで きるよ うにな るであ

ろ う。

次 に、人 間の本来持 ってい る冒険心 や開拓者精 神を奮 い立たせ 、あえて困難 に挑戦 し、

それを克 服 して新 しい ものを作 った り、新 しい ことを す ることによ って 自己の存在 を確認
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す る とい う自己実現 の形態 もあ る。 た とえば 、洞 窟や海底 の探検 、高山 の未踏 ル ー トか ら

の登頂 や極 地 の未踏 ル ー トの走破 、 トライ アス ロ ンや長距 離の 自動 車 レー スなどの苛酷 な

競技 へ の挑 戦 、ギ ネス ブ ックな どに登録 され る世 界記録へ の挑戦 な どが あ る。新 しい情報

処理 技術 の発展 は、 こう した活動 を情 報 ネ ッ トワー クを通 じて疑似体 験す るこ とを も可能

にす ると思 われ る。

また、単 な る機 能商品 を必要 か ら買 うので は な く、 〈気 の利 いた商 品 〉、す なわ ち、機

能 を実現 して い るだ けで はな く、多義 的 な情報 を発 信 して い る商品 を求め る ことによ って

自己実 現を 図 る こと も考 え られ る。 そのよ うな商品 は、個 人の多様 な好 み に応 じる ことが

で き るバ リエ ー シ ョンを持 つ と同 時 に、個人が それ らの組み合 わせや使 い方 を コーデ ィネ

ー トす ることに よ って
、 さ らに多様 な個性 を表現 す る ことを可能 にす る。

一方
、物質 的 に満 た され た生活、速 いテ ンポで 目ま ぐる しく変 化す る社会 と自由な選 択

の可 能性 の 中で、 「生 きる とは何か 」、 「しあ わせ とは何 か 」をあ らためて問 い直す機 会

も増 加す るで あろ う。 この よ うな問 い に答 えて くれ る もの と して、古 くか ら宗教 が存在 す

る。 宗教 は近代 の科学 の知が ク リア して こなか った よ うなあ る種 の人 間の知を扱 うもの と

して、 その役割 が今再認識 され つっ あ る。 また、科 学 と宗教 の 間の媒介項 と して、哲学 や

芸術 が重要 な役割 を担 うことが期 待 され る。 これ らの活動 の中 に も、情報 ネ ッ トワー クは

浸透 し、 人 々に有 効 な手段 を提供 す る こととな るであ ろ う。

(3)健 や か に生 き、老 いて円熟 す る

健 やか に生 き るため には、国民1人1人 が健 康 を維持 で きな くて はな らない。 そのた め

には、各人 の体 の状 況 に合 わせ た健康管 理が必 要で 、家庭 と医療機 関 との ネ ッ トワー ク化

を進 め、家庭 で も簡単 に健 康 チ ェ ックと健康管 理がで きるよ うな システ ムを構 築 す ること

が課題 となろ う。 この システ ムには、 同時 に、種 々の生 活パ ター ンや個人 の健 康状態 に合

わせ て、食生 活や基 礎体 力 トレーニ ングな ど、豊富 な健 康維持 プ ロ グラムを提 供 す る能力

が備 え られ 、個人 は 自分の好 み にあ ったプ ロ グラムを選 択で きるよ うにな るだ ろ う。

このよ うな システ ムが普 及すれ ば、病気 にな った場 合 に も、ネ ッ トワー クを通 して蓄え

られ てい る個 人 デー タと、 医学の成 果 に基 づ く知識 デー タベ ー スとによ って 、よ り早 く、

確 実 に病気 の原 因 を突 き止 め、適切 な治療 を施 す こ とが で きるよ うにな ると期 待 され る。

身体 障害者 や高齢者 な ど行動上 のハ ンデ ィキ ャップを持 った人達が 、それ を意識 しない

で楽 しく生活 で き る環 境 を作 るこ と も重要 で あ る。す なわ ち、よ り多 くの人 々が社会 に参
'
画 し、豊か な生活 を享 受で きる社会 づ くりが望 まれ る。 身体障害 者や高齢 者が 、 自らの意

志 で行 動上 のハ ンデ ィキ ャ ップを容 易 に乗 り越 えて社 会活動 に参 加で きるよ うにす るため

の技術 開発 や地域福 祉 システ ムの構 築 も望 まれ るで あろ う。

情報 ネ ッ トワー ク社会で は、組織 のパ ワーが その保持 す る知識 、知恵 に よ って左右 され

るとい う傾 向が ます ます強 くなるであ ろ う。従 って 、生 産性 ・効 率性 の概 念が 変容 し、肉

体的 な生産性 か ら精 神的 な生産性へ の移 行が生 じる と思 われ る。 この よ うな状 況 において

は、 高齢者 の持つ英 知が 見直 され 、 これ に企業 な どが 高 い価値 を認 め、 これ を効果 的に活

用 してゆ く工 夫が な され ると予想 され る。

現在 の社 会で は、仕事 の効率化 に よる労働時 間の短縮 を図 るため に、強 い集 中力 と高い

緊張 の維持 が要求 され、 また、不完 全 なネ ッ トワー クに よって複 雑化す る一方 の社会 シス
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テムに適合 す るために、精神 的 なス トレスが 強 くな る傾 向があ る。人 にや さ しい情報ネ ッ

トワー ク社会 を実現 す るために は、情報 機器 の ヒューマ ンイ ンタフ ェースを、機械 と人 と

の境界 が意識 され な くなるほ どまで に徹底的 に改善す ることによ って、ス トレスを少な く

してゆ くことが必要 であ る。

また、瞑想 的 な世 界の体験 で きる環境 の整備 や、 マ イン ドウエ ア とい った ス トレス解 消

の ための技術 の開発 も必要 とされて ゆ くと思 われ る。

(4)個 人 と家 庭

伝統 的 な大 家族 か ら核家族 へ と移行 し、 さ らに は、個族 と呼ばれ る1人 暮 ら しが増え る

中で 、人 と人 との 直接 のふれ あ いが希 薄に な ってゆ くことが憂慮 されて いる。 しか しなが

ら、高度 に発 達 した情 報ネ ッ トワー ク社 会 において は、次の世代を担 う子供 の養育 を中心

とした人 と人 との強 いふれ あいの場 と して、 さ らに は、それによ って精神的 な安 らぎを得

る場 と して 、家庭 の役割が見 直 され 、社 会の 中で よ り一層 重要な役割を担 うことが期待 さ

れ る と思われ る。

情報 ネ ッ トワー ク社 会 において は、 直接 的 なふ れ あいだけで はな く、ネ ッ トワー クを通

じて も強 いふ れあ いが容 易 に実 現で きるよ うにな る ことか ら、時間、空間 を超 えて、家庭

におけ る家族 の絆 をよ り強固 な もの にす るこ とが で きる と考 え られ る。 また、子供 の自己

形成が で きあが った段 階で は、情 報 ネ ッ トワー クは、子供 、妻、夫がそれぞれ 自分 の世界

を持 ちなが ら、それ と並 行 して、家庭で の行事 、 イベ ン トなどを通 じて強 い家族 の絆 を形

成す る ことを支援す るであ ろ う。

2.2財 ・サ ー ビ ス の 供 給 シ ス テ ム と し て の 産 業

一 感性と創造性の商品化

(1)マ ス ・カス タマイゼー ショ ン.

情報 ネ ッ トワー ク社 会にお いて は、物理 的機能 を提 供す る財 ・サー ビスの定常 的な供給

だ けで はな く、いか にネ ッ トワー ク的個人 の需要 に、迅速 にかっ具体 的に対応す るか とい

うことが 重要 とな る。す なわ ち、人の感性 に働 きかけ る情報 を発信 す るか否か によ って評

価 され る 「生活提 案型 」の質的 に豊か な財 ・サ ー ビスが求 め られ るであ ろう。 それ は、す

で に繰 り返 し述 べて いるよ うに、各個人の 自己実現 を支援す るよ うな、創造性 にあふれ、

存在感豊 かな 、 しか も社 会 に受 け入れ られ るよ うな もので な くて はな らない。

極端 に言 え ば、個 人の1人1人 が異 な る財 ・サ ー ビスを求 めよ うにな るのであ り、1人

1人 が異 な る市場 とな る とも言え る。 こ うして市場 は細 分化 され、か っ、分解 された り結

合 され た りす る複 合的 な もの とな る。現 在で もすで に、オ ーダーメイ ドの靴、肌の診断に

よ って カス タム化 され た基礎 化粧品 、好 み に合 わせ た香 りの調合、似合 う色を コーデ ィネ

ー トす るカ ラー コンサル タン トなど
、1人1人 の違 いを ターゲ ッ トと したパー ソナル商品

が現 れて い る。 ここで は、微妙 な差異が 重要 な意 味を持 つよ うにな るが、情 報ネ ッ トワー

ク社 会 において は、 この よ うな マス ・カ スタマイゼ ー シ ョンを前提 と したプ ロシューマ型

の生産 が ます ます生産 の主要 な部分を 占め るよ うにな ってゆ くと思 われ る。
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(2)サ ー ビスの経 済化 と分 業化,

サ ー ビス とは、品質、価格 に加 えて時 間 と場所 とが その存立要件 とな るよ うな財で ある
。

従 って、時 間 と場所 につ いての予約 が容易 に行 えな い限 り、サ ー ビスを前 もって ア レンジ

した り、サ ー ビスを コー デ ィネ ー トして新 しいサー ビスを形成 した りす る ことはむずか し

い。情 報ネ ッ トワー クの発達 は、 こ う したサー ビスの経済化 と分 業化 を可能 にす るで あ ろ

う。すで に 、企 業にお いて、 サー ビス部 門の外 注化 、分社化が進 行 して いるが 、高度 に発

達 した情報 ネ ッ トワー ク社 会 において は、 こ う した傾 向は一層進展 す る と予想 され る。 こ

れ と同時 に、分業化 され た各 々の サ ー ビスを統 合す るための コーデ ィネー シ ョンの活動 も

活発 に なる と思われ る。

これ らを踏 まえれ ば、一例 と して 、産 業が 、加工 、エ ネルギー 、情 報通信 な どの 「基盤

産 業 」、 「専 門サ ー ビス供給者 」、 そ して、 「コーデ ィネ ー ト型サ ー ビス供給 者 」に分化

す るこ とも考え れ る。 そ こにお いて は、 「コー デ ィネー ト型 サー ビス供給 者 」が前二者 の

機能 を組 み合わせ 、統合化 し、 ユ ーザ のニ ーズに応え る商品 と して企画 、供給 す るよ うに

なるで あろ う。

情 報 ネ ッ トワー クとそ の上 の情報処 理技 術 は、 こ うした企業者 によ る コーデ ィネ ー シ ョ

ン活動 を支援 す る方 向に発達 しな くて はな らない。 また、 コー デ ィネ ー シ ョンを 円滑化す

るための さまざ まな活動 が、 ニ ューネ ッ トワー クビジネ スと して発展 す るであ ろ う。

(3)伸 縮 的分業 と進化成 長型製造 プ ロセ ス

マス ・カス タマイゼ ー シ ョンの多種多 様 なニ ーズに対応 して、財 ・サ ー ビスを供給 して

ゆ くために は、多 様 なサ ー ビス機能 あ るい は、製造過程 を適時適 切 に組 み合わ せ る伸縮 的

分 業の実現 が必要 とな る。 すで に、た とえ大企 業 といえ ど も、関連 す るすべて の商品 を品

揃 えす る ことは コス トや採算性 の面 か ら不 可能 とな り、特 に、総 合的 な システム商品で は、

ユ ーザの ニ ーズに応 え るために、全 く異 な る分野 の商品 を組 み合わ せ る必要 性 も生 じて い

る。 す なわ ち、少品種 の商品 を大量生 産す る資源動 員型 システ ムか ら付加価 値の 高い商品

を 多品種少量 生産す る情 報編 集型 システ ムに移行 しつつあ る。

この よ うに、一企業 の内部 だ けで は対応 で きない もの にっいて は、合弁 、企業 間協 定、

技術 ライセ ンス、技術 協力 、共 同研究 とい った多様 な企業 間関係が形成 され 、緩や かで弱

連 結 な企業 ネ ッ トワー クを構築 す る ことにな る。

従来 の製造 プ ロセ スは、製造 す る製 品が変 わ った り、製造 プ ロセ スの耐 用年 数が来 る と、

廃 棄せ ざ るを 得なか った。 しか し、 この よ うな製造 プ ロセ スで は、 もはや、 マ ス ・カス タ

マ イゼー シ ョンの多種多 様なニ ー ズに対 応 して製品 を製 造 して ゆ くこ とが 不可能 にな りつ

つあ る。 これ に対 して、製造 プ ロセス 自体が新 しい製品 の製造過程 を学 習 し
、製 造 プロセ

スの変革 や部分 的な プ ロセ スの 置換 によ って 、新た な製造 プ ロセス と して 生長 し、新 しい

製 品の生産 に対応 して ゆ くよ うな、進化 成長型 の製造 プ ロセ スが必要 にな って くると思わ

れ る。

すなわ ち、製造 プ ロセスの耐用年 数 とい う概念 か ら、製造 プロセ スの生産 経験 とい う概

念へ の視点 の転換 に よ って、製造 プ ロセ スの中 に過去 の製造 ノウハ ウが蓄積 され 、次の新

しい生産 に生か されて ゆ く可 能性が 生 まれ て くる。
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(4)産 業 の グ ローバル ロー カライゼ ー シ ョン

経済 の グローバ リゼ ー シ ョンに伴 って 、21世 紀 の 日本企業 は、中小企業 か ら大企 業ま

で いや お うな くグローバ ル化せ ざ るを得 ないで あろ う。特 に、その企業が知識集約型 、創

造 型の企 業で あ るほ どその傾 向は強 い と思 われ る。

日本 企業の グローバ リゼ ー シ ョンは、 日本で製造 した製品 の輸 出に始 ま り、現地生産 、

さ らには現地で の商品企 画、商 品設 計へ と現地化 が進みっっ あ る。 さ らに、経営 の現地化

も行わ れ、現地 の社 会 に現 地企業 と して認 め られ るこ とも必要 とな ろ う。

こ う した グローバ リゼー シ ョンの次の段 階 と して、 グローバルな企業 ネ ッ トワー ク、す

なわ ち、国 際水平 分業体 制が あ る。 これ は、各国 の利点 を生 か した分業を追求 しっっ 、ネ

ッ トワー クによ って相互 に協調 し合 い、全体 と して統合 を果 たす ものであ る。

この よ うな状 況 にお いて は、本 国の本社 がす べてを コン トロールす ることは非常 に困難

にな り、海外 の複数の拠 点 に、本社 と同等 の機能 を持つ地域本社 を設置 し、地域本社 は 自

律 性 を持 って地域 全体 を統 括 しっつ、本 国本社 や他の地域本社 と緩 やか に連携 してゆ くと

い った 「多極化 本社構造 」を構 築す る こと、す なわ ち、 グローバル ローカライゼー シ ョン

を実現 す る ことが必要 とな って くる。

21世 紀 にお いて は、 この よ うな分散 型の多 中心 型(polycentric)な 意志決定構造 を

持 つ組織 が増加 す ると予想 され るが、 こう した構造 が 円滑 に機能 す るため には、高度 に発

達 した情 報 ネ ッ トワー クの利用 が不可欠 であ るのは言 うまで もない。

2.3働 く 場 と し て の 産 業 一 仕事を楽 しむ一

(1)生 産 優先 か ら生活重視 へ

ゆ と りと豊 か さを実現 して ゆ くた めに、企業 は、今後 ます ます、そ こで働 く者 の仕事 と

生 活 とを両立 させ るたあの環境 の整備 を強 く要請 され るよ うにな るであ ろ う。仕事 と生 活

の両立 の ための条件 と して 、まず 、適切 な労働 時間が ある。 すでに、研究開発 や設計部 門

で はフ レックス タイムが導 入 されて い るところが 多 いが、今後 、製造過程の 自動化 、知能

化 の進 展 によ って、従来 フ レキ シブルな労働時 間の設定が困難 であ った生産現場 において

も、労 働時 間の選択 が可能 にな って くるであ ろ う。

こ う したフ レックス タイ ムの最 終的 な姿 は、好 きな時 間に好 きなだ け働 いて、 トー タル

にお いて所定 の労働時 間を消化 す るとい う もので あ る。 こうした体制を実現 す るには、仕

事 に合 わせて働 く時間 を設定す るので はな く、働 きた い時 間に合わせて仕事 の スケ ジュー

ルを調 整す る とい う発想 の転換が必 要で あ るが 、情 報 ネ ッ トワー クの発達 によ るサー ビス

分 業化 に よって、 こ うした調整が 行 い易 くなれ ば、完全 フ レックスタイムの実現へ の可能

性 が開 かれ る と思 われ る。

(2)自 己実現 の場

これ まで、 日本 の企業 は、個人 に と って、定年 までそ こに勤 めて生計を立 て るための終

身雇 用 の場で あ るとの認識 が一般 的で あ った。 しか し、最近で は、価値観の変化 と転職 の

機 会の増 加か ら、仕 事 に対 す る考 え方が変 化 して きた といわれて い る。す なわち、仕事 を

生計 を立 て るたあの もの と考 え るので はな く、 自己実 現の方法 と考 え る傾向が強 ま って き
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た とい うことで あ る。

このよ うな状 況 の中で 、企業 に とって、企業 の 目標達 成の ためだ けに個 人 を雇用 す る こ

とだ けではな く、働 く場 、 自己実現 の場 を提供す ることが求 あ られ るよ うに な って きた と

いわれ てい る。 そ こに集 ま って くる人 々の 自己実現 の欲 求 を満 たせ るよ うな 目標 を設定 し、

挑戦 的な仕 事 を提供 で き る企業が 魅力的 とされ、 その よ うな企 業 に多 くの優秀 な人材が集

まる傾 向が強 ま るで あ ろ う。

また、職 場環 境 の整備 につ いて も、短 時間 に質 の高 い仕事 をす るために、 また、企業 に

とってます ます 重要 に なる創造的 な仕事 をす るため に、安心 して仕事 に集 中で きる快適 な

環 境 と、 リラ ックス して 緊張 した体 と心 をやす め るこ とがで きる環境が用 意 され るよ うに

な って ゆ くだ ろ う。 た とえ ば、 これ まで リゾー ト地 と考 え られ て いた ところで仕 事を す る

こと も、情 報産 業 な どを 中心 に増加 して ゆ くと思 われ る。

(3)壮 年 男性 モデ ルか らの脱却

農耕社 会か ら工業 社会 まで主 に肉体 的労 働が価 値を生 み 出す 社会 において は、 「壮年 男

性 」 を中心 とす る産 業組織 、社 会組 織が形 作 られて きたの は必 然で あ った といえ る。 これ

に対 して、情報 ネ ッ トワー ク社会 は、知識 や情報 を扱 うことに よって高 い価値 を作 り出す

ことが で きる社 会で あ る。 さ らに一 歩進 んで 、感 性 、情 緒 、美的感覚 を扱 うことによ って

価値 を生み 出す こ と も考 えれ ば、年 齢 や性 別 に と らわれ る ことな く、社 会的 な生産活動 に

参加 す る機会 が増加 す ると期待 され る。

一 方で
、我 が国 で は、21世 紀 には出生率 の低 下 およ び高齢 化 によ って壮年 男性 の労働

人 口不 足が表 面化 し、女性 や高齢 者の労 働 力に頼 らざ るを得 な い状況 が顕在化 す る と言わ

れ て いる。従 って 、在 宅勤務 や完全 フ レックス タイム制の サテ ライ トオ フ ィス など、女性

や 高齢者の生 活 に合 わせた フ レキ シブルな勤務 形態が 一般化 し、女性 や高齢 者が活躍 で き

る職 場環境 の整備 が企 業の発展 の重要 な課題 とな って こよ う。

また、既 に述べ た よ うに、情 報 ネ ッ トワー ク社会 で は、組 織のパ ワーが 、その保有 す る

知識 識 、知 恵 によ って左右 され る とい う傾 向が ます ます強 ま る ことに よ って、生産性 ・効

率性 の概念 も変容 し、肉体 的な生産性 よ りも精神 的な生産性 が重視 され るよ うにな るであ

ろ う。 こう して 、高齢 者の持 つ英知 は見直 され、 その英知 を蓄積 し、効果 的に活用 す るた

めの情報処 理技 術の 発展が望 まれ るよ うにな る。

2.4イ ン フ ォ ー マ ル セ ク タ 緩やかな連帯

(1)フ ォーマル セ クタと イ ンフ ォー マルセ ク タ

現在 の社会 で は、 フ ォー マルセ クタ、す なわ ち、市場 部門 、政 府 、第3セ クタな どが生

活 ニー ズを満 たす ため に様 々な財 ・サー ビスの供 給 を行 って い るが 、情報 ネ ッ トワー ク社

会 にお いて は、 それだ けで は価値 の多様 化 に対 応す る ことが むずか しくな り、よ り快適 な

生活 サ ー ビスを提 供 して国民生 活を うま く支 え るために、 イ ンフ ォーマル セ クタが よ り重

要 な意味 を持 つ よ うにな るで あろ う。

イ ンフ ォー マルセ クタとは、市場(経 済活動)、 行 政 などの組織 的な活動 の外部 で、人

々が 自主 的に参加 し、 グループを作 るな ど しなが ら行 う活動 、お よびその活動 を通 じて何
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かが供給 され て いる部 門の こ とであ る。 イ ンフ ォーマルセ クタには、読書会 、合 唱サー ク

ル、 ママ さん バ レー、草 野球 チ ームなど とい った趣 味 や運動 のサ ー クルか ら、ボ ラ ンテ ィ

ア活動 、草 の根 運動 、 リサ イ クル運動 な どとい ったか な り組織 的な もの まで 幅広 い種類 が

あ る。 ま た、 フ ォーマル、 イ ンフ ォーマル は相対 的な概念で あ り、その 間には、生活 共同

組 合 など さまざ まな中間形態が 存在す る。

イ ンフ ォーマル セ クタで供給 され る ものに は、地 域社会 との緩やか な連帯感 を通 じて得

られ る 自己の 存在感、創造 的 な活動 を通 じて得 られ る 自己実現 感、趣味や好 きな ことを通

じて得 られ る利 害関係 のな い友 人な どが あ る。 また、生協活動 や草の根、 ボラ ンテ ィア活

動 を通 じて 、安 全な食物 の供給 、 自然保護 な どの社 会へ の広 が りが実現 され る。

(2)社 会市場(SocialMarketPiace)の 形成

現 在 の経 済市場 は価格 のつ け られ る ものを供給す る システムであ るが、今後 イ ンフ ォー

マルセ クタで供給 され る価格のつ かな い ものの ウエ イ トが高 ま ることが予想 され る。 これ

に伴 って 、市場 で は適切 に供給 しえな い ものを供給 す る システ ムと して、従来 の市場 メカ

ニズ ムを超え た もの、す なわ ち、社 会市場(SocialMarketPlace)あ るいは、準 マーケ

ッ ト(Quasi-Market)が 必 要 にな る。

現 在す で に、従 来の市場 以外 に、た とえ ば、高齢者 医療 、生 涯教育 のや り方 など、 ボ ラ

ンテ ィア活動 に関す るさまざ まな情 報を交換 し、高齢 者の生活 支援 に係わ る人的 資源 を有

効 に活用 す るための マーケ ッ トがパ ソ コンネ ッ トワー クなどを使 って定 着 しつつあ る。

この よ うな マー ケ ッ トは、 フ ォーマルな組織 にはな じまないため、そ こで は従来の マー

ケ ッ トメカニ ズムに準 じた新 しい方 法が求 め られ るのであ り、情報 ネ ッ トワー クはその1

つの 手段 を与え る可能 性が あ る。

これか らの高齢化 社会で は、高齢者 の生活 の世話 という問題 だけで はな く、積極的 に活

躍でき る高齢者が 、イ ンフ ォーマルセ ク タ等 にお け る自 らの活躍 の場 面につ いて 、必要 な

情報 を収集 で きるよ うな支援 ネ ッ トワー クを構 築 してゆ くこと も重要 な課題であ ろ う。

(3)企 業 とイ ンフ ォーマ ルセ クタ

企業 の社会 に対す る影響 力が ます ます大 き くな る中で、 コ ミュニ テ ィにお ける社会的活

動 す なわ ちイ ンフ ォーマ ルセ クタへの係 わ りを深めて ゆ くことが、企業 の発展のため に も

重要 にな ってゆ くで あろ う。 すなわ ち、企業 の活動が地域 社会 に対 して経 済的 に貢献す る

だ けで は な く、地域 の人 々 との交流を とお して地 域社 会の文化的な発展 に貢献 し、地域社

会 と企業 とが よ り融和 す る ことが求 め られ る と思 われ る。

た とえば、 企業が 、地域 社会 に対 す る単 な る寄付 だ けで はな く、収集 した美術 品(コ ー

ポ レー ト・アー ト)の 展 覧会 など、種 々の イベ ン トを積極 的に企画す るなどの活動 を行 う

ことが 、企業 のその地域 への定着性 を高 め、 ひいて は、従業 員の誇 りや企業 の評 価を高め

る ことにっ なが る。 また、既 に述 べた高齢 者や身体 障害者 の社 会参 加を支援 す るネ ッ トワ

ー クに対 して
、企業が 、それ に適 した仕事 を提供 す るなどの形 で協 力 して ゆ くことも望 ま

れ るであ ろ う。
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2.5教 育 ・表 現 活 動 それぞれがそれぞれの表現を行う

(1)教 育

教育 の役 割 と して、単 に社会 に求 め られ る人 間を供給 す ることで は な く、 自分 は生 きて

い る価 値の あ る人 間であ り、それ ぞれ は異 な っては い るが、素晴 ら しい ものを持 って いる

の だ とい う実感 と希望を もて るよ うな個人 を育成 して い くことが重 要 にな って くるであ ろ

う。 それ はま た 自分を愛 し、他 人や 自然 を愛す る心 と、それ を表現 す る コ ミュニ ケー シ ョ

ン能 力を育 成 して い くことで もあ る。 そ こで は、 自分 の意志 を持 ち、相互 の違 いを認 め合

う、寛容 な精神 の育成が重 要 とな る。

これを実 現 して い くには、価値 観や能 力評価 の多様 化を許容 し、それ ぞれが 自分のペ ー

スで生 きて いけ る社会が必 要で あ ろ う。 す なわ ち、社 会的 に も、他 人 との比較で はな く、

自分の物差 しを もって生 きて い く自律性 や精神 力が現 在以上 に評 価 され るよ うにな る と思

われ る。

こ うした情報 ネ ッ トワー ク社 会 において は、個人 が 自 らの 内に価値 の尺度 を形 成す るこ

とが重要 であ り、教育 にお いて も、知識 の習得 に加 え、 この観 点か らの 自己の形 成 とい う

ことが重要 とな ろ う。

教育 は人 間が成長 す る過程で 行われ る人 間形成 のすべて を言 い、学校 教育 を初 め と して

社会教育 、成 人教育 、生涯教育 も含ん で い る。教育 は、別 の見方 をすれ ば、 「今 の世代 」

か ら 「次の世 代 」への文化 と価 値観 の伝承 と考え ること もで きる。 すな わち、教育 の対 象

と して、知識 に代 表 され る文明だ けで はな く、手 の技術 な どによ って伝承 され る文 化を対

象 とす る ことが 自己の形成 に重要 な役割 を担 ってい る と考 え られ る。

変 化の基 本的 な方 向は、情 報 ネ ッ トワー クを駆 使 して、幼児か ら高齢者 まです べての ラ

イ フステー ジにわ た り、それぞれ の適性 、能 力に合致 した よ りきめ細か な学習 を可能 とな

ら しめ る とい うことで あろ う。 それ はまた、人 々の相 互作用 に基 づ く情 報の創造 と蓄積 の

システムを実現 す る ことで もあ る。

(2)表 現 活動

従来 、映画 や カメ ラ、 ラ ジオ放送 な どの技 術発展 が新 しい表現形式 を与 え、新 しい芸 術

分野 を形づ くって きた。 しか し、 これ らの手 段 を使 って芸術 を作 るの は もっぱ ら専 門家 に

限 られて いた。 これ に対 して、情報 ネ ッ トワー ク社会 において は、ハ イ ビジ ョン、 コ ンピ

ュー タグラ フ ィ ックス、バ ーチ ャル リア リテ ィな どの マル チメデ ィア機器 やそれ らを有機

的 に結合 す るネ ッ トワー ク技術 の発 達 によ り、素人の個 人が 自由に 自分 の芸術 を創造 し楽

しむ こ とがで きるよ うにな る と思 われ る。 これ は21世 紀の ルネ ッサ ンスとい って も過言

で はなかろ う。

これ に と もな って 、市場 の様子 も大 き く変 化 し、従 来の 「軽 薄短小 」商品 か ら 「美感遊

創」商 品が文 化性市 場を形成 し、感性 が おお きな付加 価値 を創造す る ことにな ろ う。 ここ

に おいて美 とは機能 を引 き立 たせ る機 能美 であ り、感 は消 費者の心 をゆすぶ る感動 であ り、

遊 はゆ と りの表現 と して の遊 び心で あ り、創 はユ ーザの心 を捕 らえ て離 さない開 かれた創

造 の世界で あ る。
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2.6国 際 社 会 協 調 によるバ ラ ンスのよ い発展

(1)グ ローバ ル ・ライ フスタイル

21世 紀 には、情報 ネ ッ トワー クを基 盤 とす る本格 的な 「地球の時代 」を向え る ことに

な るで あ ろ う。 そ こにおいて は、 グ ローバ ル ・ライフ スタイルが 出現す る。すで に、世界

に張 り巡 らされ た情 報 ネ ッ トワー クを通 して音 声、画像 、テキ ス トなどの情 報が世界の大

部 分の地 域 に リアル タイム に近 い速 さで伝 え られ、航空機 によ り人や物 資が1日 の内 に世

界 の先進 国の 間を移 動で きるよ うにな ってい る。21世 紀社 会 にお いて は、 こう した傾向

は さ らに進 展 し、食 物(グ ル メ)、 服 飾(フ ァッシ ョン)、 娯 楽(映 画 、テ レビ、 レジ ャー

ラ ン ドな ど)、 出版 物(雑 誌 な ど)な ど世界 中 の物 と情報が 国境 を越えて ほ とん ど遅れな し

に送 られ 、伝 え られ、そ して それ らを容易 に手 にす る ことが 日常 茶飯事 にな るであろ う。

これ によ り、世 界の先進 国の人 々が同 じよ うな物 を見 、聞 き、触 れ るよ うにな ることに

よ って、 同 じよ うな ライフ スタイルを選択 す るよ うに なる。 すなわ ち、 グ ローバル ・ライ

フス タイルが地球全体 に広が って ゆ くと思 われ る。

(2)国 際貢献

世界経 済 にお いて第2位 のGNPを もっ 日本の 国際的 な役割が世界 の注 目を浴 びて い る。

その第1は 発展 途上国 を円滑 に先進国 へ と橋 渡 しす る役割であ る。例 えば、発展途上国 の

自律的 な経済発 展を支援 す る ことは もちろん 、発展途上 国の社会生活 の向上や産業経済の

発 展 に資す る基盤 整備 を重点 的に支援 して行 くことが期 待 されて いる。 ここにお いて、新

しい情報処 理技 術が、 このよ うな基 盤整備 に極 めて有効 な手だて となる ことが期待 され る。

次 に、基 礎研究 、基礎技 術開発 にお ける 日本 の貢献で あ る。特 にハ イテ ク関連の基礎技

術 はその波 及効果 が大 き く、 いわば経 済 の牽 引車 の役割 を果た して いる。 このため、 こ う

した技 術 は人類共通 の財産 で あ り、世界 発展の基 盤で ある と言 う認識が広 が りっつあ る。

残念 なが ら技 術貿易 に おけ る輸入 に対 す る輸 出の比 率 は米 国7.0、 英 国1.1、 日本0.3(昭 和

63年 科 学技 術 白書)で あ り、 日本 にお いて独創 的な基礎技術 を生み出 して い く土壌 が不 足

してい る ことを示 して いる。

また、 日本 の場合 、物質 的な製品が 輸 出全体の75%を 占めてお り、情報化社会 におけ る

主 力商 品で あ りまた高付加価値 商品で あ るサ ー ビスや ソフ トの輸 出は25%で あ る。 これは、

英 国の47%,仏 、米 国の40%前 後 と比 較 して大 きな開 きが あ り、我 が国の サー ビス ・ソフ

ト面で の遅 れ を示 してい る。

この よ うな状 況を打 開す るために も、 日本 の企業が 、過去 に優れ た技 術を外国か ら導入

し、それ をベ ー スに した技 術革新 を行 うことによ って成 し遂 げた経済発展 に応え る意味で

も、国際 的な技術 の移転 を積 極 的に推進 して い く必 要が あろ う。

特 に、基礎 技術 分野 におけ る研究 開発 は、多 くの資金 や優 れた人材 を要 し、かっ、 リス

クの高い事 業で あるため 、 これを担 って いけ る国 の数 は限 られて いる。世 界のGNPの15

%を 占め、世 界経済 の中で重 要 な地位 を 占め るよ うにな った 日本 こそ、率先 して基礎 研究 、

基礎技術 開発 の役割 を担 って い く必要 が あろ う。

新 しい情報処 理技術 の分野 にお いて、 日本 が世界 の国 々と ともに、21世 紀 の情報 技術

の基盤 とな るよ うな、基礎 ・汎用 技術 の研究 開発 に積極 的 に取 り組 んで ゆ くことが期 待 さ
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れ て い る。

2.7自 然 と の 関 係 地球と共に生きる

(1)地 球環 境問題

人 間あ るい は社 会 と自然の係 わ り と して最 も重要 な問題 は、 よ く知 られ てい るよ うに地

球環境 の問 題で あ る。現 在 、地 球温暖化 、 オ ゾ ン層 の破壊 、酸 性雨問 題 、熱帯 雨林 の消滅

あ るい は地 球の砂 漠化 、な どの問題が クロー ズア ップ され てい るが 、いず れ も大規模 な、

国境 を越え た範 囲 にわ た り、1つ の国家 、地域 の単位 で は解 決で きない問題 であ る。

こう した問題 の特徴 は、 まず 、先進 国か ら発展途上 国 まで が係わ る大規模 で長期 的な問

題で あ るとい うこと、2っ 目には世界経 済 と地 球環境 を両立 させ る形 で解決 して行 かな け

れ ばな らない とい うこと、そ して3つ 目には各 々の現 象が十 分解明 されて いな い うえ に相

互 の関係 につ いて は未知 の分野 であ る とい うことで あ る。

このよ うな問題 の特徴 を念頭 にお いて、対症 療法 で はな く総 合的 な解決策 を長期 的 に実

施 してゆ く必 要が あ るが 、そ こにお いて も、新 しい情 報処理技 術が貢 献 してゆ くことが期

待 されて い る。

例 えば、 環境 問題 を解 明す る1つ のア プ ローチと して、 自然環境 のハ イパ ー シ ミュ レー

シ ョン技術 を実現 し、 これ によ って 、環 境破壊 の メカニ ズ ムの モデルの有効性 を確認 し、

長 期的 な環 境変 化(悪 化)の 予 測 モデルを確 立す る とい う手 法が考 え られ る。 そ こで得 ら

れた結果 は長期 的 な観 点で対策 を立 て る上 で、非常 に有効 な情 報 を提 供 す るこ とにな ろ う。

(2)エ ネルギ ー ・資源 問題

エネ ルギ ー問題 も全地 球 的規 模の重 要 な問題で あ る。 この問題 の解決策 と して は、 まず 、

太陽エ ネルギ ーの有効利 用 な ど非化石 エ ネル ギーへ の転換 があ り、2つ 目に はエネル ギー

の効率的 な利用技 術 を確立す ることがあ る。特 に発 展途上 国 に対 して は、 こ う した技術 を

提 供 してゆ く必 要が あ ろ う。 そ して3つ 目に は物質 的 な豊 か さのみを求 め る、 すなわ ち、

使 い捨て の ライ フス タイルに対 す る価値観 を 、よ り精神 的な ものを含んだ ゆ とりや豊 か さ

の方 向す なわ ち情報 ネ ッ トワー ク社 会の価 値観 に転 換 してゆ く必要 が あ る。

エ ネルギ ー以外 の資源 に関 して も課題 は種 々あ るが 、最 近 、特 に、森 林資源(熱 帯 雨林)

の消滅 が問題 とな ってお り、紙の消 費 を抑 え る傾 向 にな って きた。 この問題 の解 決策 と し

て は、紙 とい うす ぐれ た メデ ィアに代わ る高度 な メデ ィアを実現 す るための技 術の 開発が

必要要 であ り、新 しい情報 処理技 術 に対 す る期 待が大 きい。

もう1つ の重要 な課題 は リサイ クルであ る。 これ は、最近 、問題 にな って い る ごみ処理

問題 を同時 に解決 す る もので あ り、真 剣 に取 り組 まなけれ ばな らな い。例え ば、製 品が設

計 され、生産 され る段 階で 、その製品 が廃棄 され る場 合の処 置 とその再利用 を組 み込んで

お く技術 や、車 両の ブ レーキの発熱 な ど従来 失われ てい たエネル ギーを回収 す るよ うな新

しい技術 の開発 が必要 となるであ ろ う。 また、 イ ンフ ォーマル セ クタを活用 した リサ イ ク

ルネ ッ トワー クの構 築な ど も現 在 よ り も盛 ん にな ってゆ くと思われ る。
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第3章 情 報 処 理 技 術 へ の 期 待

振動の増幅と共鳴の媒介一

第1章 お よび第2章 で は、情報化が 進み 高度 な情報 ネ ッ トワー ク社 会が出現 した ときに

生 じるで あ ろ う社会 の様 々な変化 にっい て、個人 、家庭、職場 、産 業、社会、 さ らにはそ

れ らの基盤 で あ り存 在 の条件で もあ る地球(自 然)な どとい った異 な る視点か ら、その展

開を試み て きた。

情報処理 技術 とい う観 点か らこれ らの諸 相 を見 直す と、 「情報 ネ ッ トワー ク化 とい う社

会 の変化 が、人 々の関 係 と相互作用 を現 在 とは異 な った レベルに まで拡大 させ る」とい う

ことが 、それ らの背後 にあ る共通 的な変化 と して浮 か び上が って くる。す なわ ち、情報 ネ

ッ トワー ク社会 にお け る個人の 自己実現 、 マス ・カ スタマイゼー ション、 サー ビスの伸縮

的分業化 、 ボー ダー レス化 、生活 重視型 社会の実現 、 イ ンフォー マルセ クタの台頭 、社 会

的市場(SocialMarketPlace)な どとい った様 々な社会現 象 は、知的な相互作用の一層 の

増 大 の結 果 と して もた らされ る と整理す るこ ともで きる。

情報処 理技術 の進歩 が もた らす関係 ・相 互作用 の拡大 は、単 に距離的な ギ ャップの解 消

に とどま らず 、表現手 段や表現手 法の多 様化 を意 味 し、さ らには膨大 な情報 を効率 的に生

産 、加 工、消 費す る とい った活動 が社会 の中心 とな って くる ことを意味す る。 このよ うな

情 報 ネ ッ トワー ク社会 で は、 「どの よ うな情報が どの よ うに処理 され るか 」が最 も重要 と

な る。 す なわ ち、情報 が高度 に処理 され 、正 しく相 手 に伝 え られ る ことが最 も重要で ある。

このよ うな 「情報流 」が振動 ・共 鳴 をお こす よ うな情報 ネ ッ トワー ク社会の実現 によ り、

人 々の価 値観 の多様化 が助長 され、社会 活動 の大半 は情報環 境 にお ける活動 とな り、企 業

のあ り方 も大 き く変 わ る もの と思われ る。個人 の世 界 はま さにグローバ ルな もの とな り、

情 報 ネ ッ トワー クを通 じて 、職 業、 ライ フス タイル 、考 え方等 にお ける無 限に近 い選択 の

可能性 が生 じる。

ここにお いて は、単 に人 と人 との イ ンタフ ェー スだ けで はな く、人 間一機械 間のイ ンタ

フ ェー スの進 化 ・拡大 も期待 され る。す なわ ち、 コ ンピュー タを初 め とす る情報処 理機 器、

あ るい は機 械全般 にわた り、誰 もが思 いの ま まに扱 うことがで きる機械 の出現 が期待 され

る。一 方、 人間 の知 的活動が よ り一層重 要視 され る ことか ら、従来弱者 とされて きた高齢

者、子 供 また は身体 障害者 とい った人 々が社 会に対 し積極 的 に参加 で きるよ うな社 会が生

まれ るで あろ う。 同時に 、行動 上のハ ンデ ィキ ャップの克服 を容易 にす るよ うな身体機能

を支援 す る機 械が、 よ り自然 な形で実現 す る もの と思 われ る。

しか しなが ら、情報 ネ ッ トワー ク社会 は決 して明 るい面ばか りで はない。新 しい情 報処

理 技術 を用 いた情報 の漏洩 、不正 ア クセ ス、情報 的暴 力な どの発生が考え られ る。当然の

ことだが、 これ らに対 す る防御手段 も社 会 、技 術の両面 か ら考慮 され なければな らない。

一方 、基本通 信サ ー ビスの改善 を前提 とす れば、処理 され るべ き情報量 は飛躍 的に増大

す る もの と予想 されて い る。 これに対 して情報処理 技術 は、ハ ー ドウェア、 ソフ トウ ェア

技 術 の格 段 の進 歩や 、パ ソ コンに代 表 され るネ ッ トワーキ ング も非常 な勢 いで普及 しつつ

あ る ものの 、その処理能 力 は人 間に較べ れば まだまだ不十 分な段階 にある ことは否めな い。

ま た、紙 と鉛筆 のよ うに普通の人 々が 日常 扱 う道 具 と同等 の 自在 さ、手軽 さを実現 し、 こ

れ らを代 替す るまで には至 って いないの も実情で あ る。 マル チメデ ィア、 ハイパ ーチキ ス
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トとい った新技 術 も注 目されて はい るが 、各種 メデ ィア ・情報 を有機 的かつ 柔軟 に統 合す

るまで に は至 って いない。情報 ネ ッ トワニ クが社 会 に受 け入 れ られ るため には、機 械の側

か ら人 間側 に歩 み寄 った、 よ り'人間 に近 い コ ンピュー タの 出現 が熱望 され てい る。

本章 で は、前 章 まで の議論 を1)情 報 ネ ッ トワー ク、2)人 間機能 の補完 ・代替 ・拡張 、

3)健 全 な情 報 ネ ッ トワー ク社会 、4)資 源の 有効活 用の4っ の視点 か らまとめ直 し、21

世紀 情報 ネ ッ トワー ク社 会 において 、情 報処 理技 術に期待 され る ものを浮か び上が らせ る

ことを試 み る。

3.1情 報 ネ ッ ト ワ ー ク

今 日、我 々は多 様 な情 報の表現 手段 およ び伝 達手段 を手 にす るこ とによ って 、時 間的、

空 間的制約 を超 えて、直 に接 して い る環境 か ら得 られ る情 報以上 の ものを得 る ことが で き

るよ うにな って い る。 しか し、情報 ネ ッ トワー ク社会 が振動 ・共 鳴 を引 き起 こすた めに は、

一層 高度 な情 報環境 が必 要 にな る と考え られ る
。

ここで はい くつ かの観 点か ら、情 報ネ ッ トワー ク社 会にお け る情報 ネ ッ トワー クに具備

され な けれ ば な らな い機能 と特性 を明 らかに す る一方 で、情報 ネ ッ トワー クを構 築す るに

必要 な新 しい情報処 理技 術の要素 に焦点 を当 て る。

第1の 観 点 は情 報量で あ る。例 えば、市 場 の細分化 、多様 なニ ーズに応 え る高付加価 値

商 品の 開発 、常 に変化 し分化 と融 合を繰 り返 す技術 の開発 と活 用、 さ らに は文化 的 ・社 会

的要 請 など に柔軟 に対応 す るこ とが求め られ て いる企業 で は、 大量の市場 情報 や技術情 報

な どを収集 、蓄積 し、活 用す る ことは不可 欠 とな りっ っあ る。 この よ うな現象 は、単 に企

業(フ ォー マルセ クタ)の 問題 だけで はな く、情報 ネ ッ トワー クで結 ばれた個人 の関係 、

あ るい は弱 連結 な集団(イ ンフ ォーマ ルセ ク タ)、 さ らに は国境 を越 えた グローバ ルな関

係 な どに も見 られ 、時空 や様 々な境 界を超 え たネ ッ トワーク関係 が膨大 な情報流 を生 み出

しつつ あ る。情報 ネ ッ トワー ク社 会で必要 とされ る膨大 な情報量 を取 り扱 うには、 もはや

現状 技術 の単 な る延長で 処理す る ことは不 可能 と思 われ、技術 の ブ レー クスルーが質 ・量

の両 面 にお いて必 要 にな ると考 え られ る。

1人 の人 間が処 理で きる情報量 に は限 りが あ るため、 この よ うな情報 ネ ッ トワー ク社会

を よ り高度 化 して い くに はど う して も機械 の手 助 けが必 要で あ る。 そ こで は、単 に大量 な

情 報を機械 的 に処 理す るだ けで はな く、膨 大 な情報 を手軽 に扱 った り、大量 な情 報 の中か

ら必 要 な情 報 を取 り出 し、 それ らを組み 合わ せて よ り有益 な情 報 に洗練 す るよ うな技 術が

重要 にな る。例 えば 、あ る商品 に関す る知識 を得 たい消費者 は、膨大 な商品 デ ー タベ ース

を盲 目的に探索 す るので はな く、 自分 の 目的 や好 みに基づ く漠 然 と した商品 に対す る イメ

ー ジや不 完全 な知 識か ら始 めて
、必要 に応 じて消 費者全体の消 費動 向や商品 に対す る正 当

な評価 につ いての情報 を提供 ・加 味 しなが ら、 自分 の商品 イ メー ジを固めて ゆ き、最 終的

に は 自分 に適 した商品 の リス トを得 る ことが で き るよ うな システ ムを望む よ うにな る。

第2の 観点 は情 報形 態の 多様 化 と多様 化 され た情 報を統合 す る ことによ って生 じる リア

リテ ィであ る。 画像 や音声 な どの多形 態情報 を柔 軟 に組み合 わせ る ことによ って、 「臨場

感 あふ れ るパ フ ォーマ ンスの再現 」が可 能 とな るだ ろ う。 この技術 を用 いる ことで 、バ レ

ーや オペ ラの再 生 とい った娯楽用途 のみ な らず教 育の分野 に も革命 的 な変化 を もた らす
。
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例 えば 、病 院 の手術や教 室で の授 業 な ど、文字 だ けで は伝達 しに くい感覚 的な イメー ジを

効 果的 に伝え る上で 、従 来 とは質的 に全 く異 な った情報 表現が可能 になる。 さらに一歩進

んで、 この よ うな新 しい統合 メデ ィアに よ ってのみ実現 可能な芸術 も登場 す ると予想 され

る。

人間 の最 も優 れた感覚 器官 であ る視覚 を通 じ、 もっと ビジュアルに、例 えば、 アニ メー

シ ョンや視覚 的な シ ミュ レー シ ョンによ り膨 大で複雑 な情 報を直観 的に分 るよ うな形態で

表現す る こ と も望 まれ る。 これ は、現 在で い うと ころの ヒューマ ンイ ンタフェースの問題

で もあるが 、 こ うした メデ ィア統合技 術 は人 間 一機械 間の イ ンタ フェー ス ・ボ トルネ ック

の解消 に役立 つ もの と考え られ る。 いわ ゆ る人工現実 感技術 によ り画像 や音な どの マルチ

メデ ィア を統 合的 に組 合せ る ことで 、 ミクロの分子 の世界 に入 り込ん だ り、宇宙創世 の ビ

ッグバ ンを 目の 当た りに した り、あ るいは 日常的 な出来事で さえ も生 々 しく疑似体験で き

るよ うな システ ムが可 能 にな るだろ う。 こう して 、複 雑で膨大 な情報 を人間が 「体験 」す

る ことに よ り、 ス トレスを増大 させず に人 間が処理可 能 な情報量 を大幅 に増やす ことが可

能 にな ると思われ る。

第3の 観 点 は、情 報構造 の柔軟性 であ る。実世 界の情報 は決 して単 独で不変的意味 を持

つ ので は な く、相互 に密接 に関連 しあ い、時間 と と もに複雑 に変化 す る。 ボーダー レス化

が進 む複雑 な経済 システムや グ ローバ ルな 自然 の生 態系 を理解 す るため には、従来 のよ う

に単 に大量 の情報 を扱 うばか りで はな く、複 雑 に絡 み合 った情報 をその相互の関係 を考慮

しなが ら処理 で きることが 必要で あ る。

このよ うな処理 を実現す るために、従来 の コ ンピュー タのよ うに様 々なニ ーズに合 わせ

ひ とつひ とっ プ ログラムを手作 り して いたので は 「ソフ トウェア危機 」の抜本的解決 は絶

望 的であ る。 システ ムの経 年変化 や状況 の ダイナ ミックな変化 に対 して は、適応 力のあ る

機械 によ り自動 的に 自己を改変 し適応す ることが望 まれ る。 さ らに は、 プロ グラ ムを作成

す るので はな く、 コ ンピュータが 自動的 に学習 した り、人 が機 械に教え込 む ことで 目的 と

す る機 能 を実現 で きる ことが必要 に なるだ ろ う。

第4の 観 点 は、情 報 ネ ッ トワー ク管理 の方式が ノー ド主体 ではな くネ ッ トワー ク主 体の

情 報管理で な ければ な らない点 であ る。 ダ イナ ミックかつ非線 型に変化す る システ ムで は、

時 間的、空 間的 に ローカルに発生 す る情報(onthespotinformation)が 全体 の動 きに極

めて大 きな影響 を与 え る場 合が多 い。例 えば、 あ る企業 の商品開発の プ ロジェク トにお い

て、販売部 門が消 費者 の嗜好 に関 して有用 な情報 を抽 出 し、企 画、設計 、生産 、流通、宣

伝 の各部 門 に同時に この情 報 を フィー ドバ ックす る ことが可能 になれば、 プ ロジェ ク ト全

体 と して 商品 コンセ プ トを ダイナ ミックに変更 で きるよ うになる。 この よ うにそれぞれの

分 散 した ス ポ ッ ト(ミ クロな レベル)か ら発生す る情報 を相互 に密接 に関連づ け、それ ら

が 形づ くる全 体 的 な動 き(マ クロな レベ ル)を 各 ス ポ ッ トに フィー ドバ ックす るル ープ

(Micro-macroInformationLoop)を 効率 的にネ ッ トワー ク上 に実現 す る ことは、社会の情

報 化、 リアル タイ ム化が進 む今 日で は極 めて重要 な ものにな ってい る。 したが って、今後

はネ ッ トワー ク ・レベ ルで情 報 を分散管理 し、 システ ム全体 と しての柔軟性 、 リアル タイ

ム性 を高 め るための情報処 理技術 が不可欠 にな って くる。 ・

最 後は 、情 報環境 の信頼 性で あ る。情報 に よ って全体 の動 きが制 御 され る システ ムで は、

常 に十 分 な情 報が得 られ る ことが前提 とな る。 こう した前提 は情報 の流れが ス トップす る
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ことで システ ム全 体が機能 不全 に陥 る危 険性 を孕ん で いる。

大 規模 な情 報 ネ ッ トワー クで は、 そのネ ッ トワー クに含 まれ る全て の ノー ドが正常 であ

る ことは非常 に稀 であ る と考え な けれ ばな らな い。 同時 に、 ネ ッ トワー ク稼働 中 にあ るノ

ー ドが故障 す る こと も十分 に考 え らる
。 この よ うな場 合で も、 あ るノー ドの故 障がネ ッ ト

ワー ク全体 に伝播 しな いよ うに協 調 して 欠損 した機能 を代替す る必 要 があ る。 また、 ネ ッ

トワー クの通 信回線 が途絶 して も孤 立 した ノー ドあ るいはサ ブネ ッ トワー クの機 能が ダウ

ンしない よ う各 ノー ドやサ ブネ ッ トワー クに 自律 性が求 め られ る。 さ らに、 グローバ ルな

規 模 の情 報 ネ ッ トワークが静 的で あ るとは考え難 いので 、情 報 ネ ッ トワー ク自体 が社会 の

状 況変 化な どに応 じダ イナ ミックに変化 し、成長 で きるよ うにす る必要が あ るだろ う。

この よ うな集中的 な管理で な い 自律 ・協 調の管理 ・運営方 式 は、今 までの人工 的な機械

や組織 とは大 き く異 な って い る。 しか し、 自然界 の生 物で は、個 々の細胞 が他 の細胞 と非

常 に巧妙 な ネ ッ トワー クを組 み、か つ 自律 ・協調 しなが ら個体 と しての複 雑 な機能 を実現

して い る。情報 ネ ッ トワー ク社会 におけ る情 報 ネ ッ トワー クで は、 この よ うな生物 の機構

に学 び、同様 の システムを構 築す る必要 が あ るだ ろ う。

3.2人 間 機 能 の 補 完 ・代 替 ・拡 張

産 業革 命が もた らした機 械 は、主 と して人 間の体 力的な面で の補完 ・代替 ・拡張 を 目的

と して いた。 しか しなが ら、従 来の機械 の多 くは制御 に不十分 な点が あ り、人間の機 能を

十 分 に代 替す るまで には至 らなか った。 この ことが 「機 械的 」 とい う言葉 を生 み 出 した原

因 にな って い る。情報 ネ ッ トワー ク社会 は、機 械が人 間 によ り近 づ き、人 間 と共生 してゆ

くことが 可能 とな る時代 で もあ る。情報 ネ ッ トワー ク社 会 におけ る機 械 は、様 々な形 で人

間機 能 をよ り 「人間的 」に補完 ・代替 ・拡 張 す る もの と期待 されて い る。

(1)人 間の情報処 理能力 の拡大

企 業の情 報 ネ ッ トワー ク化が進 む ことで、 企業 におけ る組織 的な活動 も従来 のそれ と大

き く変わ ろ う と して いる。 既 に、 グループ ウ ェアと呼 ばれ る システ ムが提案 されて お り、

電子 的 な会議 によ る意思決 定 の ス ピー ド化 、正 確 さの追 求が試 み られ て いる。 グループ ウ

ェアに代 表 され るグループ活動 の電子 的な支援 は、従来 の会社組 織で あ る部 、課 とい った

ピラ ミッ ド構造 を よ り柔軟 で機能 的 な形 態 に変え よ うと して い る。 さ らに、 こう したネ ッ

トワー ク上 で の意 思決定 や グルー プで の意 見 の集約 に、人間 に近 い柔軟 かつ協調 的 な問題

解決 機能 を用 いてゆ くことが考 え られ る。

個 人 の生活で は、 た とえば 、世 界 の情 勢 を知 るための活動が 、従来 の、新聞 あ るいはテ

レ ビとい った受 け身の情報 収集 を主 とす る ものか ら、情 報 ネ ッ トワー クを通 じてデ ー タベ

ー スにア クセ スす るとい った積極 的 な もの に変わ る と予想 され る
。 こ こで は、個人の癖 、

好 み、過 去の ア クセスの履 歴等 か ら不必 要 と思われ る情 報を 自動 的 に排除 し、その状 況 に

おいて役 に立 つ もののみ を提示 す るよ うな機 能が必要 に なるだろ う。 この ために は、 コ ン

ピュー タが 、状 況の変化 に も適 応 しつ つ、何 が有益 な情 報で あ るか を判断で きる必要 があ

る。

また、 ボー ダー レス化 が企 業活動 だけで な く、社会 活動全般 に及ぶ もの と予想 され 、言
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語 、文化 、宗 教 、思 想 の違 い などの境界 を越えた社 会が形成 され るだ ろ う。 ここで は、例

えば機 械翻訳 な どの言語 障壁 を取 り除 くための支援 システ ムが期待 され る。 このよ うな シ

ステ ムを実現 化 す るために は、よ り高度 な 自然言語 理解 、処理 を可能 とす るための技術 も

必 要 となろ う。

(2)人 間の創造 性の 支援

知的 な活動が 重視 され る情報 ネ ッ トワー ク社会 で は、人間の創造 力が社会の発展の重要

な鍵 とな る。 この ため、人 間の創造 力を支援す る機器 が期待 され る。

例 えば、人 間の ひ らめ きや漠然 と した イ メー ジを コ ンピュー タに伝 達す る ことによ って、

よ り具 体的 な イメー ジを創 出 した り、関連 す る情 報 を適 当に見繕 って適切 な形態で表示 し

た り、創造 した イメ ー ジが実 世界で どの よ うな もの にな るかを シ ミュ レー シ ョンした りす

る ことが考 え られ る。特 に、予想 されて い るプ ロ シューマ型社 会にお いて は これ らの機能

の実現 は大変 重要 と考 え られ る。

創造性 の支援 は産業 だけで な く芸 術 や娯楽の分野 に も影響を及ぼすだ ろ う。人工現 実感

技術や マル チメデ ィア技 術を利用 した全 く新 しい芸 術 、あ るいはマルチメデ ィア ・シ ミュ

レー シ ョン技術 を応用 した疑似体 験型 娯楽施設 な ど も考 え られ る。

(3)新 しい人 間能力 の開拓

情報 ネ ッ トワー ク社 会が提供 す る膨 大な情報 と情 報処 理能力 は、人間の知的能力 を様 々

な面で拡 大す るだ ろ う。それ によ って 、 自然科学 、人文 科学 、芸術 とい った知的活動 に対

し、従 来 とは異 な った アプ ローチが可 能 にな ることが期 待 され る。

た とえば 、現在 の シ ミュ レー シ ョン技術で は、そ の コ ンピュー タパ ワーお よび根本 的な

計 算原 理 に起 因す る制約 か ら、地球規 模 の気 象現象 の よ うな複 雑で大規模 な現象 の シ ミュ

レー シ ョンを十分 な精度で 実行す ることが現 実的 に困難で あ る。 また、同様 の制約 か ら分

子 や原子 レベ ル とい った精 緻 な レベルか らのモ デル化 も難 しい。新 しい情報処理技 術 によ

り、 こ う した 限界を越 えて、膨大 な計算能 力 と新 しい計算 原理 によ り、現象 の精緻な モデ

ル化や大規 模 な シ ミュ レー シ ョンを可能 にす る ことが期待 され る。 また、その計算結果 を

ビジュアル にアニ メー シ ョンな どで表示 す る こと も必要 だ ろ う。

この よ うな シ ミュ レー シ ョン技 術の応 用 は自然科 学 に とどま らず 、 ミクロ経済 とマ クロ

経済 の融合 によ る新 しい経済 モデ ルの 出現 など、人文科 学や ソフ ト系科学 技術への貢献 も

期待で きる。 高度 に専 門的 な情 報 も、情 報 ネ ッ トワー クを通 じて 日常 的に アクセスで きる

よ うにな る ことで、一 般の人 々 も理解可 能 にな って ゆ くであ ろ う。 このよ うな変化 を通 し

て、科学 や技術 が よ り親 しみ深 い ものにな ってゆ くことと思われ る。

また、人工現 実感 な どの 、高 い リア リテ ィを持 つ情 報再現技術が実 現す るこ とによ り、

全 く新 しい芸 術 ・娯 楽が生 じた り、人 間が生息 で きない よ うな過酷 な環境下 に ロボ ッ トを

送 り出 し、 あたか も自分 自身が その場 に いるよ うに遠 隔操作 す ること も可能 にな ると思わ

れ る。例え ば、原子炉 内部 あ るいは宇 宙空 間や他 の惑 星 とい った極 限環境 内に人 間の代わ

りに探 査 ロボ ッ トを置 くよ うな ことが考え られ る。
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(4)高 齢化社 会へ の対 応 と身体 的弱 者の 支援

日本 は高齢化 が急速 に進ん でお り、老 人問題 は大 きな社 会問題 とな りつつあ る。 しか し、

情 報ネ ッ トワー ク社会 で は労働 の重 点 は知 的活動へ と シフ トし、身体 的 な衰 え は現 在 ほど

大 きな マイ ナス要 因 にはな らず 、む しろ、豊 富 な経 験や知識 を有効 に活 かす こ とが期 待 さ

れ るだ ろ う。情 報ネ ッ トワー クを通 じ、一種 の イ ンフ ォーマル セ クタで あ る高齢者 コ ミュ

ニ テ ィや遠 地 にい る親類 との会話 、 さ らには社 会活動 への参加 な どが 容易 な もの とな るこ

とによ り、高齢者 の生活 イ メー ジ も変 わ ってゆ くと思 われ る。 身体的 弱者 に対 して も高齢

者 の場 合 と同様 に、現在 よ り も活 躍の場 が広が る社会 となる ことが予想 され る。

高齢 者が情 報 ネ ッ トワー クに容 易 にア クセスで きるため には、高齢者 特有 の遠視や聴 力

低下 に対 して もそ の特 性 に合わせ た情報 機器の 開発が必要 で あ る。 また、病弱 な高齢者 な

ど健康 の維持 が困難 な人 々に対 して は、遠 隔診断 ・治療 、看護 ロボ ッ トによ る身の回 りの

世話 、身体 的異 常 を検 知す る システ ムな ど、健康 の維持 に関す る支援 も期待 され る。

一方 、高齢化 によ る衰え や障害 によ りダメー ジを受 けた感覚機能 や運動 機能 を補完す る

もの と して 、新情 報処理 技術 を用 いた代替 器具の 発達が期待 され る。現 在で も例 えば聴覚

障害者用 と しての補聴 器があ るが、周 囲 の雑音 を拾 って しま うため正常者 と同等 の聴力 を

実 現す るまで に は至 ってい ない。他 の人 間の感覚 器官 につ いて も同様で あ るが 、新情 報処

理技 術 の研究 によ り認識 や理解 とい った人 間特 有 の機能 にっいて の解明 が進む ことで、人

間の感覚 を代替 す る機 器の支援技 術 も進 歩 す るこ とが期待で きる。 人 間の五感機能 の補完

や義手 ・義足 とい った肉体 的補 完を特 別 な リハ ビ リを必要 と しない 自然 な形で提供 で きる

よ うにな るこ とが望 まれ る。

3.3健 全 な 情 報 ネ ッ トワ ー ク 社 会 の 発 展

情 報 ネ ッ トワー ク社会が 現実 の もの とな り、情報流 が社会活 動の 中心 とな るにっれ、情

報 を持つ もの と持 た ざる ものの格 差が社 会 的な問題 とな る ことが予想 され る。一方 、情報

ネ ッ トワー クを利 用 した情 報的暴 力 、犯 罪 の発生 も考 え られ る。 これ らの問題 に対 して は、

法 的な規 則や罰 則な ど社会 的制度 によ る対処 も必要 にな るだ ろ うが 、技術 的な 防御策 も必

要不可 欠 であ る。

従 来 、医療 、教 育、行政 サ ー ビスな どの専 門的 な情 報が これ らの専 門組織 に集 中す ると

い う傾 向 が見 られて いたが 、情報 ネ ッ トワー ク社会 が一般の人 々に この よ うな専 門情 報を

容易 に理 解で きるよ うなサ ー ビスを提供 す ることで 、情 報 公開や イ ンフ ォー ム ドコンセ ン

トな どの社会問題 を解決 す る こと も期待 で きる。 しか しなが ら、情 報ネ ッ トワー クを流れ

る情 報 の質が 、営 利上 の都 合 な どか ら低 質化 す る傾 向に なる こと も予想 され る。

ここで は、健 全な情報 ネ ッ トワー ク社 会 の発 展 に必 要 とされ る情報 処理技 術 はどのよ う

な ものか にっ いて述べ る。

(1)最 低 限の情 報処理能 力の保証

すで に何度 も述 べて い るよ うに、情報 ネ ッ トワー ク社会 にお いて は、誰 もが情報 ネ ッ ト

ワー クに ア クセ スで きな くて はな らな い。 その ために は、まず 、最低 限 の情 報処理能 力を

利用 す る機会 が平等 に与 え られ る ことを保 証す る必要 が ある と考え られ る。 しか し、その
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よ うな機会が 与え られて も、情報機 器の操作 に特殊 な技能 や知識が必要 であ るな らば、情

報 ネ ッ トワー クは社 会全般 に は受 け入れ られ ない可能性 が大 きい。

現 状で は人間 と機 械の 間はイ ンタフ ェース とい う接 点で捉 え られ てい る。 しか し、情報

処理 技術が 高度化 し、 コン ピュー タが認識 や判断 を下 すよ うにな るにつれ、現 在の人 間対

機械 の イ ンタフ ェー スよ りも、人間対 人間 に近 い対話 が可能 にな らなければな らな い。現

在 の コ ンピュータで は、 ち ょっと した操 作 ミスや デー タの過不 足 に対 して寛容 で はな く、

多 くの場合単 に機械 的 なメ ッセ ー ジを出力 して誤 りを指 摘す るだ けで あ る。 これで は、 コ

ン ピュー タを誰で もが扱 うことは難 しい。 このよ うな コ ンピュータを基本 と した システ ム

は使 う人 に冷淡 な感 じを与 え、良 い意 味で の人 間味 に欠けてい る。

情 報ネ ッ トワー ク社会が この よ うな機械 的な社会 にな ることを 防 ぐために も、あ る程度

の不適 切 な指 示や問 い合わ せに対 して も、機械 が適 当に理解 ・判断 を下 し目的を達成す る

機能 が必要 にな るだ ろ う。 こう した機 能 は、 日本語 や英語のよ うな、 曖昧性 を含む 自然言

語 を機 械が受 け入れ られ るよ うにす るた めに も必要 な機能 であ る。 また、人 間 と同様 に日

常 的な状況 で、外界 を認識 ・理解す るため に も曖昧 な情報処理 、 あるいは不完 全な情 報 に

基づ く処理 を行 ない判断を下 す必要が生 じる。 同時 に、状 況変化や 自然言語 の移 り変わ り

へ の対 処、 あ るいは、使用者 の癖、好 みな どに も適応 で きるよ うに、機械 自身 が学 習す る

ことも望 まれ る。 これ らの機能 の実現 は、人 間が機械 に近づ くので はな く、機械 が人間 に

近づ くことによ って人 間 一機械 間の イ ンタフ ェー スを 改善 す ることを意味す る ことにな る。

(2)情 報 的暴 力の排 除

情報環 境 におけ る活動 が社会 活動の主要 な もの になる ことか ら、そ うした活動 におけ る

モラルの重要性 が高 ま る。情報 公開、 プ ライバ シー保護の問題 は社会的 なルールの問題 で

もある。 しか し、そ の場 合 に もネ ッ トワー クまた は端末 において通信 した くない相手 か ら

の通信 を排 除で きる可能性 を残 してお くことは、情 報 ネ ッ トワー ク社会 にお ける個人 の安

全 な生活 を保 障す る上 で必 要不可 欠で あ ると思 われ る。

既 に社 会問題 とな ってい る コン ピュー タウ イル スや悪質 なハ ッカーの よ うに、他人 の機

械 に不法 に侵入 し、他人 の情報 を盗んだ り、破壊 した り、勝手 に システ ムを利用す ること

は健全 な情 報 ネ ッ トワー ク社会 の発展 を阻害す る。基 本的 には個 々の システ ムが何 らかの

防御機構 を持 ち、 これ らの行為が不 可能 とな る システ ムを構築 す ることが最善で ある。

しか しなが ら、完 全 な防御機構 を備 え た システムを構築す る ことは不 可能で ある。 そ こ

で、例え ば人間の 免疫機構 の よ うに、外部 か らの侵入 者(コ ンピュー タウ イル ス、悪質 な

ハ ッカー等)を 認識 し分析 す る ことでそれ を撃退 し、 さ らにその結果 を学 習す る ことで次

回か らの侵 入を阻止 す るよ うな免疫 システ ムを持つ コ ンピュータの出現 が望 まれ る。

また、 このよ うな悪質 な もので な くて も、いたず ら電話 に類似 した情報 的な嫌が らせや

脅迫 、悪質 な商法 な どに対 して も技術 的な 防御策が必要 にな る。知的所有権 に関連す る コ

ピーの問題 ＼発信す る情報 のモ ラルなど、情報 ネ ッ トワー ク社会で生 じる新 しい社会問題

に対 して も考慮 して い く必要 があ る。

一63一



3.4資 源 の 生 態 的 有 効 活 用

情報 ネ ッ トワー クを通 じ市 場ニ ーズ と生産が リアル タイムで結 ばれ る ことか ら、余剰生

産 を減 らす ことが期 待で きる。 また、余 った資源を他 の必 要 な と ころへ回す よ うな ことも

可能 にな るため、生産 活動全 体で無 駄 なエネ ルギ ー消費 や資源 消費 を減 じる ことが可能 に

な る と思われ る。 しか しなが ら、 あ ま りに無駄 を廃 した システ ムで は、急激 な環境変化 に

脆 弱 にな るため、 その よ うな リス クとの 兼ね合 い も考慮 して い く必要 があ る。

一方 消費者側 にお いて も
、 イ ンフ ォーマル セ クタであ る草の根 的 な コ ミュニ テ ィや新 し

い形態 の社会市場(SocialMarketPlace)が 、現 在の物 々交換 、新聞 ・雑誌 にお け る中古

品の個人取 引 など にと って代 わ り、 資源 の リサ イ クルが よ り円滑 に行わ れ るよ うに なると

考 え られ る。

情 報 ネ ッ トワー ク社 会 にお いて は、現在 の主 な情報媒 体 であ る紙 を代替 す るよ うなよ り

柔 軟で便利 な情報 提示装 置(例 え ば、 フ レキ シブルな高解像 度 カ ラーフ ラ ッ トパ ネルデ ィ

スプ レイ)の 開発 が進 む ことによ り、紙 の消 費や それ に伴 うゴ ミの発生 あ るいは貴 重な森

林 資源の保存 に貢 献す ることは言 うまで もない。 これ らの活動 によ り、資源 の再 利用が

有 効かっ効率 的 にお こなわれ るよ うにな り、地 球全体 での 資源の浪 費を な くし、 自然破壊

を抑 え る ことが可 能 にな る もの と期待 され る。

新情報処理 に代 表 され るよ うな21世 紀 の科 学 ・技術 において は、人 間を含 めた 「生命」

を基本 と した アプ ローチが重要 にな ると思わ れ る。 資源 の有効 活用 とい う面か らは、生態

系 が実現 して いる見事 な資源 サイ クルや生体 にお ける物 質 ・エ ネルギ ーの調 整機構 を見習

うべ きで あろ う。 生命 を基本 とす る考 え方 に基 づ く時 、真 に地 球 に も人 に も優 しい文 明の

発展 が実現 され る と期待 され る。

3.5新 情 報 処 理 技 術 へ の 期 待 と ニ ー ズ

これ まで述 べて きた新情 報処理 技術 に対す る様 々なニ ーズにお いて、最 も重要 なキー ワ

ー ドとなる もの は くよ り人間 に近 い 〉情 報処理 とい うことで あ る
。 この意 味に は二つ あ る。

まず、 コン ピュー タや コ ンピュー タによ って制御 され る機械 さ らには情 報 ネ ッ トワー クが 、

学 習 ・自己組 織化 を 自動 的に行 な うことによ り、情報 を柔軟 に処理 し、状況 に適応す る こ

とで、文字 どお り、 よ り人 間 に近 い機 能 を持 つ ことで あ る。 この よ うな柔軟性 は、従来 の

固 い論理 とアル ゴ リズムに縛 られた機 械的 な コ ンピュー タの延長上で は実現 が困難で あ る

と考え られ 、新情 報処理技 術 によ るブ レー クスルーが期 待 され る ところで あ る。 もう一 つ

は、 よ り人 間 と親 和性 の高 い、親 しみやす い、 とい う意 味で あ る。 この ために は、 まず 、

情 報処理機 器 と人間 との間の情 報 チ ャネ ルを大幅 に拡 張す る ことに.よって 、いわ ゆ るヒュ
ー マ ンイ ンタフ ェース と呼ばれ て きた

、機械 と人 間 との間 の界面 の存 在 をほ とん ど意識 せ

ず にす むよ うにす る ことが必要 で あ るだ ろ う。 また、すで に述べ たよ うな情 報処理 の柔軟

化 は、人間 と機械 との親和性 を増す ため に も非常 に有 効で あ る と考 え られ る。

以下 では、本 章の ま とめ と して 、前 節 まで に述 べて きた新 情報処理 技術 に対す るニーズ

を、情報処 理 の4つ の基本的 な機能 に沿 って と りま とめて提 示す る。
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(1)「 柔 らか な」認識 ・理解

人間 一機 械 間の イ ンタフェース ・ボ トルネ ックを解消 す るに は、 コンピュー タと人間が

人間同士 に近 い レベ ルの対話 を す る ことが可能 にな る必要 があ るだ ろ う。対話 には、文章

や図表 あ るいは絵 とい った表現 や話言葉 だ けで な く、表情 やゼ スチ ャとい ったボデ ィラ ン

ゲ ー ジな どの認識 ・理解機能 も含 まれ る。従来 の コ ンピュー タで は、限 られ た 自然 言語を

受 け入れ る ことがで きる程 度で あ り、人 間の対話 の レベルに近 づ くには、まだまだ研究開

発の大 きな余地 が残 されてい る。

さ らに、文字 や図表 を読み取 るだ けで は不十分 で あ る。文字の読 み取 り機能 と図表の認

識 、あ るいは話 言葉 にお けるゼ スチ ャと表情 な どとい った様 々な形態 の情報 を統 合 し、総

合的 な判断 を下せ な くて はな らな い。

柔 らか な認 識 ・理解 の機能 は、 コ ン ピュー タと人 間 との対話 に用 い られ るばか りで な く、

自律 的に動作 す る システムにおけ る外 界 とのイ ンタフ ェースと して も重要 であ る。特 に、

現実 の 自然 界を動 き回 るロボ ッ トにおいて は、人間 に近い認識 ・理解能 力が必 要で ある。

柔 らかな認識 ・理解機 能の実現 に よ り初め て コ ンピュータが工場や オ フィスといった閉 じ

た人工環 境 だけで な く、 日常 的な開 かれ た世 界で活躍 す る こと も期待 で きる。

(2)「 柔 らかな 」推論 ・問題解 決

前述 した柔 らか な認 識 ・理解 機能 だ けで は、 コ ンピュータに人 間に近い能 力を期待す る

ことは難 しい。人 間 は直観的 な判断 によ り日常 発生 す る様 々な問題 を解決 して いる。例 え

ば、身近 な問題で あ る碁を コ ンピュー タにや らせ よ うとす ると、論理 的な推 論で生 じる組

合 せ的爆発 によ り先を読む手数 が 限 られ るな どの問題 点か ら、 その能 力 は人間の専 門家 に

遠 く及 ば ない。

現在 の コ ンピュータは、碁 の よ うに論理 的な推論 だ けで は問題解 決が不可能 に近 い問題

や 、論 理 的な矛盾 を含んで いた り、必 要 な情 報が十 分 に得 られ ないよ うな問題 を解 決す る

能 力にお いて、人 間の能 力に劣 る場 合が少 な くな い。 この ことは、逆 に、人 間が 、直観的

なパ ター ンによる推論 を用 いて、近 似的で はあ るが 、多 くの場 合必 要十分 な結果 を得て い

ることを示 して い ると思 われ る。

一方
、 人間の保 有す る直観 的 な推 論 を コ ンピュー タによ ってよ り柔軟 に支援す るとい う

技 術の方 向 も重要 であ る。 た とえ ば、人 間の巧妙 な記憶機構 に類似 した、 自動 的に情報を

有機 的 に蓄え、 目的 に応 じて柔軟 に情 報 を引 き出せ るよ うな新 しいデ ー タベ ー ス機 能 も、

人 間の推論 や問題 解決 を支援 す るため に必 要な機能 で あ る。

(3)ヒ ュー マ ン ・イ ンタフ ェース とシ ミュ レー シ ョン

人間 一機 械間 の イ ンタフ ェースを拡 大す るため に は、人 間の用 い る多様 な情報 の表現 を

コ ンピュータが理 解す るだけで な く、 コン ピュー タが 出力す る情報 の形態が よ り人間が理

解 し易 い もので あ る必要が あ る。

その ひ とっの手 法 と して、人 間の五感 の全て に訴 え るよ うな情報 表現が考 え られ始 めて

い る。膨 大で複雑 な情報 を人 間が容 易 に理 解で き る形で統合 し、それを人 間に 「体 験 」さ

せ るとい う方法 であ る。 これ は一種 の仮想世 界の シ ミュ レー シ ョンであ り、人工現 実感 な

ど と呼 ばれて いる技 術で あ る。人 間 は この仮 想世界 の 中で体 を動 か した り、喋 った りす る
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ことで コン ピュータに必 要 な ことを伝 え る こと も可能 にな るだ ろ う。 そのため には前述 し

た 「柔 らか な」認識 ・理 解 の機 能 も必 要 にな ると考 え られ る。

この よ うに して、膨大 で複雑 な情報 が人間 とコ ン ピュー タの間で 無理 な くや りとりされ

る ことで 、 イ ンタフ ェー スを感 じさせ な いイ ンタフ ェースが可 能 にな ると期待 され る。

一 方 、 こ うした仮想世 界の シ ミュ レー ション技術 は、現実世 界の様 々な現 象の シ ミュ レ

ー シ ョンに も応用 可能で あ る
。 この技術 によ り、様 々な物理現 象の理解 や社 会の動 向な ど、

複雑 で大規 模 な システムの挙動 を予測 ・解 明 す ることが可能 にな るだろ う。 この技 術は 自

然科学 分野 のみ な らず人文 科学 において も新 しい アプ ローチの手 段 を提 供す る ことにな る

もの と思わ れ る。

(4)「 柔 らかな」制御 と統 合化技術

現在 の ロボ ッ トの制 御 は人 間 と同等 の器用 さには程 遠 く、 ほとん どの場 合 には決 め られ

た単純動 作を繰 り返 し実行 して いるに過 ぎな い。情報 ネ ッ トワー ク社 会 にお いて 、人 間が

真 に知 的活動 に専念で きるよ うにす るため に は、人 間が行 う必 要 のな いルー チ ンワー ク的

な仕 事 は ロボ ッ トに代替 させ る必 要が あ る。 その たあ には、人間 によ り近 い認 識 ・理解あ

るい は推論 ・問題 解決機 能 とい った機能 が実現 され る とと もに、 それ らの技 術を統 合 した

柔 らか な ロボ ッ トの 出現 が期待 され よ う。 この技術 は また 、高齢者 や身体障害 者 にお ける

身体 機能 の代替 に も用 い る ことが考 え られ、行 動上の ハ ンデ ィキ ャ ップの克服 を支 援す る

もの と期待 され る。

これ まで に も断片的 に述べて きた よ うに、上 記の 「柔 らか な認識 ・理解 」 「柔 らかな推

論 ・問題解 決 」 「ヒューマ ン ・イ ンタ フェース」 とい った新情 報処理技 術 におけ る要 素技

術 は、人 間の場合 を考え れば明 らかな よ うに、それ らが 高度 にかつ柔軟 に統合 され ること

が重 要で あ る。特 に、知能 ロボ ッ トの よ うに情報処 理技 術だ けでな くメカニ カル な技術 を

も含 んだ高度 技術 で は、各 要素技術 を いかに有機 的か っ柔軟 に統 合す るかが重 要 な課題 と

な る。
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第4章 新 情 報 処 理 技 術 と

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 の 諸 相

場の共鳴

第3章 までで は、通 信網 の基盤整 備 と情報処 理技術 が高度 に進歩 した情 報ネ ッ トワー ク

社 会につ いて議論 し、そ こで 情報処 理技術が担 う役割 と実現が望 まれ る新情 報処理技術 の

枠 組みを 明 らか に して きた。 本章 で は、第2部 の ま とめ と して、 あ らためて新情報処理技

術が浸透 した情報 ネ ッ トワー ク社 会 に焦点 をあて 、その姿を模索 す るための視座 となるよ

うな社会 の諸相 と して、共 鳴型社 会 、学 習型社会 、創造型社会 、生 命型社会 とい う4つ の

社会 イメー ジを提示 す る。

4.1共 鳴 型 社 会

新情報 処理技術 がネ ッ トワー ク上 に浸透 す るこ とに よ り、各情報 主体が独 自の情報環境

を整備 した り、ネ ッ トワー ク上 の情報主体 との関係 を緊密 な もの とす るため に、 ネ ッ トワ

ー クをよ り積極 的 に活用 す るよ うにな る。例え ば、ネ ッ トワー クを通 じた新 たな情報源 や

パ ー トナ ーの探索 、あ る目的 を もったサ ブ ・ネ ッ トワー ク(グ ルー プ)の 構築 などが 日常

的 に行 われ る。 こう した高度 な情 報主体 間の相互 作用を ネ ッ トワー ク上の 「振動 」 と見 る

と、 この振動 がネ ッ トワー クを通 じて伝播 し調和 す る ことによ って、 「共 鳴」状態 ともい

え る挙動 がネ ッ トワー ク上 に生 じる ことが予想 され る。 このよ うな情報 ネ ッ トワー ク上 の

共 鳴現 象が社 会の中の重要 な機 能要素 とな り、 さ らに新 たな社 会構造の変化の誘 因 とな り

うるよ うな社 会 は、 「共 鳴型社 会 」 と呼ぶ ことが で きるで あろ う。 こ こで共 鳴現 象は、歴

史 が語 るよ うに人間社 会の重要 な一 断面であ り、一部 の撹乱 に起因 した共 鳴が急激 に社会

全体 を不 安定 にす る危 険性 を もつ こ と も理解 してお く必要 があ る。共 鳴型社会 の特 徴の1

つは、 こ う した 「Avalanche(雪 崩現 象)」 型社会 に 陥 らないたあ に、情報 ネ ッ トワー クが

負の フ ィー ドバ ック等 によ って共 鳴 自体を調整す る能 力を持 って いる ことで あ る。

ここで は情 報ネ ッ トワー ク上 の共 鳴現象 と して、2っ の例を取 り上 げ ることにす る。1

っは組織 的 な形態を もたな いイ ンフ ォーマルセ クタの例 であ り、 もう1つ は組織 的形態を

もった フ ォーマル セ クタに関 す る ものであ る。

すでに何度 も述べ たよ うに、社会 の近代化 において 中心 的な役割 を担 って きた フォーマ

ルセ クタに対 して、近年 、 トップ ダ ウ ン的 な組織 や規範 を もたな いイ ンフォーマル セ クタ

の社会 的意義 が問 い直 されて い る。 このよ うなイ ンフ ォーマルセ クタの例 と しては、現在

で も リサ イ クル運 動 を進 め る非 組織 的な コ ミュニ テ ィに見 ることがで きるが 、必 ず しも幅

広 く社 会の 中に浸透 してい る訳 で はない。 しか し、例 えば高齢 者同士 を結ん だネ ッ トワー

ク、組織 の枠 を越 え た研 究者 同士の ネ ッ トワー クな どのよ うに、社会活動 、研 究活動 とい

った広範 な活動 の 「場 」 と して、今後 イ ンフ ォーマ ルセ クタは増加す るもの と考え られて

い る。

情報 ネ ッ トワー ク社 会にお け るイ ンフ ォーマルセ ク タも、あ る共通 の 目的や興味を もっ

た参加者 間の 自主 的 な 「っ きあい 」か ら始 まる。 これが情報 ネ ッ トワー ク上 の個 々の振動

に相 当す る。情 報ネ ッ トワー クは情報交 換の場 を提供す ることによ り、 このよ うな振動を
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媒介 し結合 させ、 あ る共通 の 目的を遂 行す る上 で効果 的な人間 関係 すなわ ち共 鳴状態

一 の形成 を促す
。

一 方
、情報 ネ ッ トワー ク上の共 鳴現象 は、 自然 発生 的 に形 成 され るイ ンフ ォーマルセ ク

タに限 らず 、あ る程度 トップ ダ ウ ンな意志 が作用 す るフ ォー マルセ クタにお いて も見出す

ことがで きる。

近年 、市場 の細 分化 や消 費者の 多様 なニ ー ズに応 え るために、企 業 は多種多 様 な高付加

価値製 品を短期 サ イ クルで 開発す ることが求 め られ てい る。 その結 果企業 は、機能 の分業

化 を押 し進 め、社 内 ある は社外 に分散 した機能 主体 を コーデ ィネ ー トす るよ うな編集型生

産 体制 によ って 、生産性 向上 を図 る傾 向が現 れて くる と思わ れ る。 個 々の商 品開発 プ ロジ

ェク トにお いて 、 この コーデ ィネ ー シ ョンが よ り効果 的 にお こなわ れ、各機能主 体間 の良

好 な協調 関係が維持 され て いる状態 は、や は り1つ の共 鳴状態 とみ ることがで きるで あろ

う。近年注 目を集 めて い るグル ープ ウェアあ るい はグループ コーデ ィネ ー シ ョンとい った

情 報 ネ ッ トワー クは、 この共 鳴現 象 のための有 効な 「場 」を提供 す ることが期待 されて い

るので あ る。

以上 、イ ンフ ォーマ ルセ クタ とフ ォーマル セ クタに おけ る共 鳴現象 を別 々に議論 して き

た。 しか しさ らに注 目 しな けれ ばな らない点 は、情 報 ネ ッ トワー クが 、イ ンフ ォー マルセ

クタとフ ォーマ ルセ クタ、 トップ ダウ ン的 アプ ローチ とボ トムア ップ的 アプ ローチ といっ

た相 反す るパ ラダイ ムに もとつ く共鳴 を うま く調 整 し、新 た な共 鳴 を生 み出 しうることで

あ る。

企業 にお いて 、 トップダ ウ ン的 な意志 に と らわれな い、 自由な情報交換 や現場主導 的な

組織 編成 な どは、 フ ォーマル セ クタとイ ンフ ォーマル セ クタの融 合 の例 といえ る。研 究開

発 部門 と市場 調査部 門、設 計部 門 と生産 部門 とい った機能 主体が 、企業 の意志 とは独立 に

情報 交換 を深 め る ことは、結果 的 に新 しい商品 開発や生産性 向上 に結 び付 く可能性 を高め

る。 これ は、一一種 の企業 内 イ ンフ ォーマルセ クタの形 成 によ る効 用 と見 ることがで きよ う。

日本の企業 は、組織 に拘束 され ない人 間関係が多 く、 この ことが 逆 に組織 と しての柔軟性

を 高め 、生産 性向上 に も少 なか らず好影 響を及 ぼ して いる とい う指摘 は多い。情報 ネ ッ ト

ワー クは、組織 としての 柔軟性 を高め るため に、 この よ うな企業 内 イ ンフォーマルセ クタ

を育 て る上 で も効果 を発揮 す るだ ろ う。 また、 トップ ダ ウン的 な組 織編成 で はな く、分 業

の専 門化 に伴 って あ る機能 主体 を分化 させた り、逆 に、最適 化 を図 るために統合 させ ると

い った 、組織 の発展 的 な再 編成 を情報 ネ ッ トワー ク上 で よ りソ フ トに行 う可能性 も考 え ら

れ る。

ダ イ ナ ミックか っ非線 形 な シス テムで は 、局所 的 に発生 す るよ うな現 場情 報(onthe

spotinformation)が システ ム全体 の挙動 に重 要 な役割 が果 たす こ とが多 い。micro-macro

informationloopは 、情 報 ネ ッ トワー ク上 に分散 した各 ス ポ ッ トか ら発生す る こう した

現場 情報 を相互 に関連づ け る ことによ ってネ ッ トワー ク全 体 と して の動 きを評価 ・計 画 し、

あ らためて各 スポ ッ トに フ ィー ドバ ックす るよ うなル ープであ る。 このよ うなフ ィー ドバ

ック機構 に よ って、分散 した機 能主体 の 自律性 を維持 しなが ら、情報 ネ ッ トワー クによ っ

て 結 び付 け られ るシステ ム全体 も、期待 され る機 能性 あるい は安 定性 を得 る ことが容易 と

な る。 この よ うに、micro-macroinformationloopは トップダ ウ ン的 アプ ローチ とボ ト

ム ア ップ的 アプ ローチを統合 す るよ うな共 鳴現 象の一例 であ る。
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こ こで 重要 な ことは、micro-macroinformationloopの よ うな調整 メカニ ズムが、情

報 ネ ッ トワー クを基盤 と した社 会 システ ムの安定性 を維 持す る役割 を担 ってい る点であ る。

十分 な調 整機構 を もたな い従来 の単純 なネ ッ トワークで結 ばれ た社 会は、 ローカル に発生

した撹乱 によ って 、逆 に システ ム全体 が暴走す る危険性 を持 って いる。 これ に対 して共 鳴

型社会 で は、情 報 ネ ッ トワー ク上 の 多 くの情報主 体間 の平衡関係 を多重化す ることで、 シ

ステム全体の 自己維持 機能 を実現 す る ことが期待 され るので ある。

本節 で は、 リサ イ クル活動 の コ ミュニ テ ィや企業 とい った例を通 して 「共鳴型社会」の

重要 と思われ る側 面に注 目 して きた。注意 しなければ な らな いの は、 ここで挙げた事例 に

止 ま らず、情報 ネ ッ トワー ク社 会の あ らゆ る状 況で さま ざまな共 鳴現 象が生 じるとい うこ

とで あ ろ う。社 会 の多極化 あ るい は分散化 が進 む中で 、個人、企業 、国家 といった社 会の

あ らゆ る構成主 体 の 「関係 」が重要 視 され るよ うにな って いる。 これは、 これ らの 「関

係 」をよ り柔 軟 に秩 序立て る ことによ って、ネ ッ トワー ク レベ ルで解 決 しなかればな らな

い問題 が急増 して い るか らで あ る。 さ らに共 鳴 は、情 報主体 間の相互 作用 に着 目 しいて い

る とい う点 にお いて、本節以 降 に触 れ られ る 「学習型 知識 ネ ッ トワー ク社会 」、 「創造型

社 会」、 「生 命型 社会 」の共通 した論点 と もな って い る。

新情 報処理技 術 が、情報 ネ ッ トワー ク上 のあ らゆる レベ ルの イ ンタフェースの 円滑化 と

調整 メカニ ズ ムの高度化 を図 る ことに よ って、 この よ うなネ ッ トワー ク レベ ルの問題解決 、

あ るい はネ ッ トワー クの共 鳴現 象 を促進 しうる可能性 を担 って いる ことが、情報 ネ ッ トワ

ー ク社 会 の最 も重 要 な特徴 であ る。

4.2学 習 型 知 識 ネ ッ ト ワ ー ク 社 会

「学 習型 知識 ネ ッ トワー ク社会 」 とは、情 報 ネ ッ トワー クを円滑 に運営す るために必要

な知識基盤 を 、 コ ンピュー タや ネ ッ トワー クが 自律 的 に学習す る能 力を もち始 める一方 で、

知 識を情報 ネ ッ トワー ク全 体で共有 ・集積 す る ことに よ って、社 会 システム 自体が新 しい

知 識を拡 大生産 す るための母 体 とな るよ うな社 会を指 してい る。

学習型知 識 ネ ッ トワー ク社会の重 要 な側 面 は、情報 ネ ッ トワー クが知識 を蓄積す るため

の 「場 」を提供 す るこ とにあ る。 あ る場 合 には人 間の知 的活動 によ って、 またあ る場 合に

は コ ンピュー タの学習 によ って、情 報 ネ ッ トワー ク上 には膨大 な現場 情報が作 られ る。 こ

のよ うな情 報の うち問題解 決や人 間の知 的活動 に とって有用 な知 識を、社 会 システムの中

に蓄積 し、場合 によ ってはよ り有用 な知識 へ と変化 させ てゆ くことが必要 であ る。例 えば、

研 究機関 や企業 にお いて創 出 され る科学 的知識や技 術情報 は、各 企業、国 、大学 とい った

組織 、 さ らには個人が分散 して蓄積 す る一方で 、その中 の基礎 的な部分 にっいては、情 報

ネ ッ トワー クを介 して すべての研究 者 の共 有の知識 資産 とな ることが望 まれ る。

さ らに情 報 ネ ッ トワー クは、 これ らの知識を単 に蓄積す るので はな く、多様 な評価 基準

の もとで編 集 した り組織化 す る ことによ って、 よ り有 用 な知識 に洗練 して い く 「場 」 とな

る こと も期 待 され る。 このよ うに して 、情 報 ネ ッ トワー クを基盤 と した社会 は、1っ の知

識 の生産工 場 とな り、学習 システム と見 ることがで きるよ うな姿へ と移行 してい くと考え

られ る。

一 方
、 この よ うに して知識 を集積 した情 報ネ ッ トワー クは、知識教 育 あ るいは疑 似体験
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教育 とい う観点 か らいえば、 それ 自体 を1っ の教 育 の 「場 」 と も見 る ことがで きる。学 習

型知 識 ネ ッ トワー ク社会 で は、情 報 ネ ッ トワー クを通 じた教育 の可能性 が大幅 に拡大 す る

ことで、改 めて人 間関係 を通 じた教育 のあ り方 が問 い直 され ることにな るだ ろ う。

情 報ネ ッ トワー ク社会 では、各 情報主体 間の イ ンタフ ェースや調整 に費や され る労 力が

膨大 な もの となる ことが予想 され る。人 的資源 の有効 活用 とい う面か らも、 このよ うな作

業 は、 コ ンピュー タに行わ せ る ことが望 ま しく、 このための知識基 盤が必 要 とな る。学 習

型知識 ネ ッ トワー ク社会 の特 徴 の1つ は、 この よ うな知 識基盤 を、 コンピュー タや ネ ッ ト

ワー クが学 習 した り組 織化 す る能 力を持 ち始め る ことであ る。従 来の社 会 と比較 した場 合、

情 報 ネ ッ トワー ク社会 は、桁 違 いに膨 大 な知識基盤 を必要 とす る。 これ は、単 に社 会 シス

テ ムが大 規模化 ・複 雑化 した ことのみが原 因で はな い。 よ り本質 的な原因 は、 「共 鳴型社

会」の要 件で あ る、 よ り円滑 な イ ンタフ ェー ス、 ネ ッ トワー クレベルの問題 解決 を図 るた

めの柔軟 な調整 メカニズ ム、 の2つ が よ り膨大 な知 識基盤 を必要 と して い るこ とであ る。

重要 な ことは、 これ らの知識 基盤 の整備 に関わ る作業 は情 報ネ ッ トワー クの運営 に は重

要 であ って も、人間 の活動 と して は必 ず しも相 応 し くない とい うことで あ る。む しろ人 間

は、 このよ うな知識基盤 の整備 を前提 と して、よ り高度 な知的活動 に専念す るべ きであ る。

この知識 基盤 を、 コン ピュータや ネ ッ トワー クが半 自動 的に学習 した り組織 化す る技 術 を

用 いて管理 、運 営す る ことは、新情報処 理技術 の応 用分野 の1つ と して、今 後積極 的 に研

究 され る必 要が あ る。

4.3創 造 型 社 会

情報処理 技術 の高度 化 にと もな い人 間活動 はよ り知 的で創 造的 な ものへ とその ウエ イ ト

を シフ トしっっ あ る。近 年、情 報処理技 術が 高度化 す る ことによ り、人間 はル ーチ ンワー

クや肉体 労働 か ら徐 々に開放 され よ うと して い る。 また 、生産 技術 の高度化 に と もない製

品の 「もの 」 と して の価 値か ら、機能 やデザ イ ンとい ったよ りソフ トな付加価 値が注 目さ

れ るよ うな高付加 価値社 会へ と移 行 して きて い る。 すなわ ち、商品 に付与 され た創造 的情

報 が、市場 メカニ ズムの中で重要 視 され るよ うに な って い る。

この よ うに、産 業社会 の中 で人間の創 造能 力あ るい は知 的生産能 力に対す る期待 が増大

す る一方 で、個 人の レベル において も、広範 な表現 活動 あ るは創造活 動を通 して 自己実現

を積極 的に図 ろ うす る気 運が一層 高 くな る。今 後 は、 この傾 向が よ り進 展 し、性別 あ るい

は年齢 を問わず 全て の個 人が 、それ ぞれの ライ フステ ー ジあ るいはラ イフス タイルの中で、

創 造的活 動 を行い、結 果的 に社 会全体 の知的生 産性 が向上 してゆ くであ ろ う。 その ため に、

情 報 ネ ッ トワー クには、各個人 が行 う多様 な創 造活動 を支援 し、創造 活動 その もの の 「場 」

を提供 す るこ とが求 め られ るので あ る。

この よ うな、人 間が 自己実現 の手段 と して積 極 的に創造 活動 に専念 し、情報 ネ ッ トワー

クを通 じた多様 な情 報環境が 、 これ らの創造活 動 を支援 す る基盤 とな るよ うな社会 は 「創

造 型社会 」 と呼ぶ ことがで きるだ ろ う。

個人 レベ ルの創造 的活動 にっ いて言 え ば、多 形態 情報 を利用 した柔軟な情報 の提示 技術

に よるイ メー ジの活性 化、人 間の知 的能力 を拡 張 す るよ うな支援技術 等が、新 情報処 理技

術 によ って よ り高度 化す る と思われ る。特 に、新情 報処理 技術 による シ ミュ レー シ ョンは、
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多数 の複雑 に絡 み合 った情報 の間の相 互作用 を考慮 に入れ ることが可能 とな るため、生態

系、経済 システ ムとい った複 雑で膨 大な システ ムの挙動 にっ いて、新 しい知 見を与えて く

れ る有用 な道具 とな る ことが期待 され る。

創造性 は、個 人活動 の産物 で あ るばか りで はな く、個人の間 の親密 な相互 作用(共 振)

に よ って も生 み出 され る。 「共 鳴型社 会 」で触れ たよ うな情報 ネ ッ トワー クは、 この人 間

の間の相 互作用 を支援 し、よ り豊 かな相互 作用(共 鳴)を 実現 す るための 「場 」を提供す

ることが で き る。 この 「場 」 を媒 介 と して、各個 人 は互 いに創造性 を刺激 しあ い、 アイデ

アの共有 、 アイデ アの 発展 的融 合、個 々の発案 の比較、 などの様 々な可能性を手 にす るこ

とがで きる。

最後 に、創造 型社会 の実現 のため に、新 しい教 育の在 り方 を探 る必要 性を指摘 してお く

ことは重 要で あ ろ う。知 識教育偏 重か ら創 造力 重視の教育へ切 り換 えてい くことが望 まれ

るので あ る。 ご うした教育の場 にお いて も、新情 報処理技術 は新 しい可能性を生 み出す こ

とが期待 されて いる。

4.4生 命 型 社 会

近年 、局所 的 な生態 系の破壊 に止 ま らず、地球 規模 の環境破 壊 に対す る問題意識 が広 ま

って きて いる。 よ り豊 かな人 間生 活 を支え る社 会 システ ムを、 自然 に与え る干渉 を許容範

囲 内に抑 え なが ら維持 し発展 させ る ことは可能 なのだ ろ うか。 この よ うな議論 を、 「エネ

ル ギー」、 「物質 」の流れ に注 目 し、生 態(エ コロ ジー)と 経 済(エ コノ ミー)の 緊密な

関係 の もとで行 うことが必要 とな って きて いる。

ここで、基 本的 に考 えな ければな らな い ことは、改 めて 「生 命 」とか 「生態 系」を基底

と して、技 術、社会 のあ り方 を見直す ことで あろ う。生 命や生態系が極 めて緻 密に情報化

され てい る ことに着 目 し、社 会を 「エネル ギー、物質 、情報の流れ を緻密 に組 み合わせ た

システ ム」 と して体 系化す る ことが新 しい課題 とな って きて いる。'「生命型社 会」 は、情

報 ネ ッ トワー クが生 態系を基 本 と した社会 システ ムの形成す る 「場 」 とな る社 会を指 して

い る。 こ こで は、生 態系が もつ2つ の特 徴 的な メカニズ ムであ る 「再循環 メカニ ズム」と

「調 整 メカニ ズム」に着 目 し、新 しい社会 イ メー ジを考えてみ る。

生 態系で は、 「エネ ルギー」や 「物 質 」を循環 させ る 「再循環 メカニズ ム」 によ って 、

システ ムの安 定性 と効 率性 を維持 して いる。一 方 、大量生産 ・大量消 費型社会 は素材が生

産 と消費の プ ロセスを経て廃 棄物 にな るまで の部分 的な流れ にの み注 目 していた ため、 こ

れ らの流れ を よ りマ クロな視 点か ら制 御する 視 点 に欠 けて いた。情報 ネ ッ トワー クは、各

生産段 階や 家庭か ら発生 した廃棄物 を、新 しい資源 と して再 び社 会に戻 すル ニプを作 る社

会 的な環 境作 りにおいて、重 要 な役割 を担 うと期待 され る。 こ こで は、例えば リサイ クル

を進 め る市民 運動 の場 、廃棄 物 は別 の立場 か らは資源 になるとい う多様 な価値観 に基づ い

て需要 と供給 の新 しい相互依 存関係 を作 り出す市場 メカニ ズムなどを挙 げ ることがで きよ

う。

生態 系で は、エ ネルギ ーや 物質の流 れ(連 鎖)や 再循 環 ループが相互 に関係 し連結 しあ っ

て いる。 こ う した多 くの相互 作用 において 、多 様 な調 整 メカニ ズムが働 き動 的な平衡 関係

を保つ ことによ り、 システ ム全体が期 待 され る安定性 や効率性を維持 してい る。 「調整 メ
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カニ ズ ム」 とは、 この よ うな生 態系 に見 られ る調 整 メカニ ズムを社 会 システ ムに取 り入れ、

同様 の効 果を 目指 す もので あ る。本 章の第1節 で触 れたmicro-macroinformationloop

は、 こう した調 整 メカニ ズムを社会 システ ムの 中で実現す る場を提供 す る もの と期待 され

る。個 々の消費 活動 を ボ トムア ップに調整 す る一方 で、 システ ム全体 の動 きを解析 ・評価

し、 この結 果 に基づ いて トップダ ウ ンに資源 配分 を行 うこ とで システム全体 と しての効率

化 を図 ろ うとす る ものであ る。

この よ うに情 報 ネ ッ トワー クは、 「情 報 」の流れ を介在 させ ることで 、 「エネ ルギー」

や 「物質 」の流 れを社会 の中で体 系化 し、調整 す る上 で大 きな役 割を担 う。今 後、 これ ら

の流 れを物理 的 ・化学 的に効率化 す る技 術 と情 報ネ ッ トワー クの高度化 を同時 に押 し進 め

る ことによ り、 よ り自然 に優 しい 「生命 型社会 」の実現 を 目指す ことが 、人類全 体の課題

とな って いる。

4.5お わ り に

4つ の社 会 イ メー ジを通 して、新情 報処理 技術 の もた らす高度 に発展 した情 報 ネ ッ トワ

ー ク社会 の姿 を浮か び上が らせ るこ とを試 みた
。 これ らの いずれの姿 にお いて も、新 しい

情 報処理技 術へ の期待 は大 きな もので あ る。 それ は、誰 にで も使え る情 報環境 を用意 す る

ことによ って 、人 々が情 報 ネ ッ トワー クを組織 す る ことを助 け ると ともに、 ネ ッ トワー ク

上 に流れ る情報 か ら有用 な もの を選 び、加工 し、蓄積 す る ことを助 け る。 また、生産 プ ロ

セ スや ソフ トウ ェア作 製の 自動化 を押 し進 め ることによ り、 人 々が ゆ とりと豊 か さを追 い

求 め る ことを可能 にす る技 術で あ る。新 しい世紀 に向けて、今 こそ我 々は、 こう した素 晴

ら しい情報 ネ ッ トワー ク社 会を実 現す るため の基 盤 とな る新情 報処理技 術の研 究開発 を、

諸外 国 と協調 しつつ積極 的に押 し進 めな くて はな らない。

一72一



第3部

社会の動向と

新情報処理技術のイ ンパ ク ト





分 科 会 に お け る 講 演 の 要 旨

第3部 は、社会 応用分科 会 にお ける各 委員の講演 要 旨か ら構成 されて いる。

・ 情 報技術 と経済 システムの進化

・ 予想 され る社会 と女性 の動 向

・ マ ス コ ミの未来 と役割

・21世 紀 の 産 業 社 会 の イ メー ジと技 術

・ 金 融 ・証 券 の 自 由 化 ・国 際 化 ・シス テ ム化 … …

に よ る変 貌 と今 後 の 方 向

・21世 紀 の 交 通 体 系 に つ いて

・ や ぶ に らみ ソフ トウ ェア 史

・ 通 信 ネ ッ トワー クの イ ンテ リジ ェ ン ト化 … … …

今井 賢一

伊藤 桂子

井上 毅

井原 哲夫

小口 邦彦

葛西 敬之

上條 史彦

斎藤 忠夫

塩原 勉

品川 嘉也

杉本 昌穂

鈴木 忠二

孫 正義

月尾 嘉男

中村雄二郎

中村 桂子

藤井 克彦

藤正 ・ 巌

… 松井 好
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1.1情 報 技 術 と 経 済 シ ス テ ム の 進 化

一橋大学 商学部教授 今井賢一

〔市 場vs計 画 〕

21世 紀 へ 向 け て の 本 質 的 な 問 題 を 考 え る に は、 これ まで の偉 大 な 学 者 が 情 報 技 術 とか

経 済 計 算 に ど の よ うな 夢 を 持 った か を 振 り返 って み る こ とか ら始 め るの が 有 益 で あ ろ う。

資 本 主 義 経 済 の経 済計 算 は プ ラ イ ス メ カニ ズ ム で 行 わ れ て い る(市 場 経 済)が 、 そ れ が 大

恐 慌 を もた ら した よ うな 弊 害 もあ るの で 、 も っ と合理 的 な経 済 計 算 が で き な い の か とい う

こ とで 、今 か ら50年 ぐ らい前 に 、 社 会 主 義 的 計 画 の 問 題 が 提 示 され 、 大 論 争 が 行 わ れ た 。

具 体 的 に は経 済学 者 の オ ス カ ー ・ラ ンゲを 一 方 の旗 頭 と し、 も う一 方 の 旗 頭 が プ リ ドリ ッ

ヒ ・ハ イエ ク、 この2人 で 争 われ た 。

ラ ンゲの 合 理 的 な経 済 計 算 は可 能 だ と い う考 え に対 して 、ハ イ エ ク は、 コ ン ピ ュー タに

乗 る よ うな 計 算 は経 済計 算 の 本 質 的 な 部 分 で は不 可 能 だ と考 え た 。今 日か ら見 る と これ は

ハ イエ クの 勝 ち で 、 彼 は ノ ー ベ ル 賞 を も ら った。 なぜ ハ イエ クの方 が 強 か っ た の か を一 言

で 言 え ば、 経 済 に必 要 な情 報 はonthespotinformationで あ り、 そ れ は時 間 と場 所 に制

約 され た情 報 で 、刻 々動 い て い く ダイ ナ ミッ クな イ ン フ ォ メ ー シ ョンだ か らで あ る。 それ

故 、 情 報 を コ ン ピ ュー タに 乗 せ 、 中央 に 集 約 し、何 らか の 最 適 解 問題 を解 け ば、 最 適 な経

済 計 算 が で き る とす る ラ ンゲの 考 え方 は根 本 的誤 謬 を 含 ん で い る。

Onthespotinformationの 重 要 性 は私 もか ね が ね 主 張 して きた。 市 場 経 済 の 良 さが 認

識 され 、 そ の 重 要 性 が 見 直 され たが 、 そ れ に は 日本 の貢 献 もか な りあ った 。 経 済 の 現 場 の

上 で 言 え ば 、 日本 の 自動 車 メ ー カ ー 、 ホ ンダの 例 で 言 え ば 、 「現 場 、現 物 、 現 実 主 義 が 結

局 い い 車 を 作 る条 件 だ 」 と い うonthespotの フ ィ ロ ソ フ ィで あ っ た 。Onthespot

information、 っ ま り、本 当 の 情 報 は 、 問題 の あ る場 所 に 住 み 込 む な り、作 られ て い る そ の

物 事 が 動 い て い る場 所 に住 み 込 む こ とに よ り作 られ る。 経 済 計 算 は そ の様 な 情 報 が 連 結 さ

れ て 初 め て 可 能 に な り 、 そ れ が 消 費 者 の ニ ー ズ と生 産 者 側 の 能 力 を っ な ぐ もの に な る。

Onthespotの 情 報 とい うの は、 社 会 の 中 に分 散 して お り、 そ れ を連 結 す る メ カニ ズ ム に

頼 らな けれ ば 経 済 は うま く動 か な い 。従 って 、 オ ス カ ー ・ラ ンゲ の経 済 計 算 論 はや は り無

理 が あ る。

以 上 の よ う に、 経 済 計 算 論 に は一 応 決着 が 着 い たが 、市 場 経 済 に ま だ ど の 様 な 課 題 が 残

って い るか を 検 証 す る必 要 が あ る。 基 本 的 な 課 題 は、"micro-macroinformationloop"を

作 る こ とで あ る。 これ は私 の 独 自 の用 語 で 、 ミ クロ と マ ク ロを っ な ぐ情 報 の ル ー プ と い う

意 味 で あ る。 ハ イエ ク自身 が 次 の 文 章 を残 して い る。
``Th
erestillremainstheproblemofcommunicatingtohimsuchfurtherinforma-

tionasheneedstohithisdecisionsintothewholepatternofchangesofthe

largereCOnOmiCSyStem."

つ ま り、onthespotの 情 報 に 基 づ き行 動 す るそ れ ぞ れ の 当事 者 に、 全 体 が ど う変 化 し

て い くか 、 そ の パ タ ー ンを そ の 当 事 者 に知 らせ な け れ ば な らな い と い う問 題 が 残 って い る

と い うわ け で あ る。 ま さに 、 そ の 通 りで 、 これ を うま く作 っ た組 織 や 経 済 が うま く動 い て

い る。 例 え ば 、 日本 の 会 社 で も、"micro¶acroinformationloop"と い うの が あ り、良 い
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会 社 は 上 か ら下 へ 情 報 が 循 環 す る よ うにで きて い る。

こ こで 重 要 な こ とは 、 ミク ロな 情 報 、 つ ま り、 そ こ に住 み込 ま な け れ ば 得 られ な い よ う

な ダ イ ナ ミ ックなonthespotの 情 報 を ど うっ か む か で あ り、 これ に 関 して は、 日本 の マ

ー ケ ッ トの メ カニ ズ ムが 適 して い る。 次 の 問 題 を 考 え る とす れ ば 、 この うな ダ イ ナ ミ ッ ク

な 情 報 を コ ン ピュ ー タ に 乗 せ 、 それ を 集 計 し、全 体 の パ タ ー ンが 抽 出 で きれ ば 、す な わ ち 、

私 の 言 葉 で い え ば 、"micro-macroinformationloop"を 作 る こ とが で きれ ば 、恐 ら く次 の

ス テ ップ が 開 けて くる 。

〔技術 を含んだ経済動 学の枠組 み〕

市場 経済 におけ る現 在の問題 と して、技 術を含んだ ダイナ ミックな経 済 システムを どう

捉 え るか とい うことが あ る。既 に夢 は語 られて いて、 シュムペ ー ターが経済の本質的な動

学 につ いて論 じてい る。

図1に 、 シュムペ ーターの マー ク1か らマー ク皿の3つ の モデルがあ る。 マー ク1で は・

技術や科学 、発見 とか は、経 済学 の用語 で い う外生的 な もの と考 え られて い る。 その イ ン

パ ク ト、あ るいはパ ースペ クテ ィブを見通 した企業者 、ア ン トレプ レナーが現 れて、企 業

者活動 を通 じ、経済的可 能性 を見抜 き、新技術へ の革新 投 資を行 い、次 に新たな生産 のプ

ロダ クシ ョンの形態 を考 え、市場 構造が どの様 に変化 す るかを見通 し、その革新か ら利潤

を得て、それ を次 の投 資 に向け る。 こうい う意味のモ デルが シ ュムペ一 夕ーの マーク1で

あ り、彼が 若い頃考 えた モデルで ある。

その後 の経 済の実態が変 わ って きた ことを取 り入れ 、修 正 したモデルが シュムペー ター

マー クHで あ り、 マー ク1と の違 い は、内生 的な科学 や技 術 は、天才 とか の人 たちだけが

生み 出せ る もので はな く、内生 的 に投資を して、組織 的 に対応 して作 って い くもので あ り、

主 と して企業 内の研究 開発 は、1っ の枠組み に入 り、そ して新 しい、 同 じ様 なプ ロセ スが

続 くところで あ る。 また、 このモ デルには企 業者 活動 はな くな り、革新投 資の マネ ー ジメ

ン トになる とい う晩年 の シュムペ 一 夕ーの考 え方が反映 され て い る。

しか し、事 態 はそ うな らな くて 、 シュムペ 一夕ー ・マー ク皿が現代 の姿 となる。 これ は、

私が シュムペ 一夕ー ・マー クnを 変形 して書 き加え た もので ある。新企業者活動 を書 き加

えたが 、ア ン トレプ レナ ー シ ップ という ものが新 しい役割 と して もう一度登場 して くる。

これを もう一度見 直す必 要が あ り、後 に述 べ るよ うにこの役割 が ある種 の決定 的な経 済の

調 整機能を持 ってい ると考 えてい る。 もう1っ 、情報 と知識 の蓄積 を加 えてい る。 これ は、

生産、流通 、消 費に至 るまでの プ ロセス、経 済活動の プ ロセ スで ノウハ ウの様な情報 、知

識が作 り出 され、それが蓄 積 され てい くことであ る。

経済 を運営 して い くの に、 それぞれのonthespotの 情報が必 要であ るが 、同時 にそれ

が社 会の中 に分散 して存在 し、それが社会 の中に蓄積 され る。企業の人 々、企業者 、 ア ン

トレプ レナーたちは、独特 のネ ッ トワー ク等 でその様 な知識 に 出会 い、新 しい仕 事を進行

させ る。仕事 のプ ロセ スか ら出て くる知識 、情報を どの様 に蓄積 し、誰 れ もが接近で きる

よ うにどの様 に加工 し、広 い意味 のデ ータバ ンクを ど う作 るかが課 題で ある。 また 同時 に、

広 い意 味の ア ン トレプ レナー シ ップの調整 にっ いて 、かつて の ヒーロー ・ア ン トレプ レナ

ーだけで はな く、ア ン トレプ レナー シップが チームで コーデ ィネ ー トされるかが ポイ ン ト

にな る。
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シ ュ ム ペ ー タ ー ・マ ー ク1

外生的な
科学と発見

新技術への革
新投資

新たな
生産形態

市場構造の
変化

革新からの利潤
(ないし損失)

シ ュ ム ペ 一 夕 ー ・マ ー クll

内生的な科学と技術
(主として企業内研究開発)

外生的な
科学と技術

革新投 資の
マネジメント

新たな
生産形態

市場構造の
変化

革新からの利潤
(ないし損失)

シ ュ ム ペ 一 夕 ー ・マ ー ク 皿

内生的な
科学と技術

外生的な
科学と技術

研究 開発の
マネジメント

革新投資の
マネジメント

新たな
生産形態

市場構造 ・制度
の変化

革新か らの利潤
(ないし損失)

図1経 済動学の枠組み

この様 な発想で 、 シュムペ 一夕ーが考 えた経済動 学の夢 を現代風 に引 き継 ぐとすれば、

新 企業者活動 はどの様 な性 質の もので、 また、経 済活動 と と もに蓄積 されて くる情報、知

識 を ど う扱 うかが大 事な問題 だ思 う。

〔EntrepreneurialCoordination〕

ex-anteとex-post、 事 前 と事 後 の 区 別 が 重 要 で 、 ア ン トレプ レナ ーが コー デ ィ ネ ー シ

ョ ンす る と い うの は事 前 の 調 整 で あ り、 マ ー ケ ッ トの調 整 は 、 ア ン トレプ レナ ー の コ ーデ

ィネ ー シ ョ ンが 済 ん だ 後 で のex-post、 事 後 の 調 整 とい う こ とに な る。

マ ー ケ ッ ト ・メ カ ニ ズ ムの エ ッセ ン ス は 、単 純 に言 え ば 、 需 要 と供 給 の交 点 で 価格 が 決

ま り、 良 い もの は売 れ 、 そ うで な い もの は売 れ な い。 国 に よ って 表 面 的 に違 いが あ って も、

本 質 的 な 違 い は な い。 しか し、 ア ン トレプ レナ ー の コー デ ィネ ー シ ョ ンは、 国 に よ って か

な りの 差 が あ る。

米 国 の ア ン トレプ レナ ー の イ メー ジは 、 ヒー ロ ー ・ア ン トレプ レ ナ ーで あ る。 国家 とか 、

経 済 の新 しいや り方 を っ く る人 は偉 大 な ヒー ロ ー で あ り、 ヒー ロ ー ・ア ン トレプ レナ ーが

出て きて 新 しい ル ー トを作 っ て い く。 彼 らが 市 場 を 徹 底 的 に 利 用 して 、 経 営 者 まで 市 場 か
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ら調達 す る とい う考 え方 であ る。 この様 な市場 の徹底 的 な利 用が アメ リカの や り方 で あ り、

会社 も売 り買 い し、 リス トラ クチ ャ リングが どん どん 行わ れ る。 マーケ ッ トをあ る程度 計

量化 しな い とうま く機能 しな いので 、 とことん マ ーケ ッ トを計量化す る。

それ に対 して 日本 の場合 は、経 営者 はその企業 の 中で教育 され 、選 ばれて い く。企業 の

コア メ ンバ ー は全 員 ア ン トレプ レナー ・シップで 全員 コーデ ィネ ー シ ョンしてい る。彼 ら

は、社内の動 きを実 によ く把握 し、 コーデ ィネー トして様 々な知恵 を出 して い く。そ こが

日本 の企業 の情報 、onthespotの 情報 のつ なげ方が非 常 に うま くい く理 由で あ る。

市場 経済 を市場経 済 た ら しめて いる ダイナ ミック ・イ ンフ ォメー シ ョンは、 フ ェイス ・

ツー ・フ ェイ スの コ ミュニ ケー シ ョンの過程で ない と伝わ らな い。文章 にす ると、情報 は

そ こで閉 じて しま う。企業 の 人は、 フェイス ・ツー ・フ ェイ スで なければ物事 は進め られ

ない、 コーデ ィネー シ ョンで きな い と言 って い る。 しか し、 グローバ ル化 、あ るいは国 際

化 の時代 にお いて 、世界 中 にわ た って活 動す る場 合 、 日本 的 フ ェイス ・ツー ・フ ェイスの

コーデ ィネー シ ョンを行 うこ とは難 し くな って 、 もう少 しイ ンフ ォメー シ ョン ・システ ム

を使 う必要性 が 出て くる。 最近 もて はや され てい るSISは 、 ダイナ ミック ・イ ンフ ォメ

ー シ ョンを取 り込 む システ ムで な いので うま く行か な い と思 うが 、90年 代 は、マ ーケ ッ ト

・メカニ ズ ムで の ダイナ ミックな情報 、つ ま りフ ェイ ス ・ツー ・フェイ スで しかっ なげ ら

れなか った 日本 的な コーデ ィネ ー シ ョンを あ る程度 まで コ ンピュー タの世 界の中で行 わね

ばな らな くな り、新情報 処理 システ ムで その可 能性 が現れ て きてい る。 そ うなれ ば もう一

遍オ スカー ・ラ ンゲ的な議論 も復活 し得 るので はないか。

組織 とい うと秩序 が優先 して いるが、 む しろ組織 に カオ スをつ くった方 が ダイナ ミック

に次の展 開 をす る可能 性が高 い。 次の体制 、秩序が 出て くる時 、人 々の 間の コ ミュニ ケー

ションが変わ るか らであ る。 その プ ロセ スは、今 のニ ューロの学 習 プ ロセ スと同様 、誰 に

も分か らな いが、分子 生物学 の世 界で は様 々なモデルが提 案 されて お り、経済 の世 界で も

それ を解 明 して い く手がか りは出て来 てい る。例 えば 、株の場 合、 この間の よ うに株 が下

がれ ば、 コ ミュニ ケー シ ョンが変 わ り、 また 、様 々な動 きが 出て きて 、結局 、情 報が交換

され て動 いてい るだ けなので、 そ こに何 らか の均衡 した値段 が出 て くる。 その様 な もので

あれ ば、 メ カニ ズ ムが正確 に把握 出来 な くて も、ニ ュー ロな どを用 い、それ に対 し何 らか

の ヒ ン トを与え 、パ ター ンを示 し、 それ らを情報 と して連結 すれ ば、何 らかの結 論を 出す

システ ムが 構成 され、証 券会社 であ る程度使 え ると ころ まで きて い る。

ここで 強調 した い ことは、 ア ン トレプ レナ ー ・コーデ ィネ ー シ ョンとマー ケ ッ ト・メカ

ニズ ムを分 ける意 味 であ る。 マ ーケ ッ ト ・メカニ ズムで コン ピュータを使 う場合 は、業務

上で コ ンピュー タを使 うので 、間違 った ら会社がっぶ れ る ことに もな り、 ソフ トウ ェアを

作 るのが非常 に大変 な仕事 にな る。 これ に対 して 、 ア ン トレプ レナー ・コーデ ィネー シ ョ

ンに使 う場合 は、 どの様 に考 え るか とか、 ヒン トが 得 られ るかで使 うので、余 り厳密性 が

い らな く、マ ッキ ン トッシュの よ うに絵 でつ なげて い くとい う方法で十分 役 に立 つ。 従 っ

て 、2つ に分 けて コ ンピュー タを使 って い くことに なる。

以 上が経 済 システ ムの進 化 とい うことで強調 した い ことで あ り、 シュムペ 一 夕ー ・マー

ク皿の モデ ルで触 れ た二つの 問題 が残 って い る。す なわ ち、新 しいア ン トレプ レナー シ ッ

プの活動 とはどの様 な もの か とい うことと、社会の 中に経済 活動 のプ ロセス と して蓄積 さ

れ、 デ ータベー ス化 され る情 報 ・知識 の 問題で ある。1945年 にバ ネ ーバ ー ・ブ ッシュが 、
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これ か ら科学 的な知識 が どん どん 出て きて収拾 がっか な くな るの に対 して、 どの様 にそれ

を整理 す るか とい うことにつ いて夢 を語 って い るが 、それが現在 まで継続 してい る。

〔バネ ーバ ー ・ブ ッシュの夢〕

彼の論文"Aswemaythink"で 述 べて いるよ うに、思 う様 にデー タが使え るフ レキ シブ

ルな システ ムを作 る必 要が あ る。 これ まで のデ ータベー スは数値情報 的な ものに して 、数

学 的 な関係 を使 って情 報を 引 き出そ うとす る もので 、 この問題 に応 え られな い。我 々の必

要 とす る もの は類推 だ とか 、何か につ なげてい る うちに次の ものが欲 しくな るとい う様 に

広 が って行 き、 その様なAswemaythinkを サ ポー トす る様 な システ ムであ り、数値情報

的な ものだけで はな く、パ ター ンやい ろいろな ものをデ ータベ ース に格納す る必要が あ る。

日本で はテ クノマ ー トで 、技術 のよ うな難 しい ものを ど う取 引す るか とい うことで 、市

場 の一種 のエ クスパ ンシ ョンが試 み られ てい る。技術 のデ ー タベー スを作 り、かっ技術 を

媒 介す る ヒューマ ン ・ネ ッ トワー クとつ なげて、 こうい う技術が あ ることが分か った ら、

それが どの様 な もので、 どの様 に使 え るかを登録 した人が説 明 し、取引す る システ ムであ

る。 アイデ アは非常 に良 か ったが 、デ ー タベ ースの内容 が良 くないので、活性化 していな

い。 イ ンプ ッ トが大 きな問題 と して残 ってい る。新情 報処理技術 で イ ンプ ッ トの仕方 が進

歩す る とか な り大 きな変革 にな る。社会 に様 々なな形で存在 してい る知識を新 しいデー タ

ベ ースに して 、それが編集 され 、活用 され るとい うブ ッシュの夢 を実現す るよ うな方 向に、

時代 は進 んで い ると考え られ る。

〔Socialmarketplace〕

今 までの マー ケ ッ トや普 通言 われて い る財 ・サー ビス以外 に、医療や生涯教育 のや り方、

あ るい はボラ ンテ ィアの人た ちが行 う様 々な サー ビスを交換 す るマ ーケ ッ トが あ り、最近

ネ ッ トワーキ ングと称 して様 々な ことが 試み られ て いる。 その様 な マーケ ッ トに準 じた広

い意 味のSocialmarketplaceが 出て くる必要性 があ る。

この様 なマー ケ ッ トは官僚制 に馴染 まな いので、何か新 しい方法が求 め らる。 それ には、

マー ケ ッ トに準 じる様 な方法 を使 いなが ら、 プ ラ ンニ ングを考 る必要性が あ る。 例えばパ

ソコ ンネ ッ トワー クで行 われて い る ことは準 マー ケ ッ ト(Quasi-Market)で あ り、老人医療

な どの面で何 か新 しい方 向が 出て くる と思われ る。 これ か らの高齢化社会 は、寝 た き り老

人 の問題 だけでな く、元気 なの に仕事 がな くな ることが一 番困 る問題で あ り、1人 で も仕

事 がで きる様 な支援 システムが で きれ ば、失業 の問題 は解 消す る。現在 は この様 に マーケ

ッ トを十分利 用で きていな いため、大 きな組織が つ くられ てい るが ミ これ か らの情報技術

の トレン ドで 行 けば、パ ブ リッシ ングな どは完全 に準 マー ケ ッ トの上 に成 り立 ち得 る もの

で あ る。すで に 「ザ ・コーデ ィネ ータ」 とい うグル ープで 仕事を してい く上 で コー デ ィネ

ー トす るための ソ フ トウ ェアが で きて お り、ア ン トレプ レナ ー ・コーデ ィネー シ ョンが コ

ン ピュー タ上 でで きるよ うにな って きた。 また、現在 の莫 大な計算機能 力が使 え る状況 は、

1人 で仕事が で きる メカニ ズムを作 りつつあ る。 高齢化社 会を迎え るにあた って、消 費者

とか個人 に指 向 した経 済を作 る必 要性 が言われ てい るが 、それ は本格 的な情報技 術 によ り

実 現 され る と思われ る。高齢化 社会 は1人 で様 々な こ とが で きる社会が良 い と考 えて お り、

組織 か ら離れ て活動 がで きる様 な技術 開発へ の時代 に来 てい ると考 え られ る。

一79一



予 想 され る社 会 と女 性 の動 向

㈱ ライ フ ・イ ンテ リジェ ンス 代 表取締役社 長 伊 藤桂子

【21世 紀 の 社 会 ・生 活 】

21世 紀 を語 る前 に、現在抱 えて い る諸問題 、環 境 問題(地 球温暖化 、熱帯 雨林破 壊、

大気 汚染 、水 質悪 化 など)や 、国際化 の進展 と摩擦 、 労働 力不 足 と移民 問題 、地 価高騰 と

住 宅難な どを どれだ け ク リアで きたか によ って 、21世 紀 の社 会 は違 って くる。

一 国 な らぬ地球 レベ ルの
、利害 が対立 す る このよ うな大問題 が全 て解 決 され るとは思 え

ないので 、 ここで は、 あ る程度 改善 は されたが 、 まだ まだ課題 と して残 って い るとい う前

提 で、期待 され る21世 紀の社 会 と生活 、新情報処 理 技術 のイ ンパ ク トを述 べた い。

1.社 会

超 々高速 ・超 々高層社 会 と静 ・瞑想 、牧歌 的社 会の 両極化 が起 こる。

超 々高速 化 し、超 々高層 ビルが乱立 す ると同時 に、 一方で 時間や空 間が停止 した 「静 ・

瞑想 」空 間や、牧 草が 茂 り野生動 物が生 息す る、のん び りした牧歌 的場 面が求 め られ る。

それ は例 えば人 工物 に溢れ る大 都市 にあ って は、一歩 足 を踏 み入れ るとあ たか も森 の中 に

入 ったよ うな 自然 や緑 に囲 まれ、や す らぎや ゆ と りを感 じさせ るア トリウム空 間、 オ フ ィ

スや店舗 、 マ ンシ ョンだ った りす る。

また、地域 の独 自性 、個性 化が進 む。現時 点の延長 線上 の メガ ロポ リス、例え ば、 ス リ

ルや ス ピー ドに溢れ 、高収 入、仕事 の チ ャンスや働 く場 な ど多 くの可能性 や レジャー施設

な ど刺激 は多 いが 、過激 な競争 、生 活費が高 い大都市 。逆 に収入 は低 いが 自分な りのペ ー

スで生 活が 出来 る、土 と緑 に囲 まれ た地域社 会、 あ るいは、都市 の緑化、緑 花が進 み、 自

然 と人工 物が調 和 した ヨー ロ ッパ 的都市 の出現。高度 な技 術 に支え られ た、 自然溢 れ るア

ーバ ン ・リゾー トや
、 自然 溢れ る地 域 に、高度機能 を備 えたハ イテ ク ・ロ ッジ村 な どが予

想 され、棲 み分 けが進行 す ると思 われ る。

2.文 化 ・生 活

国内外 か らの移 住者 が集中 した メガ ロポ リスで は、住 宅費 は高 く、寝 るだ け とい ったカ

プセル マ ン シ ョンが増 え るだ ろ う。家庭 機能 の外部 化が 一層進 む一方 、 ホームオー トメー

シ ョンの進 展で 、医療 や シ ョッピ ングな ど外部機能 の ホ ーム化 が進展 す る。

ホームオ ー トメー シ ョンの結 果、1人 で も高齢 者で も快適 な暮 しがで きるよ うに な り結

婚 の意 味 も変わ って くる。1人1人 に合わせ た生 活 ス タイルや、 それを支援す る システ ム

が浸透 す るだ ろ う。 例え ば、食 事で は メニ ュー作 りと調 理が 自動化 され、健康状 態が毎朝

の トイ レで 自動 的 に計測 、記録 され 、 イ ンプ ッ トされ た情報 によ って、最適 メニ ュー群 を

リアルな画像で 提示 す る。 自分で調理 して もい い し、食べ た い メニ ュー画 を押 す と、冷 凍

真空 パ ックに詰 ま った食事 や素材 を電 子 レンジで温 めて食事 が 出て くる。 ただ、 しば ら く

は収入 や使 い こなせ る力によ って 、新 情報処 理技術 に伴 う階層化 が懸念 され る。

生活 イ コール仕 事 とい った生活形 態か ら、仕事 は生 活の一 部 とい ったス タイ ルが浸 透 し
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て い く。生 態系が 重視 されて 、 自然 と技術 の調和 が強 く求 め られ、 自然 エネルギ ーの利用

が増え てい く。

高度技 術 と調和 した芸 術性 、アー ト的空 間が店 舗だ けで な く日常生活や働 く場、街空 間

に求 め られ、広が って い くだ ろ う。

国 際化 は、例え ば、超 小型携帯用 翻訳機 によ って、外国人 と も気軽 に話 した りパーテ ィ

を した りと、 日常 生活 にお いて も進 む と と もに、習慣 や カル チ ャー摩擦 も増 大す るだ ろ う。

【女性 の動 向 と新 情 報処 理技 術 】

1.女 性 の人生 ・生 活 ス タイル

女性 た ちは今 、 「主人 公 になる」 「活躍 したい」 とい った 自己実現や達成感 的欲求 を消

費場面 や海外旅行 、仕事 や趣味 などに発揮 して い る。 した い ことが沢山 あ って 「時間が欲

しい、有効 に使 いた い」か ら家事 は ラ クで 楽 しく したい。 そんな消費者ニ ーズ と、新情 報

処 理技術 と連動 した ホームオ ー トメー シ ョンの進展 は、女性 を ます ます家事労働 や子育 て

に伴 う制約 か ら解放 し、 「自分 らしい」生 き方 を支援 して い く。適性や個性 を発見 し伸 ば

す ことに熱心 な女性 にと って、家事 は好 きな人が楽 しみ と して行 う趣味的 な活動 にな って

い く。女性 が仕事 や他の活 動を長 く継続 して行 うことを難 しく して きた、家事 や子育 てが、

大 き く変 わ って い くだ ろ う。

職 場 にあ って も肉体労働 が減 り、男女 の 差か ら知 的 ・技 能 的 ・人脈 的差へ と変化 してい

る。技術 と文 化、芸 術性 の調 和が求 め られ る21世 紀 は、女性 の職域 を広げて い く。海外

旅 行や感性 の豊か さを活か して世界の文 化 を吸収 し、新 たな文化 や芸術を生み 出 して い く

先導 役が期待 され る。それ はデザ イ ンや美術 、文学 などの芸術 だけでな く、商品 や空 間の

アー ト化 、家 庭内 の クラフ トな ど、消 費 ・生 産面 と もに寄 与 してい くことが期待 され る。

生 活 ス タイル と して は 「何 かを成 し遂 げ たい、や った とい う実感 が欲 しい」 とい った達

成感 が強 くみ られ るが、銀難辛 苦を乗 り越 えて とい った もので はな く、 自分 のペースで、

楽 しみ なが ら した い とい う傾 向であ る。 自分 への関心 は もちろん 高いが、農薬 や添加物 に

よ る食物の安 全性、 大気汚染 や まず い水 な ど、肌で感 じる環境破壊 の痛み は、 自然保護 ・

環境 再生へ 向か い 「人 に も自然 に もや さ しい」技術や生活 を求 め る動 きが強 ま って い く。

2.結 婚 ・家族 ・子育 て

1人 で も快適 に生活 で きるよ うにな る と、 身の回 りの世 話を求 めていた男性の結婚 は減

り、 「と りあ えず結 婚 まで」の生活 をエ ン ジ ョイ して いた女性 も変 わ らざ るを得 な くなる

だ ろ う。結 婚生活 も夫 は仕事、妻 は家 事 とい った役 割分担 型 は減 り、互 いに 自分 な りの人

生 を持 ちっつ 、精神 的 っなが りやや す らぎを求 めて家庭 を共 同で創 ってい く 「共生的結

婚 」 を望 む女性が増 え てい く。 ただ 、家庭 は休息 の場 、妻 に母親的役割 を求 め る男性 は相

変 わ らず 多いか も しれ ない。女性の人 生 の 自由度が増大 す るにっれて、労 働期間が長期化

し、仕事 の能力 の高度化が要 求 され て、厳 しさ も増 してい くだろ う。

現在起 こって いる出生率低 下 は女性 の意 識の変化 だけで な く、子育て しに くい社 会環境

にかな りの原 因が あ る。 それ らを解決 しない限 り出生率 は引続 き減 る ことが 予想 され る。

子 育て しに くい社 会環境 とは、
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① 子育 て にお金がか か る一 教育 費や住 宅費な ど。

② 育 児に伴 う肉体的 ・心理 的負担。

③ 仕事 を継続 しに くい一 労 働時 間や通勤 時間が長 い、 出産 前の通勤 ラ ッシュ、少

な い育児休 暇、技 術や情報 の進歩 で元 の職 場 に戻 れ ない。

④ 保育 園の質 ・数 早 い終 園時 間、子 ど もが小 さい うちは病気 し易 く、 そん な時

保育 園で は預 か って くれ ない。

ことなどが挙 が って い る。

子育 て資金援 助の他 に、 フ レキ シブルな労働形態 、育 児期 の仕事 能力 の維 持、交 通 シス

テ ム、 さ らに子 育て を母 親1人 です る体制 か ら夫 、地域 、社 会で 支え る精神 的 ・肉体 的 フ

ォローが必 要 だ。保育 園の 人材育成 、殺人 や誘拐 な どの犯罪 に対 す る子 ど もの安 全性確保 、

自然 と接 す る遊 び場 な ど幅広 い改革 が必要 とされ てい る。

3.効 率 優先 で失われ た ものの再生

経 済効 率優 先で失 われ た ものの痛 みが大 き くな って い る。 自然 や弱者へ のや さ しさ、心

の交流 を回復 し、 ゆ とりあ る生 活 を望んで い る。気 分 だけで はな く、豊 か さと省 資源 のバ

ラ ンスをいか に取 って い くかが今後 の課題 であ る。
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マ ス コ ミ の 未 来 と 役 割

(株)日 本経済新聞社 常務取締役 井上 毅

マス コ ミの機 能 は、国 によ りウ ェイ トの置 き方 に違 い はあ るが、言論(オ ピニオ ン)と

報道(情 報伝達)と い う2つ の役割 を果 た して いる。 人類の 発展史 の中で考え る と、その

芯 にな って いるの は新 聞だ と考 え られ る。それ は、 マス コ ミの本 質の最 も大事 な ものが言

論 的 な ものだ と考 えて い るか らで あ る。

新聞 の形式 が始 ま ったの は、16世 紀 ベネ チアの 「ガセ ッタ」とい う新聞 で、近代 印刷

技 術の発 明 と国 際都 市国家 であ ったベネ チ アの情報 需要が 相 ま って、新聞 の最 初の形を生

み 出 した と言 われ てい る。 しか し、その 中身が言論 ・報道 両面で ど うであ ったかを研究 し

た もの はな い。他方 、19世 紀 の初 め、英国 での市民 レベ ルの政 治的、社会的運動 であ っ

た チ ャーチス ト運動 の機関誌 「ノーザ ンス ター」が 、近 代 マス コ ミ、つま り政治的 、社 会

的 に見 たマ ス コ ミの起 りと位置づ けをす る人が 少な くない。

その観点 か らす ると、 マス コ ミは最初 か ら非常 に社会 的、政治的 な市民 社会の1つ の神

経 系の よ うな形 で、す なわ ち個 々の民衆 の政 治参加 の基礎 と して登場 して くる。その流れ

の延 長線上 で、高速 印刷機 の登 場 と相 ま って、 アメ リカを中心 に して安 く情報 入手 で きる

マス コ ミの新 聞が 、近代 デモ クラ シー といわ れ る雰 囲気 と非常 にマ ッチ し、 デモ クラ シー

の 内容 、方法 、世論 の動向 に深 いか かわ りを持 ちなが ら発達 して くる。社会学 的には、 自

主的で 自由 な選 択の で きる、個 あ るいは個 人 の確立 にマ ス コ ミが大 いに貢献 した。 ダイ

ナ ミ ックな変化 が あ る都 市で は、 これ な くして 日々の生活 に対応で きない とい うことで
、

新聞の必 需の方 向を強 めた と思わ れ る。従 って 、それ は都 市中心 に、従来 の社会組織 の束

縛 か ら開放 され て、 自立 し、 自由に考え て行 動 を選 択で きるとい う近代 的な個 人、 これ と

マス コ ミの発 生 、発達、政治 的な役 割、社会 的 な役 割 とい うよ うな ものが複合 して出て き

た と考 え られ る。

言論 の立場 で考 え ると、近代 の デモ クラ シーを よ りよ く リフ ァイ ンさせ たい。 それ には、

それ を構 成す る単位 であ る自立 した個 人 は情報 的な平等 性を持 つ必 要があ る。 そ こで、民

意の代弁者 とい う言論 の役割が マ ス コ ミに課せ られ る。 自立 して選択 す る個人、民意 の代

弁 者で あるマ ス コ ミ、近代 のデ モ クラ シーの3つ の関係 は、不即不離 の関係であ る。1つ

が歪 む と他 が影 響を受 ける とい う意 味で相互 制約 的で あ り、3っ が各 々ない と成 り立 たな

い とい う意 味で は相 互依存 的であ る。

マス コ ミの及 ぼす 直接 的 な弊害 もあ り得 る。 部屋 の中で もマ スコ ミの届 ける情 報で大体

社会の状 況が 分か る。 それ は自立 した選択 す る個人の ため にはいいが、個の分散 、っ ま り

それぞれ が殻 に閉 じこもり、社会 的なっ なが りか ら切 り離 され る面が あ る。デ ー ビッ ド・

リースマ ンの 「孤 独 なる群衆 」で は、そ うい う切 り離 され た個人 に観察 の 目を向 けた。今

日の 日本 や アメ リカで は、 横糸の切れ た社会 、一応 の血縁 的な経緯で ある フ ァ ミリーさえ

崩れ て、 ホー ム レスが増え てい る。 これ はマス コ ミの機能が 行 き過 ぎた面 なのか、他の配

慮の足 りな い面 なのか分 か らない。

マス コ ミ機 関 はメデ ィアが どん どん増 え、 まだ まだ拡 大、増殖 し、複合化す るプ ロセ ス

にあ る。総 合 的な マス情 報の提供機能 が膨 らむにつれ て、 これ を外 か ら操 作 した り、影 響
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力 を与え よ うとす る意 図が政治 的、社 会的 に出て くる。 これ は企業 、役所 、政 治家 、様 々

な人が いろ いろな形で働 きか けて くる。例 えば、 「疑 似 イベ ン ト」。 イベ ン トが実 際な い

のに新聞 、 マス コ ミに報道 されれば 、あ るかの ご と く動 いて しま う様 な ことが あ る。 また、

政 府 と企業 の広 報体 制が厚 くな り、 プ レゼ ンテ ー シ ョンが巧 妙 にな り、情 報の操 作 と類型

化 の病 弊を生 む とい う可能性 があ る。 マ スコ ミと して は、マ ス コ ミ組 織 の経営理 念、従業

者の職 業倫理 、オ ンブズマ ンの システ ム等 で いろい ろ自戒 は してい る。

言論 的 に は、基 本 にな る芯 の部 分、 中立、公平 、不偏不 党 、忠 実 な真 実の報 道努力 、訴

え る手 段 を持 たない市民 にかわ って訴 え る気概 、人権尊 重、民 主主義 の擁護 な ど新聞倫理

綱領 に あ るアイテ ムを大 事 にす る必 要 があ る。 ところが 新聞 や マス コ ミは、社会 、政 治、

経 済、生 活の実態 に複 雑に入 り込 んで お り、様 々な注 文が あ り、 また コス トを安 く して内

容 を豊富 に したいので 、い ろいろ工夫 ・サー ビスを す る。 その結果 、商品 と して売 れて い

くので 、そ の機能 へ の期待 は どん どん 膨 らむ。 この機 能拡充 と言論 の芯 の部 分 とのバ ラ ン

スをど う持 ち得 るか は未来 に向か って も非常 に重要 だが 、現 在 のよ うに複 雑 に展開、発展 、

成熟 して い る社 会 を見 る と、機能面 もお ろそか にで きない。未来 の こ とを考え るには、機

能 的な拡大 は考え ざ るを得 な い し、収益 的 に も、言論 の中立性 を保つ ため にはあ る種 の収

支 バ ラ ンス は非常 に大事 な ことで あ る。

その機能 充実 の方 向 に は3つ あ る。1つ は、情 報 の豊 か さであ る。 それ は、情報 を刻む

こと、即 ち、 ミクロ的 にす る こと以外 にな い。例え ば、今 グ ラ リと揺 れ た ときに 「地 震だ、

震 源地 は、震 度 は、鉄 道 はど うな った、家 は ど うな った」 とどん どん情報 は刻 まれて い く。

それ らを ダイ ナ ミックに吸 い上げ て展 開 して こそ情 報 は豊 か にな る。様 々なニ ーズ にど こ

まで焦 点 をあて るか は別 に して、情 報の豊 か さが 機能充実 の1つ の方 向にあ る。 各新聞 の

内容 がみ んな 同 じ情 報で は、複数 の新聞 を取 る メ リッ トは少 ない。独 自性 を持 つ には、豊

か にす る必 要が あ る。

2番 目 は鮮度格 差で あ る。 あ る地域 や、 あ る立場 の人 に情報 が届 くの に、同 じ情報 が他

の人 には全 くブ ライ ン ドで は役 目を果 た した ことにな らない。鮮度格 差 は、同時性 、 リア

ル タイ ムで あ り、今 、新聞 界で猛然 と行わ れて るの は分散 印刷で あ る。

3番 目は、選択 の 自在性 で ある。情 報 の需要者 にと って、必要 な ものにで きるだ け接近

して、 自分 の ために報道 され 、提 供 され て いる とい う感覚 が ない といけ ない。 かな りの程

度 自分の 身辺 の関心事 に ミー トして い るとい う感 じが必 要で あ る。 それ には、幅 を広 くす

る必 要で あ る。 しか し、選ぶ 人の資質 に よ って は、1っ のパ ッケー ジに して書 いて欲 しい

とい うニ ーズ にな り、画一性 、 マス とい う問題 にぶ つか る。 また、情 報 的な主体性 、選ぶ

能力が市 民 社会全体 の レベル と して高 ま って きた場合 に も、 自分 に必要 な もの だけを選 び

と る方 向 と、み んな との共 通性 を求め る方 向 の2っ が考 え られ 、マ ス媒 体かパ ーソナル媒

体 かの マ ス コ ミの未来論 につ なが る問題 が あ る。

私 の考 えで は、情報 的主体性 が熟 して市民 、読者 、一般大衆 は、次 第 に 自主的選択 の幅

を広 げて くる。従 って、 それ に対応 す る情 報提供体 制、 メデ ィアの選 択 、開発 を急 ぐ必 要

が あ る。 それ は、少なか らず コンピュー タと関係 があ る。作 り分 け、配 り分 け、またプ ー

ル して デー タベ ー スの様 な もので どん どん選ぶ ことが大事 に な って くる。 それ に応 じて 、

新 聞や テ レビ、そ うい うあ る種 の複合体 が 、市 民社 会の中立的 な情 報 セ ンター とい う性格

をお び るこ とにな るだ ろ う。
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そ うい う点 を考え る と、21世 紀 のマ ス コ ミは必ず しもマスでな く、 マスの 中に選択 の

バ ラエテ ィーを持 って 、様 々な社会 階層 に訴 えか け る可 能性 をメデ ィア的 に も、情報 的 に

も整備 す る必要 があ る。 それ を コンピュー タが どれ だけ助 け られ るか とい うの は非常 に重

要だ ろ う。現在 の マス コ ミの コ ンピュー タ利用 は、 まだ部分 的な活 用 に過 ぎない。省 力、

デ ー タベ ース と創 造的活 用 および多重活用 な ど多 くあ る。例え ば、1つ の情 報 を コンビh

－タ システ ムの 中で様 々な もの に投 げ分 けた り
、選 ばせた りす る ことがで きな けれ ばな ら

な い。

東欧 の民主化 の要因 と して 、テ レビの情 報的 なサ イ ドに注 目す る必要 があ る。東 ドイ ツ

で は、1所 帯 にほぼ1台 の割合 でテ レビ受 像機が 普及 してお り、全部 西独や近隣の ものが

入 る。他 の東欧諸 国で も同様で あ る。東欧 の民主 化 は、そ うい う情報化 の1つ の結果で も

あ る。 ヨー ロ ッパ の衛星 事情 、放 送、 その他の近 況を見 ると、今後 、オープ ンスカイポ リ

シーで様 々な ものが交錯 す るで あ ろ うし、言語 障壁 はあるが 、人権 、 自由、 自主な どに深

い関係 を持 って くるだ ろ う。

様 々な問題 を は らみ なが ら今後進 んで い く21世 紀の社会 に向か って、マス とい う単調

な ものだ けで は役 目を果 たせ ないが、我 々はその 中を どん どん細か くしなが ら選択に も耐

え、あ るいは情 報主体 性 も期 待 しなが ら進 む。そ うい った仕 事を進め る上で 、幾 つかの問

題 を指摘 してお きたい。例 えば デー タベ ースの場合 、あ る 目的を持 って、過去 にあ った も

のをデ ー タベー スの 中 に入 れ るの はいいが 、 コ ンピュー タネ ッ トワー クの上で ビジネ スが

進 む と、 その上 で発生 す る経 済的 な トラ ンザ ク シ ョンや軌跡 がその ままデータにな る。そ

うい う市場活動 に随伴 して蓄積 され るデ ータを ど うと らえ るかが重 要な問題で ある。

これ に着手 して いるのが ロイ ター通信 社で あ り、みん なが端末機 に コン トリビュ一 夕と

い う名前で取 引情報 を入れ 、オ フ ァー し、 それを買 う。 そ こにはマ ーケ ッ トが コンピュー

ターの中 に入 り込んで しま ってい るので、従来 の取 引のよ うな もの はな い。 これが ど うい

う形 で発展す るか。市 場活動 随伴型 のデー タベ ース と して誰で も使 え るよ うにす る必要 が

あ るが 、そ こに どん な問題が発 生す るか、 これ は1っ の大 きな問題 であ る。

現在 起 こ っていて1番 重要 なの は、金 融 と実態 経済取 引活動 の乖離 であ る。 サー ビス も

含め て実の ある取 引が大 体年 間3兆 ドル ぐらい と思われ るの に対 して、株、為替 などの コ

ンピュー タによ る金融取 引 は110兆 ドル、約35～36倍 に達 して いる と思われ る。金 だけが

デ ジタル通信 とコ ンピュー タ との間を回 るだ けで、従来 の為替の理論 と関係 な く、為替が

動いて しま う。 しか も3極 体制で リアル タイムで 動 いて い る。 この 関係を今後、 ど うフ ォ

ロー してい くか。

金融 デー タだ けでは な く、あ らゆ る取 引が コン ピュータ、デ ジタルネ ッ トワー クシステ

ムの中 に入 り込んで くる。 この システ ム共有 時代 は ボーダ レス、 リアル タイ ム化を うなが

し、国際化が 人 々の効率、幸 せ に役立 っ反面 、国家 の枠 を どん どん越 えて動 いて行 く。従

って、地域 の政 治 との摩擦 は ます ます 激 しくな る。 その結果 と しての多角 的な構造調整の

話 、構 造協議 は もっと出て くるだ ろ う。

あ る人 は経済 空間 と生命空 間があ って、 それが軋礫 を起 こす とい うが 、経 済実態の大変

革 、ボ ーダ レス化、 ネー シ ョンステ ー トとの摩擦 、 その様 な ものを ど う考 えてい くか。 い

ずれ に して も、非常 にダ イナ ミックな 、多角 的な動 きが 出て くる と思 う。
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21世 紀 の 産 業 社 会 の イ メ ー ジ と 技 術

慶応義塾大学 商学部教授 井原哲夫

現 在 の産業社 会 は、一 言で い うと 「大企 業主導型経 済 」 といえ る。江戸 時代 まで遡 れば

大 企業 は存在 せず、 ここ100余 年で この よ うな産業 社会 に変 わ って きたのに は理 由が あ り、

その理 由が 、今後 どのよ うに変化 す るか に注 目すれば、 おお よその未来 の姿が見 えて くる。

現在 の大 企業全盛 時代 を作 り出 した理 由の1つ は技術で あ る。 昔 は、 自動車 は修 理工場

の よ うな と ころで作 って いたのが 、T型 フ ォー ドの工場 に見 られ るよ うに技術 の変化が生

産 の場 を大 き くしてい き、それ を保 有 した大 企業が更 に大 き くな って きた。 同時 に、3次

産業 の中で 、エ ネル ギー、運輸 、通信 な どは、規模 を大 き くした方が よ り質が 高 く、 よ り

低 コス トで供給 で きる とい うことで大 企業化 して きた。

もう1つ の変化 の理 由 は、 サ ー ビス経済化 であ る。 これ は、物 を作 らな くな ったのでな

く、物 を作 るのが簡単 に な った こ とを背景 に して起 こった現 象で あ る。昔 は、物 を作 るの

が非 常 に大変 で、 しか も、多 くの人 が物 を欲 しが ったために、物作 りに多 くの人が携 わ り、

物 作 りか ら多 くの付加 価値が 生 じ、 これ が物中心 社会の原理 とな って い る。

と ころが 、物 を作 るのが技 術革新 によ り簡単 にな って くると、一定 の労働で 多 くの物が

手 に入 るよ うにな り、実質所 得が 上昇 す る と、物 商品で いえ ば、人 々は機能商 品で はな く、

ち ょっ と気 の利 いた商 品を求 ある よ うに な る。気の利 いた商品 とい うの は、多 くの人が 集

ま って 、商品企 画、 デザ イ ン、材料 、売 り方 、広告 の仕方 を工 夫 して生 まれて くる。 っま

り、多 くのサ ー ビスが イ ンプ ッ トされた商 品が増 えて くる。 ま た、人 々は直接的 なサ ー ビ

ス も求 めて くるよ うにな って きて お り、加 工 ほど効 率化が進 まなか ったため に、多 くの人

手 を必 要 と し、 サー ビスか ら多 くの付加価 値が生 まれ た。 これが サ ー ビス経済化 の原理 と

な って いる。

サー ビス経 済化 が進 むにつれ て、一 企業 に例 を とれ ば、工場 に配置 され る人が どん どん

減 って い き、本社 、研究 所、支社 、営 業所 な どの サー ビス部 門 に多 くの人 が配置 され るよ

うに な って くる。 そ して、 このサ ー ビス部 門の姿が 分業化 の方 向へ大 き く変わ ってい くと

考 え られ る。

現在 、サ ー ビス部 門 の分 業化 は製 造部 門 に比 べ進んで い るとはいえ ない。 それ は物の取

引が2次 元(品 質 ・価格)で あるの に対 し、サ ー ビスは4次 元(時 間 ・場所 ・質 ・価格)

で取 引 され、特 に、時 間 ・場所 の マ ッチ ングが行わ れ る必要が あ る ことか ら企業 内に多 く

のサ ー ビス部 門を抱 え込んで い る。 しか し、オ フ ィススペ ー スの 費用 や人件 費(固 定 費)

が上昇 して い くと稼 働率が 問題 とな って くる。 サ ー ビスの 需要 は平準 化 してあ るわけで は

な いか ら、稼 働率 が問題 にな って くる と外部 のサ ー ビスを利用 した方が よ い ことにな り、

企業 は 「外 注化 」、 「分 社化 」の方 向 に進ん で い く。

一 方で 、企業 内で 自給 して いたサ ー ビスを肩代わ りす るよ うなニ ュー ビジネ スが興 って

きて い る。 これ は1つ の企業 のサ ー ビス(機 能)の 分解 といえ る。機能 が分解 で き るため

に は、必要 な ときにミ各 サ ー ビス機能 を簡 単 に低 コス トで融 合で きな けれ ば な らず、情報

処 理技 術が 大 き く関わ って くる。例 え ば、 「チ ケ ッ トぴあ」 とい うの は、 コンピュー タと

通信技 術 を使 い、4次 元か らな る情報 の供給 と需要 のマ ッチ ングを低 コス トで行 って いる
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といえ る。 「み ど りの窓 口」 も同様で あ る。,

このよ うに分解 した機 能 を容易 に低 コス トで融合 す る技 術が どの程度 進むか とい うこと

が 、 これか らの産 業 と社 会の姿 を決定 して い くと考 え る。例 えば、テ レビ会議 システムは、

4次 元の要素 の うち1っ(場 所)を 減 ら しコス トを下 げ る効果 を持 つが、facetofaceの

感覚 を持つ ことが で き るこ とが 、技術 と して重要 にな って くる。

また、新商品 を開発 す る ときは、 これ まで は商品企画 部門 と加工部 門の連携が非常 に重

要 とされて いた。それ は加工技 術(ロ ボ ッ ト)が 柔軟性 を持 っていなか ったか らで 、柔 軟

性 が高 まれ ば、密 な連 携 を しな くとも、商品企 画部門 の要求 をあ る範囲で満 たす ことが可

能 にな って 、 この2っ が 同一 企業 内に存在す る必 然性 がな くな る。既 に、加工技術 におい

て 柔軟性が 高い分野 で は分離 されて い る。業種 で い うとアパ レル産業 、出版業 や建築業 な

どであ る。

併せて 、 この商品 企画 の部分 は、1)メ ーカ 自身が商 品企画部 門を持つ、2)商 品企 画専 門

企 業の 出現 、3)大 型 小売店 が 自 ら商品企画部 門を持 って企画 し、 メーカに発注 、プ ライベ

ー トブラ ン ドによ る販売 、4)デ ィスプ レイを見なが ら消費者 自 ら商品企画 す る、な ど多様

化 して い く。

この よ うに、従来 一企業 内 にあ った部 門が分離 した社会 で は、約束 を守 るとい うことが

大 変重要 なモ ラルにな る と考え る。 別の いい方をす れば 「予約 」とい うことであ り、サ ー

ビス化社会 とは 「予 約社会 」 といえ る。

世の 中は4次 元 の情報 に よる予約 が複雑 に絡んで い るが 、情報処理 や通信 技術 によ って

うま くマ ッチ ングがで き ると、 これ まで とは違 った産 業社 会が生 まれ る可能 性があ る。
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金 融 ・証 券 の 自 由 化 ・国 際 化 ・シ ス テ ム 化 に よ る

変 貌 と 今 後 の 方 向

(株)日 本興業銀行 常務取締役 小口邦彦

金融 業務 が この 自由化 ・国 際化で ど う変貌 して きたか、 それが情 報技 術革新 とど うい う

ふ うにかか わ って きたか とい う視点 で、金融 の動 向にっ いて報告 す る。

1.金 融 ・証 券の 自由化 ・国 際化 と情 報技術 革新

1)金 融 ・証 券の 自由化 ・国 際化の進展

この 自由化 ・国 際化 い うの は、 オ イル シ ョック以 後の マネ ーフ ローの変化か ら始 ま り、

昭和59年 の 日米 円 ドル委員会 の報告 を契機 に して急 速 に 自由化が進 ん だ と言え る。 また、

昭和60年 のG5に よ る円高傾 向へ の転換 と日本経 済の急成 長が相 ま って円の国 際化が 一層

進ん だ。

〔自由化〕

この 自由化 は、金利 の 自由化 と業務の 自由化 と2つ に分 けて考 え られ る。

金利の 自由化 は、CD(譲 渡性 貯金)、60年 にMMCと か大 口定期 預金 などが 登場 して 、

金利 自由化が大幅 に進ん だ。 また最近で は新短期 プ ライ ム レー トが 出て、金利 の基本 とな

るプ ライ ム レー トが市場 金利を ベ ースに設 定 され るよ うに な り、 自由化が いよいよ本格化

して きてい る。

業務 の 自由化 は、 ア メ リカの 強 い要求 が き っか けで短 期金 融市場 、あ るいは先物市場 な

どが創設 され 、 さ らに証 券 ・銀 行 と も新 た な収 益源 を求 めて 、相互 に相乗 りす る、あ るい

は複合 商品で競 争す る とい うよ うな形 で 自由化 が進展 して きて いる。そ のなかで現先市場 、

CP市 場 、 中国 フ ァン ド等新 しく登場 した市場 や商 品の多 くの もの は、 コン ピュー タシス

テ ムに強 くかかわ って い る。

その ほか 自由競争 の環境づ くりと して 、相 銀の普 通銀行へ の転換 等の 金融制度 の見 直 し

が叫 ん にな って いる。

〔国 際化〕

昭和60年 の円 の国際化 の進 展以 降、 円立 て金融 商品 の市 場の活 発化 、あ るいはユー ロ円

市場 とか 、東京 オ フ シ ョア市 場 の創設 な どが行 われ、 金融 の グ ローバ ル化が一層 進行 して

い る。

2)金 融証 券業務 の変化 と背景

自由化 ・国 際化 は上述 の形で 進ん で きて い るが、 この結果 、内外 の資本 交流が活発化 し、

我が国 の企業が 海外で 資金 を調 達す る とか 、あ るいは海外 の債 券へ の資金運 用、金融機関

の相互 進 出 とい ったよ うな形 で国 際化 が進 んで い る。 言 い換 えれ ば この 金融資本市場が グ

ローバルの次 元で 内外 市場 の一体化 が進ん で いる と言え る。

この背景 と して 次の3っ があ げ られ る。

第1は 、民間 資金需給 が昭和60年 を前 後 して急 速 に変化 した。 資金余 剰時代 を迎えて、

金利 が 自由市場で の調整 に委ね られ る とい う条件 が整 った とい う要因 もあ り、企業サ イ ド
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と して も、財 テ クや海外金 融市場で の活用 の機会 を求 め た背 景があ る。

第2は 、民 間資 金の余剰 に対 して 、国側 の方 は財政 赤字が 表面化 して国債依 存が高 まり、

国債の 円滑 な発行 が最重要課題 にな って きた。 この結 果、国 債の消化環境 の整備 のため に

現 先市場 、先物 市場 、 中国 フ ァン ドな どを積 極的 に容 認 して い く姿勢が あ った。

第3は 、 この様 な 自由化 の流れの 中で規 制の緩和(デ ィ レギ ュ レー ション)と 情 報技術

の急速 な進歩が あ った。

3)情 報通信技術 の進歩 と コンピュータ リゼ ー ション

金融業務変貌 のベ ー スと して情 報通 信技術 の革新、 あ るいは コン ピュータ リゼー シ ョン

の進展 が大 きな役割 を果た して きた。複 雑 な資金の流れ 、あ るいは国際的な金融取 引網 は

っ ま るところ情 報処理 その もの に置 きかえ られ る。 〈金 融の情報産業化 〉

さ らに この コンピュー タに よる システム処理が非常 に高度 化 し、金融取 引の遠隔地 間の一

体化 、即 時化が進 展 し、また情報 システ ム機能 によ る新 しい金融取 引やサ ー ビスが多 く生

まれ てい る。

2.今 後 の課 題 と方向 … 新情報 処理へ の期待

金融 の展望 の裏 に システ ムが存在 して い るが 、 ここで は今 後 この分野で コン ピュータ リ

ゼ ー シ ョン、な い しはニ ュー ロコ ンピ ュー タへの期 待 と して何 が考え られ るか とい う材料

を若干整理 してみ る。1)金 融 関連 の情 報 システム対応 上の課題

〔業務オ ンライ ンシステムへ の対応 〕

第3次 オ ンライ ンで は、勘定 系 、情 報系 、対 外取 引系、証券 系、国際系、 この5つ の分

散 システムを組 み合 わせて総合 的金融 システ ムの確立 を指向 してい る。懸案 のネ ックは、

自由化 ・国 際化 で非常 に多様化 し、複 雑化 した業務 を システム化 す ることが非常 に難 しい

ことであ る。例 え ばデ ータ量が膨 大 にな る。 あ るいは システ ムニ ーズ も多面化 、高度化 し

て 、 これ に対 す る対応 力 との ギ ャップが大 き くな った ことが あ る。

もう1つ は ノイ マ ン型 コ ンピュー タシステムの本質 的な矛盾 、つ まりニ ーズを固 めて、

あ る程度 フ ィックス した上 で仕様 を決定 し、 システ ムを設 計 してい くとい う、 この開発の

プ ロセ スか らくる宿命 的な問題 点が今 出て きて い る。

〔業務取 引面の システム対 応)

金融 その ものが 流動化 し、時価 要素が 入 って きて いるため、 システ ムその ものへ のニ ー

ズが非常 に複雑 、高度 にな って きて いる。 また、市場性商品 が増加 す ることによ り、高度

なALM機 能が要求 され る ことと、 もう1っ は資本 市場取 引がふえ て、っ まり為替 、証券

市 場 におけ る足の速 い取引が 多 くな り、 この システ ム対応が 、 また非常 に多様 でかっ広域

化 の要素が 含 まれ る様 にな って きた。 いず れ も難 しい要 求が な されて きて い るとい う問題

が あ る。

〔経 営管理面 の システ ムサ ポー ト)

予算 管理 、 目標 管理 の高度化 とか 、金融 リス ク管理 な ど、 シ ミュ レー シ ョン、予測 とい

うよ うな比較 的あ いまいな概念 が許 され る分野 であ るが 、 こ うい う経 営管理面へ の システ

ムサポ ー トも情報 システム対応上 の課題 と して 指摘で きる。
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〔セキ ュ リテ ィ問題〕

障害、犯 罪、 災害へ の安全対 策が あ る。

この 中で3番 目を 除 くと、勘定、 あ るいは契約 にか かわ る もの 、セ キ ュ リテ ィにかか わ

る もので 、正確性 、安 全性 とい うのが 大前提 となる。 っ ま り曖昧 さが許 され ない、 これ ら

の課題 に対 す るソ リュー シ ョンと して ど う考 え るか。

2)期 待 され る ソ リュー ション

〔第1段 階〕 … 現 行 テ クノロ ジー ・レベルでの対応

これ は業務 オ ンライ ンへ の対応が 中心 だが、現在 の ノイマ ン型 コ ンピュー タシステ ムの

若干の 工夫 とい うよ うな ことで対応 せ ざるを得 ない。例 え ばデ ー タベ ース システ ムの機 能

の高度 化で あ るとか 、分散処 理 システ ムの体 系の確立(ワ ー クステ ー シ ョン、店内 オ ンラ

イ ンと統合 システム との組 み合わせ)、 あ るい はアプ リケー シ ョン技術 の工 夫、改良 が進

め られ て いる。

〔第2段 階〕 … 限定範 囲での人 工知能技 術 の応 用

これ はルール と経 験則 をプ ロ グラ ミング して初歩 の学 習機能 、知識 を活 用す る ことで あ

る。例 え ばエキ スパ ー トシステム とか、 ソフ ト開発の柔 軟性、機 動性 、つ ま り効率 化の手

が か りと しての サ ポー トを受 け る。 あ るいは リス ク対策 で、例 えば安 全対策の運用 システ

ムの監視機 能 に局 部的 な対応 をす る。 これ は既 に一部で 実験 的な システ ムがつ くられて い

るが、 これが第2段 階 と して1つ 進ん だ形 と考 えて い る。

〔第3段 階〕 … 新情 報処 理技術へ の期待 と夢

新情報 処理技 術へ の期待 にな るが 、ニ ュー ロと超並 列超分 散処理 の組み合 わせ によ る も

のが実現 で きれば高度 な コン ピュー タ活用 の レベ ルに達す るので は ないか。 この場合 は金

融業務 の非常 に多様化 、高度 化 したニ ーズに応 え 、ま た経 済予測等 へ の学 習機能 の活 用 な

どが実 現す るので はな いか。 この場 合 は高度な コン ピュー タに加 えて 、技 術者 を含 めた環

境づ くりが 大前提 にな るので はないか と考え られ る。
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21世 紀 の交 通 体 系 に つ い て

東海旅客鉄道㈱ 取締役副社長 葛西敬之

近年 まで、鉄道 の全輸送期 間 に対 す る シェアは低下 して参 りま した。 これ は、他 の輸送

機 関(特 に 自動車 ・飛行機)の 性能 向上、 大型化 、ス ピー ドア ップ、 あるいはイ ンフラス

トラクチ ャの整備が進 ん だ事 な どの他 に、 国鉄が全 国一 本の経 営体 によ り非 効率 的な経営

を して いた事 が背景 にあ った と考 え られ ます。

昭和62年 の国鉄 の分 割 ・民 営化後 、JR各 社の経営 が活性化 し、鉄道の復権 とい う言葉

を耳 にす るほ ど輸送量 はか な り伸 び、鉄 道 の シェアは少 しず つ増 えて いるのが現状です。

とりわ け、民 営化 当初 の予想 に比 べて、東海 道新幹線 の輸 送需要 は安定 した伸 びを見せ て

お り、現時点 で既 に輸 送力 の限界 に達 して い ます。特 に、東京 ・大阪間 は、今後情報化が

進 むにっれ 、輸送需要 もよ り一層 増大 して来 ることが予想 され るため、来世紀 に向けて 、

この地域 をカバ ーす る輸送 力を増 強 して い く必要が あ ります。 このため、今世紀 中には現

在 の東海道新幹 線を 改良す る ことで輸送 力 を増 強 させ る一 方、来世紀 に向 けて東京 ・大阪

間 を別 ル ー トで結ぶ 中央新幹線 の敷設 を計画 して います。

さて、現在 の東海道新 幹線 を維 持 し、更 に輸 送力、サ ー ビス、安全性 を向上 させて ゆ く

た めに、大 き く別 けて3っ の問題 点が あ ります。

第1は 、輸送 力が慢性 的 に不足 して い るこ とです。現在 の施設で可能 な列車の増 発や こ

だ ま号 の編成両数 を多 くす る等 の努力 は して いますが、東京 か ら大井の車 両基地までの回

送 列車 が営業列車増 発 の余 地を圧迫 して 、 これ以上 の運 行が不 可能 とな ってい ます。 この

ため、 品川 付近 に新 駅 を作 り、回送 列車 と重 な らない折 り返 しの営業列車 を新たに追 加設

定 したい と考え てい ます。

第2は 、開業以来 ス ピー ドア ップがあ ま りなされ ていな い ことです。現 在東京 ・新大阪

間を2時 間30分 で営 業運転 す る ことを 目指 し、従来 の新 幹線 車両を よ り軽量 化 ・改良 した

列 車で試験 中で あ り、 この実現 によ って ス ピー ド面 で相 当 な改善が 出来 る と考 えてい ます。

第3の 問題 は、軌 道の構造 が脆弱 な ことです。東海道 新幹線 は、東北 ・上越新幹線 のよ

うな耐久性 に優れ たス ラブ軌道 と異 な り、雨 風 に弱 い上 に構造物 の老朽化 も進 んでいます。

そ のた め、保 守 ・管理 には多 大な労働 力が必 要 とな ってい ます が、一方で 、将来 に亘 って

保守要 員 を安定 的 に確 保す る ことは困 難 な状 態 にあ ります。 これ らの問題 を解決 す るため、

東海道 新幹線 も、東北 ・上越新幹 線 のよ うな スラブ軌道 に切 り替 えてゆ き、安全性 の確 保

と省 力化を図 ってゆ きたい と考 えて います。

以上 の よ うに、今世紀 中 は、現 在の東 海道新 幹線 の問題 点を少 しず つ改善 して使 ってゆ

け た らと考え てい ますが 、東京 ・大阪 間 とい う国家 の大動脈 を支え るための輸送力 と して

は いず れ不充分 とな る事が 予想 され ます。 そ のために、東海 道新幹線 の機能 を代替えす る

21世 紀 の新 しい輸送機関 と して の中央新 幹線 を、で きるだけ早期 に建 設 して ゆきたい と

考 えて います。

来世紀 に向 けて の中央新幹線 建設 に あた って 、どのよ うな ものを作 ってい くか とい う事

で2っ の選択 枝が あ ります。

1っ は磁気 浮上式 の リニ アエ クスプ レス と言われ る もので す。 この方式 の メ リッ トは、
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接 触せず に走行 す るために 、実 用速度 で500km/hを 目標 にで きるほか、 メ ンテ ナ ンス も少

な くて 済み、騒 音 ・振動 も在 来新幹線 の改良 型 よ りも小 さい事が予 想 され 、更 には地 上制

御が可能 とな る事で オペ レー シ ョンの省 力化 が図れ る事 な どが あ ります。 逆 に、問題 点 と

して は、超電導 磁石 の信 頼度 が充 分でな い点 と、 コス ト面(と りわ け地上 の コイル)で 割

高 にな る点 な どが あ ります。

これ に対 して在来新 幹線 の改良型 でや って ゆ く方 式 もあ ります 。 この方式の メ リッ トは

現在 の車両技 術水準 で もあま り無理 をせず に制作 が 出来 る現実性 の高 さにあ りますが 、騒

音 ・振 動問題 に関 して規制 の厳 しいわが 国で は、 フラ ンスのTGVの よ うに簡単 に高速 走

行で きるか ど うか は疑 問で す。

私共 と して は、性能 上 の メ リッ トも多 く、所要 時 間を大幅 に短 縮 で きる リニアエ クスプ

レスを是非共 実現 した い と考え てい ます が、実 現 まで の時 間的な制約 、技術 開発の進 捗度 、

コス トパ フ ォーマ ンス等 も勘案 して 、 この5年 間 くらいで リニ アエ クスプ レスか在来 新幹

線 の改良型 か を最終 的 に決 断 しな けれ ばな りません。

在 来新幹線 の 改良 型で も、 自動制御 によ る列 車運転 等 によ り省力 化 は可能 ですが 、や は

り従来の交 通体 系の壁 を破 る もの と しての リニ アエ クスプ レスの 開発 を集 中的 に進 めて み

たい と考 えて います。

それで は リニ アエ クスプ レスが技 術的 に可 能 とな った際 には、それ は どの よ うな形 を と

り、交通 体系 に どの よ うな影 響 を与 え るの で しょうか。 まず 、 リニ アエ クスプ レスが必 要

とされ 、 また コス ト的 に見 合 う区間 は東京 ・大阪 間 に限定 され るで しょうか ら、東京 と新

大阪 で在来 の新幹線 に接続 す る形 になる事 が望 ま しいで しょう。 また、 リニアエ クスプ レ

スを長距離通 勤 に とい う声 もあ りますが 、幾 つ もの駅 で停 車をす る通 勤輸送 に は在来 新幹

線 の改良型 の方 がよ り好 ま しいため 、その実現可 能性 は低 い もの と思われ ます。従 って 、

東 京 ・大阪 間 の リニ アエ クスプ レスに両端か ら在来 の新幹線 が接続 す るとい う新 たな交通

体 系が暫 く続 く形 にな る事で しょう。 また、その 際に も リニ アエ クスプ レスの ネ ッ トワー

クがで きるわ けで はな いため、超長 距離 の航 空輸送 とは共 存が可 能で あろ う と考 え られ ま

す。

現在 、以上 の よ うな新 しい交通 体系 の構 築 を 目指 し、運輸 省の指導 で中央新 幹線沿 線の

地 質、地形調 査 を行 ってい ますが 、 いず れ経 済調 査 、環境調 査 も実施 して 中央 新幹線 の建

設 を促進 し、 また技術 開発の レベ ルによ って は リニ アの適 用 も積極 的 に検討 して い きたい

と考えて い ます 。
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や ぶ に ら み ソ フ トウ ェ ア 史

情報処理振興事業協会 理事 上条史彦

新 しい コン ピュー タアーキテ クチ ャを求 めた くな る動機 の1っ に ソフ トウェア問題 があ

る。在来 型 の アーキテ クチ ャに固執 す る限 り、 巨大化 し、 さ らに肥 大化へ の道 を歩ん で い

る ソフ トウ ェアに対 して即効性 のあ る処 方箋が考 え難 いか らで あ る。

新 しい アーキテ クチ ャを考 え出す こと自身 、大変難 しい問題 であ る。 それがで きた と し

て、そ れ によ って ソフ トウ ェア問題が解 決 され るとい う見通 しをつけ るこ とは、 さらに困

難 な課題 だ、 といえよ う。一般 に新 しい アーキテ クチ ャは高水準 プ ログラム言語 を前提 と

して設計 され るた め,、 プ ロ グラムステ ップを単 位 と して規模 を計 れば、 同程度 の機能 を

持つ ソフ トウ ェアは著 しく小 さ くで きる。

ところが現在 問題 とな って い るソフ トウ ェア も初め か ら巨大 だ った訳で はない。 コンピ

ュータの応用が ハ ー ドウェア設計 時 の想定 を はか るに越 えて いる ことが原因で ある。早 い

話、最近 全盛 時代 を迎 えて いる ワープ ロのよ うに、機能 の全て をハー ドウ ェア(マ イ クロ

コー ドを含め て)に で きれば 、 ソフ トウェア問題 は製造工 場の 中に閉 じ込あ られて しま う。

規模問題 は コン ピュー タと人 間の間 の溝 の広 さを示す バ ロメー タで あ ろ う。人間の望み

は高 く、果 て しな い。少 しで も多 く期待 に応 え よ うとす ると、新 しい コン ピュータで もソ

フ トウ ェアを肥 大化 させ る しか ない。

両者の 間の溝 幅が技術 の進 歩 に比 べて あま りに も大 きいため、新 しいアーキテ クチ ャに

も今 と同 じ運 命 が待 ち受 けて いる可 能性が あ る。 それを避 け るため には問題 の溝 が何かを

突 き止め る必 要 があ ろ う。 その ための1っ の材料 と して 、現 在の ソフ トウェア、特 にOS

が どの様 な道 を辿 って 巨大化 したかを振 り返 ってみ た い。

1.ソ フ トウ ェア の 構 成

コ ン ピ ュー タ の ソ フ トウ ェ ア に は シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム とア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラ ムが

あ る。 ソフ トウ ェ ア構 成 の 中 で 主 要 な 位 置 を 占め 、 か っ も っ と も大 き な規 模 を 有 す るの は

シス テ ム プ ロ グ ラ ムな か で もOS(OperatingSystem)で あ ろ う。OSを 介 さな い で ハ ー

ドウ ェ ア は使 え な い し、 ア プ リケ ー シ ョ ンの デ ー タ処 理 機 能 もOSに 依 存 して い るか らで

あ る。

最 近OSに 次 ぐ規 模 の ソフ トウ ェ ア、 た と え ば デ ー タベ ー ス管 理 系 とか 、 オ ンラ イ ンア

プ リケ ー シ ョ ン系 が 重 要 に な って き て い るが 、 こ こ で は ソ フ トウ ェ ア問 題 の代 表 と してO

Sだ け を 取 り上 げ る。

2.コ ン ピュー タの機 能 と ソフ トウ ェアの役割

コンピュー タの役割 は、ユ ーザの期待 に即 した形で 、高速 、正確 、かっ経済 的に入力を

出力 に変換 す る ことで あ る。 その過程で のOSの 役割 は運 転 の 自動 化、使 いやす さの向上 、

デ ータ処理 上 の安全の確保 の3点 に要約で きる。 一方 アプ リケー シ ョンソフ トウ ェアの役

割 は人 間が 求 め るデ ー タ処理 、即 ちデー タ変換 の 規約の実 現 とい うことにな る。
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3.OSの 発 展 史

OSに は3つ の 流 れ が 認 め られ る。 ス タ ッキ ン グ指 向 、 オ ン ラ イ ン指 向 、 デ マ ン ド指 向

で あ る。 ス タ ッキ ング の ア イ デ ア(Strachy1953)は バ ッチ処 理 系 と して 、 オ ンラ イ ン指

向 は トラ ンザ ク シ ョ ン処 理 系(SAGE1950-8、SABRE1955-64な ど)と して 、 デ マ ン ド指 向

は対 話 処 理 系(CTSSl964、GMRGRAPHICSl968-70な ど)と して 、 そ れ ぞ れ 実 現 され た。

a)処 理形 態の統 合化

3種 の異 な った流れ の統 合 化 はユ ー ザ側 の 強 い望 み であ り、そ の実 現が 図 られ たの が

1960年 代 の後半で あ る。 前提 と してハ ー ドウ ェアアーキテ クチ ャの革 新が求 め られ た。い

わ ゆ るフル ライ ン概 念が それで あ る。処 理能 力の大小 に拘 らず 命令 セ ッ トを統 一 し、かっ

入 出 カ イ ンタ フ エー スの規 格 統一 が 必 要 だ った。IBM360シ リーズ のOS(OS360

1964)が 先 駆的実 用例 であ る。

統 合化 は 巨大化 の始 ま りで もあ った。 ほん らい利用環 境の違 いを効 率的 に吸収す る方 便

と して使 われ ていた ソフ トウ ェアが 、巨大化 、複雑化 した ことによ り、簡単 に は改変 で き

な くな った。柔 らか い ソフ トウェアか ら硬 い ソフ トウェアへ の退化 であ る。 巨大 アプ リケ

ー シ ョン系で も同 じ現 象が起 きて いる。機能 の高度化 が求 め られ る とと もに、環境変 動 に

対 す る即 効性が 期待 され る結果 、ユ ーザ は 自縄 自縛 の状況 にな った。

b)仮 想 化

硬 い ソフ トウ ェアの柔軟性 を回復 しよ うとす るひ とつ の方 策が 、OSで は仮想 化戦略で

あ る。 装置仮 想化 はハ ー ドウ ェアの装 置個 別 の特性 を抽象化 して、装置 のア ドレスや デー

タ記録 構造 に煩わ されず に ソフ トウェアが 開 発で きる手立 てを提 供す る。 ご く初 期のIB

Mバ ッチ処理OS(IBSYS/IBJOB1963)で 論理装 置 と して採用 され た。主記 憶装 置 にっ い

て はMITの タイ ムシ ェア リングOS(MULTICS1964-8)で セ グメ ンテー シ ョン ・ペ ー ジ

ングと して実現 されて いる。演算装 置 自体 を一 種の シ ミュ レー タ(仮 想計 算機)と して動

作 させれ ば、何種 類 ものOSを 動 作 させ る ことがで き(CP671968)、 ソフ トウ ェア開発

環境 と して は理想 的 な システムにな る。

c)分 散 化

デ ー タ通信網 の発達 に と もな い、通信 網 と多数 の コ ンピュー タを接続 して1つ の システ

ムと して機能 させ る ことが で きるよ うに な った。 コ ンピュー タ システ ムの分散 化で あ る。

最 初 に分 散 系 の 実 験 に成 功 した の は ア メ リカ国 防 省 のALPA計 画 で あ る(ARPANET

1970)。ALPAネ ッ トは単 に設 置場所 の異 な るコ ンピュータを接 続 して相 互利用 で きる

よ うに した(地 域 分散)だ けで はな く、 コ ンピュータ ごとにその システムの特 徴 を生か し

た形 での利 用(機 能分散)が で きるよ うに した。機能分 散の典型 はデー タベ ース提 供 サー

ビスで、 コ ンピュータネ ッ トワー クな しには現 在の商用 デ ー タベ ースの発達 は考 え られ な

い。

d)ソ フ トウ ェア開発環 境

ソフ トウ ェア問題 の解決 にはプ ログラム開発の機械 化が必要 で ある。現在 の ソフ トウ ェ

ア技術 で はプ ログ ラムの 自動 開発 は夢の また夢だ 。人手 によ る開発 作業を支援 す る道 具だ
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て(ソ フ トウェア開発環境)が ぜ ひ と も必 要で ある。 ソフ トウェア開発環境 の主役 は ソフ

トウ ェアツール と呼 ばれ るプ ログ ラム群で あ る。 ツール は古 くか らあ ったが 、1っ の技術

分野 と して認 め られ たの は1975年 の国際 ソフ トウ ェア工学会議 であ ろ う。 その後大勢の研

究者 が合理 的な ソフ トウ ェア開発手 法の発 見 に務 め(ISDOS1977な ど)、 コンピュータ企

業 も多額の投 資を して(ADAPROGRAMMINGSUPPORTENVIRONMENTl980な ど)手 法の実現 に

努 めて きた。 しか しそ うした努 力か ら得 られ る進歩 をはか るに上 回 る勢 いで ソフ トウェア

開発 需要が伸 びて い る。 ツール類の基本 部分 は早かれ遅 かれOS提 供 の機能 と して組 み込

まれ 、 巨大 なOSを 肥 大 させ る要因 とな ろ う。

4.巨 大化対策

機能 の拡 大 には ソフ トウ ェア規 模の増 加がっ きまと う。3.で あげた機能 の ほか に も、O

Sの 在来機能 を最新 の水 準 に保 つための ソフ トウェア開発(保 守)が 必要 であ る。 プ ログ

ラム言語 の処 理系 、オ ペ レータサー ビスの処理系 、 フ ァイル システムなど、サ ブ システム

がた くさん あ る。 も し新 しいアーキテ クチ ャに も同 じ様 なユ ーザサ ー ビスが求め られ た と

した ら、そ こには新 しい ソフ トウ ェア問題 が待 ってい る。 そ うか といって 、 ワークステ ー

シ ョンOSの よ うに特 定 の 目的 に限定 すれ ば、現在問題 とて ってい る汎用機用OSに 対 し

ての助 けにはな らない。

a)標 準 化

最 近 の 話 題 はOSの 標 準 化 で あ る。 ハ ー ドウ ェ アの 違 い はハ ー ドウ ェ ア に密 着 す る部 分

を カ ー ネ ル 、 入 出 力 制 御 パ ッケ ー ジ な ど の 形 で 切 り放 した りす る こ とに よ って 克 服 して い

る 。 技 術 的 に 意 義 の あ る 標 準 化 はIEEE(lnstituteofElectronicandElectric

Engineers)に よ って 行 わ れ て い る一 連 の 作 業 で あ ろ う(POSIXIEEE1003 .11990)。OSを

標 準 化 す るた め の 環 境 と して は基 礎 と な る シス テ ム(UNIX)の 存 在 、 通 信 制 御 系 の 標 準 化

(OpenSystemInterconnection,OSI)、 デ ー タベ ー ス の 標 準 化 と い う3つ の 条 件 が あ る。

最 近 シス テ ム の 巨大 化 に は 開 発 者 側 、 利 用 者 側 と もに 音 を あ げ て お り、 か つ て は相 手 に さ

れ なか ったOS標 準 案 もま じめ な検 討 の 対 象 にな って きて い る。

b)特 殊化

OSに 関す るい ま1つ の話題 は汎用OS以 外 のOSの 地位が上が ってて きい ることで あ

ろ う。OSの 巨大化 を押 さえ る1っ の道 は用途 の限定 であ る。前 出の仮 想計算機 はその よ

い例 であろ う。仮想 計算機 はオ ンライ ンシステムを実 際に運用 しなが ら次の世代 の開発作

業 を同 じ機械 で実施 で きる。 また計算速度 を早 くす る方策 と して注 目されて いる並列計算

につ いて も、並列処 理用 のOSが 必 要 とな る。 また管 制制御 用の コ ンピュー タの よ うに高

い信頼性を必 要 とす る システ ムにっ いて も汎 用OSと は異 な る設計条件が必要 であ る。 こ

れ らの特殊用 途のOSは 、規模 を圧縮 し易 いので 巨大 化問題解 決の1っ の方 向で はある。
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通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の イ ン テ リ ジ ェ ン ト化

東京大学 工学部 電気工学科教授 斎藤忠夫

1.ま えが き

近年 のエ レク トロニ クス技 術の進展 は目をみ は る ものが あ る。 エ レク トロニ クスは近年

急速 に高性能 化 したのみ な らず、 同時 に急 速 に低 コス ト化 して い る。 その影響 は特 に大量

生産効 果の大 きい機 器 に著 しい。 オ ーデ ィオ ・ビジュアル装 置で は一昔 前 は考 え られ なか

ったよ うな高性能 の機械が実 現 して いる し、 また一 昔前 の大型計 算機 の性能 が卓上のパ ー

ソナル コン ピュー タで 、3桁 近 く も低 い コス トで実現 され るよ うにな って い る。

通 信 システ ムにおい て もその進 歩 は著 しい。 しか しその規模 の大 きさ と消却期 間の長 さ

か ら、 こう した進歩 が他 のエ レク トロニ クス応用 に見 られ るよ うな低 コス ト化 にむす びつ

いて いない。 しか しコン ピュー タ等 にやや遅 れて、通信 システ ムにお いて も従来 の延長線

を超え た高性能 化 と低 コス ト化 が生ず る可能 性が あ る。通信 技術 の発展 は大 きく2つ の方

向で考 え ると考 えやす い。情 報伝送 の広帯 域化 と制 御の高度 化で あ る。

2.広 帯域化

従 来の通 信 システ ムの 需要の大 部分 は電 話伝 送で あ り、 システ ムはそれ に合わせて作 ら

れ てい た。 技術 は アナ ログ伝送 か らデ ィジタル伝送 に変 化 して行 って もその基本 は変 わ っ

ていな い。現在 長距離伝 送路で 広 く使 われて い る400Mb/sの 光 フ ァイバ伝送 は電話 回線 で

約6,000チ ャネルで あ る。1シ ステ ムで この規模 は極 めて大 きい もので あ り、 これ で充分

余裕の あ る シス テムを作れ る し、 これ以上 大 きな規模 の伝送 路で集 中化 させ る ことはかえ

って危 険性 を増 す可能性 す らあ る。

これ に対 して技術 的に は これ よ りはるかに大容量 の光通 信 システ ムを構築 す る技術 はま

す ます発展 して い る。特 に コ ヒー レン ト光通信技 術を用 いれ ば、当面1波 長 で10Gb/s程 度

の高速 の通 信 を 行 な う ことがで き、既 設 の シングル モ ー ド光 フ ァイバ をそ の まま使 って

300km無 中継 の システムを実現 す る技 術 は完 成に近 い。 この方 式で も し100波 長多重 を行

なえ ば、1Tb/sの 伝送 を1本 の光 フ ァイバ で実現で きるわ けであ り、 この伝送方式 の容量

は電話換 算 で2000万 チ ャネルに達 す る ことに なる。 この よ うに技術 的 に は可能で あ るが 、

む しろ問題 は どのよ うに して需 要を作 り出す かで あ る。

広 帯 域 化 を実 現 す る交 換 方 式 はATM(非 同期 転 送 モ ー ド:AsynchronousTransfer

Mode)と 呼ば れ る。 これ は基本 的交換 の単位 を現在 の電話 の64kb/sか ら一 挙 に約2000倍 の

150Mb/sと し、 これ を利 用 して多様 な伝送速 度の情 報を一種 のパ ケ ッ ト交換方式 によ って

取 り扱 お うとす る もので あ る。 この伝送速 度があれ ば標準 のNTSCテ レビジ ョンを ほと

ん ど帯 域圧縮 す る ことな く取 扱 え るが 、HDTVを 扱 うため に、伝 送速 度 は600Mb/sに す

るべ きで あ るとい う考え方 もあ る。 これよ り低速 の音声情 報 な どは可変 速度 で扱 われ る。

ATM方 式 によ る交換 機 にっいて はCCITT標 準 化 は1992年 に完 成 し、1995年 頃か ら

本格的 な実用化 が可能 にな る と見込 まれて い る。 メー カの 中に は現場 試験 用 に1991年 中に

もATM交 換機 を 出荷 す る と発表 して いる所 もあ り、技術 的 には完 成 に近 い もの とな って

い る。
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さ らにこ う した情報 を加入 者 まで伝 送す る加入者線 の光 ファイバ化(FTTH:Fiber

tothehome)も 多 くの実験 を重ね て いる。加 入者線 と しては過 去の 巨大 な消却 ずみ資産

が あ り、 これ を新技術 で更新 す るため には、巨額の先 行投 資を必 要 とす る ことが 問題で は

あ る。 しか し、 もしこれを必要 とす るよ うな需要が現 われれ ば、FTTH化 は急速 に進 行

す ると思われ る。

これ らの技 術を実現 す るには大 きな費用を必要 とす るに はちが いな いが、 もし大規模 に

実用化 され る ことになれ ば、1000～2000倍 の容 量を、 ほぼ2倍 程 度の コス トで実現 す るこ

と も可能 に な るので はないか と期待 されて いる。

現在 の通信 システ ムは主 と して電話 サ ー ビスを提供 して いる。 電話サ ー ビスは社 会の効

率化 と生 活の 向上 に大 きな貢献 を してい るが 、や は り時 間 と空 間を本当 に超越す る ことを

可能 には して いな い。我 々は制約 の あ る通信手段 と して、倹約 しなが ら電話を使 ってい る。

通信 は交通を代替 す る もの に もな って いない し、臨場感 も得 に くい。

しか しも しこのよ うな3桁 も容量が増 大 した システ ムが 利用で き るよ うに なれ ば、状況

は大幅 に変化す るだ ろ う。 例え ば

・ヘ ッ ドオ フ ィスと リモ ー トオ フ ィスの壁 がつ なが ってい る。壁 の向 うに リモ ー トオ フ

ィスがその ままっ なが って い るよ うに一 体化 されて い る。お互 に一体 化 したオ フ ィス

と して リモー トオ フ ィスが使 え るよ うにな る。 丸の 内のオ フ ィスに行 かな くて も八王

子の リモ ー トオ フ ィスで一体感 のあ る仕 事を進 め られ る。 この一体化 はTV会 議の よ

うに会議 の と きだけの もので はな く、常 時一体化 を行 な うよ うに して お く。 またTV

の画面で はな く、お互 のオ フ ィスの壁全 体が ス ク リー ンにな って いるので あ る。

・遠 くに住 む老人世帯 の居 間 と子供 の世帯 の居間が壁 ひ とつでつ なが っている
。お互 い

に 日常の生 活が一体 化 されて お り、姿 も常 時見え 、声 もかけ られ るよ うにな ってい る。

・都 会の家 の窓 に別荘 の風 景が見 え るよ うにな ってい る
。別荘 の庭 に出る ことはで きな

いが、好 きな四季 の景色 を都会 に居 なが らに して楽 しむ こともで きる。

このよ うな システ ムを他の 業務用 に利 用す る可能性 も多様 に広 が るにちが いない。学校

や病 院、商店 の展示 などにつ いて も夢 を広 げ る ことは容 易で ある。 この よ うなサー ビスが

で きれ ば、従来 否定 され て いた交通 と通信 の代替 につ いて も充分 な可能 性が あ り、通勤 交

通の困 難の克服 の可 能性 もあ る。

3.制 御機能 の高度 化

電話 の例 で考えれ ば、我 々が相 手を しよ うとい うときには相手 の電話 番号 を知 って いる

必 要が ある。 電話番号 に よ って我 々は相手 を呼 び出 した い と考え るのだが 、実 は番号 は電

話 機 に付 いていて、 その人 がそ こに居 な けれ ばつ なが らない。本 当はだれ かの人を呼 び出

したいの に実 はそれ とは ちが う ことを して い る。

一方相手が どこか の会社 の何か の機能 で あ った とす れば
、機 械 につ いた番号を呼 び出せ

ばよいので、人 を特 定 す る必要 はない。 た とえ ば航空会社 の 予約 係であれ ば、そ こに電話

をかければ よい。 しか しこれ に も東京 の予約 セ ンター と大 阪 の予約 セ ンターがあれば、か

ける側 か らはどち らで も良 いはずで あ って、一方 の場所 を指定 す る必 要 は本 当はない。 し

か し現 在の電話 の技 術で は、本 来の意図 とは異 り、 ど こか特定 の場所 の特 定 の電話機 を呼

び出さなければ な らな いので あ る。
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この2つ の問題 は、番号 が特 定の電 話機 を指 すので は な く、例え ば特 定 の個人を指す と

か、特定 のサ ー ビスを指 す とかがで きるよ うにす る ことによ って解決 で きる。通常前者 は

パ ー ソナル番号 、後者 は全国代 表番 号 と呼 ばれ る。一 般 に この よ うな番号 の理解を"番 号

の論理化"と 呼 んで お り、番号 の論 理化 によ って従 来の概 念 にない様 々なサ ー ビス もで き

るよ うにな る。

電話 番号 は従 来か ら電話機 に付 け られ てい るの であ るか ら、番号 の論理 化 のために は、

論理 番号 と電話 番号 を変換 す るための デー タベ ー スが必 要で あ る。 しか もこのデー タベ ー

スはネ ッ トワー クの中の ど こに位 置す るのかわ か らない電話機 に対 して番号変換 す る必要

が あ り、 しか もそ の対応 は利用者 の移動 等 によ って刻 々変化 す る。パ ー ソナル番号な どで

は分以下 の時間で の変化が 要求 され 、 しか も変 化 は頻繁 に生 ず る。

この ために はネ ッ トワー クで共 通 に利用で きる分散 デ ータベ ースを配置す る必要が あ る。

パ ー ソナル番号 の例で考 えれ ば、利用 者の移 動 に従 って デー タベ ー スの 内容 は更新 され 、

その利用 者 に対 す る電話 がか か る ときに デー タベ ー スの 内容が検索 され る。 この よ うなデ

ー タベー ス機能 を持 つネ ッ トワー クは通常 イ ンテ リジ ェン トネ ッ トワー ク(IN)と 呼ばれ

る ことが多 い。INで は図1に 示 すよ うに この よ うな デー タベ ー スを持 つ制御 点をSCP

(サ ー ビス制 御点)と 呼 び、各交換 機で あ るサー ビススイ ッチ ングポ イ ン ト(SSP)か

ら、パ ケ ッ ト網で あ る共通線 信号 網の交 換機STP(シ グナル トラ ンスフ ァポイ ン ト)を

通 して デー タベ ー スに ア クセスす るよ うにな って いる。

NAP

SSP

STP

SMS

SCP

NAPNetytorkAccessPolnt

SSPServiceSviitchlngPoinし

SCPSefviceControlPoint

SMSServicelllanagem印tSVste,m

STpsignal↑ransferPoint

図1イ ンテ リジ ェ ン トネ ッ トワー クの 概 念 図
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通信 事業者 の立場 か ら考え れば、 サー ビス競 争の場 にあ って 、事業者 ごとに独 自のIN

サ ー ビスを工夫 、提供 す る ことによ って競争上 の優位 を確立す ることが重要であ る
。 この

ため に はメーカが作 る交換 用 ソフ トウ ェアとは異 る ソフ トウ ェアを事業者独 自に作 り出す

ことが求 め られ て いる。INの 実 現 は事 業者 間の競 争環境 の下で は、 メーカソフ トウ ェア

とユ ーザ ソフ トウ ェアの イ ンタ フェースを どの よ うに標準化 し、事業者 が異 るメーカの交

換機 を使 うマルチベ ンダ システムを効率良 く作 りだ して ゆ くための標準化 の問題 であ ると

考 え られ る。特 に地 方電話 会社が それぞれ の地域で 独 占的 なサ ー ビスを行 な ってい るアメ

リカで は、INは 交 換 ソフ トウ ェア に関す るイ ンタフェースの標準化 を もた ら してお り、

1990年 代 の中 頃には、標準化 され た交換機が 一般 に利 用 され るよ うに合意 されて い る。

4.呼 び出 しの高度化

今 の電話で は当然 の こと と して受 け入れ られ て いるが 、何 とも不 便 なの は、ベ ルが 鳴 っ

て も、出て見 るまで は相 手が だれで あ るかが分 らな い ことであ る。 一般の人 と人の交 際で、

自分か ら名乗 らないで だれか を呼 び出す ことは考 え に くい。それが 電話で は当然 の こ とと

考 え られて いる。 電話 によ る呼 び出 しが この よ うな異常 な形 を と ってい るのは、電話が発

明 され た19世 紀後 半の不 充分 な技 術 を今 の技術 で も受 けつ いで しま った ことを表わ して

い る。

ISDNの 時代 になれ ば、ISDN電 話機 の基本機 能 と して発信番号表示が付 く。 これ

は電 話機 に小 さな15桁 程度 の デ ィスプ レイを付 けて、発信者 の電話番号 を呼 び出 し時に

表示 しよ うとす る ものであ る。

ISDNに な らな くて も、 交換機 に若干 の付 加装置 を設 置すれ ば発信番号表示 は可能 で

あ る。 アメ リカや カナダの一部 で は1989年 頃か ら発信番号 表示が 行なわれてお り、礼儀 に

か な った呼 び出 しをす る と共 に、迷惑電話 の防止 に効果 を挙げて い る。

この サー ビスを受 けるに は、 月 々5ド ル程 度 の付加料金 がかか る。 しか し電話局側の追

加 コス トは電話網 の作 りに もよ るが比較的少 額で あ り、電話 会社 に とっては極 めて利益 の

大 きい追加 サ ー ビス とな って いる ことか ら、そ の普 及 は極 めて速 い。

さ らに このサ ー ビスを拡 充 して 、発信側 の交換局 に電話番号 とその電話機 を使 って いる

加入者 の 名前 の変換 デー タベ ースを設 置すれ ば、番号 を表示窓 に示す のみ な らず 、呼 び出

しのベ ル音 の代 りに、音 声で だれか らの電話 であ るか を知 らせ る よ うな ことも考 え られ る。

さ らに受 け側 の電話 機 を何人 もの人が共用 して いるよ うな と きに は、発信者の個人 名のみ

な らず 、呼 び出され る人 の個人 名 も音声で 知 らせ る ことが で きる。

こ うすれば、例え ば家庭 の電話機 で は、ベ ルが な る代 りに、だ れか らだれへの電話 であ

るかを示 す ス ピーカ音 を聴 いて 、呼び出 された人が 電話機 の所 にゆけばよいよ うになる。

5.通 信 サー ビス改善 の実現

我 々は現在 の電話 とい う通信 サ ー ビスに大 きな不満 を感 じて はいないか も しれな い。 し

か し伝 え られ る情報 が 限定 され て いる、電話 の呼 び出 しに も色 々な条件が あるな ど、考え

て見れ ば電話 は技術 的 に不 満 な点 はい くらで もあ る。技術 的 にだけ言 えば、近 い将来上 述

した技 術 は充分実現 可能 であ り、通 信サ ー ビスを飛躍 的 に改善す る可能性 が ある。

しか しこれ に も多 様 な社 会的、経 営的問題 が ある。 電話番 号の発信番号 表示で は特 にプ
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ラ イバ シーの問題 が注 目され てい る。 現在の 電話で は発信者 は自分の所在 を秘 した状 態で

相手 を呼 び出す ことが で きる。 これ は発信者 の立場 に立 てば一方 的 に有利 な状 況で あ り、

各種 の迷惑 電話 な どの原因 とな る ことか ら改 善す る必 要が あ る。 しか し例 えば無店舗 販売

な どの場 合 に、電話番 号か ら発信者 の詳細 な個人情 報を検索 す るデ ー タベー スにア クセ ス

で きるよ うな システムを構成 す る構想 は一般 的 な もので あ る。我 々が電話注 文の番号 を ま

わ して 、相手 が出 た とたん に 、セー ルスマ ンの前 に は我 々のす べての個 人情 報が デ ィスプ

レイされて い るとす れば 、あ ま り気 持 ちの よ い もので はな いか も しれ ない。 こ う した プラ

イバ シー問題 に関連 して 、社 会的 に どの よ うな常識 が定 着す るかが 、電 話サ ー ビスの改善

の実現 の鍵 とな る。

広帯 域化実 現 は通 信事業 体の経営 に関連 す る。 現在 の通信事 業体 は情 報伝送速 度 に従 っ

て通信 料金 を課 して いる。 伝送速度 が1000倍 とな った とき、同 じ考 え方を採れ ば、価格 は

1000倍 とな り、 これ で はほ とん ど使 う人はあ るま い。 も し1000倍 の伝送速度 を2倍 程度 の

価格で 実現 し、実 際 に1000倍 の需要が発生 すれ ば、通 信事業 体の収 入 は2倍 にす る ことが

で きる。 しか しも しそのよ うな需要が 発生 しなけれ ば、事業 体の収 入 は急減 し、事業 は成

立 しな くな るおそれが あ る。

広帯域 化の実現 は、そ う したサ ー ビスの実現 と同期 して、需要 を広 げ ることにかか って

い る。需 要を広 げ るため には当然料 金構造 も変化 しな ければ な らな い し、 この よ うな通信

網を利用 す るための端 末装 置が低価 格で提供 され な けれ ば な らな い。

これ を実現 す るため には色 々な面 で 、通 信 に関 す る新 らしい考え方 が必要 とな る。例 え

ば通信 料金 は伝送 され る情 報量で 決 ま るので はな く、接 続 を行 な う回数で決 ま るよ うにす

るの もひ とつの考 え方で あ る。実 際 パー ソナル通 信 のよ うな技 術 では番号 か ら相手の所 在

地 を知 るには完備 したデー タベ ー スを必 要 と し、そ の維 持 に は大 きな コス トがかか り、将

来 は伝送設 備 に比 べ交換 制御設備 が大 きな コス トを 占あ るよ うにな る こと も確実で あ る。

接続 回数 によ る通 信料 金 は この点か ら も技術 の傾向 に適合 して い る。

6.む すび

エ レ ク トロニ クス技 術 の発展 は近 い将 来通信技 術 に基 本的 な変化 を もた らす ことは確 実

で あ る。 この変化 に よ って通信 サー ビス も大 きな変化 をす ると予想 され る。技 術の可能性

は ここで述 べた以 外 に も多様 に展 開 され よ う。我 々が 通信 に何 を望 むのか にっ いて 、従 来

の概 念 に と らわ れな い豊 か な発想 を展 開す る必 要が あ る。

これ と同時 にその技 術の実現 を 阻む種 々の社会的 、制度 的 な障害 は多 い。 こ う した障害

を乗 り越 え 、通 信 の発展を実 現す るた めに、多 くの関係者 の工 夫が必要 であ る。 そのた め

には特 に通信 ユ ーザに何が 問題で あ り、何 が可能 なのか を正 し く理解 して いただ くこ とが

重要 であ る。
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社 会 シス テム の 変 動

大阪大学 人間科学部長 塩原 勉

1.歴 史の成層性

日本 の社 会 は約 百年 の間 に、明治以 降 と第2次 大戦以 降 とい う2段 階の近代化 を通 して、

プ レモダ ンーモダ ンーポ ス トモ ダ ンとい う3つ の時代相 を駆 け抜 け るよ うに体験 して きた。

時 間の流 れ と しては3っ の時代相 を順次 に体験 して きたわ けで あるが 、古 い時代相が消失

して しま ったか とい うと、そ うとは考え に くいのであ る。

近 代化 に励 んで いた時期 の歴史 の見方 は、直線 的 ・段階 的 に後戻 り しない発展を強調す

る もので あ った。 しか し最近 、歴史 は古 い層 か ら新 しい層 までを含む成層 構造をな して い

る とい う見方 への転換 が お こって い る。 ときど きマ グマが地 表 に吹 き出す よ うに、古層が

活性化 す る ことが歴 史 には生 ず る と見 るのであ る。 このよ うな歴 史の成層性 を共 時的に と

らえ るな らば、社会 に も異 な る性質 を もつ層 が複数 に存在す るとい う複層構造 モデルを考

え る ことがで きよ う。

2.社 会 の複層構 造

ここで は例 と して、現代 日本社 会の宗教 構造 を取 り上 げてみ よ う。私 見 によれば、①制

度 的教団宗教(本 山=末 寺 関係 と檀 家制 で制度化 され、近代 化 に適応 し、それな りに合理

化 して きた既 成宗教)、 ②組 織宗教(近 代 化の 中のい く度か の生活危機 の時期に、新 しい

教義 をかか げて人 々を改宗 させ組織 し、 やがて既成化 して組織 的に経営 され るに至 った宗

教)、 ③ ベ ンチ ャー新 宗教(カ リスマ的宗教 者 を中心 に して急速 に展開す る呪術性 を強 く

もっ宗教)、 ④ 民俗宗 教(霊 能者 と クライエ ン トの ネ ッ トワー クに支え られたカル ト的民

俗宗教)、 の4層 の構造 が あ ると考 え られ る。④→③→② →① とい うふ うに発展 す ること

が宗教進 化で あ り合理化 であ るといわれて きた。 しか し、わが 国で1970年 代 か ら生 じた宗

教 回帰 、宗教 ブー ムと呼ばれ る もの は、③ と④ との活性 化に よ るもので ある。

医療 について も、近代 的病院 医療 東洋医学一 各種 の健康術 呪術 的病気 なお し、

とい った複層 構造 がみ られ る。 いわ ゆる医療多 元主 義で あ る。興味ぶ か い ことに、民俗宗

教 と呪術 的病 気 なお し、っ ま り宗教 と医療 の底辺 は未分化 であ るとい うことで ある。

3.中 心 の 陥没 と周辺 の隆起

日本社 会の近 代化 の中で 、近 代化 に適 合 し、それ を推 進す る働 きを する層 は権力 と威信

を もって社会 の中心を 占あ、他 方、近代 化 に馴 染 まない層 は艇価 されて社会 の周辺 へ排斥

され る。制 度 的 ・組織 的宗 教 と近 代医療 は中心 へ、民俗宗教 や呪術 的病気 なお しは周辺へ

と差別 され る。 そ して 中心 と周辺 の間 には差別 的な分業 関係がつ くられ る。

しか しなが ら、近 代化が達 成 され る ことを契機 と して 、中心 は陥没 し周辺が 隆起 す ると

い う逆 転が生 じて くる。 いわば差 別的分業 か ら対 抗的分業へ の転換が お こるので ある。 今

日の宗教 ブー ムや 医療 のハ シゴといわれ る現 象 はその ことを語 って い る。産 業 にお ける重

厚長大 の陥没 と軽薄短 小の隆起 もまたそれで あ る といえよ う。
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4.共 生 進化

中心 を なす層 と周 辺 をなす層 との力関 係が 、いわ ば上 下の タテの関係 か らヨコ倒 しの関

係 にな るか らとい って 、かっ て中心 にあ った層が 無用 に なる とか解体す るとか とい うわ け

で はな い。 近代化 をす すめ近代 化 され た層が消失 す るよ うな ことになれば 、現 代の社 会 は

たち まち崩 壊す るで あろ う。 そ うで はな くて、2種 類の性質 の ま った く異 な る層が 対抗 し

あい なが ら、結 果 と して相互 補完の 関係 にあ るよ うな状態 。 これが真の意味 で転換 期 の状

態 だ といえ よ う。約 して いえば 、対抗 的相 補性 とい うことが、転 換期の キー ワー ドで はな

いだ ろ うか。

対抗 的相補性 の アナ ロ ジー と して、生態 学的進 化論 が考え られ る。石 川統 によれ ば、共

生 とは異 な る種の2っ 以 上の生物 が個体 や種 の存 続 をめ ぐって互 いにかかわ り合 う現象の

ことであ るが、 いわゆ る平 和共存 とは似 て非 な る ものであ って、異 な る生物が 徹底 的 に干

渉 しあ い、挑戦 と応戦 を くりかえ した挙 げ句 の果て に達成 され る相互 依存 の ことだ とい う。

相互 矛盾 のな い ところに は共生 はな く、 また共 生 的進化 もな い。転 換期 におけ る対 抗 的相

補性 は、 この よ うな挑 戦 と応 戦を通 して社会 全体 を変動 させて ゆ くと考 え られ る。

5.日 本社会 の変動理 論

民俗 学者柳 田国男 によ ると、社 会変動 は不連続 で 断続的 にで はな く、それ ぞれの社 会の

伝統 に もとつ いて、だ らだ ら じり じりと動 いてゆ くものだ とい う。 これ は常 民の サ イ ドか

らの内発 的進化 を巧 みに と らえ た見方 で あ る(っ ら らモデル)。 しか し、 日本社 会 は じっ

に多 くの観念 、技術 、制度 を外か ら摂 取 して きた わ けで あ って 、社会 のいた る ところにい

るキーパ ー ソ ンたちが、 その とき どきの 国際環境 の 中で必要 な もの、余 儀 ない もの を選択

的 に摂取 す るとい う形で 外発的 改革を遂 行 して きた。 いわ ば気 候 と体調 にあわせて着 物を

惟え て重ね 着 してゆ くよ うな具 合 にで あ る(十 二単 モデ ル)。

内発的進 化 と外発 的改革 とい う異質 の プ ロセ スを同期化 す る工夫 が 「伝統 の発 明 」で あ

る。 日本 の社会 は この よ うな伝統 の発明 にお いて創 造性 を発揮 して きた といえ よ う。

[参 考 文 献]
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ポ ス トモ ダ ンの価 値 は芸 術 体 験 に あ り

日本医科大学 第一生理学教室教授 品川嘉也

1.ポ ス トモ ダ ンの価値 は芸 術体験 にあ り

20世 紀 が終 わ って次の世 紀 に入 る、 それ は現代 とい う時代の終わ りで あろ う。その次

の時代 を どう呼ぶ のか。 それ は 「ポス トモダ ン」だ、 とあち こちでそ うい う話 を聞 く。 ポ

ス トモ ダ ンはど うい う時代 にな るのか、現代 の次 の時代 は何 であ るか、私 は歴史 も経 済 も

全 く知 らない素 人の立場で考 え てみた。

次の時代 を予 測 して いる もの の中で、一 番長 い周期で説 明 して いるのが ユ ング心理 学の

ユ ング先生 そ の人で ある。 つ ま り現 在 は魚座 の時代 で、 これが二千年続 いた。次 の21世

紀 か ら水瓶 座 の時代が始 ま ると。 二千年 の周期 とい うのが社 会文化の 中にあ るのか分か らな

いが、 キ リス ト教徒 に とって は二千 年 とい うと、ち ょうどキ リス ト誕生か ら今 までに当た

る。 しか し、 そんな長 い周期 で もの ご とを考 え る ことは、それ こそ、 その前 にかえ らな い

とい けない こ とにな る。す ると、農業以前 の時代 まで考 えない といけないか とい うことに

な るが 、私 と して は、 もう少 し短 い周期 で現 代 の次を考 えた方が いい と思 う。

私の考 え と して は、現代 が ど こまでの時代 に含 まれ るか といえば近世で あ る。 古代、中

世 、近世 ときて、次 は新世 と考 えて いる。近 代、現 代 は1っ の時代で 、次 の時代 が いわば

螺旋 階段1つ 回 って ど こまで戻 るか とい うと近世 であ ろ う。 っ ま り我 田引水 であ るが芭蕉

にかえれ とい うことで 、大 体三百年 前の時代 を お手 本 にす れば次の時代 の模範 があ るだ ろ

う、 と考 えて い る。

以前 「ポス トモ ダ ンは俳 句」 と言 う、私 な りの考 えを述 べた ことが あるが、それ は芸術

体験が次 の世紀 の ひ とつの価値 にな るので はな いか と考 えたか らで ある。 だれかの絵を鑑

賞す る とか、音 楽 を鑑賞す るとか とい うことで はな くて 、 自分 自身が創作 体験をす る。 そ

れが ど うい う意 味を持 つのか。 自分のつ くる ものだか ら上手 下手で はない。私が俳句 をつ

くるの も、 自分が うまいか らとは決 して思 え ない。作 る とい う創作過程が 自分 自身 に とっ

て意味が あ る ことにな る。

俳句 とい うの は、 ひ とつの シンボ リ ックな意味 で 出 したのであ る。っ ま り誰で も何処で

もで き る利点 があ り、退職 して いな くて も、現職 で も作 れ る。5分 間あれば1句 で きる。

その と きに芸 術体験 とい う もの を感 じられ れば本 当 に これ は感動的 なわけであ る。つ ま り

これが次 の時代 の価値 にな るの で はな いか。 ポス トモダ ンの価値 にな り得 ると思 う。 むろ

ん、次 の時代 に は価値観 は多様化 す るだ ろ う し、 さまざまな価値が生 じることにな ろ う。

けれ ど も、そ の1っ にはな り得 るので はないか と思 う。

それが 、 こ うい う標語 「ポス トモ ダ ンは俳 句 」 とな ったのであ る。五七 五、十七音 の短

さだが 、宇 宙 を感 じる ことがで きる。 しか し、考 えてつ くることはで きな い。非常 にち っ

ぽ けな 中に宇宙 を感 じる、そ うい う体験 とい うの が非常 に貴 重な ものなのであ る。

2.文 明 の復活 は農耕 の復活

長い周期 で地 力の変遷 を見 ると、大体 、農 耕 とい うの は千年 耕す とす べて耕地 は砂漠 に

な るとい う。文 明が滅 びる とい うの は耕地が 生産性 を失 うか らであ る。っ まり潅概 をす る
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ことによ って地力が 低下す る、つ ま り土壌が アル カ リ化 、あ るいは塩 分がふえ るこ とで、

全 く生 産 はふ え ない ことにな る。 ほ とん どの文明が それで滅 びた と言われ てい る。

日本 は現在 、千年以 上耕 して きて、 まだ土 地 は生 産性 を失 って いな い。 なぜ か?日 本の

農業 は ほとん ど自然 と一体 化す るよ うな農法 でや って こられたか らであ る。 それで も、 日

本の農 業 とい うの も終 わ りに きてい る。 そ うす る とこの先 、 日本 の文化 とい うの はど うな

るの であ ろ うか。

千年 周期 とい うの は、大 体耕地 が生産 力を持 ち続 ける周 期だ とい う ことであ る。 実 際に

日本 の農業 が大変 な時期 に きてい るとい うの は、土地の値段 が高 い とか 、物価 が高 い とい

うこと もあ るか も しれ ないが 、根 本的 には地 力が 下が って しま って いるのではな いだ ろ う

か。 多 くの農地で は肥料 をや らなければ雑草 ははえ ない。肥料 をや るか ら雑草が はえ るの

で 、ほ とん どの農地 が肥料 を必要 と して い る状態 で あ る。

この 頃、原 っぱを見 る と、 ほ とん どいた ると ころにス スキが はえて い る状態で あ る。 こ

れ は草 原 の最終層 といわ れ る。 ひ ところセ イタ カア ワダ チ ソウが 問題 にな ったが 、 これは

何 で もない。 セイ タカア ワダチ ソウは、ほ うってお けば 自分 自身の毒 にや られ て 自分 で滅

び るか らで ある。 そ のあ とはス スキ に変 わ る。 この方 が問題 なので あ る。 ススキ はほかの

草 を絶対 はや さな いか ら、草 原 はススキで終 わ りとな る。草 と して は これで終 わ りにな る

か ら、 あ とは作 物がで きるはずがな い。 か な りの土地 が そ うい う状態 に な ってい るはずで

あ る。 あ とは樹 木 をつ くる しかな くな る。東京 の近 辺を見 ると ク リの木を植 えて いる。実

際木 を植 え る しか ない とい う状態 にな って い る。 そ うす る と日本 とい うの は昔 の意味 で な

ら文 明 は終 わ りだ 、 とい うことにな って しま う。 それで は農業 とか、そ うい う意味 での生

産 に関係 した文 明で はな くて、全 く違 う相 、文明 相 に入 って い くのだ ろ うか。それ は、 ま

さにち ょうど農業 が滅 び、今 まで とは違 う、農業 に依存 しな い文 明の実験 に入 るのだ ろ う

か。世 界で は じめて、今 までの流 れ とは違 う、異 質 な状態 に突入 して い くとい う課 題が 日

本 には課せ られ てい るので はないか と思 う。.'

もう1つ 、 日本 が課せ られ た課題が あ る。 それ は高齢 社会の 問題 で あ る。 ど こよ りも短

期 間 に高齢 化 を迎 え た 日本で何 が起 るのか。

高齢化 が進 めば 、当然 、生産 に従事 す る人 は いな くな る。例 えば、現 在生産 ライ ンで 働

いて い るの は ロボ ッ トにほかな らない。 農業 で も、3ち ゃん(じ いち ゃん 、ばあ ち ゃん 、

かあ ち ゃん)農 業 か ら1ち ゃん(ば あ ち ゃん)農 業 に な ってい る とい う。 その結果 、農 耕

に寄与 しない文明 とい うものが作 られ るの だ ろ うか。

3.超 個人 主義 に残 され た もの

近 世か ら近代 、あ るい は現代 に通 じて1っ の模 範 にな ったの はニ ュー トンの 力学 的世界

観 であ る。それ が現代 まで の1っ の考 え方の規 範で あ った と思 う。っ ま り決定論 的な世界

観 であ る。 しか し、世 界ので き方 とい うの は、決定論 的 にで きて いるので はない。決定 論

とか、偶 然性 とい うの は、人がそ うい うふ うに見 てい るだ けであ る。 これ か らは実 際に、

情 報化 社会 じゃな くて、本 当の情報社 会 にな るだろ う。情報 とい うの は、 っま りは必然 と

偶然 の中 間の状態 で こそ意 味が ある。 それ が現実 で あるか ら、そ うい うことによ って世の

中 その ものが動 いて い るんだ 、そ うい う認 識が 広が って い くだ ろ うと思 って いる。

思想 的 に どの 時代 まで戻 るだろ うか とい うと、 中世 まで は戻 らないだ ろ うと思 う。中世
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の貴族社会 に戻 る、 とサ ン リオ研 究所 の方 で は言 って い る。 本当 に中世 に戻 るとす ると、

中世 は農奴 が働 いて、貴族 とい うのが そのあが りで 食べ ていたわ けだか ら、多少の類似点

を求 めれ ば、働 くの は全部 ロボ ッ ト、つ ま り工奴が で きて、人間 は全部貴族 にな る。 ロボ

ッ トのあが りで食 べ る とい う時代 が くれ ば中世 的にな るのか もしれ ないが。

誰 も働 かな くて もよい時代 にな った ら、 ど うい う社会 にな るか。っ ま り、働 くことが生

きが いの社 会 とい うの は も う間 もな く終 わ りにな るで あろ う。働 いて偉 くな るとい うこ と

は誰 も望 まな くな る。 まず 、 いい大学 に入 って 、一 流の会社 に就職す る とい うの も大 して

意味が な くな るだろ う。 それが次 に は、子 供 に学歴 をっ け るとい うことに対 して意 味が な

くなる。学 歴社 会が 崩壊 す る と、家庭 とい うの も崩 壊す るわけであ る。子供 に教育 をつ け

る、 高学歴 をっ け るとい うのが現 在の家族 主義 だか ら、 それ も崩壊す るわけであ る。 そ

うす る とど うなるか。個 人本位 の社会 にな るだ ろ う。場合 によ って は超個人主 義の社会 に

な るで あろ うと考 え られ る。残 され た個 人 と して、何が21世 紀 の生 きが いにな るか。私

と してはや は り、最 初 に戻 るが 、芸術 とい うのが1っ の シンボル になるだろ う。 それ は生

産 を離れ て芸術体験 をす る、 自分 が非常 にい い体験 をす る とい うことが 、いろいろな価値

の1つ 、あ るいはまた別 の価値基 準、そ うい うもの と して重視 され るよ うな、そ うい う社

会 になるので はないか と思 う。 それが ポス トモ ダ ンで はないか と考え る次第で あ る。
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放 送VS社 会

日本放送協会 放送技術研究所 所長 杉本昌穂

1.ま えが き

我 が国の放 送 は、 ラ ジオ(1926年 放送 開始)、 テ レビ(1953年 放送 開始(カ ラ ーは1960

年))の 放送 を経 て、今や衛 星放送 、ハ イ ビジ ョンの時代 に入 った。急速 な情報 化社会の

進展 に よ って多 メデ ィア化 とメデ ィア間の融合 も進 んで い る。

ここで は、ニ ュー メデ ィア時代 を迎 えて多様化 す る放送 メデ ィアを概 観 し、 これか らの

放送 を荷 う衛 星放送 、ハ イ ビ ジ ョンが家庭 や社 会に及 ぼす イ ンパ ク トにつ いて述 べ る。併

せ て、次世代 画像 ニ ューメデ ィア技 術 を展望す る。

2.放 送 のニ ュー メデ ィア

(1)衛 星放 送

20余 年 の研究 ・開発 と、6年 余 の実 験 ・試験 放送 を経 て 、平成 元年(1989年)6月 か

らBS-2bに よ り衛星放送 の本 放送 が開始 された。衛 星放送 は、 ゴース トのな い映像 と

PCM音 声 によ る高品質放 送 を実 現 してい る。

衛星放 送受信者 数 は、平 成2年8月 現在 、288万 世帯 に達 して いる。平成2年8月 に

はBS-3a(ト ラ ンス ポ ンダ120w3ch)がH1ロ ケ ッ トによ り打上 げ られ 、続 いて、平成

3年(1991年)4月 にはBS-3Hが 、 同年 夏 には、ハ イ ビジ ョン放送用 の専用 チ ャ ンネ

ルを もったBS-3bが 打上 げ られ 、放送 に と って本格的 ニ ュー メデ ィア時代を迎 え る。

(2)ハ イ ビジ ョン

昭 和40年 代 の初 め に研究 が ス ター トしたハ イ ビジ ョンは、平 成元年6月 か らBS-2

bに よ り、毎 日1時 間枠 の定 時実 験放送 が開始 され た。 そ して 、平成2年5月 に は、ハ イ

ビジ ョンの ス タジオ規格 がCCIRで 勧 告 にな り、 いよい よハ イ ビジ ョン時代 の到来を迎

えた。

ハ イ ビジ ョンの伝送 にはMUSE信 号が用 い られ 、全国約100箇 所の常設 会場で 、ハ

イ ビジ ョンの映像を見 ることが出来 る。ハ イ ビジ ョンMUSE受 信 機 も、間 もな く国 内で

発売 され る予 定で あ る。平成2年10月 には 、ハイ ビジ ョン産業 応用 のための 、"CCIRIWP

ll/9HDTVHarmonization"が 東京 で開催 され た。

ハ イ ビジ ョンの魅力 は、何 とい って も、高精細 度 ワイ ド画面 によ って、今 まで のテ レビ

で は得 られ なか った臨場感 や迫 力感 とい った効 果を居 なが らに して味 わ う ことがで きる点

にあ る。 ハ イ ビジ ョンによ る国 際 中継 も、1988年7月 に 日本 とオ ース トラ リアを結 んで衛

星 中継 が実 施 され た。 また同年9月 か ら10月 にか けて開催 され た ソウルオ リンピックで

は、韓国 か らハ イ ビジ ョンの衛 星 中継 が行 われ、放送 衛星 によ って 、全国 に放 送 され た。

ハ イ ビジ ョンの普 及 は、受 信機 の小形化 、低廉化 にかか って いる。MUSE受 信機 のデ

コーダで は、 メー カー に協力 して 、専用LSIを 開発 し、大幅 な小 形化 、低消 費電力化 を

実現 した。 ま た、将 来の壁 かけ テ レビを想 定 して 、33形PDPデ ィスプ レイが開発 され

て お り、今 後 、40～50イ ンチの大形 化、高 コ ン トラス ト、長 寿命化 な どに取組ん で行
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く。家庭用VTRに つ いて も、画質、音 質、録画時 間、IC化 などにっ いて、検討を進め 、

モ デル機 を試作 してい る。

一方
、カ メラにつ いて は、従来 の撮像管 の10倍 の感 度 を もつ2/3イ ンチハ ープ管を開

発 し、 これ を使 ったカ メ ラ も実用 に供 され て いる。

伝送系で は、MUSE信 号を通信 衛星 、及びCATVで 伝送 す る技術 も開発 され てい る。

光 ケrブ ル伝送 で は、ハ イ ビジ ョンコ ンポーネ ン トFM信 号 を シ ングルモ ー ド光 フ ァイバ

によ り、中 間1回 の 中継 で34kmの 距 離を結ぶ ことので きる中継装 置が開発 され、 ソウル

オ リン ピックの際のハ イ ビジ ョン実験放 送 に使用 され た。

(5)多 重放送

現行 メデ ィアを使 う多 重放送 は、実用 化の順 に、テ レビ音声多重、文字放 送、緊急警報

放送、FM多 重放送(固 定受信)な どで あ り、開発 ・実験 中の もの は、フ ァク シミリ放送、

FM多 重(移 動受信)が あ る。

フ ァクシ ミリ放送 はテ レビの音声 電波 に フ ァクシ ミリチ ャ ンネルを設 けてデ ィジタル信

号を多重 して伝 送 し、電話 系 フ ァクシ ミ リと共用で受信 で きる ものであ る。FM多 重(移

動 受信 方式)は 、携 帯 や 自動 車で の受 信 を 目的 に情 報 サ ー ビスを行 う もので 、欧米 で は

「ポケベル 」 と して も実用化 されて い る。

3.コ ンピュー タと放送

放送 のあ らゆ る分野 に コ ンピュータが 大 きな影響 を及 ぼ して いるが 、次世代の放送技術

を開発 す るにあ た って、 コ ンピュー タの発展 はきわ あて重 要な要素で あ る。現在、放送用

の 自動翻訳 、画像 処理 、あ るいは音声 ・画 像認識 などへの コ ンピュー タの応 用を研究 して

お り、 自動翻 訳 は衛 星放送 に実用 して いる。

4.学 術 ・産 業分野 に及 ぼす効果

ハイ ビジ ョンは、35mmフ ィル ムに匹敵す る画質 を持 ってい る。 しか も、 ライブ性、即

時性 、記録性 、電子 的処 理 ・編 集 とい った 、テ レビジ ョンの もつ優れ た機能 を もって いる

ので 、学 術 ・産 業 など放 送以外 の分野 に も広 い活 用の可能 性 を もって いる。

例 えば、医学 にお け る病 理検 査を例 に とる と、従来写真 の キズ又は ゴ ミか微小 な病 巣か

定かで はなか った判断が 、ハ イ ビジ ョン画像 を同時に観察 す る ことに よ り、 よ り確度 の高

い診断 に寄 与す ることがで きる。 また、映 画を例 に とると、ハ イ ビジ ョンカメラで映 画を

撮影 し、特 殊効果 や編 集 もハ イ ビジ ョン信号 の まま行 う。最 後 に編 集済みの信号で変調 し

た レーザ光 で、生 フィルムを走査 して焼 き付 けて映画 が出来上 が る。

この よ うに、ハ イ ビジ ョンは高精細 度 ワイ ド画像で あ る とい う特長 か ら、経 費、特殊効

果 、制作時 間な どの点 で映画 制作上 の メ リッ トが大 きい。 また、ハ イ ビジ ョンで はソフ ト

をパ ッケー ジや回線 によ って配 給す ることがで きるので 、多様 な形態の ビデオ シアターと

して発展 す る こと も期待 で きる。

他 の分 野で は、医療 、印刷 ・出版 、商業 ・広告 、美術館 な どで 、ハ イ ビジ ョンの特 長を

生か した利用が期 待 され る。 これ らは、同時 にオプ トメカ トロニ クス、オプ トエ レク トロ

ニ クス産 業の需要 を興す要 因 にな るで あろ う。
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5.次 世代 のニ ューメデ ィア

放送 メデ ィアに は、 おおよ そ、30年 周期 で メデ ィアの交代 が行 なわれ て来た。放送 が

さ らに発展 してい くために は、時代 を見通 した新 しいメ デ ィアの開 発が重要 であ る。

その1つ は、SSAV(SuperSurroundAudioVisualSystem)と 名付 けたハ イ ビジ ョン

を越え た広 が りと奥行 きを もつ高精細 、大 画面、高臨場 感 の立体映 像 と音 声を家庭で再 現

す る システ ムであ り、現 在研究 に取 り組ん で いる。 この研究 は、人 間の視 聴 に関す る心 理

や認識 な どマ ンマ シー ンの広 い分野 にまたが る技術 の開発 が不可欠 であ り、 この ための基

礎研究 と要素 技術の研 究を進 めて い る。

一 方 、従来 の多種 多 様 な大 量 の情 報 を安価 に提 供す る こ とを 目指 して 、仮称ISDB

(lntegratedServiceDigitalBroadcasting)の 研究 に着手 して い る。NHKが 長年蓄 積

した情 報を含 む多様 な情報 を統合 化 して提供 し、視 聴者 の好み に応 じて情報 を選 択視聴で

きるよ うに した ものがISDBの イ メー ジで ある。

6.あ とが き

い ままで述 べ たよ うに、 これ か らの放送 メデ ィアの研 究で は、通信 の分野 にかかわ る側

面 もあ り、放 送 と通信 との境界 はせ ば ま りつつあ る と言 え る。同時 に今後 の放送技術 の研

究 ・開発 に携わ るオ プ トメカ トロニ クス、オ プ トエ レク トロニ クス技術 の分野 との間で従

来 に も増 した相 互の密 接な協 力関係 が望 まれ るこ とにな ろ う。

放送 は、 その特長 を生か して マス メデ ィアの主要 な位 置を 占め るに至 った。 多 メデ ィア

時代 のなかで 引 き続 き放送 が社会 に貢献 して い くため には、時 代を見通 し、 その時代の要

請 に応え た技 術を 開拓 してい くとと もに、他分野 との調 和の とれ た発展 が必 要であ る。

一108一



21世 紀 に 向 けて の 家 庭 の情 報 化

奈良工業高等専門学校 情報工学科教授 鈴木忠二

1.家 庭 を取 り巻 く情 報ネ ッ トワー ク整備

情 報化社 会の急速 な発展 の中 にあ って、10年 後 には どの程度 の情報 ネ ッ トワー クがわれ

われの生活環 境の 中に整備 されて い るだ ろ うか。す でに、我 々が家庭 に居 なが ら海外 で発

生 して い る出来事が リアル タイムで 見 ・聞 きで きる世 の中 にな って いる。無線 および有線

によ る放送網 は衛星通 信網 を介 して全世界へ と広が った。双方 向通信 は電話網 を中心 に国

内 は もとよ り世界 の主 要国 に は全 自動 ダイヤルで即座 に話が 出来 るまで にな って きて いる。

しか し、 我 々が求 めて いる 「いつで も」 「ど こで も」 「誰で も」情報の受発信 、すなわ ち、

瞬時 に必要 なだ けの情 報量 の交換が で き、整 理 して蓄 積で きる情報 ネ ッ トワー クの整備 は

どの よ うな手順で行 うのが近 道か良 く考え る必要が あ る。 まず 、 「ど こで も」に対 して は、

今、無線 伝送手段 を用 いて い る ものの中で 、有線で も可 能 な もの は全て有線 に し、移動中

の情報交 換に無線周 波数 を有効 に割 り当て ると共 に、衛星通信 手段を更 に活用 す る必 要が

あ る。有 線伝送手段 は大容 量情報伝送 路を確 保す るため に光 フ ァイバ ーケーブルを活用す

るこ とを考え るべ きであ る。技術 的に は実現 可能で あ り、家庭 内の需要 によ り経 済的 に有

用 な らば、 これ らの情 報 ネ ッ トワー ク整備 は実現す るであ ろ う。

2.家 庭 の生活パ ター ン変 化 と情報量

大容量 情報伝送 ・交換 ネ ッ トワー クの実現 は、家庭 内 にその需要が存在す るのか とい う

考え に起 因す る。 まず家族 構成 か らすれ ば、核家族 や単身者 、女性の独身者が増 加す る傾

向 にあ る。仕事 を持 つ独身 者 と、サ ラ リーマ ンの生 活 は、情報 処理装置の高度 化 と大容量

情報伝送 網の整備 によ り、勤務形 態が大幅 に変 わ り、在宅勤 務や、近郊 のサテ ライ トオ フ

ィス勤務 が増大 し、仕事 の効率 が高 ま り、余暇時 間の増大 に結 び付 く。 その結 果、娯楽や

教養 を高め るために当て る時 間が増 え、創 作活動 な どが盛ん にな る。家族 との会話の機会

も多 くな り、独 身者 は情報 網 を介 して コ ミュニ ケー ションが可 能 になる。一方 、高齢化 も

今 まで以 上 に進 む もの と予 想 され、その人達 の生活 パ ター ンは更 に深刻 に変化 す る もの と

考え られ る。 まず 、健康 の維持 管理 、不幸 に して病 気 にな った場合の 医師 との対話、画像

によ るカ ウ ンセ リング とその実行 。 さ らに病 床生活 をお くる身 にな った場 合は、その介護

に苦 労す る。 この場 合、超 知 的機 械(高 度 な ロボ ッ ト)に 頼 る人が多 くな って くる。 自分

自身 で ロボ ッ トを操 れ る場 合 は良 いが、 それ も不可 能 になる と、行政や ボラ ンタ リーメ ン

バ ーに頼 らざるを得 な い。 このよ うな場合 は、大容 量の情報処 理が必要 とな り、 リアル タ

イムで画像情報 を交信 しなが ら、遠 隔制御 によ る介護用 ロボ ッ トの操作が必要 に なろ う。

この介護用 ロボ ッ トの進歩 で あ るが、少 な くと も知 的機能 を備 え、指令 によ り、正確 な判

断が 出来、主人 に代 わ って働 き、補 助 ・介護 機能 を持 つ こ とが重要で あ り、完 全で無 くと

も家庭 内に導入 され る ことを前提 に家庭の情 報化 を論 じて行 きた い。

今後 は国際化が更 に進み 、都市 圏 は もとよ り地方 圏 までが情 報化社会の中で 国際化 され

る もの と予想 され 、 日本古 来の文化 や芸術 を大切 に しなが ら、他国の文化等 を理解 し、交

流 し合 うよ うになろ う。 この時 は我 々の生活 パ ター ンも大幅 に変化 して来 よ う。高度 な情
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報 化社会 が進 む に従 って新 しい文 明が拓 け、生 活 の様 式 、生 活行動 も情報機 器や ソフ トウ

ェアによ って 、今 までの ものを捨 て るので はな く、新 しい ものを取 り入れ融 合 して行 くも

の と考 え られ る。

3.家 庭 内 の生 活情 報サ ー ビス

情報 化社 会の進展 に伴 い、我 々の生活 パ ター ンが大幅 に変 化す る もの と考 え、 その生 活

情報 サ ー ビス も著 しく変化 す る もの と予想 され る。

ハ ウ ス キ ー ピ ン グ一

一 マ ネ ー ジ メ ン ト

カ ル チ ャ ー

一 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 家

地

ホ ー ム コ ン トロ ー ル

セ キ ュ リテ ィ

家計 管理 、在宅勤 務

ホーム シ ョッピ ング、バ ンキ ング

娯楽 、創作、学 習 、園芸

旅行

家庭間通信、行政連絡

地域情報センターとの通信連絡

図1情 報 サー ビスの 分類

図1に 示 すよ うに、ハ ウ スキー ピ ングは、 日常 の生 活 の中で家族 が暮 らす家の住空 間を、

極 く自然 に快 適 な状 態を保持 す るため に、情報処理装 置 の知 的対 応 によ り実現す る家庭 内

情 報 ネ ッ トワー クとその端 末機 器の あ り方 にっ いて考え る必要 があ る。家 族構成 や地域 ・

環 境 によ って 、その 目標性 能 ・機 能 は変わ る と思 われ るが、全 ての 目標 を ク リア して、使

い方で 工夫す る手 段が必 要 と思われ る。 その内容 につ いて は次表1に その主 な ものを記 し

て い る。 ここで重要 な ことは、ネ ッ トワー クお よび機 器の保 守管理 、バ ックア ップ体制 を

も含 む システ ムが 出来て初 めて実用 になる ことで あ る。特 に セキ ュ リテ ィに関 して は、 自

治体 や近 隣の家庭 との関連 が重要 で ある。

マ ネー ジメ ン トは、家計 の収 入 ・支 出に関係が あ り、重 要 なサ ー ビスであ ると同時に将

来 の予測 も含 め、家族総 合の マネ ー ジメ ン トに拡 大 し、実 現 す る必要 があ る。 そのため に

は外部 の情報 入手や情 報加工 に高度 な判断機能 が要求 され る。適切 な情 報を買 い、安心 し

て生活 で きる家計管理 が 、人の力 を越え る能力で常時 実行 され る情 報処理装 置が望 まれ る。

その結 果 、時間的 、金銭 的な余裕 を作 り、よ り人 間的な生活 を営 むた めに 「カル チ ャー」

が あ る。

表1で は、家族 構成 を越え て列記 したが年齢 や個人 の意志 で 、そ の重 要度 は異 な る。 し

か し、 この サー ビス分野 は情 報量が最 も大 きく、かっ 、生 産 的で ないため、選択 に苦労す

る分野 で あ る。今後 は、楽 しみ なが ら情報 を生産 し、交換 し合 い、収入 に も多少 は結 びつ
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くサー ビス活動 も生 まれて 来て も良 いので はなか ろ うか。 これ らを実行す るに当 り、情 報

の伝送 が中心 とな ろ う。そ のた あに も大容量 情報伝送 と して有 線系で は、家屋 の密集地で

は光 フ ァイバ ー ケーブル網 の整備 が不可欠で あ る。過疎 地で は無線 による手段 、すなわ ち

衛星通 信ネ ッ トワー クが必要 になろ う。 コ ミュニ ケー シ ョンは 「ど こで も」 「誰 とで も」

に相 当す る部分 で、特 に国家 レベ ルの基盤整 備が必要 な部分 であ る。大容量 の情 報を圧 縮

技術 を用 いた安 価 な伝送 網 に よ り伝 達す る技 術開発が必 要で 、現 在 も進行 中で あ る。 コ ミ

ュニ ケ ーシ ョンは、ハ ンデ ィキ ャ ップを持 った人や高齢 者 に も受 け入れ られ る ものでな け

れ ばな らな い。 その 開発 には、 目標 を明確 に して知 的な機 能 を持 った情報処理装 置の実現

が不可 欠で あ る。

家庭 の情報化 を21世 紀 に向 けて進 め る指 針 は、 まだ多 く残 されて いるが 、少 な くと も

我 々が 安心 して、快適 な住空 間で生 活を営み 人間 ら しさを求 めるため には、以上述 べて来

た 、高 度 に発達 した情報 ネ ッ トワー クの基盤 整備 と、知 的で しか もやわ らか い情報処理 装

置 の実 現 と、 その助 けが 不可 欠 と言 え る。

表1家 庭 にお け る情 報行動 とサ ー ビス

・ハ ウ スコ ン トロール(家 庭機 器 ・住設 機器 の 自動 化、監視制御)

ハ ウ ス ・エ ネル ギー管理(エ ネルギ ー源の 消費量 ・エネルギ ー発生量

キ ー ピ ング の 制御 、 エ ネルギ ー源 の選 源)

・セキ ュ リテ ィ(警 報 と異 常個所 の表示 、関連機 器の制御)

・家 計 管 理(ホ ー ム シ ョ ッ ピ ング、 ホ ー ムバ ンキ ング、 家 計 管 理)

マ ネ ー ジ ・予約(交 通機 関、宿泊施 設の予約)

メ ン ト ・健 康 管 理(セ ル フ ケ ア支 援 、 ホ ー ム ケ ア ・サ ポ ー ト)

・在 宅 就 業(自 宅 、 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス)

・在宅学 習(進 学 学習 、生 涯学習 、その他知識 習得)

カ ル チ ャー ・娯楽(個 人 単位 、家 族単位)

・鑑 賞創 作活動(余 暇の有効利用 のた めの鑑賞 ・創作 活動 ・視聴者

の番組参加)

・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン(公 衆 電 気 通 信 網 ・双 方 向CATV・ パ ー ソ ナル

コ ミ ュ ニ 無線等による通信機能 ・手段の提供)

ケ ー シ ョ ン ・コンサ ルテ ィング(プ ライバ シーに配慮 を要す る相談)

・コ ミ ュ ニ テ ィ

サ ー ビス(コ ミュニ テ ィの連 絡 ・通 知 、行 政 サ ー ビス等)

共通事項 デ ー タベ ー ス 手 作 りの デ ー タベ ー ス 、 簡 単 な デ ー タベ ー ス

生活 情報 デ ータベ ース、各種 案内、各種統 計数値
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90年 代 コ ン ピ ュ ー タ の キ ー ト レ ン ド

(社)日 本パ ー ソナ ル コ ンピュータ ソフ トウ ェア協会

副会長 孫 正義

デ モ ① マ ル チ メ デ ィア技 術 の ビデ オ(DVI)

デ モ ② コ ン ピ ュー タ ミュ ー ジ ック の実 演(ミ ュー ジ郎)

1.西 暦2000年 に向け た情 報産業 の3大 トレン ド

① 情報 産業が 全産業 中、最 大規模 の産業 にな る

② パ ソコ ンの市 場規模 が、 大型 コン ピュー タの市場 規模 の10倍 にな る

③ ソフ トウ ェアの市場 規模 がハ ー ドウ ェアの 市場規 模の3倍 にな る

情報産 業 の売上高 は、1990年 約42兆 円で、既 に最 大規模 の産業 に成長 した。 これが 、今

か ら10年 後 に は約140兆 円、GNPの20.7%ま で成 長す ると予測 され てい る(通 産 省)。

工業社 会の代 表的産 業で あ る自動車 産業が 約35兆 円、建設 産業が 同 じく35兆 円、電気産業

が約33兆 円 と推計 され るの で、合 わせて約100兆 円。1O年 後 には、情報 産業が これを は る

か に上 回 る規 模 に成 長す る。

今年 、既 にパ ソコ ンの市場 規模 は大型 コ ンピュー タの それ を超 え た(も の さ しの と り方

によ って若干 違 うが 、 トレ ン ドは読 み取 れ る。)。 これ は、構造 的 な変 化で あ り、従来 メ

イ ンフ レーム もしくは ミニ コ ンなどで成長 して きたIBMやDECな ど は、みな赤字 を出

した り、 レイオ フを実施 して いる。今後 、 コ ンピュー タの ダウ ンサ イ ジ ング化 は ます ます

進み 、パ ソコ ンの市 場が大 き く成 長す る。

また、ユ ーザ の利 用環境 の向上 で、 マル チベ ンダー化 が進行 し、産業 自体 もハ ー ドか ら

ソフ トへそ の重心が 移 ってい く。

2.コ ン ピ ュ ー タの 性 能 推 移

現 在 、32ビ ッ トパ ソ コ ンの 演 算 能 力 は4MIPSな い し5MIPS。 大 型 コ ン ピ ュ ー タ は 、 だ い

た い30MIPSか ら140MIPSく らい 。 今 年 か ら次 々 に 出 荷 さ れ る486ベ ー ス の パ ソ コ ンで20

MIPS前 後 だ ろ う。

これ が 、 イ ンテ ル 社 の マ イ ク ロ2000計 画 に よ る と、 西 暦2000年 に 出荷 さ れ る786と い う

CPUは な ん と2000MIPSの 演 算 能 力 を もつ 。 さ らに、1/Oバ ス や マ ル チ メ デ ィア のDV

I技 術 が 、 た った2.5イ ンチ 角 の チ ップ に統 合 され る 。

CPUは 過 去 数 十 年 間 、2年 で ほ ぼ2倍 とい うベ ー ス で 進 歩 して い る。 大 ざ っぱ に 言 っ

て 、1980年 代 はCPUは メ イ ンフ レー ムで 、 マ ンマ シ ン ・イ ン タ フ ェイ ス は キ ャ ラ ク タベ

ー ス 、 コ ン ピ ュ ー タの 使 い 方 は ホ ス ト/端 末 と い う使 い 方 だ っ た 。 これ が 、90年 代 は コ ン

ピュ ー タ と言 え ば パ ソ コ ンが 中心 的 に使 わ れ 、 グラ フ ィ ッカ ル な ユ ーザ イ ンタ フ ェー スを

もち 、 クラ イ ア ン ト/サ ー バ とい う コ ンセ プ トに よ って 、 ネ ッ トワ ー ク ・コ ン ピ ュー テ ィ

ン グの環 境 で 使 わ れ る 、 そ うい う時 代 に な る。
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3.ネ ッ トワー ク ・コ ン ピ ュー テ ィ ン グ

CPUテ ク ノ ロ ジの進 歩 に基 づ くダ ウ ンサ イ ジ ン グ化 と ネ ッ トワ ー ク ・コ ン ピ ュー テ ィ

ン グ とい う思 想 が 、 コ ン ピ ュー タの 利 用 環 境 を 大 き く変 え よ う と して い る。 従 来 、 メイ ン

フ レー ム な ど の 大 型 コ ン ピ ュー タの 強 み は 、 ① 安 全 性 ② 機 密 性 ③ 処 理 能 力④ 複 次 性 で あ り、

パ ソ コ ンの 強 み は、 ① 簡 易 性 ② 経 済 性 ③ マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー ス④ 柔 軟 性 で あ った。 パ

ソ コ ンの 能 力 が 向 上 した か ら と言 っ て 、 銀 行 の オ ン ライ ンに使 え るか と い うと 、安 全 性 、

機 密 性 な ど の 点 で 無 理 だ っ た。

と ころ が 、 ネ ッ トワー ク ・コ ン ピ ュー テ ィ ング とい う こ とで 、 ネ ッ トワ ー クを コ ン トロ

ー ルす るOS(オ ペ レー テ ィ ン グ シス テ ム)が 登 場 し
、 安 全 性 ・機 密 性 で も従 来 の大 型 コ

ン ピ ュ ー タ に 匹 敵 す る か そ れ 以 上 の パ ワ ー を もつ に い た り、 大 型 コ ン ピュ ー タ に と って換

わ る こ とが で き る よ うに な る。 実 際 に 、 ア メ リカで は メ イ ンフ レー ムを や め て 、パ ソ コ ン

中 心 の ネ ッ トワ ー ク ・コ ン ピ ュー テ ィ ン グ に 切 り換 え て い る会 社 が 、 銀 行 ・証 券 な ど 含 め

て た く さん あ る。

ユ タ州 に あ る ノベ ル とい う会 社 は、 ま さ に この ネ ッ トワ ー クOSを 開 発 して 急 成 長 を し

て い る 会 社 。 全 世 界 で65%～70%の マ ー ケ ッ トシ ェア を も ち 、事 実 上 の 標 準 に な って い る。

ア メ リカだ け で も、500万 台 の パ ソ コ ンが 既 に ノベ ル のOSで つ な が って い る。 日本 で は 、

ま だ ほ とん ど の パ ソ コ ンが ス タ ン ドア ロ ンで 使 わ れ て い るが 、91年 早 々 日本 語 版 が 出て 来

る予 定 に な って い る。

4.情 報の イ ンフラス トラ クチ ャ

LANが どん どん普及 す る と、当然 ワイ ドエ リアでつ な ぐ必要が でて くる。 いまか ら10

年 後の 西暦2000年 には、ISDNを 中心 と してデ ジタルネ ッ トワー クが 日本中 に張 り巡 ら

され る時代が や って来 る。 まさに、 これ が工業 社会の道路 や電線 のよ うに、情報社会の イ

ンフラ とな って産 業、生 活 を支 えて い くだ ろ う。

道路 や電線 な どの イ ンフラがで きる と自動 車産業や電気産 業が飛躍 的に発展 したよ うに

情 報産 業が飛躍 的 に成長 す る上でLANと かISDNと い った情報 イ ンフラの普及が キー

ポイ ン トにな る。西暦2000年 へ の10年 間 はまさ に情報 イ ンフラが普及 す る10年 になるだろ

う。

5.ま と め

この よ うな情報産 業の将 来 に とって たいへん 重要な ことは、 リテ ラシーの教育で ある。

日本が今 日経済大 国 と して反映 して いる重 要 な理 由の1つ は、文盲率 が世 界の どの国 よ り

も低 い こと。 それが 、質 の高 い労働 力を生 み 出 してい る。

情 報社 会 におけ る文盲 とは、 「読 み書 きそ ろばん 」がで きな い ことで はな く、 「コンピ

ュー タ」が使え ない ことであ る。文 部省 や通産省が 、標準機 の開発 などで イニ シアテ ィブ

を とろ うとす るので はな く、開発 は産 業界 に まかせ て、 コ ンピュー タ リテ ラシー教育を支

援 す るよ うな制度 の確 立 に傾注 したな らば、 日本 は世 界一 の コ ンピュー タ教 育国家 になる

の で はないか。情報処 理技 術者試験 な どは(改 良 の余地 が あ る ものの)成 功例 といえ るだ

ろ う。
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産業技術 の将来展望

名古屋大学 工学部建築学科教授 月尾嘉男

1.次 期社 会の特 徴

産 業の発達 によ って 、社会 を狩猟社 会、農 業社 会、工業 社会、情 報社会 と分類す るこ と

がで きる。 それ ぞれ の社 会が持続 した時間 は、狩猟社 会 が数万年 、農業社会 が数千年 、工

業社 会が数 百年 であ り、20世 紀 中 頃か ら出発 した情報 社会 が数十年 ほど経過 したのが 現代

とい うこ とに な る。 このよ うな関係 は偶然 の結 果 か もしれな いが 、すで に数 十年を経 過 し

た情 報社 会に も変 革 の兆候が あ ると想定 す る こと も可 能 であ る。社 会の変化 を もた らす要

因 のひ とつ が技術 で あ り、 その技術 を社 会 に導入す るための構造 が産業で あ る。そ れぞれ

の社 会 において技 術 と産 業が どの よ うな特徴 を もち、 その特徴が どの よ うな方向 に変化す

るかを想定 す る ことによ って、次期社 会の輪 郭を描 写 してみ たい。

(1)一 品種 一生産

農業 の特 徴 は特 定 の地域で特 定 の作 物が集 中 して栽培 され る一 品種多生産 で あ り、工業

の最 大 の特 徴 は同一 の製品が 安価で 大量 に生 産 され る少 品種多生 産で ある。情報社 会 にな

ると工業 製品で あ って も性 質が変化 し、 自家 用車 で は色 彩や 内装 や機能等 に多様 な選択 が

可能で あ り、集積回路 につ いて も特 定用途 集積回 路の比 率が増 加 し、多 品種少生産 が主流

にな って いる。 この方向の前 方 に出現 して くるのが一 品種一生産 で ある。洋服 の仕 立 や住

宅の建 設の よ うに一 品種一生 産 は以 前か ら存在 して い るが 、 ここで の一 品種一生産 とは高

度 な技 術 に支援 された方式 で あ る。

(2)感 性集約産業

農業生産の特徴 は労働集約である。工業生産では高度な設備が生産効率を向上させるた

め、設備に投資する資本集約が特徴となる。情報社会の産業は新規の労働集約産業といわ

れ、知的生産に従事する人間が中心であり、産業としては知識集約と表現するのが適切で

ある。次期社会の産業の代表として映像産業があり、この制作も多数の人間が参加 して作

業をする労働集約生産であるが、その人間に要求されるのは、多数の人間が感動 したり感

激したりする内容を創造する能力である。この能力は感性と表現 してみれば、次期社会で

の産業の特徴はと感性集約ということができる。

(3)美 感遊創

工業社会か ら情報社会への移行は重厚長大か ら軽薄短小への転換と表現される。工業社

会の初期は主要な産業であった鉄鋼産業や化学産業などが生産する製品は価格あたりの重

量なり容量なりが膨大であるのに対比 して、電子機器産業や精密機械産業などが生産する

製品は小型で軽量であっても高価であるということを簡潔に表現 した言葉である。次期社

会の中心となる映像産業が創造する映像プログラムは重量を分母にして計測できる性質の

製品ではなく、まったく異質の価値基準が適用されなければ測定できないが、そこで誕生

してきた価値基準が美感遊創である。
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(4)情 緒価値

穀物 な ど農業 社会 の製品 の価 値 は重量や容 量 など物量 で決定 され る。工業社会 の製 品の

代表 であ る自家 用車 やヘ ッ ドフ ォンス テ レオの価格 は組 込 まれ てい る機能が豊富 なほ ど高

価 にな ってお り、価値 の基礎 は機能 にあ る とい って よい。情報 は一般 に希少 さや新規 さに

価値が あ るか ら、 この価 値構造 が情報 社会 を反 映 してい るとい うことがで きる。 ある映 画

が人気 があ るのは多数 の人間が評 価 して いる とい う漠然 と した価値構 造 に自分 も参加 して

い る とい う気分 で はないか と推測 され る。 これを情緒価値 と命 名 してみ ると、次期社会 に

お いて は、 この よ うな情 緒価値 が判断 の基準 にな って い くと予測 され る。

(5)属 人権

工業社 会での個 人 や企 業の権利 を保護 す る制度 は特許権 であ り、情報社 会にな って保護

す る対象が 知識 や情 報 にな った とき、新 規 に著作権 とい う権 利が制定 された。そ こで、次

期社 会で の情 緒価 値を 中心 とす る技 術や産 業の権利 を どの よ うな制度 で保 護す るかが問題

とな る。情緒 価値 はどの人 間が設計 したか とか 、 どの企業が製 造 したか とい うことに価値

が あ るよ うな権利 であ り、それを属 人権 と命名 してみ ると、 このよ うな権利 を社 会の制度

と して確立 す るこ とは困難 であ り、あ る人 間 に所属 す る権利 を社 会が暗黙 の うちに認識す

るよ うな思想 が必要 にな る。

2.芸 術を 目指す技 術

これ まで説 明 して きた次期社 会の特 徴を概観 して み ると、 この よ うな性質を もつ製 品が

すで に存 在 してい る ことに気付 く。芸 術作品 であ る。 この特徴 は産 業革命以前 にはご く一

般の生産 活動 のなか に存 在 して いた もので あ り、それ を一 言で表現 す る言葉が アー トで あ

った。産 業革命以 後 は同一 の設 計 によ り同一 の製品が大量 に製作 され るよ うにな り、アー

トとい う言 葉 は前 半 の作 業のみ を意味 す るよ うに変化 した。現代で も職人 に依頼す る生産

が皆無で はな いが、 高価 な絵画 をだれ もが購入 す る ことはで きないよ うに、職人 に洋服 を

注文 した り、作家 に住宅 の設計 を依頼す るこ とはむ しろ例 外であ る。 すべての人間が その

よ うな ことを要求 すれ ば、世界 の人間 の半 数が職 人 とか作家 にな らざ るをえな くなる。 こ

の矛 盾を解 決す るため にはなん らかの技 術を導入 す る ことが必要 とな る。

3.創 造機 の開発

産業 革命 を もた ら した重要 な技術 は蒸気機 関で あ るといわれ るが、技術 の性格 を大幅 に

変革 した発 明 は ジェー ムズ ・ワ ッ トが 発明 した調速機(governor)で ある。 これは一定の

状態 を維 持す る技 術 と して人類 が最初 に取得 した ものであ る。 それ以前の技術 は、 ほとん

どが能 力を拡 大す る技術 であ り、状態 を維持 す るとい う発 想 は存 在 して いなか った。 この

調速機 の発明以後 は状態 を維持 す る多数 の技術 が 出現 し、工業社会 を形成 して きた。 この

工 業社会 か ら情報 社会へ移 行す る ときに出現 した最大 の技 術 は計算機(computer)で あ る。

この特徴 はあ る条 件の ときに ある行 動 を選 択で きるとい う能 力で あ る。

それで は情 報社 会か ら次 期社会へ移 行 す るため に必要 と され る技術 とはどの よ うな性 質

を もっ ものであ るか といえ ば、創造機(creater)で はないか と推測す る。創造機 とは機械

自体 が創造活 動をす るので はな く、人 間 の創 造活動 を支援す る装 置で あ る。一例 と して以
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下 のよ うな住 宅設 計の状 況を想像 してみ る。敷 地形状 、 延床 面積、建設 予算 、家族 構成、

部 屋構成 、色彩感 覚、建 築様式 な ど、 自分 の期 待す る条件 を端末装 置に入 力す る。 入 力は

画 像認識 や音 声認 識の技 術を駆 使 して、人 間を相手 にす るの と同等 の容易 さで可 能な もの

とす る。装 置の ほ うか らさ らに必要 な条件 を要求 して くるので 、それ らも追 加 して入力 し

て い く。 この よ うな準 備が完 了 した ら、頭部 にヘ ル メ ッ トを装着す ると、 眼前 の表示装 置

に設計 され た住 宅が立 体画像 と して表示 され る。 そ こで 歩行 してい くと実 在 の空間の よ う

に建物 の周囲 や内部 の光景が 変化 して 、あたか も現 実 の住宅が存 在 して い るよ うな感覚 に

なる。居 間を やや拡 大 して ほ しい と音声 で伝達す ると部 屋が拡 張 して い くし、外観 を和 風

に変更 して ほ しいと伝達す ると即座 に変 化す る。 この よ うな応対を繰返 して希 望 の住 宅が

計画 で きた ときに終 了す ると、以後 は部 材の設計 か ら工 事 の手 配 まで すべて が 自動 で進行

す る。 この よ うな装 置が あれば 、素人 で も自由 自在 に住宅 の設計をす ることがで きる。

これ はま った くの想像 で はな く、設 計 した空 間 を立 体で 表示す る システ ム は商用装 置 と

して販売 されて い る し、希望 の条件を 満足す る住宅設 計 システ ム も研 究開発 が進 行 して い

る。 このよ うな技 術が 洋服の設 計、 自家用 車の設計 、家庭 電化製品 の設計 な どに導入 され

て くれ ば、技術 は一品 種一生産 を は じめ とす る次期社 会 の要求す る性 質 を実 現 す る ものに

な る。 それ は産 業革命 によ って一旦 は芸術 か ら分 離 した技 術が再度 芸術 に統 合 され る こと

を意 味 して お り、技 術 は芸術 を 目指 す とい うのが これ か らの方 向に なるので あ る。 そのた

めの重要 な課題 が様 々な分野 におけ る創 造機 の開発 にな る。

農 業 社 会 〔拡大機能技術〕

「産業一 働 一)〕
工 業 社 会 〔継 継 技術〕

「 情一 言+算機(一)〕
情 報 社 会 〔選択機能技術〕

い 性革命 〔創造機 一 ・)〕
感 性 社 会 〔創造機能技術〕

図1産 業技術の変遷
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知 の 現 在 と電 脳社 会

明治大学 法学部教授 中村雄二郎

1.知 の現 在 を捉え るア イテ ム

意識 的な人 間活動 だけで な く無 意識 的な人 間活動 も含め た く知 〉の現 在を捉え よ うとす

ると き、その 必要不可 欠な アイテ ム と して、(1腱 概念 と しての く情報 〉、(2)宗教 と科学 と

の新 しい触れ 合 い、㈲ 人間の特性 と機械 の特性 の見 直 し、(4)言語 と生 命 にっ いて の新 しい

知見 、の4つ を挙 げ ることがで きる。 む ろん 、 これ らは別 々の もので はな く、相互 に関連

し合 って今 日の状 況を切実 にあ らわ して い る。 ここで は、 それ らがな にを意味 す るかを簡

単 に コメ ン トした上で、来 るべ きく電 脳社 会 〉にどの よ うな問題があ るのか、それ らを ど

のよ うに解決 す るのが望 ま しいの か スケ ッチす る ことに したい。

2.1鍵 概念 と しての 〈情報 〉

今 日なぜ 〈情報 〉が鍵概念 にな りうるのか。 これ は一般 に 自明の理 のよ うに思われ るの

で、立 ち入 って 考え られ ることが あ ま りないが 、 〈情報 〉概念が どの くらいの射程を もち

うる ものなのか 、かっ ての唯物論 ・観念論 とい う捉 え方 がなぜ有効性 を失 ったか、を 明 ら

か にす るため に も考 えておか なければ な さな い。

自然科学 と人 文科学 との背離 は 〈2っ の科学 〉(C・P・ スノー)と して現代の主要 な

問題の1つ と されて来 たが、 この2つ の科 学 の動 向を み ると、興味深 い ことにそれぞれ の

うちに 〈情 報 〉概念 があ らわれ て くる。 まず 自然科 学 でいえ ば、<物 質一 エネ ルギー一情

報 〉とい う系列 の なかで、つ ま り、客観 的 な存 在を実体 か ら機能 を経 て関係へ と開 く方 向

で、情 報概念 が浮 かび上が って きた。他 方、人 文科学 の領域で は、 〈概念一意味一情報 〉

とい う系列 のなか で、っ ま り、主 観 の在 り様 をや は り実体 か ら機能 を経て関係へ と開 く方

向で それが浮 か び上が って きた。 こう して く情報 〉にお いては じめて、 この2つ の系列 は

交差 したわけで あ り、 したが って、 すべて が く情報 の相 の下 に〉捉え うるのであ る。

2.2宗 教 と科学 の新 しい触 れ合 い

科 学 と宗 教 とは、対立 し抗 争す る もの と永 い間考 え られて きたが、今 にな ってみ ると、

その よ うな考 え方 が く近代 〉の偏見 の1つ で あ った ことは明瞭で ある。 ともに存在の神秘

を追求 した ものであ る点 で共通 して いるか らで あ る。 ただ、 目標が 同 じであ った ためか え

って方 法の違 いが鮮 明に浮か び上 が り、対立す るに到 ったので ある。 とい って も、今 日で

も新 たな陥穽 がな いわけで はない。それ は擬似科学 的 な 〈ニ ュー ・サイエ ンス 〉で あ り、

最新科学 への物 神崇拝 であ る。他方 、宗 教を過 剰 に神秘 化す る傾 向に対 して は、宗教 の知

恵を 〈深層 の知 〉の観 点か ら捉 えなお す必要が あ る。

また、宗教 と科学 の新 しい触 れ合 いにお いて重要 な役 割 を果 たすのは、芸術で あ り、 こ

れ は私 が 〈演 劇的知 〉や 〈臨床 の知 〉の提唱 にお いて 川 、またゲーテ的な 自然研究 の再 評

価 にお いて[2]、 問題 と した ことなので あ る。

2.3人 間の特性 と機械の特性 の見 直 し

今 日の よ うな時代 の大 きな転換 期 の中で は、すべて につ いて既成の概念で は現 実がみえ

に く くな って きてい るが 、 と くに く人 間 〉とく機械 〉につ いてそ うであ る。 まず く機械 〉
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につ いて いえ ば、かっ てはそれ は道 具か ら発達 した 力学機 械 と して理解 されて いた。 その

後、情 報工 学の急速 な展 開 によ り機 械の主 流 はむ しろ情報 機械 のほ うに移 って きた。 しか

し、情 報機 械 とい って も初 期の もの と今 日の もの とで は比 べ ものにな らない。 と くに情報

機 械 は システ ム化 し、生物 の特性 を と りこんだ ものが あ らわれ るよ うにな って、 〈人間 の

能 力の 外化 〉とで もい うよ りほかに定義が不 能 にな ったほ どで あ る。

それ に応 じて く人間 〉の ほ うも、かつ ての よ うに く理性 的動物 〉とい った捉 え方 で はど

うに もな らな くな り、機械 が不得意 な志 向性 や コモ ン ・セ ンスが 人間の能 力 と して注 目さ

れ るよ うにな った。 これ らに ど う挑 戦す るかが 、今後の機 械の大 きな課題 であ ろ う。

2.4言 語 と生命 につ いての新 しい知 見

言語 と生 命 とが い ま重要 な意味 を もつの は、 それ らに対 して科学 が これ まで正 当な接近

方 法 を もちえなか った上 に、機械 を人間 に近 づ けよ うとすれ ば、生 命 と言語 の秘密 を解 き

明か さな けれ ば な らな いか らで ある。 言語 は概 念 とと もにイ メー ジを含み 、イ メー ジは無

意 識を 介 して身体性 と結 びつ くので あ る。 また、生 命体 は単 に有機 体で あるだ けで な く、

自己組織 性 をそ なえ て いる点 で 、 これ まで の機械概 念を超 え る自己形成の メカニ ズムあ る

い はダイ ナ ミックスの解明が 要求 され るので あ る。

言語 と生命 とは、いずれ も場所 にかかわ る点で結 びつ く。 生命 は固有環境 を必要 と し、

それ 自体 が トポ ロジカル な構 造を もつか らで あ り、 また、言 語 は トピ ック(話 題)や トピ

カ(修 辞 学)と い う語が示 すよ うに、本質 的に場所 的 な性格 を もって いるか らで あ る。そ

して それ らの点 を とお して 、両者 はいずれ も共振(共 鳴)性 を もっ もので あ り、 この場所

と共振 こそは言語 と生命 の秘 密 を解 く鍵で あ ると さえ言え る。

3.電 脳 社 会の未来 ・近未 来

ここで電脳 社 会 とは コン ピュー タ化 の進 んだ社 会の ことであ るが 、そ こ未 来 ・近未 来 と

して、 まず 考 え られ るこ とは、可 能性 と して は く個 別化 〉であ り、趨 勢 と して は 〈画 一

化 〉であ る。つ ま り、積極 的 な可能性 と して は く個 別化 〉実現の条 件が形成 され るが、個

々人 が よほ ど主体性 を もたな い と、かえ って 〈画 一化 〉に流 され る ことにな るだ ろ う。

他方 、社 会 の電脳 化 は科 学 ・技 術の画一 化 によ って もた らされ るとはいえ、各 国や各社

会で の現実 の あ らわれ は、それ ぞれが伝統 的 に もつ文化 パ ター ンによ って左右 され るに ち

が いな い。 っ ま りそ こで は、 いわば太古 と未来 とが結 びつ くので あ り、科学 ・技 術化の果

て に 〈神話 的 な元型 〉があ らわれ るので あ る。

い いかえれ ば、電脳 社会で は、人 間 も社会 も単 に左脳 によ って支配 され るの ではな く、

む しろ右脳 的 な もの 太古的 な ものの回復 が求 め られ るだ ろ う。 そ して遊 び とオ ー ジーが見

なお され、休 日(Sabbat)と 乱 痴気騒 ぎ(Sabath)が 新 しい意味 を もつ こ とにな るだ ろ う。

機械 につ いて いえば、機械 の人 間化 が真剣 に考 え られ るよ うにな る。 それ は、在来の機

械 の よ うに一 義 的な機能 を もっので はな く、多 目的な機能 を もっ もの とな るだろ うが、 そ

うな ることで 、機 械 は人間いや個 々人の 〈分 身 〉と しての位 置を もつ のであ る。
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「生 命 」 が 基 本 とな る社 会

早稲田大学 人間科学部教授 中村桂子

1.人 間 ・自然 ・科学 技術

1990年 代か ら21世 紀 にかけて、考 え るべ き課題 の1っ は、人間 と自然 と科 学技術の関

係で あ ろ う。

と ころで 、従来の科 学技術 は、 自然 に働 きかけ 、時に はそれか ら掠奪を した り、それを

破壊 した りす る もので あ ったが、今後 は、 自然 と調和 す る科学 技術 にな らなければい けな

い といわれ る。確かに その通 りだが 、 これ を少 し違 った切 り口で考えてみ たい。それ は、

これ までの技 術 は、人 間の生物 離れ の願 望 を実 現す るための ものだ ったとい う見方であ る。

人間 は生 き ものであ る。そ して、 そのたあ の制 約を た くさん抱 えて いる。 た とえば、空を

飛び たい と思 って もそれ は難 しい。 そ こで 、鳥 の真似 を して飛 ぶ努 力を したが、それ は失

敗 に終 わ った。 ところが、今 で は ジェ ッ ト機が500人 を越 え る人を同時 に空 へ連 れて行 っ

て くれ る。生物 とはま った く違 う方法 を考え た と き、人 は夢 を叶え る ことが で きたのであ

る。 こう して 、生物離 れの願 い は次 々 と実現化 し、 それ を我 々は進 歩 と考え た。

しか し、人 間 は、や は り生 き もの なので あ る。深刻 にな ってい る地球環境 問題 も人間が

生 き もので あ るが故の もの といえ よ う。 完全 に生物離 れで きる道 を探 るのか 、生 き もので

あ るこ とを もう一度考 え直す のか。何れ に して も今後 の科 学技術 につ いて は、人 間は生 き

もの とい う視点 が必要 であ る。

2.新 しい科学 技術の 可能性

生物離 れ とい う単純 な願望で な く、人 間が生 き もので あ る ことを踏 まえ なが ら、なお新

しい科学 技術 に夢を託 す ことが で きる と考え る理 由はい くつ かあ る。

1)科 学 技術 の可能性 の広が り

科学 の進歩が 遅 く、新 しい技 術の可能 性が小 さい時代 は、芽 を出 した技術 は何 で も育て

てい こ うとい う気構え が必要 だ った。 しか し、最近 の先端 技術者 の感覚 は、出来 ることを

や るとい うよ り、や りた い ことをや る とい う所 へ移 ってい る と聞 く。それ は、個人 と して

興味が持 て る こととい うだ けで な く、未 来 を考 えた 時に、本 当に大事だ と思 うことをや る

とい う意 味を含 んでの ことだ ろ う。

2)生 物(人 間 も含め て)が 、 ミクロな システ ムと して解 明 されつつあ る

科学技 術 は、確 実 に ミクロ化 、 システム化 しつつ あ る。 しか も、生 物が分子 を単位 に し

た見事 な システ ムと して、解明 されっっ あ る。従 来、人 間 はブ ラ ックボ ックスだ ったが、

内部が分 か り始 めたの で、外の システ ムを中の システムに調和 させ るとい う形 で、新 しい

技 術 を考 え得 るよ うにな った。 しか も、幸 いな ことに、他 の生物 も基 本 は人 間 と同 じなの

で、 自然 の システ ム も同 じ線の上 で考え られ る。 つ ま り、人 間 と科学 技術 と自然 の調和 と

い う言葉 が、単 な るお題 目で はな く、科学 技術 の眼で現実 的 に考 え られ る条件 がで きて き

たので あ る。 と くに、生物 の場合 、情報 化が最 も重要 な点 であ る。
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3)科 学 技術 を支え る価値観 の転換

情報 化 され た システ ムと してみ た時、生 命体 は、 これ までの科学技 術が追 求 して きたの

とは違 う特徴 を持 って いる。 た とえば、生 物 に とって効率 は必ず しも大事 では ない。む し

ろ、柔 軟性 、適 応性 な どが重 視 され る。生 物 に こだわ らず に、 しか し生物 を否定 しない方

向を探 るとい うことは、 システム と して の生物 の特 徴 は大切 に しなが ら、生 物 を超 え る も

の に もチ ャレ ンジす るこ とだ ろ う。 つ ま り、 そ こに は価値観 の転換 が求め られ る。

3.情 報 にっ いて の考察

生 命体 を情 報化 され た システム と考え る こ とで、人間、 自然 、科学技 術 の関係 が面 白 く

見え て くる ことは、確か だ と思 う。 ただ 、 こ こでい う情報 は、主 と して遺伝 情報 であ る。

しか し、生物 の情報 と しては、 これ とはか な り異 質 な脳情報 を も考 えな ければ な らな い。

カール ・セーガ ンによ る と、遺伝情 報が量 的 にほぼ限界 に達 した爬 虫類の 頃か ら脳情 報が

増加 し始 め、そ ろそろ これ も増加 が止 ま りっ あ る(図1)。 そ して、脳 の働 きによ って、

体外 に多 くの情報が 蓄積 されつつ あ るの が現在 と言 うことに なる。 この情報 は、無限 に伸

びて い くことを期待 され てい る ものの よ うで あ る。

と ころで 、遺伝情 報 は、基本 と して必 要 な ものが1000く らい、人間で100,000程 度 と云

わ れて お り、35億 年 で たかだか1000倍 とい う大変 ゆ っくり したテ ンポで の変化 を して きた。

一方 、脳 が作 り出 した情 報 は、 これ とは比 べ もの にな らない速度 で産み 出 され て いる。 こ

の、速 い速度 と無限 こそ、 まさに科学技 術 の基本で もあ る。 この よ うな、遺伝情 報 と脳情

報 の 間の齪鱈 、それが 、環境 問題そ の他 、科学 技術 と生 き もの との 間の軋み なので はない

だろ うか。
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4.情 報 とい う視 点か らの問題点 の解決

前節 で述べ た問題点の解 決 には、大 き く分 けて3つ の道が 考え られ る。

1)脳 の優先

脳情 報の方が変化 し易 いので、 それを徹 底 的に膨 らませ る とい う方向で ある。典型 と し

て、 シ ミュ レー シ ョン社 会があ る。 既 に、子供 の世 界 はそ うな りつつあ ると言 って もよい

のか も しれない。っ もりの世 界を徹底 す るのだ。 外国に行 ったつ もり、お い しい ものを食

べたっ もり … 省 エネ 、省資源 の世 界で 環境問題 な どの解決 であ る。

2)遺 伝子 の改造

変 化 しに くい遺伝子 を変え て しま う方 法 であ る。 シ ミュ レー シ ョンよ り現実性 に乏 しい

が 、思考実験 と して はあ り得 る。

3)生 命系の研究 を行 い、その全 体 に合 う技術体 系を作 る。

最 も平凡な選択 であ り、 また最 も面倒 な選択 であ る。生命 を基本 にす る社 会 とい った時

に は、 この平 凡 な道 を選ぶ とい う意 志表示 を してい るので あ る。

5.生 命誌(Biohistory)と い う考 え方

生命系 の特 徴 は、 それが歴史 の産物 で あ ることで あ る。幸 いな ことに、近年、遺伝子 の

中に も、脳の 中 に も、生 命 の歴 史が書 かれ てい る ことが分 か って きた。 そ こで、生体 に書

か れた歴史物語 を読 む分野 と して、生命 誌 を提 唱 して いる。虚心坦懐 、生 命を読む と ころ

か ら出発すれ ば、人 間 ・自然 ・科 学技術 の関係 も自ず と分 か って くるだろ う、少 々楽観論

で あ ることは承知 で 、 この考え方 を提案 す る。
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人 間 の情 報 処 理 ・制 御 機 能 に つ い て

㈱神戸製鋼所 電子技術研究所長 藤井克彦

人間の知能 に近 い ものを実現 す るの に、人間 に似 た ものを 作 ろ うとす ることに終 始す る

の ではな くて、人 間 も有 限の能 力を持 った機械で あ る との視点 に た って、人間 の能 力の 限

界 を研究 し、その 限界 を超 え る ものを技 術で補強す るとい う考 え方が必要 であ る。 また、

科学技 術を進 めて い くのに、50億 の人類 が地球上 に存 在 す るとい うこ とを中心 に置 き、 そ

の人類 のため に いか な る技 術を実現 すべ きであ るか とい う考え方 を導入 してい く必要 が あ

る。技術 的 に可能だ か ら進 め るので はな く、人間を 中心 に置 いた技 術を確立 して い きた い。

「現在 は、で きるこ とをや るので はな く、 や りた い ことが やれ る科学 技術 の可能性 の時代

であ る」 とい う中村桂 子委員 の指摘 の通 りで 、地 球 あ るいは人類 を考 え た技 術を選択 す る

時期だ と考 え てい る。

1っ の進 め方 と して、 中心 に置 く人 間 とい うの は一体 何様 で あ るか、 どれ だ けの機能 を

持 った、 また ど うい う特 徴 を持 った機 械で あるかを まず 押 さえて 、その上 に立 って これか

らの科学技 術 はど うあ るべ きか とい うことを議論 す る立 場が あ る。生物 学や生 理学の よ う

に昔 か ら人 間 あ るい は生 物 を対 象 に した学問が あ るが 、少 しニ ュア ンスの違 った生理学 が

欲 しい。生物 学 も生理学 もいろんな デー タが蓄積 され てい るが、我 々が一番知 りた いのは、

日常 あ るが ままに生活 して い る人間が ど う機能 を して い るのかで あ る。今の生理 学 は少 し

ス タテ ィ ックな立 場 に偏 りす ぎて いる。 もう少 し生 きた ままの生理学 とい うのが欲 しい。

例え ば、解 剖学 で大脳 の構造 は詳細 に調べ られ て いる。 また無侵襲 で大脳 を計 測す る手

段 もで きて きたので 、大脳を マ クロに見て どの様 な働 きを して いるかが 分か りつつあ る。

しか し細胞 と細胞 とが ネ ッ トワー クを形 成 し、 お互 い ど うい う情報 を交換 して大脳 自身が

働 いて いるか とい う情報 に関 して は、現 在残念 なが ら大 脳生理 学で はす みず み まで は分か

ってな い と思 う。 情報処 理技術 を将 来進 め るための1っ の ポイ ン トは、人間 その もの を も

う少 し情報処 理技 術の立 場か ら知 るこ とだ と考え てい る。

生 理学 あ るいは生物学 の分野 を見 る と、分子の レベ ルの生物 学、細胞 の レベルの生物学 、

あ るい は臓 器 レベ ルの生 物学 な ど各 々の レベ ルの生物 学 は それぞれ非常 に発展 を して きて

い る。 しか し、分 子 レベル と細胞 レベ ルの間、 あ るい は細胞 レベル と臓 器 レベルの間 に大

きなギ ャップが あ る。 人間の知能 に近 い ものを実現 す るに は、その間 のギ ャップを埋め る

仕事 が必要 だ と考 えて い る。例 えば、 分子生物学 で分か った分 子の振舞 い、 それ をた くさ

ん 集めて細胞 を作 って も思 ったよ うな細 胞がで きない。細 胞 、あ るいはニ ュー ロンの よ う

な ものを何 億 と集 め てみて も、大脳 にな らず全然違 った もの に しか な らな い。

この様 な観 点 か ら、われわれ は関西 で、 コンピュー タサ イエ ンス、計 測技術 、大脳 生理

学 の異分野 の人 た ちが 集 ま り、 ブ レー ン ・サイエ ンス ・ア ン ド・テ クノロジーの研 究会を

っ く り、違 った角 度 か ら大脳 を研究す る活動 を してい る。

最 近の大脳 生理 学 は非 常 に進 んだ とい う話 を聞 くが 、私達 の立場か ら見 ると、大脳 生理

学 は一 向に進 ん でな い。細胞 に一本一 本電極 を立 てて その細胞 の振 る舞 いを幾 ら調 べて も、

140億 あ るといわれ てい る脳全 体の振 る舞 いは分 か るはずが な い。 もう少 し違 った技術を

導 入 して大脳 を調べ る必要が あ る。分 子の レベル、細胞 の レベル、臓 器の レベルで各 々研
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究 され てた ものを ひ っくるめて人 間を システ ムと見 て、人間 は どれだ けの機能 を持 った も

のであ るか とい うことを研 究す る必 要が あ る。人間 を非常 に大 ざ っぱ に システム と してみ

る と、人 間 は外 界か らの刺激 を感覚 系 を通 して入力 してい る。 それ らを中枢 に送 り、中枢

で様 々な判断 を し、記憶 して いる。中枢 か らの指令 によ り骨格筋 、手足等が動 いて、外界

に働 きか けて い る。 この システムを極 めて単純 に表現す ると、入 力側 の感覚器、 中枢 、お

よび骨 格 系のの3つ の ブ ロ ックか ら成 り立 ってい ると考 え ることが で きる。

人 間の五 感 〔視覚 、聴覚 、味覚 、嗅覚 、触覚)が 、具 えて いる機能 を調べてみ ると、 人

間 は、非常 に精巧 な機械で あ るとい うこ とが1っ の結 論 と して いえ る。一 方、機械の立場

か ら見て 人間 はベ ス トデザ イ ンで はな く、い ろいろ欠陥 、限界が ある。例 えば、視覚系 は

人 間の感覚 器の 中で は最 も大切な もので あ るが 、人間の 目に感 じる波長 の領域(可 視 領域)

は限 られて い る。機 能 と して見た場合 も、 あ るス ピー ドで動 くもの まで は見え るが、それ

以上早 く動 く もの は見 る ことがで きない等 々人 間の 目は決 して万能で はない。

聴覚 も大変 よ くで きてお り、単 に人 間の耳 はマイ クロフ ォン機能だ けで はない。方 向性

を持 ってお り、聞 きたい話 は聞 け、聞 きた くない話(ノ イズ)は 聞 こえ ない。 カ クテルパ

ーテ ィイ ヤー と呼ばれ る現 象 であ る
。 カ クテルパ ーテ ィで皆が ワイワイや ってい るところ

で、人 間 はあ る特 定 の人 とち ゃん と話 がで き る。 この会 話 をそのま まマイ クに収録 し、再

生 して もノイズに埋 もれ て何 に も聞 こえな い。 この様 に人 間の聴覚 は優れ た機能 を備 えて

い るが、16サ イ クルか ら20キ ロサイ クルまで の周 波数(可 聴周波数)の 音波 しか聞 くこと

が で きない。 しか し自然界 には もっと広 い周波数 範囲の音 が存在す るはずで ある。われ わ

れ は可 聴周 波数以 外の音 に含 まれ る情報 は知 る ことがで きな い。

このよ うに、人 間の感覚 器 にはそれ ぞれ優 れ た点があ るが、一方 限界 も存在す る。人 間

の大脳 も大変 優れ た機能を もって い る。 これを真似 て、人工 知能 を作 ろ うとす る試み は、

長年 の間 、多 くの人達 によ って行わ れて きた。今後 の情報処 理技術 の指 向す る もの も、 よ

り人 間に近 い もの を 目指 して いるよ うで あ る。 しか し単 に人間の大脳 に近 い ものを作 ろ う

と努 力す るだけで な く、有 限の能力 しか持 たな い人 間の 限界を明確 に し、それを カバ ーす

る ことこそが 、科学技 術の大 切な使 命で はないか と考 え る。

さて 、人体 は人工 の機 械 と比 べて どのよ うに異 な って い るのであ ろ うか。その異 な って

い る理 由 は何故 か。2～3の 例 に よ って考え よ う。人 間の 目は画像を見 る とき、一 点を注

視 して い るので は な く、種 々の点 に視線 を移動 させ なが ら画像 と して認識 してい る。 これ

は何故だ ろ うか 。 また、人 間 の 目とカ メラと根本 的 に異 な ってい るの は、 レンズ(水 晶体)

の焦 点距離 が可変 であ る ことで あ る。像が 遠近 に移動 す ると、網膜上 の像 のボケを零 にす

るよ うな制御が働 いて いる。構造 的 には、水晶体 を取 りま く2種 類 の筋肉の収縮 、弛緩 に

よ って ピン ト調節 を行 って い る。 ピ ン ト調 節の ための信号 は、網膜上 の像の ボケを検 出す

る機構 か ら発生 してい るよ うであ る。次 に、人 間の 目には、首を振 って頭が回転 した とき、

そ の回転 を検 出 し、 目を頭 の回転 と逆方 向に動かす 前庭性動 眼反射 とい う機能があ る。移

動 しなが ら物 を見 るたあ に必 要 な機能 であ る。

以上2～3の 例で分 か るよ うに 、人間の視覚 系 には、極 あて狭 い場所 に

(1)像 を網 膜の 中心 に 、安 定 して結 像 させ る機能

(2)ピ ン ト調節 の機能

(3)瞳 孔 によ る光量調 節機能
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(4)目 標 を追勒す る機能

等 が備 わ って い る精密 光学機械 であ るといえ る。 そ して得 た良質 の画像信号 は、視神 経 に

よ って大脳 後部 にあ る視覚領 に送 られ 、画像認 識 を行 な って いる。認 識の機 能 について は

大脳生 理学 の分野 に属 し、未 だ完全 に解明 されて い るとは云え ない。

次に筋 肉に ついて考 察 して 見 る。現在 工学 の分野 で開発 されて い るロボ ッ トの性能 を評

価 す る尺度 に 、可搬重 量対 自重 比 とい う尺度 があ る。現在 の ロボ ッ トで は この比率 は約1

対10で あ る。 すなわ ち5kgの 品物 を取 り扱 うロボ ッ ト自身の重量 は約50kgで あ る。 と ころ

が 人間 はど うであ ろ うか。平均 的 な成 人 な らば60kgの 物 を持 ち上 げ ることがで きるが 、そ

の人の体重 は60kgで あ る。す なわ ち可 搬重 量対 自重 比 は1対1で あ る。特 別の訓練 を した

重量 上げ の選手 にな ると、 自分の体 重の数 倍のバ ーベ ルを上げ る ことがで きる。 ロボ ッ ト

と人体 との この力の差 は何処 か ら生ず るのであ ろ うか。

筋肉の構 造 を詳細 に調 べ る と、筋 肉の繊維 が櫛 の歯状 に構成 されて いて、中枢 か らの電

気 パル スによ って歯 が中 に吸 い込 まれ収縮 す る ことが判 明 した。 また力 の調 節 は

(1)一 本 の筋 肉に太 さの 異な る筋肉繊維 が混 在 して い る こと。

(2)中 枢 か らの 電気信号 の強 さに よ って働 く筋 肉繊維 が選択 されて い る こと。

(3)筋 肉 繊維 によ って 出 し得 る力の単 位が異 な る こと。

等が明 らか とな って きた。軽 量で かつ広 い強弱 の範囲 に力 を調節 で きる秘 密が この構造 か

ら推測 され る。

さて、筋 肉 は中枢 か らの電 気信 号 によ って収縮 す る。収縮 の構造 は電 子顕微鏡 によ る観

測で 明 らか とな ったが 、電気 信号 に よ って なぜ 櫛の歯 が吸 い込 まれ収縮 す るのが明 らか に

され てい ない。筋 肉収縮 の基 本が 未だ判 明 してい ないので あ る。

以上 、2、3の 例 で述 べた よ うに 、生 体の機 構 は実 に精巧 にで きてい る。 しか しその構

造 の中、解 明 されて いない部分 も多 い。 しか も、非常 に根 本的 と思 われ る部 分で 、解 明 さ

れ てい ない部 分 が 目を引 く。 したが って、人 間 に近 い機能 を持 った装 置を実 現す るため に

は、 これ ら不 明の点 を解 明す る必 要が あ る。 しか し、 こ こで解明 したい と考 え る もの は、

従来生理学 で 目標 と されて い る もの と異 な った側面 を持 って いる。生 理学 者だ けでな く、

計算科学者 、計 測技術 者が協 力 して 人体 、特 に大脳 の解 明 にあた ることが 望 ま しい と考 え

る。

さ らに、 冒頭 に述 べ たよ うに、人 体 の解 明 を進 め、 それ に似 た装置を 開発す るこ とを最

終 目標 とす るべ きで はない。 人体 の機能 の限界 を明確 に した上 で、 その不 足 を補 うことが

工学 の大切 な使命 であ る ことを忘 れて はな らない。見 えな い物 が見え る眼、聴 こえ ない音

が聴 こえ る耳 、人 間 には不 可能 な仕 事 を代行 す る機械 の開 発等 々、人 間に と って都 合の良

い技 術の進展 に力を注 ぐべ きで あ ると考え る。
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医 療 技 術 の未 来 と社 会 へ の 影 響

東京大学 先端科学技術研究センタ教授 藤正 巖

1.は じめに

「先端技術 」、 それ は、 これか らの医療 を支 え るため に最 も期待 をか け られてい る技 術

で あ る。 その一方で 、今 日の多 くの高度医療 技術 に対す る一種 の不安感が 、一 般の人 々に

あ るの もいなめ ない。最 新 の技 術 を駆 使す れば 、人の生命の制 御です ら十分 に可能 であ る

よ うに も見 え、 巨大機 械に 囲 まれ た生 命維持 の恐怖 を感ず る人 もいる。

人生 に おけ る強制 的な生命維 持の価値 と死 亡の 費用 の経済学 が、個人の問題 と してよ り、

社会 の問題 と して取 り上 げ られ は じめて いるの は、現代 の高度 医療技術が、意 味のない延

命 に使 用 されて いるので はないか とい う、一般 市民か らの問 いかけであ り、裏 を返 してみ

れば 、現在 の医療の未熟 さが そ こにあ る。

死 に直 面 した人 々が 、尊 厳 死 を 要 求 した り、患 者 が 病 歴 の表 紙 にDNR((Donot

resucitate!:蘇 生術不要)と 記載 す る権 利が認 め られ た りす る時代 であ る。MRIを は じ

め とす る巨大 な医療機 器を駆使 す る高度ME技 術の開発 が、 よ り本 質的な方 向へ 向 うとす

れば、 これか らどの よ うな方 向へ 発展 して行 くのだ ろ うか。

2.マ イ クロ化

医療で われわれが ほとん ど侵襲 な く手術 や治療 を行 な うに は、機械 を生体 内 に持込め る

ほ ど小型 化 しなけれ ばな らな いの は 自明 の理 で あ る。 この よ うな方法 を とれば、 出血や そ

の他 の副 次的作用 は殆 どお こ らない と言 って よかろ う。 マイ クロ化 はそのための基本技術

なので あ る。

生 体 を構造 体 と してみ る と、機能体 で あ る器官 や臓 器を構 成 して いる部 品 は、その ほ と

ん どが1mmよ り小 さ く、生命 を保持 して い る機能単位 の細胞 は数 μない しは数十 μで、 そ

の構成 部 品であ るオ ルガ ネ ラは数十nmか ら数 百nmの 寸 法であ る。従来の機械 に この よ うな

寸法 の部品 が既 製品 と して存 在 しなか った の は、その必 要性 がなか ったの と、 この世界で

は強 力な表 面張力や粘 性力が働 き、従来 の 力学 的 な動 力機構 が使い に くか ったか らに他な

らない。

生体 の部品 の中の動 力機構 を も しわれ われ が模擬す るとすれ ば、生 体 と類 似の動力機構

を作 らねば な らない。 その よ うな小 さな もの を作 る技術 はこの数年半 導体加 工技 術を中心

に発達 を して きた。既 に超 集積回路 で は水平方 向で は100nm程 度 の加 工が可能 であ り、垂

直方向 に至 って は、0.1nm単 位の原 子の 集積や打 ち込みが可 能 とな ってい る。 高分子化学

で も分子単 位で の薄膜 の形成 が可能 であ り、 さ らに、微小 な構造体 の上 に細胞層 を選択 的

に増殖 させ る技術 もで きてい るこ とか ら、 μ単位 の加工技術 は基本的 には存在 す ると言 っ

て よ い。生 体内で機 能す る種 々の動作 機械 を作 る基 本技術 は既 にあ るが 、 これ をいかに応

用 す るか に今後の 開発 はかか って い る。

既 に、体 外か ら誘導 され る有線 の もので は、直径僅 かlmm程 度 の内視鏡 の 中に、 イメー

ジフ ァイバ ー、 レーザ用導光 フ ァイバ ー、導水 管 、先端 屈曲用 ア クチ ュエー タ、試験片切

除用 ア クチ ュエ ー タな どの7つ 道 具を いれ た冠 動脈形成 術の ための レーザ カテ ーテルが研
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究 され 、臨床 応用 の一 歩手 前 まで きて い る。非切 開法 に よる直 視下心臓手 術が まさ に可能

とな る直前 であ る。

蚊 のよ うな採血機 械を 作 ろ うとい う発想 もあ る。微小 採血装 置 とマイ クロバ イオ セ ンサ

ーとその判定 機械 の組合 せの よ うな微小機 械が 開 く世 界 は、痛 み の伴 わな い採血装 置 と し

て臨床 検査 の福音 となる。人工臓 器 もも し、生 体の筋 肉 と同様 な ア クチ ュエ ー タが作れ れ

ば 、柔軟 な小型 の人工心 臓や 人工 の動 力義肢が 製作で き、'それ はなに も医学 のみに 限 った

技術 開発 で はな くな るはずで あ る。

3.光 の医療へ の利用

すで に、 レーザ は治療 技術 と して 多用 され は じめて い る。生体 と光の関係 は しだ いに明

らかに な りは じめて い るが 、それで もまだ未知 の部 分 も多 くあ り、 これ か らの基礎科 学の

発展 によ る解 明に大 き く期待 され る。

一 番期 待の大 きいの は、 量子的 な光の性質 の利 用で あろ う。植 物 は光子 をエネ ルギ ー と

して利 用 し、光 合成 を行 な う。生体 のエ ネルギ ー供給 を司 どる ミ トコン ドリア も、 この光

合成 によ るエネ ルギー取 り込み と類似の エネ ルギ ー授受 を行 な って い る。逆 に、生 体 内の

化学反 応で フ ォ トンが発生 す る反応 も発 見 され て いて 、多 くの場 合 は、生体 内で は異常 と

され るフ リー ラデ ィカルが 発生 す るよ うな反 応 の と き、長波長 の電磁 波 に対応 す るフ ォ ト

ンが発 生 す るとされて お り、僅 か数 フ ォ トンを検 出す る ことがで きる光電子増 倍管 を利 用

す る生 物 フ ォ トン計測 の技術 は大 きな将 来性が あ る。

この技 術 は今 日で は、顕微 鏡下の細 胞発光 の計測 に用 い られ 、 日本の技術 の独壇場 で あ

るが、 フ リー ラデ ィカルの よ うにエネ ルギー準位 の高 い物 質が存 在す る ときは、 このエ ネ

ルギ ーを蛍光物 質 に注 入 し強い発光 反応 を させ る こと もで きるか ら、将 来、生体 に何等 か

の蛍光物 質 を投 与 して、病 態 によ って発生 す る異 常物 質の分布 を フ ォ トン計測 によ って検

知 で きるよ うにな るか も しれ ない。

電磁 波を照 射 した と きの波長帯 域別 の生 体反 応や 吸光特性 は、今で もか な り調べ られ て

はい るが 、紫外領 域か ら赤外領 域 まで 自由 に、あ る波長 の強い光 を発生 させ て利用 す るこ

とは、最近 の 自由電子 レーザ技 術で よ うや く可 能 とな った。 さ らに、そ の波長の光 を導光

す る技術 と して、紫外 か ら遠 赤外 に至 る波長 域で それ ぞれ利用可能 な フ ァイバ ー も登場す

るに至 って、細 胞 の光化学 的特異 反応を利用 す る レーザ技術 ばか りで な く、切 開、凝固 、

溶解、 溶接 とい った外科 的手法で も、 レーザ技術 の使 用が始 って いる。

最近 最 も注 目を集 めてい るのは、 シンクロ トロ ン放 射光 の生 体利用 であ ろ う。 これ も波

長 の揃 った高エ ネ ルギーの電磁 波をX線 領域 か ら遠 赤外線 まで発生 させ る ことがで きるた

め、 こ とに紫外 か らX線 領域 での光学 測定 にオ ンライ ンで使用す ることが計 画 され てい る。

生 体内臓 器の デ ィジタル減算 血管造 影法 や、X線 解 析 によ る動 的な分子運 動の解析 な どが

まず取 り上 げ られ そ うで あ る。

いず れ にせよ 、光で治 療部位 を観察 し、光 で生理 ・生 化学情 報 を計測 し、光 で治療す る

技術 が登場 す るの も間 もな くであ ろ う。

4.在 宅 医療 と保健 機器

医療 機器 の アロ ケー シ ョンに係 わ る法案 が通過 した り、先端 医療技術 を保険 医療 の枠 内

一126一



で行 な うに は、実施 し得 る病院が 限定 され る ことにな った りす るのは時代の趨勢で あ る。

患者 の権利主 張 も次 第に強 くな り、本人の意志 に反 す る延命が不可能 になった り、癌 の告

知が義務付 け られ た り しは じめて い る。生 命維持技 術の進歩の 隆盛 が高額医療 費 と直結 し

て考 え られ るよ うな時代 で は、 い きおい、公的医療 費の部分での増加抑 制策が とられ、私

的費用 の増加 部分が著 し くな り、 このため私 的 セ クターの部分で は高度 医療 に対す る費用

・効果 の厳格 な評価が行 なわれ るよ うにな るの は当然 の成行 きで ある
。

高度 医療 によ る医療 費の高騰をふせ ぐため、一方で は、多 くの計測治療技 術が外来や在

宅で使用 され る方向へ と開発が進 め られ る。 既 に、簡単 に定量の皮下注射 を行なえ るよ う

なペ ン型の注射 器、血糖 を調べ るための極 めて微小 な針 の付 いた無痛採血 器が糖 尿病患者

のため に開発 されて いる し、 スポーツセ ンターな どで使用 す るため に、 トレーニ ングされ

た人な ら一般人 で も使用で きる人工知能の援助機 能付心臓 除細動 装置が作 られ てい るなど、

次第 に ごれ らの一 般人の使用 す る医療類似装 置が増加す る もの と思われ る。 さ らに、末期

疾病 に特有の苦痛 を、多 くの場 合 は惨痛であ るが 、他の生理機能 に は影響 な く取 り去 る対

症療 法の装置の研 究 ・実用化 も急 速 に発達す る と思われ る。

最近 、 ホス ピス、デ イケアホス ピタル、 ナー シングホームと横文 字で呼 ばれ る医療 と養

護施 設 との中間形 態の システムが 多 く登場 して い る。 これ らの施設 も、医者の手助 けな し

に、患者の苦痛や主訴 を計測で きるよ うな非 侵襲 の心 理量の客観計測 装置を必要 としてい

る。 さ らにそれを対症 療法的 に処理 す る各種 の刺 激装 置が医療機器 とい うよ り保健機器 と

して登場始 め るの も間近 であ る。

5.ニ ュー メデ ィア と医療

医療 システ ムは情報機 器が多用 され る ことによ り大 きく変 る可能性が あ る。わが国の社

会資本 の増加 とと もに、プ ライバ シーの欠如 した病院 の大部屋 が社会問題 とな りうる。病

室 は次第 に患者 を取巻 く社会 と繋が りを持 った個室へ と変 りっつあ るが 、近 い将来、高度

情報化、規格化 した病室や看 護詰所を持つ病 院建築が一大産業 とな りそ うであ る。個別の

患者の情報を採取 す るために、医師勤務室や ナー ス ・ステー シ ョンは一種 の情 報セ ンター

とな り、患者 をテ レメー トし、モニ タす る技術 が マイ クロ波や光 無線技術 を利 用 し高度に

発達 を とげ るに至 るであ ろ う。 い ったん この よ うな技術が病室 と看護詰所 や医局 との十分

な コ ミュニ ケー シ ョンを可能 にす ると、その病室 はな に も病院 の中に存在 しないで もよ く

なる。 患者 の 自宅 の病 室が病院 内の病 室 と同等 の情 報空間 となるか らであ る。診療所 や病

院の機能が それ を含ん だ地域の全空 間に及ぶ ことが可 能 とな るの は時間の問題 であ る。

開業 医や中小病院 に このよ うな システムが 普及 した とき、地域の 中での情報 セ ンターを

はたす のは、あ るいは警備保 障会社の よ うな医療外 の社 会 システムか も しれ ない。外来治

療や在宅医療 が推奨 され るよ うになると、病 院 に意味 もな く長期入院 させ る必要 もな くな

る代 りに、開 業医や中小病 院が積極的 に往診 治療を開始す るか も しれ ないので ある。 いず

れにせ よ、医療 費の高騰の 防止に は大 きな役 割を はたす こととな るで あろ う。

これ らの技術 は、 日本の先端技 術の1つ と して急速 に世界市場 に食込 む と思われ る人工

衛星 の打 ち上 げ技 術が関係 し、医療 衛星がそ の役 割を はたす こ とにな る。今 日で も、安価

に市販 されて いる民生機 器を上手 に応用 すれ ばかな りの ことがで きる。50GHzの マ イクロ

波通信 やス ロースキ ャン静止画伝送電話装 置 を使用 すればあ る程度 の ことは可能 であ る。
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6.人 工臓 器

近 い将 来の心筋梗塞 の治療 は、超伝導 の利 用で一般的 とな った高速 のMRI(核 磁気共 鳴吸

収画像装 置)を 用 いて可視下で 行な うPTCA(経 皮的冠動脈形 成術)やCCD血 管内視鏡 の観

察下で 行なわれ る レーザ血管形 成術 、さ らに は形状記憶 合金を用 いた人工血管 による遠 隔

よ りの冠 動脈形成 術が多用 され、大半が 内科治療 にたよる ことにな るであ ろ うが 、それで

も重症 の心筋 障害 で は人工心臓 な どの心 臓の機能補助装 置は使用 され るで あろ う。

では人工心臓 の未来 はど うな るで あろ うか。完全 に体 内に埋 あ込 まれて 、心理 的に も生

理 的に も実生活上 も生体 の人工心臓 となん ら変 りのない人工心臓 を作 ろ うとすれば、今 日

の機 械の機構 ではか な り開発の制限が 大 きい。 さ りとて、他人 の死 を あて に した心 臓移植

も大 きな限界があ るの も確 かであ る。将 来 の人工心 臓の開発 には2つ の方 向があ る。1つ

の方 向 は既 にマイ クロマ シ ンの領域 で述 べ た人工 の筋肉を用 い る方式で あ る。そ して もう

1つ は、 自己心 筋を培養増 殖 してハ イ ブ リッ ドの人工心臓を作 ることで あ る。既 に、 自己

骨 格筋 を使 用す る補助心臓 が登場 した り、 自己肝 細胞を脾臓で増 殖 させて肝化 させ る技術

が で きてい る くらいであ るか ら、可 能性が ない ことはなか ろ う。

自己心 筋細胞を コラーゲ ン膜上 に培養 し、特殊 なオルガナイザ によ り心 筋線維束 を形成

させ 、それを用 いて心 筋構造 を構 築 し、それ に高度 の自己制 御性の あ る電子装置 をペ ー ス

メーカ と して組みつ け た ものが 当面考 え られ る。従来 の埋 め込み型 人工心臓が 、毎 日数時

間の エネ ルギー供給 を必要 と したの に比 べれ ば、生体 内のエネ ルギーを利用で きるこの心

臓 は、問題 を一挙 に解決す ることになる。 その代 りに 自己心筋 を培 養 し、それを心臓 に形

成 す るための期 間 は、従来 の埋め込 み方 式 の機械方 式の人工心臓 か補助心臓 で我慢をせね

ばな らない。健常 な 自己細胞を増殖 させ 、体 外で臓 器を再構築 す る技術 や、体外で臓器 を

修 復 し慣 ら し運転 をす るため に人工生 体環境 系を開発 し、 それを運営す る技術 は1つ の大

産 業 とな るか もしれ ない(図1)。 生 体細 胞で機械を構築 す る技術 は、一種のハ イブ リッ

ド技術で あ り、バ イオテ クノ ロジーの新 しい ジャンルとな るか もしれ ない。

臓器機能障害

のある患者

長期の人工臓器

使 用

一時的な人工臓器

の移植

人工臓器付

社会復帰

生体臓器

の移植

完全な

社会復帰

臓器の摘出

臓器の体外

修復

臓器の移植

機能回復のための

臓器の馴らし運転

移植臓器

図1人 工臓器と自己臓器の体外修復 と移植臓器の関係
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7.お わ りに 人工 知能 と知 能の 支援

1995年 に 日本 人 口の老齢化指数 の増加 率 は最 大 に達 し、65才 以上の人 口割合は20%を 越

え るの は ほぼ確 実 な予測で あ る。人 口の一定 の割合 で年齢 の増 加 と共 に増加 す る老 人性 痴

呆 は、 医療 ・保 健上 の問題 ばか りで な く、将来 社会 システムの運 営上の 巨大 な障壁 とな る

であ ろ う。 人の 老化 と密 接 に関係を持 つ老 人性痴 呆 の予防策 や、神経 細胞 の脱落 を防 ぐバ

イオテ クノロ ジー的 な手 法が容易 に発見 され る と も思 われ ない。 それ は生物 の老化 と密接

に関連 し、生 命 とは何 かの根源 に達す る問題 で あ るか らであ る。 人の遺伝子座の重要 な部

位 の解 析 は次 世紀 まで には終了 して いる と も考 え られ 、個人 の遺伝子 座の特定部位を 同定

し、その異常 を調 べ る一種 の遺伝 子 コー ド配 列の シー クエ ンサーが臨床 実用 に供 され、極

めてイ ンパ ク トの大 きい医療 技術 とな ってい る と思 われ る。

しか し、す で に発生 した老 痴呆性 老人の生 活を援 助す るシステムはで きるであろ うか。

1990年 代か ら急速 に開発 され て くる と思われ る、外 界の認識 構造を シ ミュ レー トで きる人

工知能 コ ンピュー タ ・システ ムは、超 小型の並 列 プ ロセ ッサ と人工筋 肉を使用 した柔 らか

いア クチ ュエ ー タの 登場で これ らの老 人性 痴呆 の人 々の状況 判断 と意志決定 と行動 の補助

手段を与 えて くれ るであ ろ う。
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ソ フ ト系 科 学 技 術 か ら見 た 社 会 応 用 へ の展 望

立教大学 社会学部 観光学科教授 松井 好

1.個 人の多 元的可能 性

社会 の平和 と豊 か さは個 人の能 力の活用 いかん にかか って い る。 個人 の能力 は、個人の

営為 と社 会 にお け る教育、訓 練、活 用 によ って その社会 的有 効性 が変化 す る。 さ らに、個

人の能 力 は 「一芸 に秀ず る者 は他芸 に通ず る」 と言われ るよ うに、潜在 的 には多元的可能

性 を保有 してい る。

コン ピュー タの発達 は、 こう した個人 の多元 的可 能性 を、教育 、訓練 、お よび活 用の両

面か ら支援す る効果 が大 きい。

工業 資源 に乏 しいわが国 は、個 人の営為 と社会 にお け る教育 ・訓 練 ・活用 に対 す る永年

に亘 る国民 的努力 によ って 、 この個 人の多 元的可能 性を 開発 し、豊 か な人的資源 と して活

用す る ことによ って社会の発 展を 図 って きた。

しか し、人 間関係 や社会 関係の変 化 によ って 、従来有効 で あ った人 的資源活用 の メカニ

ズムが 変化 しっっ あ る。例 えば、 人的 資源を集 団 と して活 用す るスタイルか ら、個人 と し

て活用 す るス タイルへの変 化 は、研 究 ・開発部 門や企画部 門 な どに顕著 な変化 と して見 ら

れ るよ うにな った。それ は、松 田武彦教 授が指摘 す るよ うに 「集団知能 の活用 か ら個人知

能 の活用へ のパ ラダ イム ・シフ ト」 と言 え るで あ ろ う。

2.新 しい コ ンピュー タへの期待

コ ンピュータの発達 は、集団知 能 の活用 には、大 きな貢献 を果 た して きた ことは事実で

あ る。 しか し、 それ は、実体対象(ハ ー ドウェアと ヒューマ ンウ ェア)の 利用 、運用技術

と して の発達が 中心で あ って 、人 間 の内的過程 を経過 し、思考 や行動 を通 じて表象 され た

もの(ソ フ トウ ェア とブ レー ンウ ェア)を 対 象 とす る技術 と しての発 達が 中心 で あ った と

は言 い難 い。

従来 の フ ォン ・ノイマ ン型 コ ンピュー タの発達が集 団知能 の活用 に役立 った とす ると、

第5世 代 コンピュー タ以後 の新 しい非 ノイ マ ン型 コ ンピュータは個 人知能 の活用 に役立 つ

コ ンピュー タと して の発達が 期待 されて い ると考 え るべ きで あ る。

つ ま り、非 ノイマ ン型 コン ピュー タに期 待す る ことは、人 間の認 知 、思考、推論 、判断 、

創造等 の知 的活動 およ びそれ に伴 う行動 の メカニズ ムを 明 らか にす る(科 学)と ともに、

このよ うな活動を 支援 あるい は一部 代替 す る手 法、お よび このよ うな活 動の結果生 み出 さ

れ た情報 や知見 を処理 、操 作す る(技 術)た めの人間 や社会 に とって の新 しい知 的手段 な

のであ る。

こ うした新 しい知的手段 の発達 は 「ソフ ト系科学技術 」(科 学技術 会議11号 答申)の 全

分 野が心 か ら待望 してい る ものであ る。 その分野 は、 これ を対象論 系、方法論 系、基礎論

系 に区分 す る と、次表 の学問分野 を背 景 と して いる。新 コン ピュー タの発達 は、 これ らの

学 問分野 を活性化 させ ると同時 に、それ ら相互の学 際的接近 、共 鳴、融合 を促進 し、社会

の新 たな活 力の知的 基盤を提 供す ることに なろ う。
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表1現 在の ソフ ト系科学技術の背景的学問分野

認知科学、心理学、思考心理学
言語学(行 動科学群)
社会学、社会心理学、社会行動学経
営学、組織科学、組織行動学
法学、政治学、行政学、公共政策学
経済学、経営学、技術経営
宗教学、美学
文化人類学、比較文明学政策科学
、社会工学、地域科学

人工知能 ロボティ クス
計算機科学、 ソフ トウエア工学
情 報工学(制 御 ・通信 ・計測工学)
設 計工学、CAD、 マ クロ工学
人間工学、環境工学、 医療 工学、感性 工学
プ ロセス工学、資源工学
土 木工学、都市工学、交通 工学

テ ロテ クノロジー、維持工学安
全工学、信頼性工学、景観工学、 展示学

脳科学、神経科学、生理学
生物学、生物物理 ・生化学、発生 ・進化学
ヒゴマン・エVUジー、社 会生物学、行動生態学、

医学、精神病理学、薬理学農
学、生態学、環境科学
流体科学、分子科学
熱力学 ・統計力学
物性科学、材料科学
地球科学、宇宙科学

情報科学(情 報論、知識論)知 識工学、学 習理論、認知工学、知識言語 処理 、パ ター ン理解、図的思考、CG、 アルゴ リズム
システム科学(シ ステム論 、 システ ム分析 、 システ ム工学、 システム技法、 システム ズ ・アプローチ) 創造工学、計算科学
シ ミュレーシ ョン、数理 計画法、 ゲー ミング理論、デ ータ科学、 データベ ース、計算理論、数式処理、神経モデル

サ イバ ネテ ィクス、 ホロニ クス ・自己組織 系
コ ミュニ ケーシ ョン論 、合意形成理論

意思決定論、効 用理論、最 適化理論、適 応理論

社会調査法、実験 計画 法組織論
、制度論、 ネ ッ トワー ク論

人間論(教 育学、 カウ ンセ リング、身体論、共感論、成長論)

設計論、 デザイ ン論 、編集論、広告理論
計画理論、予測理論、 評価理論、アセス メン ト理論、戦略論
経営科学、 管理工学、QC、VE、lE、PL、 マネジメン ト

数学(代 数学、幾 何学 ・トポ ロジー ・微 分幾何学、解析学 ・関数論)
数理科学(確 率論、統計学 、多変量解析、 数量化理論、離散数学 ・グラフ理論 、数値解析、 フ ァジィ理論、7ラク舛、カオス)
哲学、認識論、実践論、意 味論、価値論
論理学、記号論、数理言 語学 、分類学

注)対 象論系は フ ソ ト系科学技術 が重要な役割 を演ず る研究対象の認識 に係わ る学 問群、方法論 系はこ うした複雑 な対象への アプロ
ーチの ツー ルと して有効 な学 問群、基礎論 系は これを支え るベ ースを提供 し固 める学問群である。相互 に影響 してい る。

3.新 コン ピュー タに対す る社会 ・経済動 向か らの要 請

ソフ ト系科 学技術 の検討過 程で 、我 々が 行 った調査 に よ ると、社会 ・経済動 向か ら、下

記 の諸点 にお いて 、強い要請 が うかがえ た。新 コンピュー タの開発 は、 これ らの要請 に応

え る具体的手段 を提供 す る ことにな る。

a.パ ー ソ ナ ル 化 へ の 対 応

・個性化 に対応 したサ ー ビスの選択性 の拡 大

・人間 らしさや人 間 との親 和性 の追求

b.安 心 ・信頼性 の確保

c.産 業 の高付加 価値化

d.

e.

快適 な新 コ ミュニ ケー シ ョン環境 の創 造

都市 ・環境問題 等の 国 ・社会 が抱え る問題 の解 決への貢献

ちなみ に、21世 紀 初頭 に期待 され る新 サ ー ビスを社会 トレン ドお よび技術 トレン ドか

ら分析す る と次表2の 通 りで あ る

実用化 されて い る もの も多 いが 、

(政策科学研 究所)。 これ らは、現在、技術的 には既 に

その機能性 や経 済性 は、 まだ社会 の要請 に応えて いない。
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表221世 紀 初 頭 の サ ー ビ ス

社 会 トレ ン ド/技 術 トレ ン ドか らの 抽 出

社会1レンド パ ー ソ ナ ル 化

新 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

人間らしさや 安心感 ・信頼性の確保 産業の高付加価値化 社会環境問題解決への貢献

サービスの選択性の拡大 環 境 の 創 造

技術 トレンド 人間との親和性の追求

・オ ンデマ ンド映像 ・ビジュアルテ レホ ン ・遠隔検診 ・映像デー タベ ース ・マ ルチ メデ ィア伝送 ・電子新聞(フ ソ トコピー)

・多画面映像 ・立体映像伝送 ・遠隔看視 ・映像伝送 ・電子図書館

・動 画 デ ー タベ ー ス ・立体映像会議 ・ビジュアルテ レホ ン ・電子美術館

・映像デ ータベ ース ・高微細静止画伝送 ・映像伝言板

映 像 通 信 ・電子新聞(ソ フ トコ ピー)
・高微細移動体FAX ・多地点間映像会議

・オ フ トーク通信(全 メデ ィア) ・自然画FAX ・高速LAN

・映像掲示板 ・等身大映像 ・テ レイグ ジス タンス

・映 像 ウ ォ ー ル

・リアル タイム立体 グラフ ィックス

・テ レイ グジスタンス

・個人番号 ・あい まい接続 ・高セ キュ リテ ィ通 信 ・異機種間通信 ・翻訳 電話 ・ル ー トナ ビゲ ー シ ョ ン

・自動指名通信 ・電子秘書(ス 杉ゴ1↓管理 等) ・個人認証 ・動 画編集 ・テ キ ス トメー ル ・遠 隔監視 計測(セ ンサー)

・時間指定通信 ・音声入力 (ICカ ー ド、音 声等) ・音声自動編集 ・テキ ス ト伝言板 ・電子投票

・発信者確認通信 (音 声 グイヤル・音 声DB了 クセス) ・ふ くそうのない通 信 ・電子電話帳(DB) ・ハ イパ ーテキス ト通信 ・統 合OA

・カスタマ イズ ドサ ー ビス ・翻訳電話 ・ハ ンデ ィキ ャップ通信 ・各種 デー タベー ス ・テキ ス ト翻訳通信 ・サテライ トオ フィス

知 能 通 信 (ユ ーザに よるサ ー ビス定義) ・自然語検索 (文字、音声、手話 、 ・デスクト,プ マ1け メディ了 ・非言語認識通信 ・在宅 勤務

・低優先度通信 ・あい まい検索 リップサーデ ィングの変換) ・分散知識処理 ・統合OA ・事故 の無い町

(中断、再開) ・高 臨 場 感 シ ミュ レー シ ョ ン ・HA(ホ ー ム オ ー トメー シ ョン) ・電子 決済 ・サテ ライ トオ フィス

・テキ ス ト掲示板 ・HA(ホ ー ム オ ー トメ ー シ ョ ン) ・統合OA ・在宅勤務

・高度FAX ・戦略 的 システ ム

・検索代行 ・S[S(戦 略情報 システム)

・各種情報案内サ ービス ・CIM(多 変種変量生 産)

・電子発券 ・EDI(電 子 データ交換)

・POS(販 売情報管理)

・ポ ケ ッ トテ レ ホ ン ・携帯型緊急発信 ・ポ ケ ッ トテ レホ ン

・電子手帳型 ポケ ットテ レホ ン ・居場所検 出 ・電子手帳型 ポケ ッ トテ レホン

移 動 通 信 ・極 小 ペ ー ジ ャ ・移動体 ビジュアルテ レホ ン

・移動体 ビジュアルテ レホ ン ・携帯型静止画像端末

・携帯型静止画像端末 ・薄型パ ソコ ン

・薄型パ ソコン '



4.新 コ ンピュー タの研究 開発の 目標

社 会応 用 の観 点か ら見 る と、社会の知 的基盤 を強化 す るためには、 ソフ ト系科学技 術の

分類(下 表3参 照)か ら、3っ の 目標 を想定 す る ことがで きる。

表3ソ フ ト系科学 技術 の分類

対 象

方 法
ハ ー ドウ エ ア ヒ ュ ー マ ン ウ ェ ア

原理確定 的方 法 第1類 第2類

発 展 的 方 法 第3類

第1の 目標 は、 ソフ ト系科 学技術の第1類 への貢献 であ る。 ここで は、 これ までの科学

技術 の成果 によ って 、そ の原理 ・効果 が判 明 して い る 「原理確 定的 アプローチ」が可 能な

知識 、情報 の処理 およ び操作 への貢献 であ る。

第2の 目標 は、原理 確定 的 アプロー チが前 提 とな るが、対 象が ヒューマ ンウ ェアであ る

もの(第2類)で あ る。

第3の 目標 は、対 象が ヒューマ ンウェアで あ って、 これ を疑 似 自然 ・工学 システ ムとと

らえて原理確 定的方 法で取 り扱え もの(第2類)を 除いた 、原 理確定的方法で取 り扱 うこ

とが 困難 で、新 たな 「発展 的 アプローチ」 を適用 してい くことで対応す る必要が あ る もの

(第3類)で あ る。

新 コ ンピュー タの研 究 開発計画 は、 これ ら3っ の 目標を追求 す る3つ の プ ロジェク トを

包 含す る1っ の プ ログラム と して策定 され るべ きであ ろ う。
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付 録

21世 紀情報ネ ッ トワーク社会の断面





21世 紀 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 の 断 面

ここで は、参考資料 と して21世 紀 にお ける情報ネ ッ トワー ク社会 の断面を いろいろ な

人の1日 の生 活 を通 して描 きだす。

なお、本稿 は、キーテ クノロジー研究 会 によ りとりま とめ られた原 稿を もとに社会応用

分科会 にお いて作成 した もの であ る。

・ 引退 した中小 企業経営者 の一 日

・ 食 品 メ ー カ ーの サ ラ リー マ ンの一 日

・ 新製造 プ ロセスの研究 を行 う情報 処理 研究者の一 日

・ デ ー タベー ス機関 の情 報処理技 術者 の一 日

・ 発展途上 国の技術 指導者の一 日

・ 中央官庁 の公務 員の一 日

・ ハ イ テ クロ ッジに 居 住 す る家 族 の 一 日

・ 商社 に勤務 す る独身女性 の一 日
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引 退 した 中 小 企 業 経 営 者 の 一 日

高度情報 ネ ッ トワー クによ って高 齢者が社 会 に寄与 しなが ら真に充実 した生活 を送 る

姿を描 く。

A氏 は、65才 で 、横 浜市内で 中規模 の スーパ ー マーケ ッ トを い くつ か所有 していたが 、

経営 を長男 に譲 り、1人 で悠悠 自適 の生活 を送 って いる。21世 紀 に入 って ます ます高齢

者 の割 合が増 え 、A氏 のよ うに仕事 を リタイア した人 の生 き甲斐 、健康管理 を どうす るか

が社会 問題 に までな っていたが 、情 報 ネ ッ トワー ク社 会の進展 はその解 決に寄与 してい る

よ うであ る。1990年 代 まで は、高齢者 は1人 で住 む よ り家族や手厚 いケアを前提 に高齢者

同志 で生活 す る方 が良 い と考 え られて いたが 、21世 紀 に入 って 、 リモー ト健康管理 シス

テ ムが発達 した こと、趣味 、文 化情報等 の交流 が、ハ ー ドウエア面で画 像 ・データ通信網

の整備が な され ると と もに、 ソフ トウエ ア面 で も各種 の文化情報 サー ビスが ビジネスと し

て非常 に発達 した ことか ら、1人 で も余暇 の時間を充実 して過 ごせ るよ うにな った。 また、

そ うい った、健 康、 余暇の面 だけで な く、高 齢者が それ まで の人生 で公 私 にわ た り得 た経

験 ・ノウハ ウを人生 経験エ キ スパ ー トシステ ムと して統 合 して、汎用 エキ スパ ー トシステ

ム にフ ィー ドバ ックす る社会 システムが整備 され たため、貴 重な経 験が社会 に還元 され る

とい うメ リッ トが あ ると ともに、高齢 者 の社 会参加意 識 も極 めて高 くな って いる。

彼 は、 高血圧 と高血糖 が指摘 されて い るが、現 在の治療 で はそれ は十分 コン トロー

ラブルで 、 日常 の生活上 は、医 師か らの指示を守 れ ば、何の チ ェックをす る必要 もな

い。 彼の手 持 ちの糖尿病 用 イ ンジ ェクターは、 その 日の彼の食後の デー タを 自動 チ ェ

ック し、 イ ンシュ リンの注入量 を決定 す るか らであ る。 降圧剤 も飲用す るよ り、注入

す る形式 を とる。 これは薬剤注 入 アプ リケー タの中 に血圧や脳波 のチ ェ ック装置があ

るか らで あ り、 この ため、薬剤産 業 は薬の使用 量が激 減 したかわ りに、デ ータ保持機

構 のっ いた アプ リケ一 夕の販売 で利益 を得 る形 式 とな り、情報産業 とな りは じめ た。

アプ リケ 一 夕は定期 的に病 院の保健係 が持 って くるが、そ の とき使用済 みの アプ リケ

ー タの デ ー タを、彼 の手持 ちの コンピュー タフ ァイル に転写 する。 デー タは患者の個

人所 有 であ り病 院 は所有 しない形式 とな ってい る。必 要 とあれ ば、そのデ ー タを電話

回線 を使 った保 健 コンサ ルテー シ ョンセ ンター に送 り、 チ ェックを受 ければ よい。送

った分析 デー タは個 人保健 エキ スパ ー トシステ ムを使 って評価 され る。

彼 はアプ リケ一夕が 何の ア ラー ム も出 さないた め、通常の朝 食後、 自治体 の運営 す る人

生 経験 エキ スパ ー トシステ ム構 築 セ ンターへ 出か けた。

この セ ンターは、すべて の人の人生 経験 を有効 に社会 に生 かすため、協 力者 の私 生

活や仕 事 にお ける様 々な経験 を コン ピュー タデ ー タベ ース化 し、 これを基 に汎 用 ・普

遍 的エキ スパ ー トシステムの一種 であ る人生 経験 エ キスパ ー トシステムの構 築を行 っ
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てい る。簡単 に言 え ば、 どん な人生相 談 、経 営相談 で も、相談 者 と似 たよ うな体験 例

をエ キスパ ー トシステムで探 し、 自動 的 に ケースス タデ ィを行 うことによ り、 出来 る

限 り最適 な答え を出 そ うとす る もので あ る。

判断 ケースが多 けれ ば多い ほど、よ り正確 に対応で きるシステ ムなので、 セ ンターで

は有 用、無用 で あ るを問 わず人生経 験 の豊富 な人 に協 力を呼 びか けて い る。

人生経 験 デー タは、個人 や企業 にと って秘 密 にわ たる事項 が 当然 入 って くるの で 、その取

扱 いは細心の 注意が 要求 され るた め、 自治体が その運営主 体 とな って い る。幸 い この趣 旨

に共 鳴 して くれ る協 力者 の数 も多 く、A氏 もその1人 で あ る。

彼 は毎 日2時 間、 ホーム ステ ー シ ョンか ら人生経験 エキ スパ ー トシステ ム構 築 サー

ビスに対 し、向 こうか らの質問 に答 え る形で 自分の過去 の判断 デ ー タを入力 して い る。

更 に、週 に一 回 セ ンターに行 って 、そ この研究 者 と入 力デ ー タの チ ェ ックと推論結果

の正誤 につ いて議 論 し、よ り信頼性 の 高 い システ ムにな るよ う改善 してい る。

自分 の人生経 験が 社会 に有効 に利用 されて い るとい う意 識 はすべての人 にと って 、社 会

参加意識 を刺激 す る とい う点 でおお い に励 み にな る。A氏 の入 力デ ー タと研究 者 との議論

の結果 が どの よ うに汎用 エキ スパ ー トシステ ムに反映 され、 その利用が あ ったか は、常 に

A氏 に知 らされ る。

最 近 、彼 は経営 危機 時の体験 をエ キ スパ ー トシステ ムに入 力 して い る。 当時 の経理

状 態、売上 状況 、取 引先 との関係 、社 内の 人間関係 、経 営危機 の対処 内容等 を詳細 に

思 い 出 し、 どの よ うに これを乗 り切 ったか をエ キスパ ー トシステムの知 識 デ ータベ ー

スに入れ て いる。 システ ム内部で は、 新 しい知識 の導 入を受 けて推論 エ ンジ ンのプ ロ

グラムに 自動的 に改良 が加え られ 、 よ り的確 で豊富 な推論 がで きるよ うな構 造 にな っ

て いる。

A氏 の経 営危機対 処知 識ベ ース と推論 ル ール は一部 公表 され、早速 これ を使 った人か ら

非常 に役 に立 った と連絡 が あ り、A氏 はそ の結果 に大 いに満 足 してい る。A氏 の現 役の時

代 に は、 「日本 的経営 」 とい うものが もて はや され た。A氏 の経営 危機 は、 ど っぷ り とこ

れ につ か って いたた め、対応が後 手後手 にまわ った ことによ って起 った もので あ った。経

営 者の 判断 とい う もの は、市場 の中 に分散 して存 在す る情報 を如何 に体系 的に把 握 し、そ

れを生産 、販売 に フ ィー ドバ ックさせ るか とい う直観的能 力が20世 紀 には要 求 され てい

た。 また生産 ライ ンに各 ス タ ッフが 自 らの創意 を生か して アイデ アを反映 させ 、 トップの

意 志 を末端 まで理 解 浸透 させ るた めに大変 な努 力を行 っていた。 日本で は職 場 の末端 まで

仕 事 の意義 を理 解 して もらうため 、上 司は部下 に対 して全 人的 、職場外 を含め て コ ミュニ

ケー シ ョンに努 め てい た。 よ く飲 みに行 った もので あ った。そ してそ うい う努 力が 日本的

モ ラルの高 さ、品質 管理 の徹底 、製 品の 質の 向上 、ニ ー ズの把 握 とい うもの に力を 発揮 し

たの だ。 しか しなが ら、20世 紀 も末 頃に なる と、 その様 な密 度の濃 い コ ミュニ ケー シ ョ

ンは情 報 ネ ッ トワー クの発達 によ って常 識の よ うにな り、 日本 的 な全人 的 な コ ミュニ ケー
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シ ョンが特 別の力を発揮 しな くな った。 あ る意味で トップの先見性 、洞察 力の差が企業の

生産性 に 直結 す るよ うにな った。大企 業 において は、 この流れを いち早 く察 知 し、CIO

(ChiefInformationOfficer)が 新 しいネ ッ トワー クシステムを積極的 に導 入 し、欧米 に

伍 して高 い生産性 を維持 したが 、中小 企業 においては、 この流れ に乗 り遅れ る ものが多 く、

若者が労 働力 と して離 反 して ゆ くとと もに、価格 面で も困難 な局面 を迎 え ることが多 くな

った。A氏 は、 いち早 く危機 を別 のネ ッ トワー クの構築 と並んで 、NTTや 地域NCCの

指導の もとに広域ISDNを フル活用 す る ことによ って乗 り切 ったのだ った。

セ ンターか らの帰 途、彼 は永年 同僚 と して一緒 に働 いて きたJ氏 の家 を訪問 した。J氏

は昨年軽 い脳梗塞 で倒れ 、大分 回復 したが右 半身 に軽 い運動傷害 が残 って いるため、地域

の健康維 持 の リハ ビ リテー シ ョンセ ンターに通院 し、 そ こで リハ ビリテ ー シ ョンを行 って

い る。 自宅 で使 用す る補助装 置 は最新 の ものが病院か ら貸与 されてい る。

これ はイ ンテ リジェン ト運動協調 システ ム と呼 ばれ る もので、使用者 の負荷状態 を

リアル タイ ムに感知 して、身体の弱 くな った機能 の強化 を行え るよ う、常 に患者の機

能回復 に最適 な介助 を行い なが ら使用 者が強 く意識 す るよ うな機能強化 を行 うとと も

に、回復 の程度 に見合 った最適運動 プ ログラムを組 み込 んであ り、早期 の運動能力の

回復 を図 って い る。J氏 が この システ ムを利用 して訓練 して いる様子 は、地域 リハ ビ

リテー シ ョンセ ンターで常 に観察 し、専門家が適宜 ア ドバ イス してい る。

実 は、J氏 は病 院に入院 してい る身で ある。入院 といって も自宅 にい る訳で あるか ら、

正確 には病院 の管 理下 にあ る とい った方が よいか もしれ ない。

各種診断 セ ンサ ー とそのデ ータ伝送網 が高度 に発達 したため、手術の前後等 の特 に

緊急を要す る場合を 除いて、患者 は病 院か ら診断 セ ンサー、場 合 によって はテ レビ画

像送信装 置 とこれを ホーム ステー シ ョンに接続す るためのイ ンタフ ェース設備 を貸与

され、 自宅 で普通 に生活 して いる。診 断セ ンサーか らのデ ータは病院の デー タ監視室

に集 め られ、担 当医が常 時 チ ェック してい る。

もし、 デー タに異常 があれば 、担 当医や看護婦が駆 けつ けるこ とにな るが・余程の緊急

時で ない限 り病院が契約 して いる地域 看護婦 に対応 をまかせて いる。地域 看護婦 とい うの

は、病 院か らの呼 出 しに応 じて患者 の家 に出か けて行 くことにな ってい る看護婦が登場 し

て作 られ た もので あ り、契約 した一定 時間 自宅 に待機 して いる。 このよ うな情報 ネ ッ トワ

ー クシステ ムを フルに活用 した在宅 医療 システムが通常 の人 にはあた りまえ とな り始 めて

い る。

病 院で診察 を受 け よ うとす る人 は、今 日で は、 自分の意志 で医療 行為がで きない人

を意味す る。 まず最 初 にい くっかの病院で共 同で利用 している ホス トコ ンピュー タに

自宅の ホームステ ー ションか らアクセス して もらい、予診 医によ る問診の診察 を受 け

る。医師 はテ レオペ レー タを使用 しなが らビデオ画面 にいる患者 を診察す る。病気 が

単な る風邪 や腹 痛 とい った軽 度な もので あ る場合、予診 医は処 方箋を直 ちに書 き、電
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子 メールで患者 宅か その近 くの薬局 に送 る。

医者 は、高度専 門医が主 とな り一般診 察医の役 目の多 くは患者側へ わた され る。 このた

め に多 くの薬剤 や治療具が 自動 診断機能 を持 ち、また、 コ ンサ ルテー シ ョンシステ ムが完

備 して い る。 また、医薬分業体 制が完全 に確立 され てお り、患者 はいつ も病 院か ら指 示 さ

れ た薬 を薬局で購 入す る。薬局 もこの よ うな重要 な役割 に応え るため、薬品 の宅配 サ ー ビ

スを行 ってお り、緊急の場 合10分 以内 で薬を配送 で きる体制を整え てい る。薬剤(検 査

機能 も含んで いる)や 治療具 の使 用で アラー ムが 出た ときは、患者 は近 くの 医療検査 セ ン

ターに行 くことにな る。医療検査 セ ンターは、NMR-CT等 の非常 に高価 な検査機 器が

多 くな って きたため、複数の病 院が共 用 の検 査 セ ンター と して設立 した もので ある。 ここ

での必要 な検査項 目は、基本的 には患 者 の持 つ デー タフ ァイルに入れ られ る。

検査結 果 は個 人デー タフ ァイルか らコンサル テー シ ョンシステ ムを通 じ必要 な医療

行為 を定 め、場 合によ って は専 門医、病 院への入院等 の必要 な処 置を決 め、患者 に ビ

デオ メ ッセ ー ジ等で連 絡す る。 このよ うな医療 システムは24時 間体制 で運営 され 、

必 要 な ときにいつで も直 ちに医療 が受 け られ ることにな ってい る。

J氏 も、家で倒れ た時家族がす ぐ発見 して緊急回線で連絡 し、救 急車 が来 るまでの 間に

医師か ら適 切 なア ドバイ スを得 て、適 切 な処 置を とるこ とがで きた。彼 は救 急車で近 くの

医療検査 セ ンターに運 ばれ、 そ こで検 査技 師が医師の指示 を受 けなが らテキパ キ と検査 を

行 った。 検査の結果 は特 に外科 的な処 置 を要 す る もので はないため、 自宅入院 の措置が と

られ、検 査セ ンターか らUタ ー ン し、 自宅 で安 静 にす る ことにな った。

自宅 に戻 ってす ぐに病院か ら監視 用 カ メラ、種 々の リモ ー トセ ンサー及 び薬が届 け

られ 、担当の地域看 護婦 も駆 け付 けた。 このよ うな迅速 な措置でJ氏 は順調 に回復 し

現在 は リハ ビ リテー シ ョンに励 んで いる。

A氏 は、 フー ドサー ビスに注文 してJ家 に事前 に届 け させて いた各種 機能性食 品か らで

きて い るスペ シャルヘル シー ラ ンチをJ氏 及 び夫人 と一 緒 に食べ、 そのあ とJ家 を辞 して、

3次 元 レジ ャー ラン ドに行 った。彼 は ここの会員 にな ってお り、週 に一 回 は必ず利用 す る

ことに して いる。

ここの施設 を紹 介す る と、 まず3次 元 ホ ログラムを用 いた レジ ャーの シ ミュ レー シ

ョン システ ムがあげ られ る。 これ には、 スポー ツシ ミュ レー シ ョンと旅行 シ ミュ レー

シ ョンが あ る。前者 は、 ボー リング、テニ ス、 ゴル フ、野球等 の スポーツを システ ム

か ら投影 され る3次 元 ホ ロ グラムによ って疑似体 験す る もので あ る。例 えば、 ボー リ

ングで は投 影 された レー ンに対 して投 球動作 をす ることによ って、その投球 フ ォーム

を分析 して ボールの球 質、速度 、進 行方 向を決定 して レー ン上 の ピンを倒 す。 また、

テニ スで は投影 され る対戦相手 か ら打 ち出 され る球 に反応 して打 ち返す。 この と き、

打 ち出され る球の球種 、速度 、 コースと利用 者の反応速 度を分析 して打 ち返 され る球
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の性質 、速 度 、進行方 向を決定 し、打 ち合 いを続 ける もので あ る。後者 は、 日本及 び

世界各地 の名所 を3次 元投影 し、 同時 に音声 をサ ラ ウ ン ドで流 す ことによ って、旅 行

を疑似体 験で きる もので あ る。 この とき、利 用者 は投影 され た場 面の各方 向に対 して

進路 を決定す るこ とによ って、 自由に見 たい場所へ 移動で きる。そ う望 めば、鳥にな

ったよ うな気 分で空 高 くか らの眺望 を楽 しむ こ とす らで きる。 また、それぞれの名所

の情報 はサ ー ビス会社等 か ら観光 サ ー ビスを通 じて リアル タイムに伝送 され る。 また、

スペ ース シャ トル、飛行機 、 レー シ ングカーの3次 元 シ ミュ レー ター も、高速 ・高精

細 の大画面 デ ィスプ レイ とスーパー コ ン ピュー タ制御 によ る精密 ア クチ ュエ ータの組

合せで 、非常 に リアルな疑似体験 がで き、大好 評で あ る。

A氏 は この中か ら、今 日は ゴル フを選 び、 ここで知 り合 いにな った会員 と一緒 に疑似 コ

ー スを まわ った
。 結果 は、昔鍛 えた腕 のおか げでF氏 の大勝利 に終 わ った。

その後 、A氏 は 自宅 近 くの和風の喫茶 店 に立 ち寄 った。

この店 には大 きな壁 の前 面 にステー ジが あ り、精 密 なホ ログラフ ィーを使 って等身

大 の人間像 を投 影 す る ことがで き る。 これ によ り伝 統芸術 であ る能 、狂言 、歌舞 伎、

文楽 、古典落 語 を毎夜上 映 して い る。

A氏 は特 に狂 言が 好み で、 これが上 演 され る 日は いつ も通 って いる。 このよ うな ホログ

ラフ ィー技術 を使 った様 々な ジャンルの ミニ シア ターは町のあ ち らこち らにあ り、機械 と

の っ きあ いに疲れ た人 の憩 いの場 とな り、 また、 こ こか ら新 しい芸術活動 が うまれつっ あ

る。

趣味 の分野で は、彼 は地域 の俳 句同好 会 を主 宰 してい る。

同好 会 メ ンバ ー全 員が 集 まる例 会は3か 月 に一 度だ けで 、通常 は同好会 が業者 の協

力 を得 て開発 した横 浜俳 句サ ー ビスを通 じて句会 を ほぼ毎 日ホームステー シ ョンで開

催 し、大 いに賑わ って い る。

この よ うな俳句 サ ー ビス は全国 的に組織 され 、組 織 同志 の交流 も全 国俳句サ ー ビスを通

じて行われ てい る。更 に、外 国の俳句 愛好 者 と もネ ッ トワークで結 ばれ、即時 に句 の交換

がで きる。 この よ うな システムの構 築 はボ ラ ンテ ィアだけで はで きないので、専 門のサー

ビス業者が 介在 して い る。俳句 に限 らず 、 いろん な趣 味にっい てサー ビスが構成 され活 発

な活 動が行 われ てい る。 狂言 に見 とれて帰 宅す るのが遅 くな ったA氏 は、今 日の句 会に出

席 で きなか った。 今 日は どん な句 が 出て いた のか、 ホー ムステー シ ョンで確認 してみよ う

● ● ● ● ●

o
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食 品 メ ー カ ー の サ ラ リ ー マ ン の 一 日

高度情 報 ネ ッ トワー ク社 会 において、 製造 業が どのよ うに変わ って行 くか を描 く。

◇

◇

◇

標 準 化 の 推 進

OS

OSI

ビジネ スプ ロ トコル(EDI)

B氏 は、食品 メー カーG社 に勤 め るサ ラ リーマ ンであ る。G社 は1900年 代 の 初め に創業

し、当初 はお菓子 の メー カーで あ ったが 、事 業 を拡 張 し特 にバ イオ技 術 を生 か して新 しい

食品 を次 々に開発 して総 合食品 メーカー にな って い る。食 品産業 は、種 々の食 品添加物 の

入 った もの か ら自然 食品指 向の時代 を経 て 、体 に有用 な成 分を積極 的 に取 り入 れた機能性

食品 が一般 的 にな って きてい る。 例え ば、EPA(エ イ コサペ ンタエ ン酸)は 鰯 や鯖 に多

く含 まれて い る油 で、高血圧 症 に効 くな どの有用 な もので あ るが 、 これ を遺 伝子組 替え等

のバ イオ テ クノ ロジー技術 で合成 す る技 術 が開発 され、低価 格化 と高品質化 が 図 られ た こ

とによ り、多 くの 食品 に含 まれ るよ うにな って い る。 また、遺伝子組 替 えの技術 を活用 し

て稲 の成長 を速 く した り、高品質 の もの を大 量 に生産 で きるよ うにす るな ど、各種 野菜や

食 肉の分野 にお いて も、バ イオ テ クノ ロジー技術 によ り農業 生産物 の高品 質 ・低価 格化が

進ん で いる。 さ らに、海洋 にお いて新 しい タ ンパ ク質の生産 も行わ れ、 これを 含んだ新 し

い食 品が開発 され て いる。 農業 ・漁業 は、 自然 の 中で行 う一 次産業 か ら人 の手 を積 極的 に

加 えた工業 の一分野 にな りつつ あ る。G社 は、農畜産 物や海 洋生産物 の食 品原材料 か ら消

費者 への最終 供給 製品 にいた るまで、一 貫 した生産 を行 ってい る。 ま た、生 産過程 で 出て

きた副産物 を薬品 の原料 や工業材料 に して供 給 してい る。

B氏 は、G社 の地域営 業担 当責任者 で あ る。 メー カーに とって営 業活 動が重要 で あ

ることは20世 紀 も21世 紀 も変わ りが な いが 、その業務 内容 は昔 に比 べて非常 に高

度 にな って い る。情報 ネ ッ トワー クシステ ムの高度発達 によ り、商品 の生産流通 シス

テ ムが大 幅 に合理化 ・簡素化 され た。消 費者 のニ ーズが 直 ちに メー カー側 に伝 え られ

メーカーで はその生産 に必要 な原材 料 を供給業 者に ネ ッ トワー クを通 じて発注 し、即

座 に入手 して生 産 を行い、 直ち に消 費者 に送 ることが可能 にな った。 この過程 で は生

産 部 門にお いて、原材 料の調達 、加 工及 び製 品の仕上 げの完全分 業化 、流通 ・保管部

門で の在庫及 び流通量 の最適極 小化 が 図 られ て いる。一方 、消 費 と生産 が直結 し、生

産者へ の ダイ レク トアクセスが可能 にな る ことによ り、消費者 が品質 や コス トに関す

る製 品情報 を容易 に入手で き、複数 の メーカ ーを比較 す るこ とに よ り選択肢 が大幅 に

増え 、消 費者 側が プ ライス メカニ ズ ムの イニ シアチブを握 ってい る。
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この ことは地域性 を越 えて行わ れ、生 産 ・消 費の均一 化が実現 されてい る。

この結 果、食 品 メー カーの営 業 マ ンの役割 も20世 紀に比 べ大 き く変わ ってい る。

流通業者 を中心 と した得意先 回 りの時 代か ら、消 費者 の様 々なニーズを迅速 かっ的確

に直接製 造部 門に伝 え る ことが 重要 な仕事 にな って い る。

B氏 は、G社 の地 域営 業担 当責 任者で あ る。 メーカー にとって営 業活動が重要で あ るこ

とは、20世 紀 も21世 紀 も変 わ りが ないが 、その業務 内容 は昔 に比 べて非常 に高度 にな

って い る。得意先 に足 しげ く通 うこ とはな くな ったが 、それ以上 の コ ミュニ ケー シ ョンが、

ネ ッ トワー クを通 じて実 現 されて いる。 しか しなが ら大 きな取 引において最 も重要 なの は

facetofaceの 商 談で あ り、今 で は、総 合的 な メデ ィアを駆使 した人間のプ レゼ ンテ ー シ

ョンには、機械 もか なわ ない。facetofaceの 面会 は、すべて の人 々に とって貴重 な もの

とな ってお り、 そん なに頻繁 には行われ な いので、空 いた時 間を使 って製品の流通 管理、

ク レー ム処理、売上 金 回収管理 、そ して新商 品の企画提 案 とそのための市場調査 まで行 う

よ うにな った。

製品 の販売 は、流通 ル ー ト簡 素化の ため のス ーパ ー/チ ェー ンス トアな どへ の直販 が多

いが、昔 なが らの代理店/卸 業者 経 由の販売 もあ る。 そ して 、国際化の進展 に伴 って海外

へ の輸 出 もか な りあ り、 また、国内の販 売 ルー トを生 か した輸 入 も行 って いる。

これ ら企業 との取 引で は、ほぼ全面 的 にEDIが 使 われて 、ペーパ ー レス化 してお

り、 ご くまれ に昔 なが らの書類 によ る取 引が あ る。

EDIに よ って送 られて くる発注者 か らのデ ータは、 自動 的に受 注 システムに入力 され、

大 部分 の注文 にっいて は、受注 システムか ら製 造 ・販 売管理 システ ムへ 自動 的に渡 され、

在 庫 チ ェ ック/製 造手配 及 び配送 計画 の作成 が行わ れ る。従 って、 ほとん ど人手 を必要 と

しな い。 一方、一 部の 注文 デー タは保留 され 、人手 によ るチ ェ ックを受 けて か ら、受注 シ

ステ ムへ 転送 され る。 なぜか とい うと、極 めて大量 の注文の場 合に は、特別 の製造 手配が

必 要で あ り、 また、詐 欺の疑 いのあ る注 文 も時 々あ るか らで あ る。 この注文 デー タの選別

は、AI手 法を用 いて 自動化 してい る。

EDIは 、製品 を製造 す るのに必 要 な原料 を調達す る時 に も、全 面的 に使 われてい る。

製 造 ・販 売管理 システムで は、原 料倉庫 の在庫量 を チ ェ ック しなが ら、 自動 的に生 産 ライ

ンで必要 な原料の調 達 リス トを作成 す るが、 これか ら注文デ ー タが作 成 され 、EDIに よ

って注文先 へ送付 され る。 この辺 の一連 の処理 も、通常 は自動 的に行われ、担 当者 は、 シ

ステ ムが 出力す る運 用状 況を チ ェ ックす るだ けであ る。 製品 の生産 が進み 、出荷 段階 に

な ると、またEDIが 活 用 され る。 す なわ ち、出荷計画 に基づ いた運送 会社へ の指 示、納

入 先への連絡 な ど、通常 はすべ てEDIに よ り通 知す る。 もちろん 、納 入先 か らの受領通

知 もEDIが 使 われ る。 この通知 はす ぐに受注管理 システ ムへ入 力され、消 し込 みが行わ

れ ると同時 に、請求 情報 が作成 され 、売掛 金管理 システ ムへ渡 され る。請 求情報 は、 これ

またEDIに よ って、納入 先へ送 られ る。

この よ うに 自動化 され てい るので 、 ほ とん ど直接 の人手 の介入 はない。B氏 に は、彼 に
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関係 す る取 引の受 注後 の処 理 ス テー タスが、毎 日渡 され る。例 えば、 「あ る受 注 は、本 日、

製造 中で あ り明 日出荷 され る」 とい うよ うにで あ る。B氏 はそれを チ ェ ック し、特別 の問

題が な ければ 、 自動処理 に任 せ る。

売掛 金 は、通 常EFT/EDIに よ って取 引先銀行 へ振 り込 まれ る し、原 料代 の支

払 い もEFT/EDIに よ って、指定 銀行へ振 り込 む。振込 みの ための デ ー タも放 っ

て おけば、 システ ムが 自動 作成 し、銀 行EDI(現 在 のFBに 相 当)に よ って送 られ

る。

す べてが 自動化 し、直接 の人手 の介 入 はない。 しか しなが ら、人 間の 目の届か ない とこ

ろで 、詐欺(い わゆ る コ ンピュー タ犯罪)が 行 われ る可 能性が あ る。 これ につ いては、AI

手法 を用 いた監視装 置が ポ イ ン ト、 ポイ ン トに組 み込 まれ 、 リアル タイ ムにデー タを チ ェ

ック して い る。 そ して疑 わ しいデ ー タを検 出す る と、直 ちに 自動処理 を ス トップ し、担 当

者 に通知す るよ うにな って い る。

あ る 日、B氏 は出荷部 門か ら緊急連 絡 を受 けた。調 味料100ト ンとい う通常 で はあ りえ

ない 出荷指 図が あ り、 システ ムの チ ェ ックがかか り、 その担 当がB氏 だ とい うので あ る。

B氏 は早 速、 自分 のイ ンテ リジ ェ ン ト ・デ ス クで 調査 を始 め た。 この デ ス クか ら、 自分が

担 当 したすべ ての取 引 に関 す る コ ンピュータ記録 に ア クセ スで きる。 この記 録 は、取 引 ご

とに時系列 的 に、 ポイ ン ト毎 に処 理 の結 果(あ るいは途 中経過)が 記 録 されて お り、 この

よ うな トラブル の調査 の時 に大 きな効 果 を発揮 す る。 調査 の結 果 、 この取 引の取 引先が初

めての会社 だ った ため、受 注段 階で チ ェックがかか り、B氏 が補足 デ ー タを入 力 した とき

に、誤 って、数量 単位 を 「トン」 と入力 ミス して いた ことがわか った。 そ こで直 ちにrkg」

に修正 してか ら、上 司への訂正 許可願 いを入力 した。 このよ うに、根本 的 な問題 は、人手

の介入 によ り解 決す るが 、処理 そ の もの は、徹底 的に システ ム化 、ペ ーパ ー レス化 されて

い る。

G社 は、海 外の1社(メ ーカー)の 国 内販売総 代理店 に な って い るた め、海外取 引 も多

い。

海外取 引 もEDIで 行 うが 、EDIが 国際標準 化 され て いるため 、国内取 引 とほ と

ん ど同 じ要領 で業務 を遂行 す る ことが で き、G社 に も海 外専 門 スタ ッフ とい うの は特

にいな い。 また、輸送 も、加工食 品 は ほとん ど超高速 ジ ェッ ト機 で 行 うため、発注 か

ら入荷 まで長 くて も3日 以内で あ り、国 内取 引 とあま り変 わ らない。

G社 の生産 工場 は、1990年 代 のCIMを 発展 改良 させ た 自動生 産 システムを取 り入

れ てお り、生 産 ライ ンは原 則無 人化 されて い る上 に、密 閉 され て い る。

これ は食 品衛生上 の問題 を考慮 した結 果で あ り、工場 内 は無 菌処理 が施 され、か つ空気

の代 わ りに窒素 ガ スで充 た され て い る。 しか し、 これだ けで は嫌気性 細菌 の増殖 を抑 え ら

れ な いたあ、 ライ ンの ところ どころは、必要 に応 じて、真空 ライ ンにな って い る。 こう し
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て 、究極 の 自動 化 と安 全性 を完備 した工場 とな ってお り、業界か ら注 目されて いる。

G社 で は、個 人へ の直接 販売 も行 ってい る。 レス トラ ンや ホテルへ は、業務用の特別 な

バ ターや チーズが納 入 されて い るが 、その ホテルの朝食 のバ ターを購 入 した いとい う個人

客(多 分 、その ホテルで朝 食 を とった ことが あ るのだ ろ う)の 要望が あ り、 これに応 じる

ためで あ る。 このよ うな商品 は、それ程 需要 がな く、一 般の商店 やチ ェー ン ・ス トアの店

頭 には置いて もらえ ないた め、 メーカ ーか ら個人へ 直接 販売を行 うのであ る。

注文受 付 けは、 この よ うな 目的 のため にあ る汎用EDIネ ッ トワー クで ある食品共販 ネ

ッ トワー クで行 われ る。家庭 にあ るホームステ ー シ ョンか ら注 文を入れ る ことがで き、商

品 は託 送す る。 この託 送処理 の完 全 自動化が 難 しいので、販売 価格 は割高 にな ってい る。

出荷 部門 での異常 に関す る処理 を終え たB氏 に、 また緊急重 言舌が入 った。J商 店か らの

入 金が 遅れ てい る とい うの で あ る。J商 店 は、 ここ1年 程経 営状況が悪 い とい う警告が、

取 引先経営状 況判 断 システ ムか ら入 って いた のでかねて心 配 して いたが、遂 に現実 にな っ

た。 さっそ くB氏 はJ商 店 ヘ テ レビ電話 をか けたが、本 日臨時休業 の メ ッセ ー ジが戻 って

くるだ けであ る。 そ こで 、直 ち に車でJ商 店へ でか けた。 この車 には、 自動運転 モー ドと

手 動運転 モ ー ドがあ り、 ドライバ ーの好 みで選 択す る。ただ し、手動運 転 モー ドで も事故

を起 しそ うにな ると、非常 ブ レーキがかか る。B氏 は 自動運転 モー ドを選択 し、行先地点

を入力 した。 こ うしてお けば、駐車場 の 出口 まで手動 で車を移動 し、公道 に出た後 はア ク

セ ルだ けで 目的地 まで 行 ける。

目的地 にっいた後 、B氏 は さ っそ くJ商 店 に行 ったが 、既 に店 は閉鎖 され てお り、主 人

も見 当 らな い状 況で あ った。B氏 は裏 口を開 けて 店に入 り、管理 カー ドを残 した上で 自社

か ら納 入 した商品 を債 権が わ りに回収 して車 に積 み込み帰社 した。高度 な ジステ ム化のお

か げで、他社 よ り早 く倒産 会社 につ くことがで き、無事債権 を回収す ることがで きた。帰

社 したB氏 は、 イ ンテ リジ ェン ト・デ ス クで取 引先倒産 レポー トを作 成 し、上 司に社 内メ

ールで送信 した。

B氏 のオ フ ィスの壁 に は大 型の デ ィスプ レイが あ り、得意先で の商品の販売状況 が表 示

されて い る。B氏 は、前 日の 販売 デ ータの集 計を呼 び出 し、 デー タの チ ェ ックを行 った。

売上 げが 大幅 に減少 してい る販売店 が あ ったので 、先方の マネー ジ ャに連絡 し、その原因

を検討 した。 その結果 、そ の販売 店の新製 品の一部 の包装 に不良 があ ったため、消費者が

買 い控 えた ため と判 明 した。

B氏 は、営業所 の ワー クステー シ ョンを使 って本社 の品質管理 エキ スパ ー トシステ

ムを呼 出 し、 その トラブル 内容 を イ ンプ ッ トした。 エキ スパ ー トシステ ムは、過去の

トラブル事 例 、製 品の構造 、製 造方 法等の デー タを検索 して推論 を行 った結果、その

原 因 は包装 紙 に適 した製造 方法 を行 って いなか った ことであ る と判 断 した。本社の品

質管理室 はそ の検 討 内容 及 び判定が正 しい ことを確認 し、 この製 品の製造工場へ製造

工 程の 改善を指 示 した。 これ を受 けた工場 では、製造 部門の技術者 が コ ンピュー タの

シ ミュ レー シ ョン システ ムを使 って製造工程 を3次 元 グラフ ィ ックスで再現 し、改 善

策を検討 した。 検討 された新 しい包 装方法 は、 コンピュータ シ ミュ レー シ ョンで直ち

に適切 か ど うか評価で きるので、実 際の製造 ライ ンを停止す ることな く、迅速 な対 応

を とる ことが で きる。新 しい方法 が確立で きたので 、工場で はその工程 を改善 す ると

一145一



ともに、その 内容 を本社 の品質 管理 エキ スパ ー トシステ ムに入 力 した。 エキスパ ー ト

シス テムの判 断で は、 これ は緊急 か っ重要 なケー スで あ る と推論 し、本社 もこれを確

認 したので、一 連の経 緯 は直 ちに全国 及び海外 にあ る同社の 支店 、営業所、工場 に緊

急連 絡 され た。

販売 状況 の チ ェ ックを行 い、商品 の手配 を終え たB氏 は、昼食 を と ることに した。彼 の

昼食 は ラ ンチサ ー ビスを使 ってオ ーダ した もので、 デ ィスプ レイの画面 を見なが ら選ん だ

今 日の メニ ューは好 物の に ぎ り寿 司定 食で あ る。

B氏 は届 け られ た定食 を ワー クステ ー シ ョンの デ ィスプ レイの前 に置 き、親友 でや

は り別の地域 の営 業担 当責任者 を呼 び出 し、彼 といろい ろ情 報交換 しなが ら食事 を と

った。

午後の 彼の仕事 は、新 しい顧客 の開拓 であ る。営 業活動 のや り方 は、20世 紀 まで の飛

込 み ス タイ ルの顧 客 の開拓で はな く、一応 もっ とスマ ー トにな って い る。かつ ての ダイ レ

ク トメール に代 わ り、 映像 によ るダ イ レク トビデオ メ ッセ ー ジが各家庭 、各会社 へ送 られ

て い る。全 国的 なテ レビ放送 の一方 的 なCMよ り、ユ ーザ ーがCMを 選 択す る時代 にな っ

て い る。CM制 作専 門会社が い くつ もあ り、業種 、対 象 とす る顧客(法 人か個人 か 、女性

か 男性か 、富裕層 か 中流家庭 か等)を 細 か く分 け、 ターゲ ッ トを絞 った宣伝活動 が行 われ

て い る。 どの よ うなCM制 作 専門会 社が あ るか を紹 介す る情 報 サ ー ビス もあ る くらいで、

その内容 は多種多 様で あ る。 あ ま りに も情 報量が多 い ため、 いか に 目立 つ内容 にす るかで

各 社が鏑 を削 ってい る。

G社 は、最近血圧 を下 げ る成 分 の入 った新 しい機能 性食 品を 開発 し、その販売 に力 を注

いで いる。 このCMを 見た担 当地域 フー ド会 社や地 元 スーパ ーマ ーケ ッ トか ら問 合せが ビ

デオ メ ッセ ー ジで 入 ってい たので 、B氏 はその回答 を テ レ ビ電話 で行 った。特 に フー ド会

社 が この食 品 に非常 に興 味 を示 したので 、B氏 は直 ぐに先 方 に出向 くことに した。 テ レビ

電 話で詳細 なや りと りがで きて も、や は り最後 に ものを い うの は直接 会 うことで あ り、い

か に この新 製品が 魅力 的で あ るか を直接PRし たのが うま くゆ き、早 くも同社 に納 入契約

が で きた。 意気揚 揚 と して営 業所 に帰 って きたB氏 は、本社 に送 った包装 トラブルの処 置

が ど うな って いるか気 に な って いたので 、 ワー クステ ー シ ョンの メ ッセ ー ジスイ ッチを入

れ ると、工 場の製 造工程 の 改良で処 置 した との連絡 が入 って いた。 さ っそ く、B氏 は トラ

ブルの あ った販売 店 に連絡 し、明 日か ら改良品 を納 入で きると伝 え た。

今 日一 日の販売 状況 をPOSで 確 認 し、明 日の商品配送 依頼 とと もに支社へ の報告 を行

い、B氏 は帰途 につ いた。実 は、彼 は この まま 自宅 に帰 るので はな い。 まだ独 身の彼 は 自

由に な る時 間が い くらで もあ るので、 もう1っ 職 業を もって い る。情報 化の進展 で仕事 の

合 理化 、省時 間化 が進 ん だので 、彼の よ うに複数 の職業 を持 って いる人 は沢 山い る。彼 の

2番 目の職業 は、専 門学校 の講 師で あ る。 マー ケテ ィングと経 理の専 門家で あ る彼 は、そ

の特技 を有効 に生か して い る。
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学校 といって も、大 きな校舎 に生徒 を集めて講義 を行 う もので はな く、遠隔授業 で

ある。生徒 は 自宅の ホームステー シ ョンで授業を受 け、講師 は ビルの1フ ロアを借 り

てい る専門学校 のオ フ ィスで、生徒毎 の沢山の デ ィスプ レイを前 に授 業を行 う形式 で

あ る。

今 日はテ ス トの 日で ある。デ ィスプ レイか ら問題が提 示 され 、生徒 は これを見 なが らデ ィ

スプ レイの前 で回答 を書 き、答案を電 子 メールで送 って くる。B氏 は、 その採点 のため週

末の彼女 とのデ ー トが で きるか ど うか、心配 にな るので あ った ・・… 。
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新 製 造 プ ロセ スの研 究 を行 う情 報 処 理 研 究者 の一 日

新情報処理 技術 を応用す る ことによ ってハ イパ ー シ ミュ レー シ ョン、 自律学 習製造 プ

ロセス等 が実現可 能 とな って くる。

Cさ ん は、官民 で設立 され た産 業用高度 情報処理研 究所の主任研 究員で あ る。 や は り情

報 処理技術者 で あ る夫 と4才 の1人 娘が い る。彼女が 勤めて い る研究所 は、産 業用高度汎

用 エ キスパ ー トシステ ム及 び産業用 超高速 数値計算 シ ミュ レー シ ョンシステムの開発 と こ

れ らの システ ムを民 間会社等へ適用 す るための支援 を行 って い る。 この研究所 で は、3っ

の研究開発 分野 の研 究を行 って い る。

第1は 、 産業用 高度 エキスパ ー トシステ ムの研究 開発で 、 これ まで個 々の産 業 、研

究開発 、医療等 の分野でバ ラバ ラに行 われて いたエキ スパ ー トシステ ムの開発を統合

して 、普遍 的で 、汎用的 なエキ スパ ー トシステムを開発 しこれをあ らゆ る分野 に適用

しよ うとす る もので ある。

この システ ムの持 つ知識 の量 は膨 大 な もの にな り、また 、そ こには言語で表 現 しに くい

知識 も含まれ る ことになるが 、ハ ー ド面 で は光連想 メモ リや超 並列 システ ムの開発 、 ソフ

ト面で は多種多様 な情報 や、あい まい、不 完全 な情報 も扱え て、学習能 力を もつ よ うな柔

らか な情報 処理 システ ムの開発によ って実現 され た もので あ る。

第2は 、超並列 スーパ ー コ ンピュー タを使 った数 値 シ ミュ レー ションシステ ムの開

発で あ る。 これは、例 えば研 究開発分野 で これ まで模型実 験で行われ ていた流体解析

等 の シ ミュ レー シ ョン実験 を コ ンピュータで高速 高精度 で数値 シ ミュレー シ ョンを し

た り、量子 力学 に基づ く電子 の挙動 を コ ンピュータグラ フ ィックスによ るシ ミュ レー

シ ョン表示 させて、新 しい半 導体素子 の開発 ・設計 に適用 しよ うとす る もので あ る。

これによ り、大規模 な実験装置や高価 な研究用 半導体加工 装置の大幅 な合理化が可 能に

なる とと もに、実験で は得 られ なか った新 しい現 象が数 値解 析 によ り発見 され る可能 性 も

ある。 さ らに、 この よ うな手法 は科学技 術分野 だ けで な く、計量経済分析 、株価等 の種 々

の金 融指標予測 分析等 に も活用 され てい る。

第3は 、 これ らの ソ フ トウ エ ア を 実 行 す るた め の ハ ー ドウ エ ア の 開 発 で あ る 。

これ まで に、量子効 果 デバ イス、光 素子等 の超高速 デバ イスの開発 、超高集積 度 メモ リ

及 び これ らを組 み合 わせ た超並列 ・超 分散処 理 システ ムの開発 を行 った。

Cさ ん は、産業用 高度情報処理研 究所で 、汎用 エキ スパ ー トシステ ムを具体 的 に産業 に

適 用す るための研究 を民 間企業 と共 同で行 って い る。
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勤務 時間 であ る ウ ィー クデ ィの午前 中 は自宅 に設置 した ワークステー シ ョンを使 っ

て研究 所の ホ ス トスーパ ー コ ンピュー タと回線接 続 しなが ら研 究を行 って い る。

この ため 、比較 的午前中 は仕 事 の スケ ジュールを 自由に設定 で きるこ とか ら、4才 にな

る一人娘 を保 育所 に送 って行 くの は、彼女 の役 目であ る。帰 りは彼女の夫が迎 え に行 くこ

とにな って い る。彼 女の夫 は非 営利 組織 であ る情報 機構(lntelligentbasis-IB)に 勤

めて い る。勤 務時 間 は短 く十 分 に時間的 余裕が あ るので 、子 供の面倒 をみ るの はどち らか

といえば彼 の役割 にな って い る。

今 日の午後 は彼 女 は共 同研 究者 とな って いる企 業を訪 問す るため、大 阪に出張 しなけれ

ば な らな い。画像情 報伝送技 術が 進ん だ こ とによ り単 な る打合せのた めの出張 は皆無 にな

ったが、現場 で 設備を見 なが らの 意見交 換 、設備 ・ソフ トウエ アの改良 はや は り出掛 けて

行 く必 要が あ る。横浜 に住 んで い る彼女 は、大 阪 まで エ ア ・ハ イヤー ・サ ー ビス(AHS)

を利 用す るこ とに した。AHSは 、10人 乗 り以 下の 新型水陸両用機(AHV)を 利用 し

た コ ミュー タ システ ムで 、都 市 の港 湾 に旅 客 ター ミナルを 設 けて各都市 を結 んで い る。

24時 間運 航で 、夜 間は高感度赤 外線 カメ ラを使 って 安全 に航行 ・離 着水を行 って い る。

離水 後 は600km/h程 度の巡航速 度が 得 られ るので 、東京 一大阪 に1時 間、東京 一九 州各

地 に2時 間程度 で到着 で きる。離 発着 施設 も基 本的 に航空管制施設が あ るだ けで よいので、

各 都市 に どん どんAHSが 整備 されて い る。 自宅 や勤 務先 か らAHS旅 客 ター ミナル、

AHS旅 客 ター ミナルか ら目的地 へ は、AHVの 運航 と連係す るタクシーや ミニバ スが整

備 され てお り、切符 の購入時 に全部 の料金 が一 括計上 されて い る。

便 の予約及 び料 金の支払 い は、 もちろん家庭 の ホームステー シ ョンや会社 の ワー ク

ステー シ ョンで行 う ことが で きる。

彼女 は、横 浜のAHSタ ー ミナル まで は マイカーで行 くことに した。彼女 の車 は電気 自

動車で 、 ガ ソ リン車 に比べ車 両 コス トは高 いが 、安 い料 金が設定 されて い る夜 間電力で充

電す るた め燃 費が安 くつ くこと、排 ガ ス公 害が ない ため税 制面で優遇 され てい るメ リッ ト

とが あ る。小 型軽量 で 、高効率の2次 電 池が1990年 代 の後半 に開発 され たため、電気 自動

車 がかな り普 及 して きてい る。

この車 に はAI(人 工知 能)走 行制 御装置が 搭載 されて いる。 この装 置 は、慣性運

行装 置 と詳 細 な地 域道路地 図 をデ ータベ ース化 したデ ジタルマ ップを組 み合わせ た も

ので、常 に 自分 が ど こを走行 して いるかを車 内の デ ィスプ レイに表示 す ると ともに、

予め 目的地 を セ ッ トす ることによ り、無線で提 供 され る道路混雑情報 と併せAI装 置

が常 に最適 な走 行 コースを判断 し、指 示 して くれ る。 これ によ り、常 に快 適 な ドライ

ブが可能 にな った。 もち ろん事故 防止 の ため、対人 セ ンサや他車 セ ンサ によ り、人 の

急 な飛 出 しに 自動的 に急 ブ レーキを掛 けた り、近 くの車の走行 を予測 し表示や音声 で

知 らせ る安 全 防護機能 も有 してい る。

彼女が企 業 と共 同研究 を行 ってい るテ ーマは、製造業 にお ける高度CIMシ ステ ムの構

築 の研究 であ る。21世 紀 の製造 業 に要 求 され るの は、市場の高級化 ・多様化 に適合 し得

る生産効率 の向上 を伴 った フ レキ シ ビ リテ ィのあ る企 業運営体制で あ る。 この ため、政 府
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のSCI計 画 で開発 され た汎用 エキ スパ ー トシス テムを この部 門に適用 し、改 良す ること

によ りその実現 を図 ろ うと して い る。具体 的 に対 象 とな る企業 内 システ ムと して は、経営

生 産管理 部門 で は経 営情報 システ ム、工場 管理 システ ム、需給調 整 、資材管理 システ ムが

あ り、 開発 ・設 計部 門で は開発 ・設 計情報 システ ム、技 術情報 管理 システ ム、品質情 報管

理 システ ム、開発 ・設計支 援 システ ム(CAD/CAM)が あ り、 この ほか に も物 流 シス

テ ム及 び保守 ・サー ビス システ ムが あ る。 これ らの総 ての部 門を統括 す るエキ スパ ー トシ

ステムの構 築が必 要で あ る。

その流 れ は、次の よ うにな る。

新 製品 の企 画が マー ケテ ィングを基 に立 案 され具体 的な開発計 画を作成 し開発部 門

に引 き継 ぐ。 開発部 門で は、 ターゲ ッ トとな る製 品 に関す る技術 情報 を社 内外 の デー

タベ ースを基 に収集 し、設 計支援 システ ムを使 って基本設 計 を行 う。基 本設計 の各段

階で シ ミュ レー シ ョンによ り理論上 の性能 評価 を行 うが、 この際環境等 の違 い によ る

条 件設 定の変 化 によ る シ ミュ レー シ ョンを迅速 に行 い、早期 に最適解 を得て基 本設計

を確定 す る。 その後 、高度CADに よ りコ ンピュー タ内の仮想3次 元空間で の立 体詳

細設計 が行 われ 、 これ に基 づ く詳 細数値 解析 シ ミュレー シ ョン実験 を行 うとと もに、

その結 果 を詳細設 計 に反映 させ る。 これを何度 か繰 り返え して、最 適詳細設 計 を決定

す る。装 置を使 った要素 試験等 は最小 限 に抑 え る。詳細設 計を基 に した必 要 な部 品及

びその手配 方法 、製造 工程の 管理方法 等 につ いて も、 エキ スパ ー トシステ ムか らア ド

バイ スを得 る。 さ らに製造設 備の最 適 メ ンテ ナ ンス方法 につ いて も、 エキ スパ ー トシ

ステムが 設定 す る。 この よ うな一連 の流 れを統括 して 管理 す る システムの構築 を 目指

して い る。

もちろん この よ うな意志決 定等 は各社独 自の ノウハ ウを蓄積 して行 って い る もの であ る

が、新 しい時 代 に対 応 して行 くため には、 それぞれ の ノウハ ウ等 を持 ち寄 り、 よ り普遍的

で高度 な システ ムにす る必 要が あ る。 この ための協 力が研究所 を 中心 に行 われ てい る。

出張先 の共 同研 究会社 での作業 を終 え た彼 女 は、横 浜 の 自宅 に戻 る前 に大阪 の繁華街 に

あ る高級 レス トラ ンに立 ち寄 った。 この店 は東京 に も出店 があ り、そ こに研究所 の幹部 と

東 京の 関係企業 の経営 者が い る。大 阪の店 には彼 女の他 に関西 の企業経 営者が 来て い る。

今 か ら、定期 的 に開催 され てい る夕 食 を兼ね た研 究所 と関係企 業 との業 務報告 会が 開かれ

よ うと して い る。

それ ぞれの店 に は、大画面 の高精 細映像 表示装 置及 びハ イフ ァイ音響装 置が設 置 さ

れ、 お互 い に相 手方 の飲食 の様 子 を見 なが らま るで一緒 の部屋 に いるよ うに会 食で き

るよ うに な って い る。

両 店 と も同 じ料 理が 同 じタイ ミングで 出され、違和感 の ない よ うに工夫 されて い る。

画 像伝送技 術 の進 歩 によ りわ ざわ ざ一 ヶ所 に集 ま らな くて も、 こうい った方 法で の交

流 がお おい にで きるよ うにな った。 この システムは高級料理 店 か ら気軽 な一 杯飲 み屋

に まで導 入 され、 コ ミュニ ケー シ ョンの 向上 に役 立 って い る。

今 日の総て の仕事 を終 えた彼女 は深夜 のAHSで 自宅 に戻 った。家族 は今 頃ど う してい

るか し ら ・ ・… 。
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デ ー タ ベ ー ス 機 関 の 情 報 処 理 技 術 者 の 一 日

高度 情報 ネ ッ トワー ク社会 におけ る重要 な情報基地で あ る 「情報機構 」の機能をD

氏 の一 日を通 じて描 く。

D氏 は、非営 利組織で あ る情 報機構(IB)の 情報処理 技術者で あ る。

IBは 、人類が生 み出 した最大 のデー タベ ー スであ る図書館 が、情 報処理技術 の高

度化 に伴 い、改組 ・発展 した もので あ る。既 に、書物 は紙で で きた本の形での発行が

大変少 な くな って きてお り、 ほ とん どが名刺 サ イズの薄 いカー ドに、情報が入 ったブ

ックカー ドにな ってい る。人 々は、標 準化 された電子 ノー トに ブ ックカー ドを差 し込

み 、文字 、写真 、絵を読ん だ り、見た りして いる。 また、入出力が高速で で きる小 型

・大容 量の記憶 装置 に何十万冊 とい う書物 の情報が記録 で きるよ うにな った。 このた

め、図書館 とい う20世 紀 までの情報庫 は姿を消 し、情報 は総て コンピュー タデ ータ

ベー スにな って いる。書物 の情 報 は文字 コー ドデー タとイ メー ジデー タの2つ の形で

デー タベ ース に入 ってい る。20世 紀 までに世界 中で 出版 され た書物 は、国際図書情

報 デ ータベ ー ス化推進 協定 に基づ き国 際標 準 コー ドによ る共通規格 でデー タベ ース化

され、加盟 国 は無条件 で これ にア クセ スで きる。 この国際図書 デー タベー スは超高密

度 メモ リーデ ィス クに収め られ、各国 の代表運営機 関が管理 してい る。

日本で は、政府 と出版業界が共 同でIBを 設 立 し、 これが代 表運営機関 として国際図書

デ ータベー スを 管理 し、新 しい図書 デー タが 出版 され る度 にデ ータベ ースに組 み入れ、各

国 に提供 して い る。D氏 はIBの 地域 組織で あ るIB－ 横 浜に所属 してい る。 ここで は、

地域で 発行 ・出版 され る総 ての刊行 ・出版物 を収集 してデー タベ ース化 し、IB本 部 に専

用 回線 で送 って い る。 また、IBは かつて の図書館 の一種 であ るか ら、図書 デ ータベ ース

の閲覧サ ー ビス も行 ってお り、 ライブラ リサ ー ビスを通 じて図書 の照会 に応 じ、希望者 に

はデー タ量 に比 例 した料 金で図書デ ータを提 供 してい る。

国際的 な学術 交流 、 ことに国際 シ ンポ ジウムや コロキ ュームが世 界各地で活発 に行 われ

る ことに対応 して 、 この種の学 術集会の報 告要録 、 アブス トラ ク ト、議事録 などの情報 を

迅 速 に利用で きるよ うに し、場 合 によ って は集会へ の在宅参加 もで きるよ うなサ ー ビスを

IBが 提供す る。

この ほかIBは 、情報の メモ リバ ンクサ ー ビスを行 って い る。 これ は、銀行 の預金

業務 と同 じよ うな形で個人又 は法 人の情 報 を預 か るサ ー ビスを提供す る もので 、利用

者の コン ピュー タメモ リが一杯 にな った場合 や機密性の 高い情 報 を別 に管理 した い場

合 にその情 報保 管庫 と してIBの コン ピュー タメモ リを提供 しよ うとす るものであ る。

この場合 、使用 メモ リの容量 に応 じて料金 を とって いる。
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D氏 は、毎 日午前9時 にIB－ 横 浜に出勤す る。IBの コ ンピュー タシステ ムは24時

間 サー ビスを 行 って いるが 、夜 間は 自動運転で 、 コ ン ピュータ保守要員 を除 き通常 午前9

時か ら午 後5時 までの勤務体 制 とな ってお り、必要 に応 じて フ レックス ・タイムが 併用 さ

れて い る。彼 は ここの デー タベ ー スメ ンテナ ンス担 当 と して働 いて いる。

自分 のオ フ ィスに入 った彼 は早速 、 ワー クステ ー シ ョンの ビデオ メ ッセー ジを 呼 び出 し

た。前 夜 にか か って きたデー タベー スに関す る問合 わせが沢山あ り、その回答 を作 成 し、

照会 先 に ビデオ メ ッセー ジで送 った。その後 、彼 は担 当地域の新刊 ブ ックカー ドのデ ータ

ベー ス化作業 に と りか か った。 ブ ックカー ドが 新 しく出版 され ると速 やか にIBに 提 出す

る ことが法律 で義務付 け られて お り、IBは オ ンライ ン回線で送 られ て きた新刊 ブ ックカ

ー ドのデ ー タを国際分類 コー ドに基 づ いて分類 し、国際図書 データベースに入れ る。

国際図書 デ ータベ ース は、世 界中で発行 され た過去 か らの総 ての図書 が デー タベ ー

ス化 され てお り、各 国で入力 されたデ ー タが アテネの本部で集 め られ、毎月国 際 ライ

ブ ラ リサ ー ビスで 各国に供給 されて いる。 日本で はIB本 部が一括 して これ を受 け、

各地 域のIBに 送 ってい る。 したが って、地 域 のIBで は常 に最新 の世 界 中の図書 デ

ー タが揃 え られ てお り、利用者 はいつで も世界 中の図書 に接す る ことがで きる。 デー

タベ ースはイ ンテ リジ ェン ト超 高速検索が可 能 な構 造であ り、図書 の題名、 発行年 、

著 者、 出版 社 だけでな く、文章 のあ らゆ る言葉 にっ いて検索条件 にで き、 これを をい

くつ も重 ね る ことに よ って 、 コ ンピュー タが推論 して検索 したい図書が直 ぐに発見 で

きるよ うにな って いる。

彼 は昼の2時 間の休み を 自宅 に戻 って、妻 と一 緒 に過 ごす ことに して いる。 子供 は保育

所 にい るので、 二人だ けの時 間が とれ る。 いつ もは交替で いろいろ と工夫 して作 った手料

理を披露 しなが ら食べ るので あ るが 、今 日は ジャズコ ンサー トに行 くことにな って い るの

で 、フー ドサー ビスで注文 した昼食で済 ま し、急 いで コンサー ト会場 に駆 け付 けた。 コ ン

サ ー ト会 場 とい って も自宅 の近 くにあ る50人 も入れ ば満 員にな る小 さな ホールで あ る。

今 日は ここで 、米 国のニ ューオ リンズの ジ ャズホールか らの生 中継 をや って い る。

会場 には映 画館 のよ うに大 きい高精 度 デ ィスプ レイがあ り、迫力 あ る三 次元映像 が写

し出 され 、音 響装 置 も現場の音 を極めて忠 実 に伝 え る広帯 域ハ イフ ァイ装置が使 われ

てい る。 この 中継 には通信衛星 が使われ 、ニ ューオ リンズの ホール と横浜の コ ンサ ー

ト会場が 直接っ なが って いる。 通信衛星 の周波数 の一 定のか な り広 い帯 域が不特 定多

数の人 の中継用 に開放 されて お り、事前 に通信 衛星管理会社 に申 し込め ば、無料 で 中

継回線 を利用 で き、 また、 中継 に必要 な送受信装 置 も小型高性能 な もの にな って いる

た め、個人で も簡単 に国 際中継 が可能 にな った。

コ ンサ ー トを満喫 した二 人は2時 前 に別れ 、彼 は職場 に戻 った。

午後 の彼 の仕 事 は、利用者 用の検索 プ ログ ラムの改良で あ る。 もと もと国際図書 デー タ

ベ ー スは、非常 に簡単 にかつ高速で検索 で きる システムであ るが、条件 の組合せ を工 夫す

れ ば、更 に高速 の検索が 可能で あ る。
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プ ロ グラムの追加 ・修 正 は簡単 にで き るため、 デー タベ ースの利用 分野の頻度や利

用者か らの意見 を参考 に彼 のよ うなデ ー タベ ースオペ レー タが検索 プ ログラムの改良

を行 って いる。 彼 自身 は、検索 プ ログ ラムの全体 を把握 してい るわけで はないが 、プ

ロ グラム自体 にプ ログラム修 正用 プ ロ グラムが組 み込 まれ、 これがプ ログラムユ ーザ

の修正 ・追加 命令 を 自動 的に翻訳 し、検 索プ ログラムに修正 を加えて いる。 この よ う

なプ ログラムの改良 は特別 の コン ピュー タ言語 を使 わ な くて も、普通の 日本語で可能

で あ るので 、 コ ン ピュー タのハ ー ドウエ アと ソフ トウエアに知識 がな い人で も簡単 に

で きる。

この作業 を行 ってい る過 程で 、国際図 書分類 コー ドの不 備を発見 したので 、彼 は直 ちに

IB本 部 に連 絡 し同意 を得 た上で 、 アテネ の国際図書協定 の本部 にその内容 の改善提 案を

連 絡 した。連 絡 は電 子 メールを使 って 行 うが 、ギ リシャ語 ので きない彼 は 自分の作 った文

章 を ギ リシ ャ語 に機 械翻訳 し、更 に これを 日本 言吾に逆翻 訳 して翻訳 をチ ェ ック して向 こう

に送 った。 送 ってか ら30分 位 で、先方 か ら電 子 メールで 日本語 の返事 があ り、彼の ア ド

バイ スに大 変感謝 す る ともに、早 速改 善分 類 コー ドを各国 に緊急連絡 で伝 えた との ことで

あ った。 この返事 を受 けて、彼 は世界 市民 と しての参 加感、 プ ロと しての職業意識の高 ま

りを感 じた。 この よ うに常 に システムの改良 が迅速 かっ容易 に行われ る体制が高度の ハー

ドウエア と ソフ トウエアの採用 で可能 にな った。

今 日の仕 事 を終 え 、定刻 の午 後5時 に職 場を 出た彼 は、娘 を保育所 に迎え に行 った。妻

の帰 りは出張 でか な り遅 くな りそ うであ る。 スーパ ー マーケ ッ トで買 った レ トル ト食 品を

最大 限に活用 して作 った デ ィナーを娘 と二 人で とった。 その後、 ホームステー シ ョンで育

児教育 番組専 門 チ ャ ンネ ルを呼 び出 し、娘 と一緒 に見 た。光 フ ァイバ ーケーブルTVが 各

家庭 に導入 され、視聴 者 のあ らゆ るニ ーズ に応 えた何十 チ ャンネ ル もの番組 を提 供 して い

る。 もうす ぐ妻 も帰 って くる ・ … 。
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発 展 途 上 国 の 技 術 指 導 者 の一 日

高度情報ネットワークが地球環境の保護、新たな生産拠点の創出を実現する姿を描 く

E氏 は政府 が設 立 した国際技 術協 力セ ンターの職 員で 、現在 ア フ リカのK国 に2年 間派

遣 されて い る。E氏 の専 門 はバ イオ テ ク ノロ ジで 、大 学院 で は環境 工学 も専 攻 した。 環境

工学 とい うの は、20世 紀 末か ら地球 規模 で問題 にな って い る大気 中の二酸 化炭素 や フロ

ンガ ス、森林 伐採 等の環境 へ与 え る影 響 を専 門的 に研 究す る新 しい学 問分野 で ある。

先進 国 におけ る産 業発展 に伴 う環 境汚 染 に加 え、20世 紀 末か らそれ まで発 展途上 国 と呼

ばれて きた国 々にお いて経 済成長 が著 しく進 み、 これ らの 国 々か らの環境へ の影響 も無視

で きな くな って きて い る。 このため 、世界各 国 は協 力 して 地球的規 模です すむ環境破 壊へ

の対策を強 力 に行 って きて いる。 我が 国 にお いて も、 これ に全面 的に協力 し、汚染物 質の

環 境への放 出の抑 制 は もちろん の こ と、得意 の情報技 術 を駆使 して環境汚 染の状 況を常 に

観 測 し、世 界各 国に デー タを提供 して いる。

環境 汚染 の状況 は様 々な角 度か ら観測 されて い る。 まず 、CO2、NOx、 ・SOx

フ ロ ンガ ス等 の各種 セ ンサーが 日本各地 及 び世 界各国 に設 置 され、常 時 自動 的に観測

を行 って い る。 また、環境 観測衛 星が打 ち上 げ られ、 高性能 赤外線 セ ンサ ーによ り、

大 気や海洋 の汚染状 況 、森林 の破 壊状 況、作物 の成育状 況等 を詳細 に観測 してい る。

セ ンサ ーと分析 ソフ トの性 能の大 幅 向上 によ り、か な り小 さい汚染 区域 で も見分 け ら

れ 、河川へ の汚染 物質 の違 法 な廃 棄 も見つ け られ るよ うにな って い る。 このデ ー タは

同時 に各 国の環境 観測 セ ンターに送 られ、全部 の国 のデ ー タが判 って しま うので 、 自

国の環境汚 染の状 況 を他 国 に隠せ ない。 このため、各 国が 迅速 な対 応を とらざ るを得

な くな って いる。 更 に、超並列 スーパ ー コン ピュー タの 開発 と観 測網の充実 に よ り、

大気 や海 流の地球 レベルの詳細 な シ ミュ レー シ ョン計算 が可能 にな り、長期 及 び短 期

の気象予 測 も可 能 にな って い る。 この シ ミュ レー シ ョン結 果 と観 測 デー タか ら、環 境

汚染 の長期予測 も行 え、効 果的 な対策が 行われ てい る。

E氏 は、環境 工学及 び環境 関連 の高度情 報化 を十分 に活用 しなが ら、技 術指導 を行 って

いる。

K国 に適 した農作物 の選定 に 当た って も、環境観測 衛星 か らのデー タを直接 ポー タ

ブル デー タ通信装 置で受 け、高性能 デ ー タ解 析装置 を使 って、作物 の植生状況 、水 資

源の分布 状況 、気象 の変動状 況等 を詳細 に分析 ・把 握 し、 どん な作物が この地 に適 し

て いるかを評 価 して い る。 この 際、気象 シ ミュ レー シ ョンは、 この解析装 置で はで き

な いので、 ポ ータブルデ ー タ通信 装置 を使 って、通 信衛 星 を介 して 日本 の環境観 測 セ

ンター にあ る気象 シ ミュ レー シ ョン用 スーパ ー コ ンピュー タに ア クセ ス して、必 要 な
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シ

数値計 算を行 って いる。

E氏 の一 日は、夜 の うちに環 境観測 衛星 か ら送 られて きたデー タの分析か ら始 ま る。今

回、衛 星か らはE氏 が 技術指 導 して 農業開 発 しよ うと して いる区域 の周囲100kmの 地域

の野性 植物及 び栽 培植 物 の成 育状況 と水利 状況の デ ータが送 られて きて いる。 どうい うデ

ー タを入手 した いか は、衛 星 に指示 す る ことがで き、米 国にあ る衛星の コン トロールセ ン

ターに電話等 で依頼 すれ ば、衛 星の観測方 法の プ ログラムを作成 し、衛星 に送 って くれ る。

午 前 中を この分析 に費や したE氏 は昼 食を と ることに した。都合の良 い ことに、丁度 こ

の時間 は 日本で は夜 にあた る。妻 子 は もう少 しこち らの生活が落 ち着 いてか ら呼 び寄せ る

ことに して いる。 向 こうで は夕 食を してい ると ころで あ る。E氏 も国 際テ レビ電話の画面

か ら妻子 の夕食 を見 なが ら、 自分 も昼 食を とった。 こ うや って、常 にテ レビ電話で お互 い

の様子 が手 に とるよ うにわ か るので 、遠 い外 国 にいて もホーム シックにな ることはない。

E氏 の 今 日の昼 食 は、現地 の料理で 彼 も好物 に してい るので あるが、 これを中学生 の息子

に見せ なが ら、楽 し く食事 を した。食 事 のあ とは彼 の勉強 を見 る約 束であ る。 ち ょうど地

理で ア フ リカの勉強 を して い る最 中なので 、生 の情報 を父か ら聞 くことがで き、大変喜 ん

だ。 こう してい る と、何千 キ ロ も離 れて い ること忘れ そ うで あ る。

家族 とのテ レビ電話 昼食 を終 えたE氏 は、試験 的 に行 われ てい るい くつかの植物 の成育

状況 の調査 に出掛 けた。栽 培 され て いる植 物 は国際共 同研究 の成果で ある。宇 宙工場 で遺

伝子組 替 えによ り特 別 に改 良 され た もの で、大 幅な増収 を見込 め る もので ある。また、 シ

ステム 自体 が ロバ ス ト(頑 強)な うえ に、 マ ンマ シ ンイ ンタフェースが飛躍 的に向上 して

い るので 、管理保 守 も容易 で あ り、発展途 上国 で うま く使い こな され てい る。21世 紀 に入

って新 しい情報処理 技術 が、真 の意味で 南北格 差を解 消 しつっあ る ことに満 足感を覚え る

今 日この 頃で あ る。多 くの人 々が地球全 体の生 産性 とい うことを 日常 レベルで考え るよ う

にな ってい る。

ただ し、栽培 方 法 は普通 の植物 に比べ むっか しいので 、E氏 ももちろん十分指導 し

て い るが 、人数的 に も限界が あ り、現地 の技 術者 を国 際テ レビ電話を使 って 、 日本か

ら技 術指導 を して い る。

試 験栽培場 に も温度 、湿度 を始 め各種 のセ ンサが設 置 され、常 に成育状況 を監視 し

てい る。

試験 栽培 を して い る植物 の なかに 目立 って成育 の よい ものが発見 され たので、 これ の遺

伝 的分 析 を行 う ことと した。 しか し、 この地 には遺伝 子構造解析装 置等 の必 要 な装置が な

いので、 とりあ えず分析装 置の セ ンサ のみを国 際緊急 便で 日本か ら送 って もらうことに し

た。試 料 を送 って もよいので あるが 、生 きたままの方 が正確 な分析が で きるた め、 この方

法 を と った。
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セ ンサ さえ あれ ば、通 信 回線を通 って 日本 にあ る分析装 置か ら遠 隔分析が で きる遺

伝子 構造 の分析 を して 、 さ らに改良 の努 力をす る一 方で 、組織 培養 を利用 して成長速

度 の大 きい植物 の苗を 大量 に生産 しこの地 で早 く栽 培す ることがで きる。

E氏 はセ ンサ ーの到着 が待遠 しか った … 。
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中 央 官 庁 の 公 務 員 の一 日

光 フ ァイバ ー による全国 ネ ッ トワー クが完成 した時 に勤務形態等 が どの よ うに変化

して行 くかを描 く。

200x年5月21日 、F氏 は、デ ジタルネ ッ トワー クの家庭 内端 末機であ るホームステー シ

ョンの呼 び出 し音 に 目を さま され た。F氏 は38歳 、中央官庁 の課長補佐で情報処理 関係

施策 の仕事 を して い る。10年 前 に結 婚 し、7才 の女 の子 と、幼稚園 に行 く5歳 の男の子

の4人 家族 であ る。 大手 デベ ロ ッパ ーが 開発 した 「21世 紀 ニ ュー タウ ン」に幸運 に も当

選 し、昨年暮 れ に引越 した。同 タウ ンは茨 城県 にあ るが 、都 心への通勤 も約1時 間であ り、

大規 模で新 しい設備 が いろい ろ導 入 され てい る。官 庁 や民 間会社の勤務形態 は、1990年 代

に情 報化 を大幅 に促進す ることによ り、仕 事の 合理 化 、効 率化 を進 め、在 宅勤務や フ レッ

クスタイ ム も大 幅 に導入 し、労働 時間 の加速的 な短縮 を図 って きた。政府職 員 につ いて も、

サ ー ビスの質 を低下 させ ず に、勤 務体制 の見 直 しが行 われてお り、F氏 の出勤 は時 間的余

裕 があ る。

F氏 の新居 の広 さは、一戸建5LDKl40㎡ と4人 家 族 には十分 な もので、特 にF氏 が

満 足 して いるの は、地下 に広 々と した スペ ースがあ ることで ある。 このニ ュータウ ンの電

力供給 は、主 に タウ ン内の ユーテ ィ リテ ィ施設 に設置 され た燃料 電池発電設備で行 われ 、

電気の供 給 を賄 うとと もに、排 熱 を利 用 した給 湯 ・暖 房、冷熱 畜熱装置 と ヒー トポ ンプを

利用 した冷房 が行わ れ、居住 者 はいつで も安 価 に利用 可能で あ る。21世 紀 には、エネル

ギー利 用 の高効率化 とエ ネルギ ー源 の多様化 が進ん で い る。情 報化の進展 は この面で も寄

与 してい る。

F氏 が起 された呼 び出 し音 を送 って きた デ ジタルネ ッ トワー クは、大容量 伝送が可

能 な コヒー レ ン ト光通信 を採用 した複 数の レーザ光 を送 ることがで きる光 フ ァイバ ー

通信方 式を使 用 して い る。 これ によ り、通常 の電話及 び フ ァクシ ミリ機能 とと もに、

1980年 代のパ ソコ ン ・ワープ ロ通信 を進歩 させた双方 向の文字情報 、画像情報の通信

機能 を もつ ことが可能 にな った。 ネ ッ トワー クの個 々の利用者 が大変多 くの回線 を使

用す るので 、通信回線 の契約 は回線単 位で な く、会 社、家等 の利用 者単位で行われ 、

料金 の計算 は ビッ ト単 位 とな って い る。通信 呼出 し機 能 と して 、以 前 と大 き く異 な っ

て い るの は、呼 出 し音 とと もに呼 出 しの相手方 の 名前 と電話番号 が表示 され、誰 が呼

び出 して い るかが事前 にわ か る。 この機能が あ るため、応答す る前 に準備がで きると

ともに、 いたず ら電 話等 には応答 しな くて もよ い、な どの対応 が可能 にな った。 さ ら

に、 ケーブル テ レビジ ョンの回線 と して も利 用 され、NTSC方 式で50チ ャンネル、

ハイ ビジ ョン方式で5チ ャンネルであ り、高品質 の映像 と音声 を楽 しめ る。

電 力会社 とガス会 社 は この回線 を利用 して、電気 とガスの 自動検針を行 ってい る。

回線 は、地 域の ロー カルネ ッ トワー クセ ンターに接 続 され 、同セ ンターは光 ファイバ

ー幹 線又 は通信衛星 を介 して電話 会社、 ケー ブルテ レビジ ョン会社 、電 力 ・ガス会社
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各種情 報ネ ッ トワー クサ ー ビス会社 等 の情 報 ・デ ータの 中継 を 行 ってい る。各戸 への

光 フ ァイバ ー は電話会 社 又は電 力 ・ガ ス会社が 布設 してい る。 ローカルネ ッ トワー ク

セ ンター は、電力会社 の変 電所 、電 話 会社の交 換所等 に設 置 され て い る。

電 力会 社 は、電 力需 要を一 定(負 荷の平 準化)に し、発 電所 、変電所 の設備容量 の増大

の抑制 、設備 の効率 的運 用 を図 るため、電 力需要 の変化 に応 じた変動 料金制 を実 施 して お

り、需要 の 多い と きは高 い料 金 を、逆 に需要が 少な い ときは安 い料金 を設定 して いる。

このよ うな電気料 金方式 にす るた めに は、時間帯毎 の電 力消 費量 を計測 す る必要が

あ り、光 フ ァイバ によ る連 続計 測 によ り これ が可能 とな った。 また、 ネ ッ トワー クを

通 じて需要 家へ刻 々の電 力消 費量 に応 じた料 金情報 を フ ィー ドバ ックす る ことによ り、

需 要家の方 で電 力消費 を コ ン トロール して電 力需要 の平準化 を図 ることが で きる。 こ

の他 に も、 いろん なホー ム ・オ ー トメー シ ョン設備 が各戸 に導入 され てい る。例 えば、

戸 外の温 度、湿度 、 日照 風速 、風 向 きに的確 に対応 した室毎 の完全 自動調 節エ ア コ ン

装 置、室 内の空 中の塵埃 ・悪 臭の 自動 除去装 置 、鍵 が不要 な指紋 、音 声等 のID情 報

に よる ロ ックシステム、高感 度赤外線 セ ンサ ーによ る侵 入監視 ・オ ー トロ ックシステ

ム、火 災検知 ・自動消 火 システ ム、エ ア コ ン、風 呂、 ビデオ録画 装置 等の外部 か らの

起動 ・停 止 システムが あ る。 このよ うな システ ムの コン トロール は、総て ホー ムステ

ー シ ョンが 行 って い る。

現 在、F氏 の上 司 は米国 に出張 中で 、その上 司か ら技 術的 な問題 につ いて電 子 メールで

問合 わせが きた。

F氏 は早速 その回答 の作成 に と りかか ったが 、過 去の デ ータにっ いて は、勤務先 の

役所 の コ ンピュー タデ ータベ ー スに ホー ムステー シ ョンか らア クセス して、何 とか作

業 を終 え、米 国 に送 り返 した。

F氏 は、朝 食を と りなが ら部屋 の壁 に設 置 してあ る大 型 フ ラ ッ トデ ィスプ レイに表示 さ

れ たニ ュースサ ー ビスに 目をや ってい る。各部 屋 にはホー ム ステ ー シ ョンの端 末機 と部屋

大 きさ、用途 に応 じ壁掛 タイプや デス ク トップ タイプの デ ィスプ レイが設 置 され てい る。

新聞 の宅配 や駅売 り も行 われて い るが 、そ の内容 を毎朝 ・昼 ・夕 に、各 家庭 の ホー

ム ステ ー シ ョンの メモ リに送 り、読 者 はそれ を適宜 呼 び出 し部 屋の デ ィスプ レイで見

た り、携帯 用の電子 ノー トに転写 して 電車等 で読む方法 の方 が、 は るかに普及 して い

る。

この方式 だ と印刷 ・輸 送 に掛 か る手 間が全 く不要 にな り、 大幅 に コス トを下 げ る ことが

で きる。

F氏 は出勤 の際、緊 急の照 会が あ るか も しれ ないので 、 ポケ ッ ト電話 を持 って い くこと

に した。
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ポ ケ ッ ト電話 は、非常 に コ ンパ ク ト・軽量で、画像 表示装置 もついてい る。

それ と、米国か らの電子 メール の内容を転写 した電子 ノー トも持 った。 さ らに最近 い

つ も電車の中で読んで い るブ ックカー ドを持 った。

これ はROMカ ー ドの一種 で、分 厚 い単行本数冊 分の情報が入 ってい る。 これを電子

ノー トに差 し込んで 、電 子 ノー トの デ ィスプ レイにその内容 を表 示 させ る。数時 間の

長 さの映画等 もデ ジタル情報 と して ビデオ カー ドに記録 し、 これ を電子 ノー トや家庭

の大型 デ ィスプ レイで再 生す る ことがで きる。 この よ うな超高密 度 メモ リーカー ドと

これを再生す る携帯 用か ら固定 式 にいたるまで多 くの種類 の高性 能 デ ィスプ レイがで

きた ため、伝統 的な記録媒体 であ った紙 に印刷 した形で の書物 の発行 は大幅 に減 って

い る。書斎 には本 棚がな く、ブ ックカー ドや ビデオ カー ドの小 さな ケースが あ るだけ

であ る。大規模 の書店や レコー ド店 もな くな り、小 さな店 で も多種大量 のカー ドを扱

え また、各種 デー タベ ースを用 いて気軽 に ホームステー シ ョンか ら本 や ビデオの検索

・注文 がで きるよ うにな った。

駅 の改札 で は定期券 を見せ る必要 はな く、鉄道会社 が発行す るパ スカー ドを携 帯 し

て いれば、 これか ら発信 され る微弱 電波によ り改札 口で チ ェックが行 われ、予め カー

ドに指定 された範囲 内の駅 であれ ば 自由に乗 り降 り可能 で、以前の よ うにい ちい ち定

期券 を出す煩わ しさが な くな った。駅 で切 符を買 うの もプ リペ イ ドカー ド以 外に クレ

ジッ トカー ドと暗証番号 で購入で きる。

ホー ムで電車 を待 ってい ると、や はり先程送 った回答の内容 につ いて米国の上司か ら国

際電話 で聞 いて きた。適 宜答え た後、電話での や りとりを電車の 中で 電子 ノー トにメモ し

た。

見 た目には普通 の紙の ノー トと変わ らない、 この電子 ノー トは、非常 に薄 くかっ 軽

量 で、 フ レキ シブルな構造 とな って いる。

入力方式 は、従来のキ ーボー ド方式 と異 な り、手書 き入 力方式 を採用 した もので、入

力キ ーボー ドがな く、A4サ イ ズの表示板 に直接ペ ンで 入力す るよ うにな ってい る。

手書 き文字 や図形 は電子 ノー トが その 内容 を認識 し活字 や きれい な図形 に して直 ちに

表示板 に出力 され る。入 力 に際 しては、ペ ンでペ ー ジをめ くるよ うに して どん どん入

力がで きる。 この ノー トは通信機能 を もった高性能 マイ クロコ ンピュー タであ るので 、

あ らゆる事 務処理が手軽 に行え、事務 の省 力化 とペ ーパー レス化 に大 きく貢献 して い

る。 オフ ィスで は、 ほとん ど紙が見 られ な くな った。

F氏 が役所 に到着す る と、

に表示 されていた。

10時 からの緊急対処方針会議の開催の連絡がF氏 のデスク

この デ ス ク は イ ンテ リジ ェ ン トデ ス ク と呼 ばれ 、 デ ス ク面 に大 面 積 の フ ラ ッ トデ ィ

ス プ レイ が あ り、 ワー プ ロ、 パ ソ コ ン、 電 話(音 声 及 び テ レ ビ)、 ビデ オ メ ッセ ー ジ、

及 び 画 像 信 号 一 時 記 憶 機 能 を 持 ち 、 書 替 え 可 能 な 高 速 光 磁 気 デ ィ ス ク メ モ リ、

CD-ROMと い った 大 容 量 記 憶 装 置(ワ ー ク フ ァイ ル)、 ハ ー ドコ ピー装 置 、 イ メ
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一 ジ入力装 置を搭載 した高機能 デ スクであ る
。F氏 は このデ ス クの ワー クフ ァイルに

電子 ノー トの内容を転写 し、会議用 の資料 を作成 した。更 に、その 内容 を関係課 に電

子 メールで送 った。会議 用 資料 は こう して予 め省内LANで 関係者 に配 られ るのが通

例 にな ってい る。

F氏 が資料作成 中、 デス クの ビデオ メ ッセー ジの受 信 ラ ンプが点滅 した。

ビデオ メ ッセ ー ジは、留守 番テ レビ電話 とフ ァクシ ミリを組 み合わせ た もので、 自

分 にかか って きた テ レビ電話 を 自動 的に メモ リに入れてお き、あ とで これ を呼び出 し

て、映像で 見なが ら内容 を確認 しよ うとす る もの であ る。20世 紀 に一部 で行われ い

た電子 メールは ホス トコン ピュータに メ ッセー ジ(文 章のみ)を 記録 し、相手 方 は こ

れ にア クセスす るとい う方 法が とられ ていたが 、ホー ムステー シ ョンや ビジネ スステ

ー シ ョンが広 く普 及 し、 その メモ リ容量 が極めて大 き くな ったため、 メ ッセ ージを直

接各 ステ ー シ ョンに送 る ことが一般化 して いる。 その応 答 はテ レビ電話の メ ッセ ー ジ

として相手方 の ビデオ メセ ー ジの メモ リに送 るか 、あ るいはテ レビ電話を かけ る。 こ

れ は、総て画像 デ ータと して処理で きるため、情報伝達 が簡単 かつ確実 にで き、電話

のよ うに応答 に拘 束 され る ことが ない とい うメ リッ トがあ る。F氏 は外部 か らの問合

わせに は専 らこの方法を使 い、緊急 時以 外 は電話 に応 答す る必 要が な くな ったため、

事務 が非常 に円滑 に進 め られ るよ うにな った。

対処 方針会議 が始 ま った。

他 地域 の関係 者 もテ レ ビ会議方式 で参加 して お り、その規 模 は会議室 の大型 フラ ッ

トデ ィスプ レイ に写 しだ されて い る。会議で の発 表に は20世 紀 に使 われ て いたOH

Pに 代わ り高精 細 イメー ジ入 力デバイ スと投射型 の超 大型 フラ ッ トデ ィスプ レイを組

み合せ たイ メー ジプ ロジェ クタが使用 され てい る。過 去の経 緯資料 、種 々の技術 デー

タは会議 場か ら直 ちに省 内 の各種 デ ー タベ ー スに アクセス し、 内容 をイ メー ジプロ ジ

ェクタに表示で きるため議論 が効率的かつ詳細 に行 うことがで き る。会議 の結論 は、

会議場 にお いて 口述 ワープ ロで直 ちに文書化 され、会議 に用 いた資料 とと もに、省 内

関係課 及 び関係省庁 にに電子 メールで送 られ るとと もに、米国 出張 者に も電子 メール

によ り伝達 され た。

省 内で は、ペーパ ー レス シス テムが徹底 化 され、 あ らゆ る文書が 電子 フ ァイ リングシス

テムを使 って 入出力 され、連 絡及 び文書 配布 は省 内LANを 通 じて行われて いる。

文書決裁 も例外で な く、稟議書 は起案者が 自分 のデ スク コンピュー タの稟議 システ

ムを使 って作成 し、 コン ピュー タに入力 したままで起 案者が決 め た順序 に従 って決 裁

者間を省 内LANを 通 じて転送 され、起案者 は常 に 自分の デス クの デ ィスプ レイ上 で

どこまで 稟議書が 回 ってい るかを確認 し、決裁 が遅 れて いる場 合催促す ることがで き

る。決 裁の方法 は、印鑑 や サイ ンで な く、デス クのID化 が 完全 に行 われてい るた め、

稟議決裁 のキ ーを押 すだ けで よ い。 このデ スクは外部か らの ア クセ スも可能 であ り、
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電話回 線を通 じてID情 報 を入力 し、入 力デ ー タの参照 や遠隔決裁がで きる。

何件 かの決裁 文書 を処理 したF氏 は、次に 自分 の担 当 してい る 「情報 高度 化委員会」の

次回委 員会 向けの資料 作成 に と りかか った。過去 の委 員会資料 は自 らの電子 フ ァイ リング

システ ムか ら、関連技 術情報 は省 内の政策 決定支援 システ ム及 び外部 の民 間デ ータベ ース

提 供 会社か らそれ ぞれ必要 な ものを得 た。図書情 報施設 は地域の ライブ ラ リシステムの整

備 に力を入 れてお り、図書 を コン ピュー タデ ー タベ ース化 し、外部へ の検索 及 び図書 デー

タベ ー スの提 供 サー ビスを行 ってい る。

資料 を作成 して い る最 中、F氏 に テ レビ局か らテ レ ビ電話がか か って きた。 ち ょうど、

その テ レビ局で ディ スカ ッシ ョン番組 をや ってい る ところで、F氏 に も意見を聴 こうとい

うもので あ る。F氏 はイ ンテ リジ ェン トデ ス クのテ レ ビ電話の テ レ ビカメラを通 じてイ ン

タ ビューに答え た。

テ レビ電話 に は当然 テ レビカメ ラがっ いてい るが 、 これを活 用 した新 しいテ レビ番

組 が作 られ てい る。 テ レビ電 話の な い時代 は、 テ レビの視聴者 が 自宅等で直接 テ レビ

に参加 す る場 合、電話 を使 って いたが 、 これが テ レビ電話 に代わ ると、 その参加形態

は非常 に リアルな ものに な り、茶 の間や オ フ ィスに いる一般視 聴者が生の姿で テ レビ

ネ ッ トワー クに登場 す る。 いわ ば、放送局 の テ レ ビカメラを各家庭やオ フ ィスで もっ

てい る ことにな るので、放送 局 に出向 いた り、放送 局の人が いな くて も、 テ レビ出演

が可能 にな る。 このよ うな方法で は、視聴 者の意 見が瞬時 に直接放送 され るので、そ

の影響 は極 めて大 きい ものが あ り、放送局 を核 と した様 々な情 報交流が行わ れてい る。

また、放送 局を介 しな くて も、複 数の テ レビ電話 をっ ないで 、簡単 にテ レビ会議がで

きる。 この場合、 テ レビ画 面 をマ ルチ ウィ ン ドにすれ ば、会 議 に参加 してい る人を一

度 にみ る ことがで きる。

手短 に イ ンタ ビューに答 え たF氏 は、政策決定 支援 システ ムを使用 して、引 き続 き資料

の作成 を 行 った。

政 策 決定支援 システムは 、エ キスパ ー トシステ ムの一種で ある。過去の種 々の政策 ・

決定 及 びその結 果を イ ンプ ッ トし、その判断 過程 をパ ター ン化 して、政策決定 内容 の

い くっ かの候補 及 びそれ に必要 なデ ータをア ドバ イ ス して くれ るもので、エ キスパー

トシステ ム手法 の進歩 によ りか な り実用的 な システ ムにな って い る。 これ は、意志決

定 の粗 ごな しに大 いに活 用で き、過 去の デー タを十 分踏 まえ た もの とな って いるので、

個 人差 に よる意志決定 のば らっ きや、意思決 定 にお ける重要 な フ ァクタの見落 と しが

少 な くな る メ リッ トが あ る。 この よ うな実用 的エ キ スパ ー トシステムは、政策 決定支

援 システ ムのみな らず 、産業 界 にお ける経営 判断 支援 システム、製品設計支援 システ

ム、生 産管理 支援 システ ム、研究 開発支援 システム、財務管理 支援 システム等 多 くの

分 野で 開発 され、意志 決定等 に活 用 され てい る。

F氏 は 自分 の作成 した資料 につ いての意 見を聴 くため、上記委 員会 の委 員の一人で ある
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B氏 に電話 をか け必要 な資料 を電子 メールで送 って もらい、 その時 ち ょうど昼食 時 にさ し

か か って いたの で、一緒 に新橋 で 食べ る ことに した。F氏 は、 レス トラ ン予約 サ ー ビス シ

ステ ムを使 って空 いて い る店 を探 し、予約 して か ら出 かけ た。 昼食 も含め た昼 の休息 時間

は、職場 、学校で 正午 か ら午後2時 まで と られ るよ うにな って いる。 オ フ ィス業 務の情 報

化 、製造業 に おけ る作業 の ロボ ッ ト化の進 展で仕事 の 合理 化が 進む と と もに、その反動 と

して人 々の触合 いや スポ ーツ、文 化への 関心が極 めて 高 ま り、昼の長 い休み時 間を利用 し

て、様 々な分野 の人 と食 事 を しなが ら交流 した り、 スポ ーツ、文化 サー クルへ の参加等 を

行 って い る。仕事 以外 の何か の分野 での スペ シャ リス トで あ る ことが 、 この時 代の人 の ご

く普通の ことにな ってい る。

午 後か らF氏 は、調査 委託 を して いる財団法 人の調査 委員 会 に出席 した。会場 は この法

人 が運営 して い る公共 の リモー トビジョ ンセ ンター(RVC)で 行わ れた。

RVCは 、全 国 各地 に設 置 され、遠 隔地を 同時 に衛星通信 又 は光 フ ァイバ ーで結 ん

で、 テ レビ会議 がで きるサー ビスを提 供 して い る。 海外 に も同様 な リモ ー ト会議 シス

テ ムが あ り、 これ と接 続 して国 際会議 を行 うこと もで き る。 その広 い会議室 の 中に は

椅子 とテ ーブル よ り も壁 に設置 され た各地 の会議室 を映す 大型 フラ ッ トデ ィスプ レイ

が 目立 って い る。 デ ィスプ レイの配 置及 び映 像の映 し方 は大変工夫 され 、臨場感 のあ

る会議 進行 がで きる。会議 の 資料 は電 子 メールで 直 ちにや りとりが行 なわれ 、プ レゼ

ンテ ー シ ョンに必 要 な ビデオ プ ロ ジェ クタは各地 の会議 室で 同時に見 る ことが で きる。

この よ うな公共 会議施 設以外 に も、官庁 、一般企 業で大 画面 イ メー ジ表示 装 置を使 った

りモ ー ト会 議室が で きて きて お り、 わざわ ざ 日本 国中か ら一 ヶ所 に出張 しな くて も、十 分

会議 開催が可 能 とな り、時間 と労 力が節約 で きるの は もち ろん 、鉄道 、飛 行機等 の輸送 力

増加 の抑制 に も寄 与す るこ ととな る。情報 伝達手段 の高 度 な発 達 によ り、 ビジネ スや文 化

活 動 において人 が直接交 わ って情報 交換 や情報収 集 をす る必要 が極め て少 な くな って きて

お り、都市 機能 の集 中化や交通 機 関の大規 模化 を避 け ることがで きる とい う大 きな メ リッ

トを生 み出 してい る。 この ことは、間接 的 に地 価の抑 制 に もつ なが る とい う大 きな効 果を

もた ら して い る。

F氏 は、午 後7時 に帰宅 し、家 族 と夕 食 を共 に した。事 務処理 のOA化 、AI化 の進展 、

通信 網の大容 量 ・高速化 に よ り、オ フ ィス業務 が かな り簡 素化 され、創造 的な仕事 に集 中

で きるよ うに な った。 また、 同僚 の歓送 迎会等 は20世 紀 に は夜 行われ るのが普通 で あ っ

たが、昼休 みが長 くとれ るよ うにな った ため、少 々の アル コール は許 され るよ うにな り、

こうい った行事が 昼 に行われ る ことが多 くな ってい る。 この ため、夜 の会 合 はめ っ きり減

り、か わ りに地域 活動 、趣 味サ ー クル、 ホ ームバ ーテ ィ等が頻 繁 に行 われて い る。

F家 で は普段 、家族 全員 が健康 な 日々を過 ごす よ う毎 日健康 管理 を行 って い る。 その結

果が近 くの ホー ム ドクタのデ 一 夕ベ ー'スに蓄積 ・整理 され 、ホ ーム ドクタよ り時 々注意事

項 な どが指示 され る。近 くに住 む一人暮 しの老 人 は、体が不 自由なため、介護 ロボ ッ トの

お世話 にな って い る。 これ も地域 の セ ンターか ら貸 し出されて い る。F氏 の夫人 や子 ど も

は余 暇時 間に この 老人 を見舞 い、様子 を セ ンターに報告 す るなど近 隣の ボ ラ ンテ ィア活動

を 行 って い る。
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F家 の夕食 メニ ューは、F夫 人手作 りの肉料理 。 もちろん世 界各国の料理 の出前 サー ビ

ス、 レ トル ト食品 や料理材 料の配達 は ホームステ ー シ ョンか ら即 日配達オ ーダは可能 であ

るが、材料 を いろい ろ吟味 した いF夫 人 は近 くの スーパ ーマーケ ッ トに出掛 け、材料 を買

って くる。

夕食後 の一家 の主要テ ーマは、夏休 みの企画立 案で ある。法 律で7月 か ら9月 の間に連

続 して1か 月の休 暇を とる ことが義 務付 け られ てお り、早 くか ら計画を決 めない と、人気

の ある リゾー トはす ぐ予約で一杯 にな る。 日頃 コ ンピュー タや ロボ ッ トに囲まれて生活す

る ことで、 ス トレスが溜 まるためか、 ど うして も自然 の中で過 ごす レジャーに人気が集中

す る。 この よ うな長期の夏休 みを過 ごそ うとす ると、国内の観光地で は限 りがあ り、海外

に出掛 けて行 くのが普通 にな って いる。F家 で も昨年 の夏休み は米国西海岸 で過 ご し、 グ

ラ ン ドキ ャニ オ ン等 の雄大 な 自然 に接す るとと もに、子 供連 には語学 力の向上のため英語

教室 に通わせ るな ど、大変有意 義 な休 みを過 ご した。子 供の中 には、 自分 の描い た絵や写

真を 自由に編 集 して、大変立 派な 日記 を本 の形 にま とめて いる もの もい る。

これ は、 ホームステー シ ョンに カラー イメー ジスキ ャナーと高精細 カラー レーザ プ

リンタを取 り付 け、 ホー ムステー シ ョンの画像 文字同時編集機能 を利用 して作成 した

もので あ る。 どんな画質の カラー写 真で も常 に理想的 な画質の調 整が可能で、小学生

で も操作 で きるよ うな簡単 なイ ンタフ ェースにな って お り、立派 な カラーパ ンフ レッ

トが個 人で作成 で きるよ うにな ってい る。

ただ、F氏 の場 合 は自然 にばか り接 して いる とい う訳 には行 かなか った。

とい うの は、1か 月 も全 く実 社会 と隔絶 して る訳 には行かないので、旅行先 に はホ

ー ムステー シ ョンの端末機で あ るポー タブル ステ ー シ ョンを持 って行 った。 これで留

守 宅の ホー ムステ ー シ ョンに アクセス して、テ レメ ッセ ージが来て いないか確 認で き

るので あ るが、や っか いな ことに緊急呼 出 し回線が あ り、予め登録 した番号で は直 ち

に回線が っなが るよ うにな って いる。

F氏 は、いつ も長期休 暇中 はその番号 を勤務 先 と両 親 に登録 して い るのであ るが、 たま

たま役所 か ら、緊急 呼出 しがあ り、休 暇先で2日 間ポ ータブルステー シ ョンを駆使 して作

業を行 い、資料を役所 に送 った経験が あ る。

ポー タブルステー シ ョンは、国 際電話回線 の あ るところな らど こで も利用で き、ま

た電話 のな い山奥等 で も、通信衛星 に直接 ア クセ ス して 、 これ を介 して利用が可能 で

あ る。

このよ うにや っかいな もので あるが、逆 にこれが あ る ことによ り、 どん な時に どんな場

所で あ って も、いかな る対応 も可能 で、十分長期 の休暇 を安心 して とる ことが で きる。

昨年 の米国旅行 では、貯金を大分使 ったので 、今 年 はケチケチ休 暇 にな りそ うだ。旅行

会社 か らの旅行 サ ポー トサ ー ビスを家族で大型 デ ィスプ レイを見 なが らいろいろ検 討 した。
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この案 内 は、観光地 の風景 、ホテルの案 内等 をデ ジタル映像 を使 って詳 しく説明 し

て くれ 、予約 も行 うことがで きる。

その結 果、北海道 の人里離れ た地 で貸別荘 を借 り、技 術文明の恩恵 に浴 さないサバ イバ

ル生 活を送 ろ うとい うもので あ った。 どの よ うにな るか、みん な今 か ら楽 しみに して いる

が、F氏 は、緊急 呼出 しが ない ことを祈 るのみで あ った。楽 しく夏 期休暇 の検 討を した後 、

地下 室の100イ ンチ画面の 高精細 フラ ッ トデ ィスプ レイが ある ミニ シア ターでハ イ ビジ

ョン ビデオの映画 を鑑 賞 した。
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ハ イ テ ク ロ ッ ジ に 居 住 す る 家 族 の 一 日

通 信 ・交通 機関 の高速化 と低料 金化が進 み、 ど こにいて も仕事がで き、また教 育を

受 け られ るよ うにな ってい る。都 会を離 れて住 む家 族の 姿を描 く。

Fさ ん夫婦 は、30代 半 ば の共働 きで あ るが 、建 物や 人が密集 し、刺激 の多い都会の生

活 に はあま り魅 力を感 じず、空気 も水 もきれ いな山の 中で暮 らして い る。 山の中 とはいえ 、

住 居 は高度情 報技 術を駆 使 した機 器 を装 備 したハ イテ クロ ッジで ある。彼 女 は、 自分のペ

ー スで ゆ った り した生活 が したい し、環 境 のいい と ころで子育 てが したい、子供 には野原

を思 い つき り走 り、植物 や動物 と遊ぶ 楽 しさを味あわせ た いと思 ってい る。

Fさ んの仕事 は生活 コーデ ィネ ー タ。本社 は東京 にあ るが 、仕事を受 けて、 テ レビ電話

な どを使 って顧 客 と打 ち合わ せを した後、 自宅の仕事場 で仕事 をす る。必 要 な場 合には、

現地へ 行 くこと もあ る。時速300キ ロの新 幹線や リニ アモー ターカーが整備 され たため、

国 内な らほ とん どど こで も日帰 りが で きるよ うにな って いる。

世 界規模で 商品 にア クセスで きるよ うにな り、また、 その種 類が増大 した ことに対応 し.、

商品 の性 能 や機 能 、価 格 、類 似商品 との比 較、使 い勝手 などの情報を検索で き るデー タバ

ンクが設立 されて い る。Fさ んの仕 事 は、.その デー タを検索 し、種類や機能 など数 多い機

器 の中か ら顧 客の要望 に合 わせて組 み合わ せを ア ドバ イスす る。 また、 デザ イ ンや内装 な

どにつ いて も相談 に乗 る。

い くっかの プ ラ ンが で きあが った ら、それ を顧 客の家 の情報 コ ックピ ッ トに送 る。

顧客 は コ ックピ ッ トを使 って、それ らのプ ラ ンをあ たか も現実 のよ うに 「体験」 して

み る ことがで きる。 それ と同時 に、テ レビ電話 でFさ ん と も相談 しなが ら最終的 な組

み合 わせを決 めて ゆ くことにな る。

家事 の大半 は 自動化 され、単純 作業 をす る必 要 はな くな って い るが、料理 などは、逆 に

創 造性 を発揮 す る機会 とな ってい る。 食品冷 凍技術や流 通網の 整備に よ り、全 国的な レベ

ルでの 食品供給 体制が確 立 され、通信 ネ ッ トワー クを利 用 して注文をすれば、 フー ドサー

ビスか ら即座 に配達が 行われ る。注文 の内容 も、素材 か ら調理 済みの もの まで その ときど

きのニ ー ズに合 わせ て選 ぶ ことがで きる。

Fさ ん家族 の場合 は、趣味 と して 自宅で野 菜の栽培 もして い る。夫のF氏 は植物学者 な

ので 、い ろいろお も しろい野 菜を作 って は知 人 に配 った りも して いる。 また、近 くで農業

を して い る人か ら素材 を買 うこと もあ る。 そ う して手 に いれ た材料や半加工食 品を週 に1、

2回 好 きな ときに家族 みん なで調理 して 、超 低温冷蔵庫 に保 存 して お く。 みん なでわ いわ

い とアイ デアを出 しなが ら調理 す るのが とて も楽 しい。

食後 の後 かたづ けは、 自動 食器洗浄 機、乾燥 機が丁 寧 に行 って くれ る。生 ゴ ミを排水 と

と もに砕 いて流せ るデ ィスポーザ ー も全国 的に普及 して いて 、 ゴ ミ処理 はず いぶん楽 にな

って い る。砕 かれ た生 ゴ ミは処 理場 に集 め られ、バ イオ技術 を駆使 した有機物 の高効率分
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解 にか け られ る。

洗濯物 は下着類 も含めて ク リーニ ングに出す ことが一般 化 してい る。洗濯 、乾燥 、折 り

畳 み 、包装 を一 貫 して 自動 的に行 う自動化 ライ ンが完成 して い るた め、 コス トは大 幅 に安

くな り、水資源 の節約 、洗剤 汚染 の防止 とい う観 点か らも、 ク リーニ ングに出す ことに抵

抗が な くな って いる。

部屋 の掃 除は、夜 に な るとロボ ッ トク リーナーが 自動 的 に部 屋を 回 って して くれ る。哨

の よ うな ゴ ミ吸引 口を持 って いて、 隙間の ゴ ミも見逃 さな い。掃 除が終 われば 自動的 に も

との収納 カプセ ルに入 る。 しか し、 このあ いだ見 た電子 ニ ュー スで は、近 い うち に、 ゴキ

ブ リの よ うに小 さ くて多 数の ロボ ッ トか ら成 る、群れ ロボ ッ ト型 の掃 除機 も発 売 され ると

い う宣伝 を して いた。 ち ょ っと気 持 ち悪 いけれ ど、性能 はいい のか もしれ ない。

子供 は2人 で 、長女 のGち ゃん は小学 校 に入 ったばか り。 次 男は まだ2歳 だ。Gち ゃん

の小学校 で は、みん なが一緒 に受 け る授業 は午前 中だけ。午 後 は 自宅で それ ぞれ の好 きな

ことに合わせ て授 業 を選べ るよ うにな って い る。 みん なで受 ける科 目は、 コ ミュニ ケー シ

ョン、心身の ウ ェルネ ス、生 活 サイエ ンス、 アー ト。 コ ミュニ ケ ー シ ョンで は、双方 向型

の コ ミュニ ケー シ ョンによ って 自分 を適切 に表現 し、相手 を理 解す る ことが重視 されて い

る。 ま た、 ウ ェルネ スで は体の運動 だ けで はな く、心 と体 を一 体 と しての健康 の管理 、維

持 につ いて教 えて い る。

生 活 サイエ ンス は実習 が主体 で、Gち ゃん の学 校で は、立地 を生 か した自然観 察や動植

物 の飼育 な ど もよ く行 う。 この他 に、情 報機 器の使 い方 な どを教 え る コース もあ るが 、普

段使 うの に必要 な ことは簡単 にマス ターで きるため、詳 しい仕組 みを知 りたい子や 、 コ ン

ピュー タアー トなど凝 った使 い方 を したい子 の ための もの に な って い る。

自宅で は、情報 コック ピッ トを使 って、外 国語や各 国の地理 、文化 、 自然科学 な ど

につ いて学 習す る ことがで きる。一定 の時 間内で あれ ば、適 宜先生 を呼 び出 して質 問

な どをす る こと もで きる し、ネ ッ トワー クを通 じて、 自宅 に居 なが らグループ学習 を

す る こと もで きる。 国内外 の小学生 との交 流 も行 われて い る。 また 、 自然科 学 もシ ミ

ュ レー シ ョンによ って疑似 体験 、疑似実 験す る ことによ ってず っと理解 が容易 にな っ

てい る。 この システ ムは小 学校 だ けで はな く、よ り一般 向 けの学 習 に も使 われ てお り、

一定 の料金 を払 うことによ って、世 界の一流 講師 によ る講義 を受 けた り、通信 衛星

を通 じて、外 人講 師か ら外国語 を学 んだ りす ること もで きる。

Gち ゃん が今大好 きな遊 びは 、 自分の服 をデザ イ ンす ることで 、 これ も情 報 コ ック

ピ ッ トを使 って い ろいろなデザ イ ンを楽 しめ る。 その デー タを フ ァッシ ョンネ ッ トワ

ニ クに送れ ば ち ゃん と服 に な って届 け られ るけれ ど も、そ うそ うた くさん は作 って も

らえ ないので 、た いてい は、 自分が それを着 た様子 を シ ミュ レー トした もの を友達 と

見せ合 って満足 してい る。

もちろん、外 で遊 ぶの も大好 きで 、天気 の いい 日に は、家 の一角 にあ る大 きな木 に住 ん

で い る リスや小 鳥 と遊ん だ り、近 くの野原 で 日向ぼ っ こや鬼 ごっこを して過 ごす 。

Gち ゃん が遊 びに 出た後、Fさ ん は情 報 コ ック ピッ トを使 って今度 の山登 りの 日の ため

にベ ビー シ ッターの予約 を した。幼児 教育 を専攻 して い る女子 大生 や子 育て の終わ った高
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齢者な どが ボ ラ ンテ ィア と して登録 され てい るベ ビー シ ッターサ ー ビスがあ り、 ネ ッ トワ

ークを通 じて簡単 に予約 す ることがで きる。山の 中なので多少早 めに予約 しな いといけな

い けれ ど もとて も助 か る。 どち らか といえば 、若 い人よ りも経験豊 富 な高齢者の ほ うが 人

気が あ るよ うだ。

予約 して い る途 中で海外 の友人 か らの コールが 来 た。ず いぶ ん久ぶ りなので 、思わず話

し込 んで いた ら、 もう夫の帰 って くる時 間だ。夜 は家族で ゆ っ くりと過 ごす。今 日は電子

マ ップを見 なが ら、3人 で今 度の山登 りの計 画を相談す る予定だ。登 山、 とい うよ り山歩

きはFさ ん夫 婦の最大 の趣 味で、最近 や っとGち ゃん も一緒 に行 けるよ うにな った。電子

マ ップで ル ー トを決 めてお けば、 それが ナ ビゲー タの役割 もす るので、万一の場合で も道

に迷 うことはない。

就寝前 に は夜空 に輝 く星 を眺 め、朝 は鳥 のさえず りで 目を覚 ます。収入 は都会 に比 べ る

と少 ない けれ ど も、生活費や娯 楽の費用 も少 ないので、 ゆ った りと した生活 を送 ってい る。

ときど き都会 に住む友人 も泊 ま りに くる。初 めは星が きれ いだ し、静かで いい、 と言 って

い るが、2、3目 す るとや っぱ り都会 の刺激 が恋 しいとい って帰 って ゆ くのが お も しろい。

ほん と うに、 自分 にあ った生活が選べ るよ うにな った と思 う...
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商 社 に勤 務 す る独身 女 性 の一 日

新情報処理技術や高度通信サービスを駆使した都会の生活を描く。

Hさ ん は27歳 の シ ングル。 キ ラキ ラと太陽光線が反射 して 目が眩 む ほどの、超 々高層

ビル群 の一 角 にあ る商社 に勤 めてい る。 高収入で仕事の チ ャ ンス も多 く、 レジャーパー ク

や刺激 的な ア ミューズ メ ン トに も事 欠か ない都会の魅 力を十分 に楽 しんで い る。

彼女 の仕 事 は、国内外の美術 品の探索 と買 い付 け。学生 時代の海外留 学 と海外旅 行の経

験を活 か して、世 界の どこにで も仕入 に行 く。 また、 ネ ッ トワー クを使 って行われ るオー

クシ ョンを利用 す ること もあ る。

創造 活動や デザ イ ンを支援 して くれ る情 報機器 を利用 して 、 自分 で も美 術や音 楽、服飾

デザイ ンなどを楽 しむ人が増 え るにつれ て、 よ り高度 な芸術へ の関心 も高 ま ってお り、古

い美術 品や最新 の技法を用 いたハ イテ クアー トの需要 は大 き く、彼 女の仕 事 は順調だ。

彼女 の住ん で いるマ ンシ ョンは勤 め先か ら地下鉄 で30分 く らいの と ころにあ る高層 マ

ンシ ョンで あ る。家賃 は多少高か ったが 、最新 の ホームオ ー トメー シ ョン設備が魅力で あ

る。

朝 は遠隔で モニ タされて い る睡眠状態 に合わせて、照 明や音楽 、そ して部屋 の香 り

もコ ン トロール され、気持 ちよ く目覚 め ることがで きる。美術大学 の先輩 のFさ ん は

山の中の ロ ッジで暮 らしていて、朝 の鳥 の さえず りの気 持 ち良 さを言 うけれ ど も、 こ

の設 備だ って十分 それ に匹敵 す る と思 って いる。壁一 面が デ ィスプ レイにな って い

て、好み の風景を映 し出す こと もで きる。起 きあが って着替 えが終わ る頃に は、体調

と好み に合 わせ て選 ばれ た朝食が すで に レンジの中 に用意 されて いる。 この システム

は学習能 力を持 っていて、好み にあわ ない ものが出た り、 好みが変 わ った り した場合

には、それを システ ムに伝 え ることで 、 自分の好みを学習 させ る ことがで きる。

朝食 を終 え る と、後か たづ けは 自動 的にや って くれ る。 電子 ノー トにはネ ッ トワークか

ら昨夜 の うちに着 いて いた ビデオ メール と今 日のニ ュースが ダウ ンロー ドされ て いるので、

それを持 って 職場 に向か う。

地 下鉄の駅 の売店で も、今 日の ニ ュースや いろいろな雑誌 を売 って い る。 とはい って も、

ほとん どす べて は電子 ノー トへ の ダウ ンロー ドサ ー ビスで あ る。電子 ノー トを ソケ ッ トに

つな いで 、雑誌 を選 ぶ と、その 内容が ダ ウ ンロー ドされ る。 料金 はす べて クレジッ トで支

払 うことがで きる。

通 勤電車 の中でニ ュースを読み 、 フ ァイルす る必要 のあ る部分 を チ ェ ック して いる

と、上 司か らの メ ッセー ジが入 った。電子 ノー トは移動端末 も兼ね ていて、移 動中 に

は、無線 で ホス トコ ンピュー タと接続 されてい る。内容 は、今 日顧客 に届けた美術品

に事故 があ ったため、直接、顧 客の所へ 向か うよ うに とい う指示 だ った。

一168一



出先で 、事 故 の様子 を調べ、 自社の保 険請求 エキ スパ ー トシステムを使 って適切 な保 険

請求 の手続 きをす る。処理 の経過 はす べて システ ムに登録 し、以後 の参考 にす る ことがで

きる。 と りあえ ずの処 置を終え てか ら自分 のオ フ ィスに戻 って 、 ビデオ メールを見 る。 ビ

デオ メール はほ とん どが美術品 の情報 で あ る。

ダイ レク トメールの よ うな必 要 のな い ビデオ メール は システムが 自動的 に タイ トル

だ けに圧 縮 して くれ る。 ざ っと飛 ば し見 しなが ら、 これ は とい うものが 目に着 くと、

ネ ッ トワー クを使 って詳 しい情 報 を リクエ ス トす る。 たいていの美術品 はマルチ メデ

ィア計 測 されて い るので 、その デー タを送 って もらえ ば、 こち らで立体感 や触感 を シ

ミュ レー トす る ことがで きる。

仕事 が終わ ると、オ フ ィス近 くにあ る ジムで スポ ーツを して汗を流す のが 日課 だ。十分

に汗 をか いた ら、 リラ ックスル ームで ゆ った りとす る。 リラ ックスルームでは、いろい ろ

な場所 や風景 を シ ミュ レー トして 、そ の中で過 ごす ことがで きる。今 日は、月面のプ ログ

ラムを選ん で、月 か ら地球 を眺 めてのん び りと した。夕食 はた いて い外 食で、電子ガ イ ド

を使 って その 日の気分 に合わせて レス トラ ンを選ぶ 。今 日は久 しぶ りに タイ料理を楽 しも

うと思 った。

休 日は友人 と海 外ヘ シ ョッピングに行 った り、趣味の絵 を書 いた りして過 ごす。絵 は、

ロー カル ネ ッ トワー クの クラブに入 って いて 、た まにネ ッ トワー ク上で の展覧会を開い た

りもす る。最 近 は絵の具 の分子 デザ イ ンの技術 も進 んで きて、昔 よ りもず っと リアルな色

が使 え るよ うにな って い る。

家 に帰 る と、 システ ムがrCさ ん か らメ ッセ ー ジが 来て います 」 と教えて くれ たの

で、 「お風 呂に入 りなが ら見 るわ 」 と指示 す る。すで に 、出先 か ら帰 宅時 間を登録

し、風 呂の用 意を す るよ うにセ ッ トして いたので 、風 呂の準備 はで きて いる。 システ

ムか らの メ ッセ ー ジの声色 や風 呂の温度 など もきめ細 か く調節 で きる。 ゆ った りとお

風 呂に入 りなが ら、風 呂の壁 の一部 に映 し出 され る メ ッセー ジを見た。

Cさ ん とは偶 然 にネ ッ トワー ク上で 知 り合 った。彼女 は少 し年 上ですで に結婚 してい る。

仕 事 は情報 処理 の研究 とい うことで 、美術 とはま った く分野 が違 うのだが 、なぜか気があ

って、 それ以後 、 と きどき家族 と もど もネ ッ トワー ク上で も、実 際の生活 で もっ きあ って

い る。 メ ッセー ジの 内容 はなん と、新 しい子 供がで きた とい うものだ った。 さっそ くお祝

いの メ ッセ ー ジを送 り返 して お く。産 まれ るの はまだ先だが 、今 か らお祝 いにぴ った りの

美 術品 を探 しておか な くち ゃ...
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